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２０１４年度 大学院行事予定表（法科大学院は除く） 
カレンダー 

 ：休日・祝日・祝日以外の休業日  
 ：祝日の授業実施日 

大学院年間予定 

2 0 1 4 年 

4 月 

  

 1日(火) 
 2日(水) 
 2日(水)～11日(金) 
 3日(木)～ 8日(火) 
 4日(金) 
 7日(月) 
 8日(火) 
 9日(水) 
10日(木) 
 3日(木)～15日(火) 
16日(水)～17日(木) 
18日(金)～21日(月) 
12日(土) 
29日(火) 

春学期開始 
入学式 
＜新入生・在校生＞専攻別ガイダンス 
＜新入生＞ガイダンス 

健康診断（看護学専攻の新入生・在校生） 
健康診断（新入生女子） 
健康診断（新入生男子） 
健康診断（在校生女子） 
健康診断（在校生男子） 
履修登録期間 
履修登録確認期間 
履修登録修正期間 
授業開始 
授業実施日（昭和の日） 

 
5 月 

  

 9日(金)～14日(水) 
25日(日) 
30日(金) 

前半科目履修中止申請期間（Loyola） 
ソフィアンズ・デー 
休学願提出期限 

 
6 月 

  

 6日(金)～11日(水) 
30日(月) 
 

履修中止申請期限（Loyola） 
＜留学者（出国）・休学予定者（14年度秋～15年度
春)＞継続履修願提出期限 

 
7 月 

  

 5日(土),12日(土),19日(土) 
21日(月) 
22日(火) 
23日(水)～30日(水) 
31日(木)～9月26日(金) 

補講日 
授業実施日（海の日） 
春学期授業終了 
試験期間（7月30日は予備日） 
夏期休業 

 
8 月 

  

 1日(金)～9月19日(金) 
26日(火) 

集中・補講期間 
＜修士2年次生＞＜早期修了予定者＞成績公開
(Loyola) 

 
9 月 

  

10日(水) 
11日(木) 
19日(金) 
20日(土) 
21日(日) 
22日(月) 
21日(日)～10月1日(水) 
22日(月)～10月6日(月) 
26日(金) 
27日(土) 

9月修了者発表 
成績公開 
学位授与式（9月期） 
春学期終了 
秋学期開始 
入学式，＜新入生＞ガイダンス 
履修登録期間 
継続履修登録 
成績評価確認願提出期限 
授業開始 

 

日 月 火 水 木 金 土
     1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31       

日 月 火 水 木 金 土
  1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31   

※21日：海の日は授業実施日 
※7/31－9/26：夏期休業 

日 月 火 水 木 金 土
  1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30    

※29日：昭和の日は授業実施日 
 

日 月 火 水 木 金 土
    1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30      

日 月 火 水 木 金 土
 1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30     
       

 



 

 

カレンダー 
 ：休日・祝日・祝日以外の休業日  
 ：祝日の授業実施日 

大学院年間予定 

 
10月 

 

 2日(木)～3日(金) 
 4日(土)～6日(月) 
13日(月) 
24日(金)～29日(水) 
28日(火) 

履修登録確認期間 
履修登録修正期間 
授業実施日（体育の日） 
前半科目履修中止申請期間（Loyola） 
みなし金曜日 

 
11月 

 

 1日(土) 
 1日(土)～3日(月･祝) 
 6日(木) 
24日(月) 
28日(金) 
 
28日(金) 

創立記念日（全学休講） 
ソフィア祭 
みなし月曜日 
授業実施日（振替休日） 
＜留学者（出国）・休学予定者（14年度秋～15年度
春)＞継続履修願提出期限（2回目） 
休学願提出期限 

 
12月 

 

 3日(水) 
 8日(月)～12日(金) 
20日(土) 
22日(月) 
23日(火)～1月4日(日) 

ザビエル祭（全学休講） 
履修中止申請期間（Loyola） 
補講日 
授業終了 
冬期休業 

2 0 1 5 年 
1 月 

 
 

 5日(月) 
10日(土),17日(土) 
22日(木) 
23日(金)～30日(金) 
31日(土)～3月31日(火) 

授業再開 
補講日 
授業終了 
試験期間（1月30日は予備日） 
春期休業 

 
2 月 

 
 

26日(木) 
＜修士2年次生＞＜早期修了予定者＞成績公開
(Loyola) 

 
3 月 

 
 

14日(土) 
16日(月) 
26日(木) 
31日(火) 

修了者発表 
成績公開 
学位授与式 
秋学期終了 

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31     

 

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28

 

日 月 火 水 木 金 土
    1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 37 28 29 30 31

※1/31－3/31：春期休業 

日 月 火 水 木 金 土
 1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31    

※12/3：ザビエル祭（全学休講） 
※12/23－1/4：冬期休業 

日 月 火 水 木 金 土
      1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30       

※11/1：創立記念日（全学休講） 
※11/1～3：先哲祭，ソフィア祭 
※24日：振替休日は授業実施日 

日 月 火 水 木 金 土
   1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31  

※13日：体育の日は授業実施日 



 

 

上智大学ホームページ http://www.sophia.ac.jp/ 
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 各科目の曜日時限，教室等を確認したい場合には，Loyola －［カリキュラム

履修登録関係］－［時間割］を参照してください。 

 

  

 

 本学では Web による教学支援システム「Loyola（ロヨラ）」により，履修や成績にかかわる手続きやお知

らせを行っています。 

「Loyola」では以下のようなことが可能です。 

・Web 上での履修登録や履修中止の申請（窓口で手続きをするものもあります） 

・現在の登録状況や過去の成績，単位修得情報等の確認 

・休講・補講情報をはじめ，学内掲示板で告知している情報の閲覧 

 

利用方法，操作手順等の詳細については，Loyola Home「Loyola Handbook（学生）」を参照してください。 
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① 学事センターの事務取扱い時間は下記の通りです。時間外の取り扱いはできません。 

 

月～金 ９：３０～１７：００（除１１：３０～１２：３０） 

 

※土曜・日曜・祝日は休業です（授業日を除く）。 

※夏期・冬期の休業中や特別な場合の取扱い時間については，その都度掲示します。 

 

② 証明書自動発行機の稼働時間は９：００～１７：００です。 

自動発行機で発行可能な証明書については，p.18 を参照してください。 

 

③ 学事センターは，下記の事務を取り扱っています。 

 「教務」…履修相談，授業，試験，成績に係る事務 

 「学籍・証明書」…学籍異動（留学・休学・退学），各種変更，在留資格に係る事務 

 「大学院」…修士・博士論文など学位に関する事務および委託聴講手続き 

 「学費」…学費全般に係る事務 

 また，留学についての問い合わせは国際連携室，奨学金についての相談・課外活動につい

ての申し込みなどは学生センター，教職・学芸員課程に関する問い合わせは課程センターで

受け付けています。 

 その他の事務部署については，場所，電話番号および事務取扱い内容の一覧を p.295 に掲

載してあります。 

 

大学から学生へのお知らせは Web による教学支援システム「Loyola（ロヨラ）」の掲示によ

って行います。この掲示を見なかったために生じる不利益は学生本人の責任となります。 

授業に関する情報（休講，補講，教室，臨時の教室変更，試験やレポートの告知など）や，

緊急を要する重要な掲示等も Loyola で行います。大学が発信する最新の情報を得るためにも，

毎日必ずLoyola掲示板を見るように習慣づけてください。また，紙による掲示を併用する場合

もあります。掲示板の位置については，p.298 を参照してください。 

Loyola URL : https://scs.cl.sophia.ac.jp/campusweb/campusportal.do  

 

授業についての情報や履修に関する相談は，窓口で問い合わせてください。間違いや誤解が

生じるおそれがあるため，電話では受け付けできません。また，家族等からの連絡についても，

非常時以外は取りつぎを行いません。 

 

台風・大雨など各種の自然災害や事故・ストライキなどによる電車運行停止のため，授業や

定期試験を平常通り行うことができないと判断された場合は，休講または試験日の振替などの

特別措置をとることがあります。特別措置の内容については，大学ホームページ，Loyola も

しくは公式フェイスブックでお知らせしますので各自で確認してください。 

 

 

■個人情報保護について 

上智学院個人情報保護への取組みについては下記 URLを参照してください。 

http ://www.soph ia .ac . jp/ jpn/top/ in fo/pr ivacypo l icy  

 

 

注意事項 

事 務 取 扱 い 

時 間 

掲 示 

問 い 合 わ せ 

公共交通機関

運行停止時の

授業の取扱い

に つ い て 

個 人 情 報 の 

取 扱 い 
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学校保健安全法に定められた感染症に学生が罹患した場合は，感染拡大を防ぐために所定の

期間，登校禁止となります。もし罹患した場合は，下記のとおり対応してください。 

なお，新しい感染症の場合は，特別な措置がとられることがあります。Loyola及びホームペ

ージの掲示に注意してください。 

１．医師の指示に従い，感染の危険がなくなるまで自宅療養する。保健センターには電話で罹 

患を報告する。 

２．大学ホームページ上から「感染症治癒後登校許可証明書」をダウンロードし，登校が許可 

されたことを医師に記入してもらう。(登校禁止期間が記載されていれば医療機関発行の様

式でも可) 

※ダウンロードできない場合は，保健センターへ用紙を請求してください。 

３．登校時，上記証明書原本を保健センターに提出する。各担当教員には証明書の写しを提出 

する。 

 

「裁判員の参加する刑事裁判に関する法律」に基づいて，裁判員制度のもとでは，学生は裁

判員の辞退等が認められていますが，裁判員になることを希望する学生の意思を尊重するため，

学生が裁判員に選任された場合（その選任手続を含む）の授業等の出欠について，下記のとお

り取り扱うものといたします。 

１．対象となる学生 

本学に在籍する学部・大学院の正規生および科目等履修生。（聴講生は含まない） 

２．対象となる事由 

①裁判員候補として裁判員選任手続のために裁判所へ出向くとき。 

②裁判員として裁判に参加するとき。 

③補充裁判員として裁判に立会い等をおこなうとき。 

３．手続き 

学生は，原則として事前に学事センターに申し出て，裁判員選任用所定の欠席届用紙を受取 

り，その欠席届とともに，裁判所から送達された文書（「選任手続期日のお知らせ（呼出

状）」）の写しを担当教員に提出し，当該授業を欠席することについて申し出る。また，事後に

は裁判所が発行する証明書類を提示して同教員に報告する。 

４．出欠の取り扱い 

上記所定の文書による申し出および報告があった場合，本人の不利益とならないよう，教員

側で次のように配慮する。 

①授   業：「欠席」扱いとしない。代替措置については担当教員の判断による。 

②授業内試験：「欠席」扱いとしない。代替措置については担当教員の判断による。 

③定 期 試 験：追試験の対象とする。通常の追試験願を期限までに提出する。 

 

＊参考 

学生も裁判員候補者として選ばれるものの，法律により裁判員の辞退を申し出ることがで

きる事由に該当するので，出廷の対応例は次のようになります。 

（学生の対応例） 

ａ）裁判員の選任手続や裁判員として裁判に参加する。 

ｂ）学生という身分で，一般的に辞退する。 

ｃ）定期試験時など特定の月や日は辞退する。 

（辞退を申し出ることができる主な事由） 

・１年間を通じて辞退することができる一般的事由がある…「学生」という身分 

・裁判員になることが特に難しい特定の月がある…定期試験時など 

・他の期日に行うことができない社会生活上の重要な用務がある場合 

感 染 症 に 

罹患した場合 

裁判員選任等

に伴う授業等

の出欠の取扱

い に つ い て 
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授業の開始日・終了日等については巻頭の「2014年度 大学院行事予定表」で確認してくだ

さい。 

 

学期の期間は下記のとおりです。 

春学期：４月 １ 日 ～ ９月２０日 

秋学期：９月２１日 ～ ３月３１日 

 

時限 時 間 
１  ９ ：１５ ～ １０：４５ 

２ １１：００ ～ １２：３０ 

３ １３：３０ ～ １５：００ 
４ １５：１５ ～ １６：４５ 
５ １７：００ ～ １８：３０ 
６ １８：４５ ～ ２０：１５ 

※この他に，通常の授業日時・時間帯とは異なる形式で，土日や補講期間などに集中的に授業

を行う「集中講義科目」もあります。この場合の授業日時・教室については掲示で別途連絡

します。（時間割上では「集中講義」として記載されています） 

 

授業が行われる月曜から金曜のうち，祝祭日が集中するために十分な授業日数を確保できな

い曜日が発生することがあります。この際，ある曜日を異なる曜日とみなして授業を行うこと

があります。 

2014年度の場合，１０月２８日（火）は金曜日，１１月６日（木）は月曜日の時間割で授

業を行います。 

 

授業日数を確保するため特定の祝日にも授業を行うことがあります。 

2014年度の該当日は以下のとおりです。 

 ４月２９日（火）昭和の日 

 ７月２１日（月）海の日 

１０月１３日（月）体育の日 

１１月２４日（月）振替休日 

 

授業は学事日程によって行われますが，公務，出張，学会，病気などによって担当教員が授

業できなくなり，休講となる場合もあります。休講は担当教員からの連絡によりLoyolaに掲示

しますが，当日になって連絡を受けてお知らせする場合もありますので，授業前にLoyolaを確

認する習慣をつけてください。授業開始時間から 30 分経過しても担当教員が入室しない場合

は，学事センターに連絡し，その指示に従ってください。 

 

補講は，春学期と秋学期にそれぞれ設けられている補講日に原則として行いますが，このほ 

かにも別日程で行う場合もあります。いずれの場合もLoyolaに掲示をしますので，教室や日時

を確かめて出席してください。 

 
春学期補講日  ７月 ５日（土），７月１２日（土），７月１９日（土） 

秋学期補講日 １２月２０日（土），１月１０日（土），１月１７日（土） 

 

 

１）授業 

授 業 期 間 

学 期 期 間 

授 業 時 間 

み な し 曜 日 

祝日の授業日 

休 講 

補 講 
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授業は，基本的に Loyola に登録されている教室で行われます。しかし，開講後の受講者の

人数等によって，教室が変更となる場合があります。教室変更については，Loyola ならびに 2

号館入口（7 号館側）の教室一覧表で確認できます。開講後しばらくは教室の変更が多くあり

ますので，特に注意してください。 

また，設備の都合などにより，期間中部分的に臨時で教室が変更となる場合もあります。こ

の場合も，Loyola に掲示します。 

 

 

 

 

授業を履修するためには，春学期・秋学期ともに，所定の期間内にLoyolaで履修登録手続をする必要があります。 

履修登録の際のLoyolaの操作手順などは Loyola Home の「Loyola Handbook（学生）」の該当部分を参照し，間違いのな

いよう手続してください。 

 

■春学期登録日程 

項 目 期 間 備       考 

春学期履修登録 
4月 3日(木)10：00～ 

15日(火)21：00まで 

春学期および通年科目を履修する場合は，必ずこの期間内に Loyolaで履

修登録を行うこと。「研究指導」も履修登録が必要であることに注意す

ること。 

なお，春学期に修士論文を提出予定の者（2014年9月修了希望の者）

は，修士論文登録手続について学事センターに問い合わせること。 

春学期 

履修登録確認 

4月16日(水)10：00～ 

17日(木)21：00まで 
Loyolaで，履修登録した結果を確認することができます。 

春学期 

履修登録修正期間 

4月18日(金)10：00～ 

21日(月)21：00まで 
Loyolaで，履修登録した結果を修正することができます。 

春学期 

履修登録結果確認 

（最終） 

4月23日(水)13：00～ Loyolaで，修正登録した結果を確認することができます。 

 

■秋学期登録日程 

項 目 期 間 備       考 

秋学期履修登録 
9月21日(日)10：00～ 

10月 1日(水)21：00まで 

秋学期の科目を履修する場合は，必ずこの期間内に Loyola で履修登録

手続を行うこと。「研究指導」も履修登録が必要であることに注意する

こと。 

なお，秋学期に修士論文を提出予定の者（2015年3月修了希望の者）

は，履修登録とあわせて Loyolaで修士論文登録をおこなうこと。 

秋学期 

履修登録確認 

10月 2日(木)10：00～ 

3日(金)21：00まで 
Loyolaで，履修登録した結果を確認することができます。 

秋学期 

履修登録修正期間 

10月 4日(土)10：00～ 

 6 日(月)21：00 まで 
Loyolaで，履修登録した結果を修正することができます。 

秋学期 

履修登録結果確認 

（最終） 

10月 8日(水)13：00～ Loyolaで，修正登録した結果を確認することができます。 

 

 

２）履修登録 

教 室 
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■履修計画 

履修要綱，シラバスを参考に，必ず指導教員と相談の上，決定してください。シラバスは

Loyolaで確認できます。（カリキュラム履修関係-シラバス参照） 

 

■Loyola の利用について 

Web ブラウザを起動し，以下の URL にアクセスしてください。 

URL：https://scs.cl.sophia.ac.jp/campusweb/campusportal.do 

（本学公式 HP＞在校生の方＞教学支援システム「Loyola」にリンクがあります。） 

学内・学外のインターネットに接続可能なコンピュータから利用できます。（プロバイダや

ブラウザの設定によって閲覧できない場合があります。その場合は学内コンピュータルーム

を利用してください） 

学内コンピュータルームを利用する場合は，各教室の利用時間を守ってください。 

 

■履修登録の手順 

必ず履修登録期間に Loyola より手続きを行ってください。履修登録は，学則に定めるとお

り，所定の期間以外に行うことはできません。（上智大学学則第 50 条「履修しようとする授

業科目は所定の期間に登録しなければならない。」） 

Loyola による履修登録では、登録最終日の最終時刻までに登録を完了している必要があり

ます（「履修登録・登録状況紹介」画面にて，「登録完了」ボタンをクリックすることで完了

します）。登録期間内にログインしていても，最終時刻までに「登録完了」ボタンをクリック

していないと履修登録は完了したことにはならないので，注意してください。登録最終日に

コンピュータ，通信環境のトラブルで登録できなかった場合，特例の措置はとりません。余

裕をもって登録を行ってください。 

履修登録の最終日は，大変混雑が予想されるため，できれば前日を目処に早めの登録を完了

するよう心がけてください。期間中であれば，「登録完了」ボタンを押した後でも，繰り返し

修正（追加・削除）することが可能です。 

履修登録完了後は，登録されている科目に誤りがないかを期間中に必ず確認してください。

最終時刻までの間に，「登録完了」ボタンを押した最後の状況が登録されます。 

質問等は，事務取扱い時間内に，学事センター（教務）窓口へ学生証持参の上，問い合わせ

てください。なお，電話・メールでの相談は行っておりません。加えて，電話での Loyola パ

スワードの問い合わせは本人確認が困難なため，受付できません。学生証持参の上，必ず学

事センターに来室してください。 

 

■履修登録の注意点 

大学院生は，学部の抽選科目について登録の対象外です。 

 

■修士論文の履修登録 

修士論文の履修登録は，論文を提出する学期（最終学期）に行ってください。2015 年 3 月

修了予定の場合は秋学期に履修登録をしてください。2014 年 9 月修了予定の場合は，学事セ

ンター（教務）窓口に申し出てください。 

 

■履修登録の確認 

履修登録後は随時，Loyolaで履修登録の結果が確認できます。 

履修登録ミスを防ぐため，履修登録手続完了後，履修登録確認期間及び修正登録期間内に再

度，Loyolaで履修科目を確認してください。 

 

履 修 登 録 
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上智大学大学院学則第17条に定められているとおり，指導教員，専攻主任の許可により，他

の研究科の授業科目を履修し，その単位を自専攻の修了に必要な単位として算入すること（修

了単位への認定）が可能です。 

修了単位への認定には，Loyolaでの履修登録手続に加え，所定の手続が必要となります。認

定手続を希望する学生は，学事センター（教務）窓口で手続書類を受け取り，当該科目を 履

修登録する学期の履修登録期間及び修正登録期間の事務取扱時間内（9：30～11：30，12：30

～17：00）に学事センター（教務）窓口で手続をすること。 

（参考：大学院学則第 17条） 

各研究科において，指導教員が教育研究上有益と認めたときは，他の研究科又は学部の授業

科目を履修させることができる。 

２  前項の規程により修得した単位は，学部の授業科目を除き，8単位を超えない範囲で,

当該研究科において修得したものとみなすことができる。 

 

春学期まで履修していた通年科目を，秋学期と翌年度春学期に連続した休学・留学期間をは 

さみ，秋学期から履修することで，通年で授業を受けたとみなす「継続履修」の制度がありま 

す。継続履修が許可される為には所定の手続きが必要です。詳細については学事センター（教 

務）窓口に問い合わせてください。 

 

 

他研究科開講

科目の修了単

位 へ の 算 入 

( 認 定 手 続 ) 

継 続 履 修 
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履修中止制度は，授業に出席してみたものの，①授業の内容が自分が勉強したいものと違っ

ていた，②授業のスピードについていけるだけの知識が不足していることに気が付いた，③健

康上の理由から履修科目数を減らしたい，といった理由から履修を中止するものです。 

 

履修中止申請はLoyola上で行います。操作手順については，必ずLoyolaのHomeメニューにあ

る「Loyola Handbook（学生）」を参照してください。 

履修中止を希望する場合は，必ず所定の期間中に申請を行ってください。 

申請後は，随時Loyolaで履修中止の結果が確認できます。申請ミスを防ぐため，履修中止の

手続完了後，履修中止申請期間内に再度，Loyolaで確認してください。 

 

■春学期申請期間 

日     時 対 象 科 目 

5月9日（金）10：00 ～ 14日（水）21：00まで 春学期前半科目 

6月6日（金）10：00 ～ 11日（水）21：00まで 通年科目・春学期科目・春学期後半科目

 

■秋学期申請期間 

日     時 対 象 科 目 

10月24日（金）10：00 ～ 29日（水）21：00まで 秋学期前半科目 

12月 8日（月）10：00 ～ 12日（金）21：00まで 通年科目・秋学期科目・秋学期後半科目

 

■注意事項 

1）必修科目については，履修中止は認められません。 

2）修了予定者は，履修登録単位の合計が修了に必要な単位数・要件を満たしているかを各

自で十分に確認した上で履修中止を行ってください。 

3）修士論文の履修中止（取り下げ）については p.13 を参照してください。 

4）学部開講の一般外国語科目は，原則として履修中止は認められません。 

5）履修中止期間内であればLoyola上での履修中止取消は可能ですが，期間終了後の取消は 

一切認められません。ただし，履修中止した科目を翌年度以降登録することは可能です。 

 

 

 

 

Loyola上で，履修中単位数と修得済単位数を合計した累積単位数から不足単位数を参照し，

修了の合否および修了要件の各区分ごとの合否を参照することができます。 

履修登録や履修中止申請を行う前に，各自確認のうえ，履修計画を立ててください。 

ただし，専攻によっては，カリキュラムが複雑なため，正しく計算されない場合もあります。

修了の可否についての最終確認は，必ず各専攻の頁を参照し，各自で確認を行ってください。 

※自己判定画面に反映されないものについては，Loyola掲示板に注意書きを掲示していますの

で，あわせて確認してください。 

 

 

４）修了必要単位の自己判定 

３）履修中止 

履修中止申請 

修了必要単位 

の 自 己 判 定 
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学力の評価は，担当教員の授業方針によって，試験（筆記・口頭・実技など），レポート，

授業参加の状況その他に基づいて行われます。 成績評価と判定基準は次のとおりです。 

 

評価 評点 QPI 内容 

Ａ 100～90 点 4.0 特に優れた成績を示したもの 

Ｂ 89～80 点 3.0 優れた成績を示したもの 

Ｃ 79～70 点 2.0 妥当と認められる成績を示したもの 

Ｄ 69～60 点 1.0 合格と認められるための最低限度の成績を示したもの 

合 格 

Ｐ ───  合格と認められる成績を示したもの 

Ｆ 59 点以下 0 
合格を「Ａ,Ｂ,Ｃ,Ｄ」とする科目において，合格と認

められるに足る成績を示さなかったもの 

Ｘ ───  
合格を「Ｐ」とする科目において，合格と認められるに

足る成績を示さなかったもの 

判 
 
 
 
 
 
定 

不 合 格 

Ｉ ───  判定を一時的に保留としたもの 

履 修 中 止 Ｗ ───  所定の期日までに履修中止の手続きをしたもの 

認 定 科 目 Ｎ ───  修得単位として認定されたもの 

 

 

各評価の Quality Point Index（=QPI：上表参照）と呼ばれる値に各科目の単位数をかけたも

のが Quality Point となり，Quality Point の総合計を履修登録科目の総単位数で割ったものが 

GPA となります。Ｐ（合格=Pass），Ｘ（不合格=Not Pass），Ｉ（判定保留=Incomplete），W 

（履修中止=Withdrawal），Ｎ（認定科目）は計算式に含まれません。 

【GPA の計算式】 

4.0 × A の修得単位数＋3.0 × B の修得単位数＋2.0 × C の修得単位数＋1.0 × D の修得単位数

履修登録科目の総単位数（W，N，P，X，I として表記された科目を除く） 

 

 

＜修士 2 年次生＞＜早期修了予定者＞ 

春学期科目を含んだ累積の成績 
８月２６日（火）～ Loyola にて公開 

＜全学生＞ 

春学期科目を含んだ累積の成績 
９月１１日（木）～ Loyola にて公開 

＜修士 2 年次生＞＜早期修了予定者＞ 

秋学期科目を含んだ累積の成績 
２月２６日（木）～ Loyola にて公開 

＜全学生＞  

秋学期科目を含んだ累積の成績 
３月１６日（月）～ Loyola にて公開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）学力の評価 

評 価 基 準 

G.P.A. 

（Grade Point 

Average） 

成 績 の 確 認 
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成績評価について疑問のある場合は，「成績評価確認願」（所定用紙・学事センター備付

け）を下記の提出締切日までに学事センターへ提出してください。その際，必ず成績が確認で

きるもの（Loyola の履修成績照会画面の印刷等）を持参してください。期日を過ぎた場合の

願い出は一切受け付けられません。なお，修士２年次生については，各学期別途受付期間を

設けます｡ Loyola で日程の確認をしてください。 

 

2014年度春学期科目 2014年9月26日（金）まで 

2014年度通年科目・秋学期科目 2015年3月31日（火）まで 

 

提出にあたっては，当該科目に自分が臨んだ状況を充分吟味し，A～F の成績評価基準を理

解したうえで，学事センターで配布される記入上の注意をよく読み提出してください。なお，

以下のような理由による提出は受付けられません。 

 

① 単に再評価・再検討を願い出るもの。 

② 担当教員に情状を求めること（卒業や教職免許等の取得に関わる等）。 

③ 他の学生との対比上の不満を訴えるもの（友達はB評価だが，なぜ自分はC評価になっ

たのか等）。 

④ 評価に疑問がなく，その評価になった理由のみを問い合わせるもの（先生からの講評，

解説がほしい等）。 

⑤ 「出席はしました」「試験は受けました」等具体的な内容の記載がないもの。 

 

 

入学前または在学中に他の大学の大学院等で修得した単位について，所定の手続をすれば，

本学の修得単位に相当するものとして認定することができます。また，本学学部卒業生で大学 

院入学前科目履修制度を利用して，単位を修得した場合にも同様の手続が必要となります。詳 

細については，学事センター（教務）窓口に問い合わせてください。 

 

成 績 評 価 

確 認 願 

単 位 認 定 
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研究指導とは，大学院学則第14条第1項（p.266）に規定する研究指導（学位論文の作成等に対する指導）のことをいい，

指導内容は以下の通りです。 

イ）学位論文の構想，準備，執筆などの学位論文作成に関する指導 

ロ）専攻ごとの学位論文提出資格要件を満たすための指導 

ハ）学会報告や学会誌投稿に関する指導 

ニ）その他，学位論文などの作成に関連する指導 

 

■履修登録 

在籍期間中毎学期，研究指導の履修登録を必ず行ってください。履修登録日程については，

２）履修登録（p.5）を参照してください。登録コードについては，各専攻のページを参照し

てください。 

 

■履修方法 

研究指導の曜日及び時限等については，研究指導を行う教員と個別に相談のうえ，決定して

ください。交換留学，一般留学時は，履修登録を免除とします。詳細については，学事センタ

ー（教務）窓口に問い合わせてください。 

 

■その他 

研究指導については，上智大学大学院における研究指導に関する細則（p.276）を参照して

ください。 

 

在籍する専攻の修了要件（入学年次）に従って履修を行ってください。詳細は各専攻のペー

ジを参照してください。 

 

 

 

 

論文の申請資格，申請方法，論文審査，試験等については学位規程（p.277～）を参照して

ください。詳細は，学事センター（学籍・証明書）窓口に問い合わせてください。 

*2014 年度博士後期課程入学者から「課程博士の学位申請に関する特例内規」（p.282）は，

適用外となりましたが，新たに論文再入学制度ができました。詳細は p.16 を参照してくださ

い。 

*2013 年 4 月以降に博士の学位を授与された場合は，インターネットを利用して博士論文の

全文を公表することが義務づけられました。これは学位規則の一部を改正する文部科学省

の省令の施行にともなうものです。 

やむを得ない事由により全文公表ができない場合には，上智大学の審査・承認をうけて，

その内容を要約したものを公表することもできます。要約公表を希望する場合は，その審

査も加わることになります。要約公表の承認後，学位授与から 1 年以内に 2 万字以上の要

約を公表する必要があります。 

 

７）学位論文 

６）研究指導 

博 士 論 文 

1 1年次生以降 

1 0年次生以前 
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■提出資格 

本大学院博士前期課程の在学生で，休学期間を除き 2 年以上在学し，すでに所定の単位を修 

得した者，または当該年度で在学期間が 2 年になり，論文審査終了までに所定の単位を修得見

込みの者。 

■修士論文の履修登録 

提出予定者は，修士論文を提出する学期の履修登録期間中に授業科目と合わせて修士論文

の履修登録を必ず行ってください。 

■提出期限・規格・部数 

論文の提出期限・規格・提出部数は次の通りです。 

研究科 専攻 提出期限 提出場所 規格 部数

神 学 神学 1月 8日 専攻事務 Ａ４横書 3

哲 学 哲学 1月16日 専攻事務 Ａ４横書 3

史学 1月16日 学事センター Ａ４横書または縦書（詳細は指導教員の指示を受けるこ

と）。 
3

国文学 1月16日 学事センター Ｂ４二ッ折，縦書 (400 字詰原稿用紙)。ワープロも可(Ａ

４，４０字×３０行縦書)。特に必要と認められた者につ

いては許可を得て横書可。 

3

英米文学 1月 9日 学事センター Ａ４横書 (専攻内規の定めるところに従う) 3

ドイツ文学 1月16日 学事センター Ａ４横書，ワープロ可。和文の場合はドイツ語のレジュ

メ(Ａ４・４０字・３０行で６～７枚程度)，ドイツ語で

書く場合は和文のレジュメ (400 字 15 枚程度) を添えて

同時に提出すること。 

3

フランス文学 1月16日 学事センター Ａ４横書 (専攻内規の定めるところに従う) 3

新聞学 1月16日 学事センター Ａ４横書＋概要書 (専攻内規の定めるところに従う)  4

文 学 

文化交渉学 1月16日 学事センター Ａ４横書 (専攻内規の定めるところに従う) 3

教育学 1月16日 専攻事務 Ａ４横書，４０字×３０行で作成する。 3

心理学 1月16日 学事センター Ａ４横書，左余白４cm。４０字×３０行を目安とする。 4

社会学 1月16日 専攻事務 Ａ４横書 3

社会福祉学 1月16日 専攻事務 Ａ４横書，左余白４cm。４０字×３０行を目安とする。

４頁分の要約を目次の次に付ける。 
4

総合人間科学 

看護学 1月16日 学事センター Ａ４横書，左余白４cm，４０字×３０行を目安，ワープ

ロ１１ポイント，要旨３頁程度を表紙の次に添付する。 
4

法 学 法律学 1月 6日 専攻事務 Ａ４横書または縦書 3

経済学 1月22日 専攻事務 Ａ４横書 3経済学 
経営学 1月22日 専攻事務 Ａ４横書 3

外国語学 言語学 1月14日 専攻事務 Ａ４横書 (詳細は専攻のスタイル・マニュアルを参照の

こと） 
3

国際関係論 1月14日 専攻事務 Ａ４横書 (１部ずつクリップで留め，専攻指定の封筒に

入れること) 
4

地域研究 1月26日 学事センター Ａ４横書 (１部ずつクリップで留め，専攻指定の封筒に

入れること) 
3

グローバル・ 

スタディーズ 

グローバル社会
7月 9日 

1月14日 
専攻事務 Ａ４横書 4

理工学 理工学 2月12日 領域事務 Ａ４横書 4

地球環境学 地球環境学 
7月10日 

1月15日 
学事センター Ａ４横書 3

 

修 士 論 文 
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■提出方法 

① 学事センター窓口にて修士論文提出票兼採点表を受け取り，所属研究科・専攻名・学生番

号・氏名（フリガナ），論文題目，提出年月日，指導教員欄に記入します。論文題目は副題

を含めて，タイトルページのそれと完全に一致するものとしてください。 

② 提出論文には必ず下記の内容を明記したタイトルページをつけてください。 

＊ 左記の内容は必ず記載する。 

＊ 記載順序，その他追記事項など専攻で定める形式があれば，それ

に従う。 

＊ そのまま，論文の見開きのページとして製本されるので，丁寧に

記述のこと。 

＊ オリジナル論文の表紙には左記のタイトルページのコピーを貼り

付ける。 

③ 論文は，移管や審査中にバラバラにならないよう，2穴バインダー・ファイル等で仮綴し

てください（バネ押式のものは不可）。なお，専攻により提出の際の様式が指定されている

場合があります。詳細については専攻主任や指導教員に確認してください。 

④ 論文の提出前に指導教員に論文題目の是非も含めて提出することについての承認を受け，

修士論文提出票兼採点表（4 枚つづり）全ての指導教員欄に押印を得てください。 

（ア）修士論文提出票所定の位置に修士論文製本代の証紙（学事センターの証紙券売機で購

入）を貼付してください。 

（イ）修士論文提出票とともにオリジナルも含めて必要部数の論文を提出期限までに，指定

の提出場所に提出してください。 

■学事センターに修士論文・提出票を提出する際の留意事項 

① タイトルページのないもの，事前に製本代の納入のないものなど，上記に従わない論文は

受け付けません。また，パンチ等の事務用品は一切貸し出しをしないので，内容を十分に

確認し，完全に論文提出できる状態で提出してください。 

② 受付時間外，提出期限後は一切受け付けません。 

受付時間：平日 9：30 ～ 11：30，12：30 ～ 17：00 

③ 理工学研究科については，提出期限が学部一般入試実施期間中となります。入試入構制限

時間内は窓口業務を行わないので注意してください。 

■提出後 

修士論文の審査・試験の日時・場所については，専攻より別途指定します。 

提出した論文のうち，オリジナル論文 1 部は，後日，専攻事務室より一括して学事センター

に提出され，製本後，本学中央図書館の閉架書庫に保管されます。保管された論文は，利用者

からの求めに応じて閲覧に供されるのと同時に，論文の情報（論題，著者名，学位授与年度，

所属研究科・専攻（領域））がデータベース化され，学内外に公開されます。 

また，学位を授与された論文全文を上智大学学術情報リポジトリ（Sophia-R）に登録し，公

開することができます。詳しくはホームページ

（http://www.sophia.ac.jp/jpn/research/lib/topics/ repository）で確認してください。 

■修士論文の履修中止（取り下げ）について 

① 修士論文の履修中止（取り下げ）は履修中止申請期間に，専攻主任の許可の上，履修中止

願（学事センター所定用紙）を学事センター（教務）窓口に提出してください。 

② 履修中止申請期間（12月）以降から論文提出期限までの期間に事情により本年度論文提出

を取り止めることを希望する場合は，専攻主任および指導教員の許可の上，履修中止願（書

式自由）を学事センターに提出してください。 

③ 製本代納付後，事情により本年度論文提出を取り止めたい場合は，提出期限までに学事セ 

ンター（教務）窓口に申し出てください。指導教員にもその旨伝えて下さい。 

④ 論文提出後は原則として，履修中止（取り下げ）は認められませんが，専攻主任および指

導教員の許可の上，履修中止願（書式自由）を学事センターに提出することができる場合が

あります。なお，願書には履修中止（取り下げ）理由を明記してください。 

[注意]・修士論文を履修中止した場合，成績は「W」と記載されます。 

・履修中止の手続を行わないと，成績は「F」となり，成績表・成績証明書に記載されま

す。 

2014年度 

学位論文 

論文題目（副題） 
 

研究科・専攻名 博士

前期課程 

氏   名 
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修了要件は次のとおりです。（詳細は大学院学則 21 条（p.267）を参照してください） 

【博士前期課程（修士課程）】 

①修業年限を満たす。（休学期間を除く2年間在学する） 

②修了に必要な所定の単位を修得する。（各専攻の定めに従って 30 単位以上修得する） 

③必要な研究指導を受けた上で，修士論文の審査及び試験に合格する。 

【博士後期課程】 

①修業年限を満たす。（休学期間を除く3年間在学する） 

②修了に必要な所定の単位を修得する。 

③必要な研究指導を受けた上で，博士論文の審査及び試験に合格する。 

 

■修了要件をみたすには 

修了要件の確認は，学生個人の責任で行われるべきものです。以下を参照し，各自で修了に

必要な科目・単位に不足がないか確認してください。 

①履修要綱の所属専攻のページを熟読する。 

②正しく履修登録し，単位を修得する。 

③Loyola を参照し，修得科目・単位数及び不足単位を確認する。 

 

春学期をもって修了要件を満たした者は9月修了が可能です。2014年9月に修了を希望する学

生は，2014年7月22日（火）までに学事センター（教務）窓口へ所定用紙で申し出てください。

詳細については，掲示で確認してください。 

なお，9 月修了する場合の学費は減額されます。詳細は学事センター（学費）窓口に問い合

わせてください。 

 

 

 
 

留学の種類や期間によって，学費，願出書類，修業年限への算入や単位の換算の可否などが

異なります。留学を希望する学生は，国際連携室発行の『留学ハンドブック』を熟読し，指導

教員と相談の上，計画を立てて手続きを行ってください。 

また，履修や単位換算に関する問合せは学事センター（教務）窓口，留学中の学費に関する

問合せは学事センター（学費）窓口で受け付けているので，手続等について留学前によく確認

してください。 

 

【交換留学出願前の留意事項】 

協定校によっては大学院生の受入を行わない大学や，大学院生を学部生扱いでしか受け入れ

ないところもあります。大学院生派遣の可・不可については国際連携室から事前に問い合わせ

る必要があるため，希望者は学内願書受付期間の１ヶ月以上前に，①留学希望大学名，②受入

希望研究科・専攻，③履修希望科目などを具体的に調べた上で，国際連携室まで問い合わせて

ください。 

なお，協定校から出願が認められた場合でも留学先大学の審査で受入が不可になる場合や，

学部レベルでの受入を提案されることもあります。 

 

一般留学の場合の「留学願」の提出先は，学事センター（学籍・証明書）窓口です。交換留 

学の出願については国際連携室に問い合わせてください。 

帰国後は速やかに「帰国届」を提出してください。 

 

 

８）修了 

９）留学 

修 了 要 件 

９ 月 修 了 

留 学 

留 学 の 願 出 

１

ガ
イ
ド
ペ
ー
ジ

 



─ 15 ─ 

留学中に修得した科目の単位は，最高 10 単位まで本学の単位に換算することができます

（ただし，休学による海外勉学の場合を除く）。詳細については，学事センター（教務）窓口に

問い合わせてください。 

 

 

 

 

学生証は上智大学の学生であることを証明するものです。学生生活を送る上で，学内・学外

を問わず提示が必要な場合がありますので，常に携帯してください。 

学生証は，いかなる理由があっても他人に貸与，譲渡することはできません。また，退学

等により学籍を失った場合は，本学に返却してください。 

 

■在籍確認シールの貼り替え 

学生証は，裏面に在籍確認シールを貼った状態で，はじめて学生証として機能します。在籍 

確認シールの有効期限は１年間ですので，年度はじめに必ず貼り替えてください。住所を変

更して通学区間が変更になった場合や，定期券の発行控欄が足りなくなった場合は，学事セン

ター（学籍・証明書）窓口に申し出てください。 

 

■記載事項に変更がある場合 

学生証の記載事項（氏名や生年月日等）に誤りや変更がある場合は，学事センター（学籍・

証明書）窓口に申請してください。 

 

■紛失・汚損・破損してしまった場合 

再発行となりますので，「学生証再発行願」（所定用紙）に手数料分の証紙（800円）を購

入・ 貼付の上，学事センター（学籍・証明書）窓口に申し込んでください。 

 

博士課程の修業年限は 5 年です。博士課程は，前期 2 年及び後期 3 年の課程に区分され，前

期 2年の課程を博士前期課程，後期 3年の課程を博士後期課程といいます（大学院学則第 3条)。 

大学院の在学可能な期間は休学期間を除き 9 年を限度とし，博士前期課程においては 4 年，

博士後期課程においては 5 年の期間を，それぞれ超えることはできません（大学院学則第 3 条

の2)。 

標準修業年限を超えて在学し，次の条件に該当する場合，学費が減額（論文減額）となるこ

とがあります。詳細は学事センター（学費）窓口に問い合わせてください。 

① 論文のみを残して在学継続すること 

② 単位を付与する科目（本学科目等履修生の教職・学芸員科目を除く）を履修しない

こと 

 

病気，その他のやむを得ない理由で休学しようとする場合は，指導教員または専攻主任と相 

談のうえ，所定の「休学願」に必要事項を記入して学事センター（学籍・証明書）窓口に提出 

してください。病気により休学する場合は，医師の診断書を添付する必要があります。 

なお，休学期間は修業年限に含まれないので，休学期間分は修了が延期されます。また，修

了要件を満たしていても，休学している学期は修了することができません。 

 

■期間 

休学期間は 1 学期単位（春学期・秋学期）です。休学期間は，博士課程通算 5 年を超えるこ

とはできません。ただし，看護学専攻と専門職学位課程は通算 2 年を超えることはできません。

（大学院学則第 28 条） 

１０）学籍 

単 位 換 算 

学 生 証 

在 学 期 間 

休 学 

１

ガ
イ
ド
ペ
ー
ジ

 



─ 16 ─ 

■提出期限 

 休学期間 提出期限 
春学期休学 

秋学期休学 
4月  1日～9月20日 

9月21日～3月31日 

 5 月30日（金） 

11月28日（金） 
前もって休学の計画がある場合は，休学をする年度または学期が始まる 1ヶ月前に「休学

願」を提出してください。提出期限を過ぎた場合は，どのような理由であっても受理できませ

んので注意してください。郵送による提出の場合，提出期限当日の消印有効です。連続 2 年分

まで一括して受け付けることができます。 

 

■休学中の学費 

休学期間中の授業料等学費は減額されます。詳細は学事センター（学費）窓口に問い合わせ

てください。 

 

休学期間が満了した場合は，自動的に復学となるので復学の届出は必要ありません。ただし

下記の場合は，復学を希望する学期が始まる前日までに所定の「復学届」を提出してください。 

① 病気により休学した場合。（「医師の診断書」を添付してください） 

② 2 学期以上の休学について許可が下りている場合で一部の学期で休学の事由が終了した

ため，休学期間を短縮して復学する場合。（1 学期以下に短縮することはできません） 

 

退学には自主退学と退学を命ぜられるものと 2 種類あります。 

 

■期日 

退学の期日は学期末日（9月 20 日または 3月 31 日）に限ります。 

 

■自主退学 

事情により退学しようとする場合は，指導教員または専攻主任と相談のうえ，所定の「退学

願」に必要事項を記入し，原則として希望する退学の期日までに学事センター（学籍・証明

書）窓口に学生証を添付して提出してください。退学を願い出る者はその時期までの授業料等

学費を納入済みでなければなりません。 

なお，春学期末日を退学日とする「退学届」を春学期末までに提出し，許可された場合，学

費は減額されます。詳細は学事センター（学費）窓口に問い合わせてください。 

 

■満期退学 

博士後期課程の学生が，学位論文を除く全ての課程修了要件を満たして退学する場合，これ

を「満期退学」と呼んでいます。 

課程博士として論文審査を受けるための特例の適用や論文再入学制度，就職時の条件等の関

係から，一般の退学と区別しています。「満期退学」の手続については学事センター（学籍・

証明書）窓口に問い合わせてください。 

・ 特例制度：2013 年度までに上智大学の博士後期課程に入学した学生 

博士論文を除く全ての課程を修了した学生が満期退学し，特例の適用希望する場合，退

学願と課程博士学位論文提出申請書を学事センター（学籍）窓口に提出しなければなりま

せん。 

特例の適用申請が受理された場合，3 年以内に博士論文を提出する権利を有します。特

例の適用に関する詳細は学事センター（大学院学位申請）窓口にお問い合わせください。 

・ 論文再入学制度：2014 年度以降に上智大学の博士後期課程に入学した学生 

博士論文を除く全ての課程を修了した学生が満期退学をした場合，満期退学後 3 年以内

であれば，論文再入学の制度を利用することができます。この場合，１学期以上の在学期

復 学 

退 学 
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間を残して満期退学をしなければなりません。論文再入学の制度の詳細は学事センター

（大学院学位申請）窓口にお問い合わせください。 

 

■退学を命ぜられるもの 

下記の者は退学を命じられます。（大学院学則 29 条） 

① 在学期間（休学期間は含まない）を満たした者。 

② 定められた授業料等学費を期限までに納付しない者。 

③ 成業の見込みがないと認められる者。 

④ 懲戒処分として退学事由のある者。（大学院学則 40 条，上智大学学則 61 条） 

 

下記の変更があった場合は，学事センター（学籍・証明書）窓口に届け出をしてください。 

 

■住所の変更 

本人または保証人の住所に変更があった場合は，Loyola の「学生住所変更」メニューから，

もしくは学事センター（学籍・証明書）窓口備付の「住所変更届」を提出してください。国外

に在住する保証人の住所は Loyola から変更できないため，窓口で「住所変更届」を提出して

ください。（保証人住所を国外に変更できるのは外国籍の学生に限ります。）本人の住所変更

の場合は，学生証裏面の「在籍確認シール」を上記窓口で受け取り，貼り替えてください。 

 

■本人氏名の変更 

本人氏名の変更があった場合は，地方自治体発行の「住民票の写し」（本人氏名・性別・生

年月日が記載されたもの。本籍・続柄は不要。）を添付して，窓口備え付けの所定用紙で届け

出をして ください。 

 

■保証人の変更 

保証人を変更する場合は，窓口備え付けの所定用紙で届け出をしてください。なお，日本国

外に在住する者を保証人に指定できるのは外国籍の学生に限ります。 

 

■在留資格・期間の報告 

外国籍の者で在留期間を更新または在留資格を変更したときは，在留カードのコピーを必ず

提出してください。上記証明書の提出がない場合，LoyolaのID使用停止，奨学金受給，その他

在学する上で不利となる扱いを受けることがあります。 

＊在留資格が「留学」の在留期間を更新，または他の在留期間から「留学」の在留資

格に変更を希望する場合は，在留資格変更許可申請及び在留期間更新許可申請様式

の「申請人等作成用1～3」を記入したうえで，学事センター（学籍・証明書）窓口

にて申し込んでください。「所属機関1,2」は学事センターにて作成します。手数料

は100円です。不明な点は学事センター（学籍・証明書）窓口に問い合わせてくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

そ の 他 
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各種証明書は，証明書自動発行機によるものと，窓口申込によるものがあります。証明書の

種類を確認のうえ，申込を行ってください。それぞれの発行手順等は下記のとおりです。 

学生証がないと発行できません。証明書自動発行機は在学生のみ利用可能です。 

※ すでに卒業・修了した身分の証明書については，学事センター（学籍・証明書）窓口で

の申込となります。 

（例えば，博士前期課程在籍中の学生は，博士前期課程の証明書は証明書自動発行機で

発行できますが，学部の証明書は窓口での申し込みとなります） 

証明書種類 発行手数料 所要日数 備考 

在学証明書(和文・英文) 100円 

成績証明書(和文・英文) 200円 

修了見込証明書(和文･英文) 100円 

学割証 無料 

健康診断証明書 

(本学所定用紙・和文) 
300円 

臨時学生証 

(定期試験期間中のみ発行可)
500円 

即日 

証明書自動発行機の設置場所 

 2 号館 3Ｆ 

 

取扱い時間 

月～金 9：00 ～ 17：00 

＊行事等で変更する場合は掲示します｡

 

証明書自動発行機のアナウンスに従って操作してください。 

＊ 修了見込証明書は，最終学年の授業開始日以降に発行します。 

＊ 健康診断証明書の発行には，保健センターの健康診断を受診している必要があります。 

 

証明書種類 発行手数料 備考 

教員免許状取得見込証明書 400円 3 業務日後発行 

卒業・修了・学位取得証明書 

（和文・英文） 

授業料等納付金納入証明書 

300円 

在留資格変更及び在留期間 

更新許可申請に係る証明書 
100円 

月・火申込→同週の金曜日発行 

水・木申込→次週の月曜日発行 

金 申込→次週の水曜日発行 

学生証再発行 800円 即日発行 

取扱い窓口： 2 号館 1Ｆ学事センター（学籍･証明書） 

取扱い時間：月～金 9：30 ～ 11：30，12：30 ～ 17：00 

＊行事等で変更する場合は掲示します。 

＜手順＞ 

① 窓口に備付けの申込票に必要事項を記入します。 

② 発行手数料分の証紙を証紙販売機で購入し，所定欄に貼付します。 

③ 申込票に学生証を添えて窓口に提出してください。申込者には領収票が渡されます。 

④ 所要日数経過後，窓口に領収票を提示し，証明書を受け取ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11）証明書 

証明書自動発
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窓口申込によ
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★専修免許状を取得するためには... 
・指定科目を必要単位数取得して，一括申請を行うこと。 

詳細は下記を熟読すること。 

中学校・高等学校教諭 1 種の教育職員免許状取得済みで，博士前期課程を修了することによ

り，本人の申請に基づいて修得できる上位免許です。ただし 1 種免許状と同種・同教科に限り

ます。 

本学大学院において取得できる教育職員専修免許状は，「別表」の通りです。 

 

所要資格

免許状の種類 
基 礎 資 格 

教科に関する 

最低修得単位数 

修士の学位を有すること。 24 単位 

専修免許状 
研究科に 1 年以上在学し，30 単位以

上修得すること。 

（免許法第 5 条別表第 1 備考第 2号） 

30 単位 

 

① 専修免許を取得するための科目は，各研究科・専攻の教科免許状ごとに指定されており，

その科目一覧から24単位（30単位）以上修得してください。科目一覧に掲載されていない科

目を修得し，修了の単位として認定されても専修免許取得のための単位には含まれません。 

② 学部，他専攻，他大学，外国の大学で修得した科目は，修了の単位として認定されても専

修免許取得のための単位に含まれません。 

 

① 1 種免許状を取得していない場合  

科目等履修生（課程履修コース）として大学院生とは別に在籍することによって１種免許

に必要な単位を修得し，かつ大学院生として上記教育職員専修免許状取得要件を満たした場

合に専修免許状を取得することができる（大学院生として学部科目を履修しても１種免許に

必要な単位としては認められないので注意すること）。 

② 既に教員免許状を有し，中学・高校等の教員として 3 年以上実務経験がある場合  

教育職員免許法第6条（教育職員検定）の規定により，本学で必要単位数（原則15単位以

上）を修得し，各都道府県が主催する「教育職員検定」を受けることにより，専修免許状を

取得することができる。この場合，実務経験年数により修得単位数は変わる。詳細は各都道

府県教育委員会に問い合わせること。 

 

本学では，東京都に教育職員免許状一括申請をしています。 

① 一括申請について  

中学校・高等学校 1 種免許状取得済み，または 1 種免許に必要な単位を修得する見込みが

あり，博士課程前期（修士課程）修了と同時に専修免許状の資格を得る見込みの者は一括申

請することができる。 

修了時に免許状を取得するためには，博士前期課程 2 年次の 7月に一括申請の申込をする

必要がある。ただし，その年度に修了しない場合には，次年度以降に申請する。 

② 個人申請について  

上記一括申請対象者以外は，すべて個人申請となる。個人申請の場合は，「申請者の居住

地」の都道府県教育委員会に，申請者個人が申請します。 

※ 個人申請の詳細は各都道府県の教育委員会に問い合わせてください。 

 

12）教職課程  

教育職員専修

免 許 状 と は 

教 育 職 員 

専 修 免 許 状 

取 得 要 件 

専 修 免 許 状 

取得上の注意 

教 育 職 員 

専 修 免 許 状 

取 得 申 請 
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「別表」 

■取得できる教育職員専修免許状の種類 

研究科 専攻 教員免許状の種類 免許教科 

神学 神学 

中学校教諭専修免許状 

中学校教諭専修免許状 

高等学校教諭専修免許状 

高等学校教諭専修免許状 

宗教 

社会 注 1

宗教 

公民 注 1

哲学 哲学 
中学校教諭専修免許状 

高等学校教諭専修免許状 

社会 

公民 

史学 
中学校教諭専修免許状 

高等学校教諭専修免許状 

社会 

地理歴史 

国文学 
中学校教諭専修免許状 

高等学校教諭専修免許状 

国語 

国語 

英米文学 
中学校教諭専修免許状 

高等学校教諭専修免許状 

英語 

英語 

ドイツ文学 
中学校教諭専修免許状 

高等学校教諭専修免許状 

ドイツ語 

ドイツ語 

フランス文学 
中学校教諭専修免許状 

高等学校教諭専修免許状 

フランス語 

フランス語 

文学 

新聞学 
中学校教諭専修免許状 

高等学校教諭専修免許状 

社会 

公民 

教育学 

中学校教諭専修免許状 

高等学校教諭専修免許状 

高等学校教諭専修免許状 

社会 

地理歴史 

公民 

心理学 高等学校教諭専修免許状 公民 

社会学 
中学校教諭専修免許状 

高等学校教諭専修免許状 

社会 

公民 

総合人間科学 

社会福祉学 高等学校教諭専修免許状 福祉 

法学 法律学 
中学校教諭専修免許状 

高等学校教諭専修免許状 

社会 

公民 

経済学 

中学校教諭専修免許状 
高等学校教諭専修免許状 

高等学校教諭専修免許状 

社会 
公民 

商業 
経済学 

経営学 

中学校教諭専修免許状 

高等学校教諭専修免許状 

高等学校教諭専修免許状 

社会 

公民 

商業 

注１ 神学専攻の「社会」「公民」は，平成21年4月から開設のため，09年次生以降が適用さ

れる。 
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研究科 専攻 教員免許状の種類 免許教科 

（英語免許） 
中学校教諭専修免許状 

高等学校教諭専修免許状 

英語 

英語 

（ドイツ語免許） 
中学校教諭専修免許状 

高等学校教諭専修免許状 

ドイツ語 

ドイツ語 

（フランス語免許） 
中学校教諭専修免許状 

高等学校教諭専修免許状 

フランス語 

フランス語 

（イスパニア語免許）
中学校教諭専修免許状 

高等学校教諭専修免許状 

イスパニア語 

イスパニア語 

（ロシア語免許） 
中学校教諭専修免許状 

高等学校教諭専修免許状 

ロシア語 

ロシア語 

外国語学 

言
語
学
（
言
語
障
害
研
究
コ
ー
ス
お
よ
び 

 
 
 
 
 
 

言
語
学
聴
覚
研
究
コ
ー
ス
を
除
く
） （ポルトガル語免許）

中学校教諭専修免許状 

高等学校教諭専修免許状 

ポルトガル語 

ポルトガル語 

グローバル・

スタディーズ 
国際関係論 

中学校教諭専修免許状 

高等学校教諭専修免許状 

社会 

公民 

理工学 理工学 

中学校教諭専修免許状 

中学校教諭専修免許状 

高等学校教諭専修免許状 

高等学校教諭専修免許状 

高等学校教諭専修免許状 

高等学校教諭専修免許状 

数学 

理科 

数学 

理科 

工業 

情報 

※ 上記一覧にない研究科・専攻には教職課程の設置許可を受けていないため，本学において

専修免許取得はできない。 
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大学はその機能をより効果的に果たすため，大学間の提携に基づいて教育・研究を推進する

場合があります。大学院委託聴講生制度は，各大学間の学術的提携，交流を促進するために設

けられたもので，大学院間の協定にもとづき，互いに聴講生を委託する制度です。大学院生が

研究上の必要から他の大学院の授業の聴講を希望するとき，この制度を利用することができま

す。 

委託聴講で修得した単位は，10単位（哲学専攻・心理学専攻は8単位）を超えない範囲で，

修了の単位とすることができます。 

他大学での委託聴講を希望する場合は，所定の期間内に学事センター窓口で手続した上で，

受入先の大学でも手続する必要があります。 

 

■２０１４年度委託聴講受付期間（本学窓口） 

受付期間 備考 

4月1日（火）～ 18日（金） 
9：30 ～ 11：30，12：30 ～ 17：00 

(土日は除く) 

登録は年１回です。他大学の秋学期（後期）開講

科目もこの期間に手続してください。 

＊地球環境学専攻のみ春・秋各学期始めに登録手

続きを行う必要があります。秋学期科目の履修

希望者は，秋学期履修登録期間前に必ず学事セ

ンターに申し出てください。 

他大学の手続期間など委託聴講の手続等詳細は，学事センター（教務）窓口に問い合わせて

ください。 

現在本大学院で上記制度を実施している研究科，専攻，協力校は次のとおりです。 

専   攻 協  定  校 

哲学 慶應義塾大学・東洋大学・東京女子大学（注） 

（注）本学博士前期課程の学生のみ聴講できる。 

心理学 白百合女子大学 

史学 青山学院大学・中央大学・國學院大学・国士舘大学・明治大学・立教大

学・専修大学・駒澤大学・東海大学・東洋大学 

国文学 青山学院大学・中央大学・東京女子大学 

英米文学 青山学院大学・法政大学・明治大学・明治学院大学・日本女子大学・立教大

学・聖心女子大学・東北学院大学・東京女子大学・東洋大学・津田塾大学 

フランス文学 青山学院大学・学習院大学・白百合女子大学・獨協大学・武蔵大学・明治

学院大学・明治大学 

新聞学専攻 茨城大学・大妻女子大学・駒澤大学・埼玉大学・成蹊大学・専修大学・創

価大学・大正大学・千葉大学・中央大学・都留文科大学・東京外国語大

学・東京国際大学・東洋大学・常磐大学・日本女子大学・法政大学・武蔵

大学・明治学院大学・明治大学・立教大学・立正大学・流通経済大学 

社会福祉学専攻 明治学院大学・日本女子大学・日本社会事業大学・関東学院大学・淑徳大

学・大正大学・東洋大学・立正大学・ルーテル学院大学・立教大学・法政

大学 

経済学 

経営学 
学習院大学・武蔵大学・成城大学・成蹊大学 

理工学 

（数学領域） 

中央大学・学習院大学・国際基督教大学・立教大学・東京女子大学・津田

塾大学・日本大学・日本女子大学・明治大学・東京理科大学 

地球環境学 東京農工大学 

13）委託聴講生制度 
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本学では，各種奨学金などの振込先として，学生本人名義の銀行口座を「振込口座届」で提

出することになっています。上智大学学部からの進学者や，前期課程から後期課程への進学者

も新たに提出してください。 

提出期間： 4月14日（月），15日（火），16日（水） 

時  間：12：20 ～ 15：20 

場  所： 2 号館 1 階エントランスホール 

 

 本学学生は，入学時に修了までの保険料を支払って全員加入しています。 

■保険金が支払われる事故の範囲 

正課中，学校行事中，またはその他の理由で学校施設内にいる間に被った急激かつ偶然な外

来の事故による傷害に対して保険金が支払われます。ただし，正課中，学校行事中の事故は平

常の生活ができるようになるまでの実治療日数が1日以上，その他の学校施設内での事故は14

日以上のものが対象となります。また，通学中や学校施設間の移動中の事故（実治療日数4日

以上）も対象となります。 

なお，事故が発生した時は速やかに学生センターまで報告してください。詳しくは「学生教

育研究災害傷害保険加入者のしおり」を参照するか，学生センターに問い合わせてください。 

 

奨学金制度は，一定の金額を給付または貸与することによって，学業に専念できる条件を整

えることを目的としています。上智大学で扱っているものには，給付・貸与の別，金額，出願

資格などが異なった次のような奨学金があります。 

なお，学生センターは奨学金制度について説明した「奨学金案内」を別途発行していますの

で，参照してください。 

 

■上智大学奨学金 

上智大学奨学金は，本学が独自に設けている奨学金制度で，大学院生対象には主に下記の4

種類があります。すべて給付で，原則として返還の必要はありません。 

なお，一部を除いて上智大学奨学金と日本学生支援機構奨学金，地方公共・民間団体奨学金 

との併給は可能です。 

①上智大学大学院新入生奨学金  

上智大学大学院への入学を第一志望としながらも，経済的理由により入学が困難で，かつ

本学に入学する以前の学校の成績が優秀な者に，学資金の一部として給付される奨学金です。

この奨学金の給付額は入学年度の授業料相当額，授業料半額相当額，授業料3分の1相当額の

3種類があります。入学願書受付期間と同期間に受け付けるため，入学後の出願はできませ

ん。 

②上智大学修学奨励奨学金  

学業成績が良好であるにもかかわらず，経済的理由によって学業の継続が困難と認められ

る学部生および大学院生に，学資金の一部として給付される奨学金です。  

この奨学金の給付額は，授業料相当額，授業料半額相当額，授業料 3 分の 1 相当額の 3 種

類があります。ただし，各年度ごとに募集を行いますので，希望する場合は，毎年出願する

ことが必要です。 

東日本大震災または 2013 年 4 月 1 日以降に発生した大規模災害の被害に遭われ，罹災証

明書等が発行された方で，学費減免等の経済支援を希望する場合は，当奨学金への出願が必

須です。詳しくは，学生センター窓口や掲示でご確認ください。 

14）学生生活の手引き 

振 込 口 座 届 

学生教育研究

災害傷害保険 

奨 学 金 制 度 
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③上智大学篤志家奨学金 

国内外の篤志家から提供され，それぞれの篤志家の意向に適合すると認められる学生に給

付される奨学金で，それぞれ募集対象や方法が異なります。 

④その他の奨学金 

・利子補給奨学金 

経済的理由により上智大学が提携する金融機関とのローンを契約し，学費を納入した者に

在学中に発生する学費の負担を少しでも軽減するために，給付される奨学金です。在学期間

中のローンの利子について一部を給付します。 

〈対 象〉上智大学が提携する金融機関のローンを契約し，学費を納入した者 

（一部対象外の金融機関があります。入学後に掲示を確認してください） 

〈出 願〉出願制 

〈選 考〉出願書類に基づき，経済状況等について選考の上，決定します。 

※その他新設される奨学金などについては，随時 Loyola掲示板に掲載しますのでそちらを 

ご確認ください。 

 
■日本学生支援機構奨学金 

日本学生支援機構奨学金は，採用された月から修了までの毎月貸与され，本学では約400人

の大学院生が奨学生となっています。 

この奨学金は，修了（退学）後返還しなければなりません。 

種 類 募集時期 貸 与 額 

第一種 

（無利子） 
4 月 

博士前期（修士）課程 
 50,000/88,000 円から選択 
法科大学院 

博士後期課程 80,000/122,000 円から選択 

第二種 

（有利子） 
4 月 

50,000/80,000/100,000/130,000/150,000 円から選択， 

法科大学院のみ 190,000/220,000 円からも選択可 

 

■その他の奨学金 

上記以外の奨学金として，地方公共団体（県・市），民間団体・企業が事業主体となってい

る奨学金があり，それぞれ出願資格・出願方法が異なります。 

また，外国人留学生を対象とする奨学金は，現在約60～70種類（2013年度）ありますが，ほ

とんどの奨学金は採用人数が少なく，出願条件が異なります。 

 
【奨学金の出願手順】 

奨学金の出願から採用までの流れは，奨学金の種類によって異なりますが，およそ以下のと

おりです。出願の際は，学生センターで確認してください。 

なお，各種奨学金の募集やガイダンス等は，すべて Loyola 掲示板を通して随時告知します

ので，必ず Loyola 掲示板で確認してください｡ また，詳細や不明な点がありましたら学生セ

ンター経済支援担当窓口へご相談ください。 
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奨学金の募集・連絡はすべて Loyola 掲示板を通じて行われます。 
 

日本学生支援機構奨学金および上智大学修学奨励奨学金（旧第 2 種奨

学金）は募集ガイダンスを行います。 
 
奨学金ガイダンス，学生センター窓口での受け取りまたは Loyola 掲

示板からプリントアウトし，出願書類を入手します。 
※上智大学修学奨励奨学金（旧第 2 種奨学金）は，ガイダンスでのみ

願書を配付しますので，ガイダンスに欠席すると出願できません。 
 
奨学金の種類によって提出する種類は異なりますが次の提出書類は共 
通です。（願書・成績証明書・所得に関する証明書・誓約書等） 
 
原則として学生生活委員との面接があります。面接の日程は Loyola
掲示板でお知らせします。 
※日本学生支援機構奨学金の定期採用は，原則として面接を行いません。 
 
推薦・採否の結果を通知します。奨学金は，本人の銀行口座に振り込 
まれる場合と，学費からあらかじめ減額される場合があります。 
 
 

学生金庫は本学学生の一時的な緊急出費を支援するための貸付金制度です。最高10,000円の

貸付を1ヶ月を期限に無利子で受けられます。 

取扱窓口は学生センターで，本人・連帯保証人（本学学生）とも学生証・印鑑を持参してく

ださい。 

※ただし，2・3 月は新規貸付を行いません。 

 

以下の職種に限って，学生センターで紹介しています。 

①家庭教師 

②官公庁からの求人 

③上智大学を勤務先とする求人 

なお，他に㈱ナジック・アイ・サポートが運営する「上智大学アルバイト紹介システム」で

アルバイト情報を閲覧できます。 

http：//www.aines.net/sophia/ 

 

㈱学生情報センター並びに学生マンション総合案内センター東京駅前店に業務委託し，通学

に便利で経済的負担の少ない物件を紹介しています。 

㈱学生情報センター（新宿店） 

TEL 0120-066-749 FAX 03-5909-5790 

東京都新宿区西新宿 1-23-1 TK 新都心ビル４階 

学生マンション総合案内センター東京駅前店 

TEL 0120-964-06７ FAX 03-5204-8503 

東京都中央区八重洲１-３-２２ 八重洲龍名館ビル４階 

 

 

 

ア ル バ イ ト 

の 紹 介 

学 生 金 庫 

ア パ ー ト ・ 

マ ン シ ョ ン 

の 紹 介 

大学の推薦・採否 
通知を受ける 

募集の掲示板を見る 

面接を受ける 

出願する 

願書を受け取る 

ガイダンスに出席
する 
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管財グループ（旧インフォメーションサービスオフィス）で保管しています。遺失物を受け

取る際には学生証の提示が必要です。なお，1ヶ月間引き取りのないものは処分します。電話

での問い合わせ・照 会には対応しておりません。Loyola を通じて該当者へ通知する場合もあ

ります。 

 

ホフマン・ホールにあります。内科医・精神科医による健康相談・専門医療機関への紹介，

看護師による応急処置などを行っています。夜間（月～金 17:00～21:00）の応急処置は，夜間

救護室（3 号館 1 階）で行っています。 

 

学生生活の中で出会うさまざまな問題を，専門のカウンセラーと相談できるところです。場

所は10号館 3Ｆです。相談希望の方は予約してください。 

 

 

学生の進路（就職）に関するガイダンスを開催しているほか，個人相談も行っています。求

人票，卒業生データや内定者による就職活動報告書をキャリアセンターで閲覧できます。 

場  所：2 号館 1 階 

開室時間：月～金 9：30～11：30，12：30～17：00 

 

〔注意〕 2016 年 4 月入社より，企業の採用日程は大幅に変更されます。それに伴い，下記ス

ケジュールも変更になる可能性があります。ガイダンス日程はすべて  

 Loyola＞キャリア・就職支援＞ガイダンス情報・申込  

にてお知らせしますので，確認してください。 

 

ガイダンススケジュール： 

  4 月～  5 月 就職活動スケジュールガイダンス（学部 3 年生・博士前期課程 1 年生対象） 

  5 月 インターンシップガイダンス 

  5 月～12 月 各種ワークショップ，卒業生講演等 

12 月 第１回総合就職ガイダンス（全６回予定） 

12 月～ 就職支援プログラム（業界研究，職業研究，エントリーシート・面接対策，

公務員対象，教員対象，技術系対象，外国人留学生対象） 

  3 月～ 学内合同企業研究会，企業セミナー 

 

進路の届出：進路（就職，進学，それ以外等）が決定したら，必ず Loyola から届出を行って

ください。 

 Loyola＞キャリア・就職支援＞進路決定入力  

情報を配信：Twitter にてガイダンス日程等の情報配信を行っています。 

上智大学キャリアセンター @Sophia_Career 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遺 失 物 

保健センター 

カウンセリング

セ ン タ ー 

キ ャ リ ア 

セ ン タ ー 
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以下の厚生施設の利用については，管財グループ（旧インフォメーションサービスオフィス，

2号館1Ｆ，03-3238-3112）まで問い合わせてください。 

1）秦野セミナーハウス 

秦野キャンパス内にある教育研修施設で，教員の引率が必要です。 

2）軽井沢セミナーハウス 

軽井沢にある教育研修施設で，ゼミ合宿やクラブ活動等に利用できます。 

3）河口湖ハイム 

河口湖にある自炊の施設で，教員が引率するゼミの利用に限ります。 

4）八ヶ岳ヒュッテ  

北八ヶ岳の山中にある自炊の山小屋です。 

5）宝台樹ヒュッテ 

群馬県宝台樹山の一角にある自炊の山小屋です。 

 

コピーカードは図書館1Ｆ，図書館5Ｆ複写室，2号館2Ｆ，2号館3Ｆ，3号館1Ｆ，ホフマン・

ホール3Ｆで販売していますので，各自購入してください。図書館5Ｆの複写室ではファックス

（送信のみ）とカラーコピーができます。2号館3F と B1F，3号館1F～4F でもカラーコピーが

できます。 

＊オーエーリックス（複写室）図書館 5F  TEL/FAX 03-3238-3083 

設置場所 台数 備考 

中央図書館Ｂ2Ｆ～ 8Ｆ 26 
カードコイン併用式，カード式 

（ 5Ｆ複写室にカード・コイン併用式あり） 

2号館Ｂ2Ｆ・Ｂ1Ｆ・3Ｆ 5 カード・コイン併用式 

3号館 1Ｆ～ 4Ｆ 9 カード・コイン併用式 

11 号館 2，3Ｆ 2 カード・コイン併用式 

ホフマン・ホール 3Ｆ 
2 

2 

カード・コイン併用式  

カード式印刷機（カード販売機併設） 

図書館石神井分館 1 カード・コイン併用式 

 

03-3238- は共通 

      (TEL)            (FAX) 

学生センター（奨学金）         3523            4131 

学生センター（課外活動，保険，住居等）       3525            4131 

中央図書館          3510            3139  

保健センター          3394            3879 

カウンセリングセンター         3559 

キャリアセンター         3581            3585 

管財グループ（旧インフォメーションサービスオフィス）     3112            3150 

 

 

 

複 写 機 ・ 

Ｆ Ａ Ｘ 

の 利 用 

厚 生 施 設 の 

利 用 

関 係 部 署 

電 話 番 号 

Ｆ Ａ Ｘ 番 号 
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【13年・14年次生】 

１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

要件項目名 
必要

単位数

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   

‣選択科目 30   

┗自専攻科目    

研究指導（必修）   単位なし，毎学期，履修すること 

修士論文   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に合格すること 

（｢研究指導」は毎学期履修登録期間に登録し，｢修士論文」は修了予定年次に履

修登録すること） 

 

２．授業科目の編成・単位 

単 位 数 
科 目 名 必 

修 
選 
必

選 
択

＜教義学＞ 

キリスト論特講（キリスト論と三位一体論）   2

教会論特講   2

入信の秘跡   2

聖餐の秘跡   2

ゆるしと叙階の秘跡   2

結婚の秘跡   2

基礎神学Ⅰ   2

基礎神学Ⅱ   2

恩恵論   2

マリア論   2

エキュメニズムⅠ   2

エキュメニズムⅡ   2

＜教会史＞ 

日本キリスト教史   2

教父たちの思想特講   2

ギリシア教父学   2

東方キリスト教学   2

教理史Ⅰ   2

教理史Ⅱ   2

＜組織神学：演習＞ 

現代カトリック教義学Ⅰ   2

現代カトリック教義学Ⅱ   2

キリスト教ラテン語原典研究   2

＜キリスト教教育：演習＞ 

 キリスト教教育ゼミナールⅠ   2

キリスト教教育ゼミナールⅡ   2
 

単 位 数 
科 目 名 必 

修
選 
必

選 
択

キリスト教教育ゼミナールⅢ   2

キリスト教教育ゼミナールⅣ   2

＜人間学＞ 

キリスト教教育Ⅰ   2

キリスト教教育Ⅱ   2

キリスト教文学特講Ⅰ   2

キリスト教文学特講Ⅱ   2

宗教倫理思想Ⅰ   2

宗教倫理思想Ⅱ   2

社会正義論   2

平和学特講   2

キリスト教音楽美学研究Ⅰ   2

キリスト教音楽美学研究Ⅱ   2

＜聖書神学：演習＞ 

聖書神学研究ゼミナールⅠ（古代イスラエル史）   2

聖書神学研究ゼミナールⅡ（旧約聖書原典批判）   2

聖書神学研究ゼミナールⅢ   2

聖書神学研究ゼミナールⅣ    2

＜聖書釈義＞ 

モーセ五書特講   2

詩編と知恵特講   2

預言者特講   2

パウロ特講   2

新約文献特講   2
 

 

神学専攻  博士前期課程 

２

神
学
研
究
科

神
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単 位 数 
科 目 名 必 

修 
選 
必

選 
択

＜倫理神学＞   2

倫理神学特講Ⅰ（良心と自然法）   2

倫理神学特講Ⅱ（いのちと性）   2

倫理神学特講Ⅲ（聖書と霊性）   2

倫理神学特講Ⅳ（徳と人格）   2

社会倫理特講   2

＜教 会 法＞    

教会法Ⅰ（秘跡法の入門と実践）   2

教会法Ⅱ（教会生活における法規と運用）   2

ゆるしの秘跡の司牧    

＜典 礼＞    

説教学   2

典礼神学Ⅰ   2

典礼神学Ⅱ   2
 

単 位 数 
科 目 名 必 

修 
選 
必

選 
択

典礼神学特講Ⅰ（実践基礎論）   2

典礼神学特講Ⅱ（原典研究）   2

典礼と霊性Ⅰ   2

典礼と霊性Ⅱ   2

＜霊 性＞   2

現代の霊性Ⅰ（祈りの現代的意義）   2

現代の霊性Ⅱ 

（キリスト教的霊性の現代的展開） 

  2

現代司牧の諸問題Ⅰ(現代的カテキズム)   2

現代司牧の諸問題Ⅱ 

（日本におけるカトリック教会司牧とその使命） 

  2

パストラル・ケア特講   2
 

 

３．履修上の注意 

１）入学後1ヶ月以内に，「指導教員登録票」および「コース登録票」を研究科事務室に提出する。 

２）基本的には選択科目を 30 単位以上履修し，必要な「研究指導」を受け，修士論文の審査および試験に合格すれば，

修士（神学）の学位を取得することができる。 

 または，組織神学コース，キリスト教教育コース（旧「キリスト教倫理・文化コース」・「実践神学コース」），

聖書神学コースのいずれかに所属してそれぞれの要件を満たすことにより，修士（神学）に加えて，各コースの学位

が取得できる。 

 コースに所属するか否かに関わらず，履修すべき基礎的科目はそれぞれの学歴によって異なるため，あらかじめ研

究科委員長の指導を受け，所属を志望するコースと指導教員を決めておくことが強く勧められる。 

 なお，「研究指導」は必ず毎学期履修登録し，「修士論文」は修了予定年次に履修登録すること。 

３）科目名について，ローマ数字Ⅰ，Ⅱが付与されている科目のうち括弧（ ）による副題の記載のあるものは，Ⅰあ

るいはⅡを単独で履修することができる。他方副題が記載されていない科目は，ⅠおよびⅡの両方を履修することを

前提として授業が組み立てられている。 

 科目名に「特講」とある科目は，それに対応する学部ないし大学院開講科目の履修を前提として授業が進められる。 

４）担当教員の許可を得れば，神学研究科博士前期課程の学生も後期課程の開講科目を履修し，これを前期課程修了要

件の単位として加算することができる。詳細については，p.45 以降の博士後期課程の頁を参照のこと。また指導教員

と相談の上，論文指導の便宜のために重複履修した科目を修了単位として数えることができる。 

 

【組織神学コース】 

組織神学コースに所属するためには，神学部の組織神学副専攻または神学系の修了もしくはそれと同様の要件を満

たしていなければならない。規定の教義神学科目を 16 単位（必修 12 単位+選択必修 4 単位）以上，選択科目を 14 単

位（聖書神学 4 単位と実践神学〈倫理神学・教会法・典礼・霊性〉6 単位を含む）以上を履修し，論文審査と総合試

験に合格すれば，修士（神学）の学位に加えて，全世界のカトリック教会に共通な教会法上の学位 STB（Sacrae Theologiae 

Baccalaureatus）が取得できる。さらに，これに加えて規定の選択必修科目 18 単位以上を履修し，論文審査と総合試

験に合格すれば STL（Sacrae Theologiae Licentia）が取得できる。選択科目は，神学研究科の他のコースのものを履修

してもよい。 

 

 

２

神
学
研
究
科

神
学
専
攻



─ 32 ─ 

STL 取得のためにはさらに 18 単位 

 

【キリスト教教育コース】 

キリスト教教育コース（旧「キリスト教倫理・文化コース」・「実践神学コース」）に所属する者は，必修科目「キ

リスト教教育ゼミナールⅠ～Ⅳ」を 8 単位，選択必修科目を 10 単位以上，自由選択科目を 12 単位以上履修し，論文

審査と総合試験に合格すれば，修士（神学）の学位に加えて，M. Div（Master of Divinity）の学位が取得できる。自由

選択科目は，神学研究科の他のコースのものを履修してもよい。 

演習 必修(8) キリスト教教育ゼミナールⅠ～Ⅳ(8) 

人間学 選択必修(10)  

 

 

 

 

 

キリスト教教育Ⅰ(2) 

キリスト教教育Ⅱ(2) 

キリスト教文学特講Ⅰ(2) 

キリスト教文学特講Ⅱ(2) 

宗教倫理思想Ⅰ(2) 

宗教倫理思想Ⅱ(2) 

社会正義論(2) 

平和学特講(2) 

キリスト教音楽美学研究Ⅰ(2) 

キリスト教音楽美学研究Ⅱ(2) 

 

 

 

自由選択(12) 

 

【聖書神学コース】 

聖書神学コースに所属する者は，必修科目「聖書神学研究ゼミナールⅠ～Ⅳ」を 8 単位，聖書釈義科目を 10 単位（２

回まで同一科目の重複履修を認める），自由選択科目を 12 単位以上履修し，論文審査と総合試験に合格すれば，修士

（神学）の学位に加えて，M. Bib（Master of Biblical Studies）の学位が取得できる。自由選択科目は，神学研究科の他

のコースのものを履修してもよい。 

演習 必修（8） 

※重複履修は認めない 

聖書神学研究ゼミナールⅠ（古代イスラエル史）(2) 

聖書神学研究ゼミナールⅡ（旧約聖書原典批判）(2) 

聖書神学研究ゼミナールⅢ(2) 

聖書神学研究ゼミナールⅣ(2) 

聖書釈義 選択必修（10） 

※2回まで同一科目の重複履修を認

める 

 

モーセ五書特講(2) 

詩編と知恵特講(2) 

預言者特講(2) 

パウロ特講(2) 

新約文献特講(2) 

自由選択(12)  

 

キリスト論特講（キリスト論と三位一体論）(2) 

 または、 

キリスト論特講(2) 

聖餐の秘跡(2) 

教会論特講(2) ゆるしと叙階の秘跡(2) 

教義神学必修(12) 

入信の秘跡(2) 結婚の秘跡(2） 

基礎神学Ⅰ／Ⅱ(4） 現代カトリック教義学Ⅰ／Ⅱ(4) 

恩恵論(2)   

マリア論(2)   
教義神学選択必修(4) 

神学総論Ⅰ／Ⅱ(4)  

教父たちの思想特講(2) 日本キリスト教史(2) 

エキュメニズムⅠ／Ⅱ(4) ギリシア教父学(2) 

東方キリスト教学(2) 

選択(14) 

【但し,聖書神学(4),

倫理神学・教会法・典

礼・霊性より(6)を含

む】 

キリスト教ラテン語原典研究(2) 教理史Ⅰ／Ⅱ(4) 

２

神
学
研
究
科

神
学
専
攻



─ 33 ─ 

【11年・12次生】 

※在学生は修了まで入学年度の要件とする 

 

１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

要件項目名 
必要

単位数

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   

‣選択科目 30   

┗自専攻科目    

研究指導（必修）   単位なし，毎学期，履修すること 

修士論文   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に合格すること 

（｢研究指導」は毎学期履修登録期間に登録し，｢修士論文」は修了予定年次に履

修登録すること） 
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２．授業科目の編成・単位 

単 位 数 
科 目 名 必 

修 
選 
必

選 
択

＜教義学＞ 

キリスト論特講（キリスト論と三位一体論）   2

教会論特講   2

入信の秘跡   2

聖餐の秘跡   2

ゆるしと叙階の秘跡   2

結婚の秘跡   2

基礎神学Ⅰ   2

基礎神学Ⅱ   2

恩恵論   2

マリア論   2

エキュメニズムⅠ   2

エキュメニズムⅡ   2

＜教会史＞ 

日本キリスト教史   2

教父たちの思想特講   2

ギリシア教父学   2

東方キリスト教学   2

教理史Ⅰ   2

教理史Ⅱ   2

＜組織神学：演習＞ 

現代カトリック教義学Ⅰ   2

現代カトリック教義学Ⅱ   2

キリスト教ラテン語原典研究   2

＜倫理神学＞ 

倫理神学特講Ⅰ（良心と自然法）   2

倫理神学特講Ⅱ（いのちと性）   2

倫理神学特講Ⅲ（聖書と霊性）   2

倫理神学特講Ⅳ（徳と人格）   2

社会倫理特講   2

平和学特講   2

＜教会法＞ 

教会法Ⅰ（秘跡法の入門と実践）   2

教会法Ⅱ（教会生活における法規と運用）   2

ゆるしの秘跡の司牧   2

＜典 礼＞ 

説教学   2

典礼神学Ⅰ   2

典礼神学Ⅱ   2

典礼神学特講Ⅰ（実践基礎論）   2

典礼神学特講Ⅱ（原典研究）   2

典礼と霊性Ⅰ   2

典礼と霊性Ⅱ   2

＜霊 性＞ 

現代の霊性Ⅰ（祈りの現代的意義）   2

現代の霊性Ⅱ（キリスト教的霊性の現代的展開）   2

現代司牧の諸問題Ⅰ（現代的カテキズム）   2

現代司牧の諸問題Ⅱ 

（日本におけるカトリック教会司牧とその使命） 
  2

 

単 位 数 
科 目 名 必 

修
選 
必

選 
択

＜人間学＞ 

パストラル・ケア特講   2

キリスト教教育Ⅰ 

（旧「キリスト教教育｣） 

  2

キリスト教教育Ⅱ 

（旧「人間教育とキリスト教演習｣） 

  2

キリスト教文学特講Ⅰ 

（旧「キリスト教文学特講｣） 

  2

宗教倫理思想Ⅰ（旧「宗教思想史」）   2

宗教倫理思想Ⅱ（旧「現代ユダヤ教思想｣）   2

キリスト教音楽美学研究Ⅰ   2

キリスト教音楽美学研究Ⅱ   2

＜演 習＞ 

キリスト教教育ゼミナールⅠ 

（旧「人間教育とキリスト教特講｣） 

  2

キリスト教教育ゼミナールⅡ 

（旧「宗教思想史演習｣） 

  2

キリスト教教育ゼミナールⅢ 

（旧「現代ユダヤ教思想演習｣） 

  2

キリスト教教育ゼミナールⅣ 

（旧「平和学演習｣） 

  2

キリスト教文学特講Ⅱ 

（旧「キリスト教文学演習｣） 

  2

社会正義論（旧「社会倫理演習｣）   2

＜聖書釈義＞ 

「モーセ五書特講」 

（旧「モーセ五書特講Ⅰ（釈義)｣） 

  2

詩編と知恵特講 

（旧「詩編と知恵特講Ⅰ（釈義)｣） 

  2

預言者特講 

（旧「預言者特講Ⅰ (預言者の使信)｣） 

  2

パウロ特講 

（旧「パウロ特講Ⅰ (伝記的・歴史的考察)｣） 

  2

新約文献特講 

（旧「新約文献特講Ⅰ (新約釈義の諸方法)｣） 

  2

＜聖書神学：演習＞ 

聖書神学研究ゼミナールⅠ(古代イスラエル史) 

（旧「旧約聖書演習Ⅰ(古代イスラエル史)｣） 

  2

聖書神学研究ゼミナールⅡ（旧約聖書原典批判） 

（旧「旧約聖書演習Ⅱ(旧約聖書原典批判)｣） 

  2

聖書神学研究ゼミナールⅢ 

（旧「新約聖書演習Ⅰ(共観福音書の釈義演習)｣） 

  2

聖書神学研究ゼミナールⅣ 

（旧「新約聖書演習Ⅱ(ヨハネ文書の釈義演習)｣）

  2
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３．履修上の注意 

１）入学後1ヶ月以内に，「指導教員登録票」および「コース登録票」を研究科事務室に提出する。 

２）基本的には選択科目を 30 単位以上履修し，必要な「研究指導」を受け，修士論文の審査および試験に合格すれば，

修士（神学）の学位を取得することができる。 

 または，組織神学コース，キリスト教倫理・文化コース（旧実践神学コース），聖書神学コースのいずれかに所属

してそれぞれの要件を満たすことにより，修士（神学）に加えて，各コースの学位が取得できる。 

 コースに所属するか否かに関わらず，履修すべき基礎的科目はそれぞれの学歴によって異なるため，あらかじめ研

究科委員長の指導を受け，所属を志望するコースと指導教員を決めておくことが強く勧められる。 

 なお，「研究指導」は必ず毎学期履修登録し，「修士論文」は修了予定年次に履修登録すること。 

３）科目名について，ローマ数字Ⅰ，Ⅱが付与されている科目のうち括弧（ ）による副題の記載のあるものは，Ⅰあ

るいはⅡを単独で履修することができる。他方副題が記載されていない科目は，ⅠおよびⅡの両方を履修することを

前提として授業が組み立てられている。 

 科目名に「特講」とある科目は，それに対応する学部ないし大学院開講科目の履修を前提として授業が進められる。 

４）担当教員の許可を得れば，神学研究科博士前期課程の学生も後期課程の開講科目を履修し，これを前期課程修了要

件の単位として加算することができる。詳細については，p.45 以降の博士後期課程の頁を参照のこと。また指導教員

と相談の上，論文指導の便宜のために重複履修した科目を修了単位として数えることができる。 

 

 

 

【組織神学コース】 

組織神学コースに所属するためには，神学部の組織神学副専攻または神学系の修了もしくはそれと同様の要件を満

たしていなければならない。規定の教義神学科目を 16 単位（必修 12 単位+選択必修 4 単位）以上，選択科目を 14 単

位（聖書神学 4 単位と実践神学 6 単位を含む）以上を履修し，論文審査と総合試験に合格すれば，修士（神学）の学

位に加えて，全世界のカトリック教会に共通な教会法上の学位 STB（Sacrae Theologiae Baccalaureatus）が取得できる。

さらにこれに加えて規定の選択必修科目 18 単位以上を履修し，論文審査と総合試験に合格すれば STL（Sacrae 

Theologiae Licentia）が取得できる。選択科目は，神学研究科の他のコースのものを履修してもよい。 

 

STL 取得のためには神学総論を含めさらに 18 単位 

 

キリスト論特講 

（キリスト論と三位一体論）(2) 

 または、 

キリスト論特講(2) 

聖餐の秘跡(2) 

教会論特講(2) ゆるしと叙階の秘跡(2) 

教義神学必修(12) 

入信の秘跡(2) 結婚の秘跡(2） 

基礎神学Ⅰ／Ⅱ(4） 神学総論Ⅰ／Ⅱ(4) 

恩恵論(2) 終末論特講(2) 教義神学選択必修(4) 

マリア論(2) 現代カトリック教義学Ⅰ／Ⅱ(4) 

教父たちの思想特講(2) 日本キリスト教史(2) 

エキュメニズムⅠ／Ⅱ(4) ギリシア教父学(2)・東方キリスト教学(2) 

選択(14) 

【但し,聖書神学(4) 

実践神学(6)を含む】 キリスト教ラテン語原典研究(2) 教理史Ⅰ／Ⅱ(4) 

２

神
学
研
究
科

神
学
専
攻



─ 36 ─ 

【キリスト教倫理・文化コース】 

キリスト教倫理・文化コース（旧実践神学コース）に所属する者は，規定の選択必修科目を 16 単位以上，自由選択

科目を 14 単位以上履修し，論文審査と総合試験に合格すれば，修士（神学）の学位に加えて，M. Div（Master of Divinity）

の学位を取得できる。自由選択科目は，神学研究科の他のコースのものを履修してもよい。 

 

生命倫理(2) ゆるしの秘跡の司牧(2) 

性の倫理特講(2) 典礼神学Ⅰ／Ⅱ(4) 

社会倫理特講(2) 

平和学特講(2) 
説教学(2) 

教会法Ⅰ(秘跡法の入門と実践)(2)， 

教会法Ⅱ(教会生活における法規と運用)(2) 

現代司牧の諸問題Ⅰ(現代的カテキズム)(2)， 

現代司牧の諸問題Ⅱ(日本におけるカトリック教会司牧とその使命)(2) 

現代の霊性Ⅰ(祈りと現代的意義)(2)， 

現代の霊性Ⅱ(キリスト教的霊性の現代的展開)(2) 
パストラル・ケア特講(2) 

 

倫理神学特講Ⅰ(良心と自然法)(2) 

倫理神学特講Ⅱ(いのちと性)(2) 

倫理神学特講Ⅲ(聖書と霊性)(2) 

倫理神学特講Ⅳ(徳と人格)(2) 

 
典礼神学特講Ⅰ(実践基礎論)(2) 

典礼神学特講Ⅱ(原典研究)(2) 

キリスト教倫理・文化 

選択必修(16) 

キリスト教音楽美学研究Ⅰ(2) 

キリスト教音楽美学研究Ⅱ(2) 
 

自由選択(14) 
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【聖書神学コース】 

聖書神学コースに所属する者は，規定の聖書神学選択必修科目を 16 単位以上，自由選択科目を 14 単位以上履修し，

論文審査と総合試験に合格すれば，修士（神学）の学位に加えて，M. Bib（Master of Biblical Studies）の学位を取得で

きる。自由選択科目は，神学研究科の他のコースのものを履修してもよい。 

 

モーセ五書特講 (2) 

 または， 

モーセ五書特講Ⅰ（釈義）(2) 

モーセ五書特講Ⅱ(入門と神学)(2) 

パウロ特講(2) 

パウロ特講Ⅰ（伝記的・歴史的考察） (2) 

パウロ特講Ⅱ（釈義的・神学的考察） (2) 

詩編と知恵特講(2) 

 または， 

詩編と知恵特講Ⅰ（釈義） (2) 

詩編と知恵特講Ⅱ（入門と神学）（2） 

新約文献特講 (2) 

 または， 

新約文献特講Ⅰ（新約釈義の諸方法）(2) 

新約文献特講Ⅱ(新約諸文書の入門と神学) (2) 

預言者特講(2) 

 または， 

預言者特講Ⅰ（預言者の使信）(2) 

預言者特講Ⅱ(預言者と現代)(2) 

聖書ギリシア語原典研究Ⅰ(物語文学の講読)(2) 

聖書ギリシア語原典研究Ⅱ(書簡文学の講読)(2) 

聖書ヒブル語原典研究Ⅰ(物語テキストの講読)(2) 

聖書ヒブル語原典研究Ⅱ(韻文テキストの講読)(2) 

聖書神学研究ゼミナールⅢ 

または， 

新約聖書演習Ⅰ（共観福音書の釈義演習） (2) 

聖書神学研究ゼミナールⅣ 

 または， 

新約聖書演習Ⅱ(ヨハネ文書の釈義演習)(2) 

聖書神学選択必修(16) 

聖書神学研究ゼミナールⅠ（古代イスラエ

ル史）(2) 

 または， 

旧約聖書演習Ⅰ（古代イスラエル史） (2) 

聖書神学研究ゼミナールⅡ（旧約聖書原典批

判）(2) 

 または， 

旧約聖書演習Ⅱ（旧約聖書原典批判）(2) 

 

自由選択(14) 
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【10年次生以前】 

※在学生は修了まで入学年度の要件とする。 

 

１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   

‣必修科目 6   

┗論文研究 6   

‣選択科目 24   

┗自専攻科目    

修士論文   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に合格すること 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず「修士論文」を履修登録するこ

と） 

 

２．授業科目の編成・単位 

単 位 数 
科 目 名 必 

修 
選 
必

選 
択

＜教義学＞ 

キリスト論特講（キリスト論と三位一体論）   2

教会論特講   2

入信の秘跡   2

聖餐の秘跡   2

ゆるしと叙階の秘跡   2

結婚の秘跡   2

基礎神学Ⅰ   2

基礎神学Ⅱ   2

恩恵論   2

マリア論   2

エキュメニズムⅠ   2

エキュメニズムⅡ   2

＜教会史＞ 

日本キリスト教史   2

教父たちの思想特講   2

ギリシア教父学   2

東方キリスト教学   2

教理史Ⅰ   2

教理史Ⅱ   2

＜組織神学：演習＞ 

現代カトリック教義学Ⅰ   2

現代カトリック教義学Ⅱ   2

キリスト教ラテン語原典研究   2

＜倫理神学＞ 

倫理神学特講Ⅰ（良心と自然法）   2

倫理神学特講Ⅱ（いのちと性）   2

倫理神学特講Ⅲ（聖書と霊性）   2
 

単 位 数
科 目 名 必 

修
選 
必

選 
択

倫理神学特講Ⅳ（徳と人格）   2

社会倫理特講   2

平和学特講   2

＜教会法＞ 

教会法Ⅰ（秘跡法の入門と実践）   2

教会法Ⅱ（教会生活における法規と運用）   2

ゆるしの秘跡の司牧   2

＜典 礼＞ 

説教学   2

典礼神学Ⅰ   2

典礼神学Ⅱ   2

典礼神学特講Ⅰ（実践基礎論）   2

典礼神学特講Ⅱ（原典研究）   2

典礼と霊性Ⅰ   2

典礼と霊性Ⅱ   2

＜霊 性＞ 

現代の霊性Ⅰ（祈りの現代的意義）   2

現代の霊性Ⅱ（キリスト教的霊性の現代的展開）   2

現代司牧の諸問題Ⅰ（現代的カテキズム）   2

現代司牧の諸問題Ⅱ 

（日本におけるカトリック教会司牧とその使命） 
  2

＜人間学＞ 

パストラル・ケア特講   2

キリスト教教育Ⅰ 

（旧「キリスト教教育｣） 

  2

キリスト教教育Ⅱ 

（旧「人間教育とキリスト教演習｣） 

  2
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単 位 数 
科 目 名 必 

修 
選 
必

選 
択

キリスト教文学特講Ⅰ 

（旧「キリスト教文学特講｣） 

  2

宗教倫理思想Ⅰ 

（旧「宗教思想史｣） 

  2

宗教倫理思想Ⅱ 

（旧「現代ユダヤ教思想｣） 

  2

社会正義論 

（旧「社会倫理演習｣） 

  2

キリスト教音楽美学研究Ⅰ   2

キリスト教音楽美学研究Ⅱ   2

＜キリスト教倫理・文化：演習＞ 

キリスト教教育ゼミナールⅠ 

（旧「人間教育とキリスト教特講｣） 

  2

キリスト教教育ゼミナールⅡ 

（旧「宗教思想史演習｣） 

  2

キリスト教教育ゼミナールⅢ 

（旧「現代ユダヤ教思想演習｣） 

  2

キリスト教教育ゼミナールⅣ 

（旧「平和学演習｣） 

  2

キリスト教文学特講Ⅱ 

（旧「キリスト教文学演習｣） 

  2

 

単 位 数 
科 目 名 必 

修
選 
必

選 
択

＜聖書釈義＞ 

「モーセ五書特講」 

(旧「モーセ五書特講Ⅰ (釈義)｣) 

  2

詩編と知恵特講 

（旧「詩編と知恵特講Ⅰ (釈義)｣） 

  2

預言者特講 

（旧「預言者特講Ⅰ (預言者の使信)｣） 

  2

パウロ特講 

（旧「パウロ特講Ⅰ（伝記的・歴史的考察)｣） 

  2

新約文献特講 

（旧「新約文献特講Ⅰ（新約釈義の諸方法)｣） 

  2

＜聖書神学：演習＞ 

聖書神学研究ゼミナールⅠ（古代イスラエル史） 

（旧「旧約聖書演習Ⅰ(古代イスラエル史)｣） 

  2

聖書神学研究ゼミナールⅡ（旧約聖書原典批判） 

(旧「旧約聖書演習Ⅱ(旧約聖書原典批判)｣) 

  2

聖書神学研究ゼミナールⅢ 

（旧「新約聖書演習Ⅰ(共観福音書の釈義演習)｣）

  2

聖書神学研究ゼミナールⅣ 

（旧「新約聖書演習Ⅱ(ヨハネ文書の釈義演習)｣）

  2

＜論文研究＞ 

論文研究 6   
 

  

３．履修上の注意 

１）基本的には選択科目を 24 単位以上と「論文研究」（6 単位）を履修し，修士論文の審査および試験に合格すれば，

修士（神学）の学位を取得することができる。 

 また，組織神学コース，キリスト教倫理・文化コース（旧実践神学コース），聖書神学コースのいずれかに所属し

てそれぞれの要件を満たすことにより，修士（神学）に加えて，各コースの学位が取得できる。 

 コースに所属するか否かに関わらず，履修すべき基礎的科目はそれぞれの学歴によって異なるため，あらかじめ研

究科委員長の指導を受け，所属を志望するコースと指導教員を決めておくことが強く勧められる。 

 なお，「論文研究」は 2 年次に履修登録し，「修士論文」は修了予定年次に履修登録すること。 

２）科目名について，ローマ数字Ⅰ，Ⅱが付与されている科目のうち括弧（ ）による副題の記載のあるものは，Ⅰあ

るいはⅡを単独で履修することが可能である。他方副題が記載されていない科目は，ⅠおよびⅡの両方を履修するこ

とを前提として授業が組み立てられている。 

 科目名に「特講」とある科目は，それに対応する学部ないし大学院開講科目の履修を前提として授業が進められる。 

３）担当教員の許可を得れば，神学研究科博士前期課程の学生も後期課程の開講科目を履修し，これを前期課程修了要

件の単位として加算することができる。p.45 以降の博士後期課程の頁を参照のこと。 

 

【組織神学コース】 

組織神学コースに所属するためには，神学部の組織神学副専攻の修了もしくはそれと同様の要件を満たしていなけ

ればならない。規定の教義神学科目を 16 単位（必修 12 単位＋選択必修 4 単位）以上，選択科目を 14 単位（聖書神学

4 単位と実践神学 6 単位を含む）以上，および「論文研究」（6 単位）を履修し，論文審査と総合試験に合格すれば，

修士（神学）の学位に加えて，全世界のカトリック教会に共通な教会法上の学位 STB（Sacrae Theologiae Baccalaureatus）

が取得できる。さらに，これに加えて規定の選択必修科目を 18 単位以上履修し，論文審査と総合試験に合格すれば STL

（Sacrae Theologiae Licentia）が取得できる。選択科目は，神学研究科の他のコースのものを履修してもよい。 
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キリスト論特講（キリスト論と三位一体論）(2)

 または 

キリスト論特講(2) 

聖餐の秘跡(2) 

教会論特講(2) ゆるしと叙階の秘跡(2) 

教義神学必修(12) 

入信の秘跡(2) 結婚の秘跡(2) 

基礎神学Ⅰ／Ⅱ(4) 神学総論Ⅰ／Ⅱ(4) 

恩恵論(2) 終末論特講(2) 
教義神学選択必修

(4) 
マリア論(2) 現代カトリック教義学Ⅰ／Ⅱ(4) 

教父たちの思想特講(2) 日本キリスト教史特講(2) 

エキュメニズムⅠ／Ⅱ(4) ギリシア教父学(2) 

東方キリスト教学(2) 

選択(14) 

【但し,聖書神学(4) 

実践神学(6)を含む】 
キリスト教ラテン語原典研究(2) 教理史Ⅰ／Ⅱ(4) 

論文研究(6) 

 

 

【キリスト教倫理・文化コース】 

キリスト教倫理・文化コース（旧実践神学コース）に所属する者は，規定の選択必修科目を 16 単位以上，自由選択

科目を 8 単位以上，および「論文研究」（6 単位）を履修し，論文審査と総合試験に合格すれば，修士（神学）の学

位に加えて，M. Div（Master of Divinity）の学位が取得できる。自由選択科目は，神学研究科の他のコースのものを履

修してもよい。 

生命倫理(2) ゆるしの秘跡の司牧(2) 

性の倫理特講(2) 典礼神学Ⅰ／Ⅱ(4) 

社会倫理特講(2) 

平和学特講(2) 
説教学(2) 

教会法Ⅰ(秘跡法の入門と実践)(2)， 

教会法Ⅱ(教会生活における法規と運用)(2)

現代司牧の諸問題Ⅰ(現代的カテキズム)(2)， 

現代司牧の諸問題Ⅱ(日本におけるカトリック教会司牧とその使命)(2) 

キリスト教倫理・

文化選択必修(16) 

現代の霊性Ⅰ(祈りと現代的意義)(2)，

現代の霊性Ⅱ(キリスト教的霊性の現代的展開)(2)

典礼と霊性Ⅰ／Ⅱ(4) 

パストラル・ケア特講(2) 

 

倫理神学特講Ⅰ(良心と自然法)(2) 

倫理神学特講Ⅱ(いのちと性)(2) 

倫理神学特講Ⅲ(聖書と霊性)(2) 

倫理神学特講Ⅳ(徳と人格)(2) 

キリスト教倫理・

文化選択必修(16) 

 
典礼神学特講Ⅰ(実践基礎論)(2) 

典礼神学特講Ⅱ(原典研究)(2) 

  キリスト教音楽美学研究Ⅰ／Ⅱ（4）  

自由選択（8） 

論文研究（6） 
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【聖書神学コース】 

聖書神学コースに所属する者は，規定の聖書神学選択必修科目を 16 単位以上，自由選択科目を 8 単位以上，および

「論文研究」（6 単位）を履修し，論文審査と総合試験に合格すれば，修士（神学）の学位に加えて，M. Bib（Master of 

Biblical Studies）の学位が取得できる。自由選択科目は，神学研究科の他のコースのものを履修してもよい。 

モーセ五書特講 (2) 

 または， 

モーセ五書特講Ⅰ（釈義） (2) 

モーセ五書特講Ⅱ(入門と神学) (2) 

パウロ特講 (2) 

パウロ特講Ⅰ（伝記的・歴史的考察）（2）

パウロ特講Ⅱ（釈義的・神学的考察）（2）

詩編と知恵特講 (2) 

 または 

詩編と知恵特講Ⅰ（釈義） (2) 

詩編と知恵特講Ⅱ（入門と神学）（2）

新約文献特講 (2) 

 または 

新約文献特講Ⅰ(新約釈義の諸方法) (2)  

新約文献特講Ⅱ(新約諸文書の入門と神学)(2) 

預言者特講 (2) 

 または， 

預言者特講Ⅰ(預言者の使信) (2) 

預言者特講Ⅱ(預言者と現代) (2) 

聖書ギリシア語原典研究Ⅰ(物語文学の講読)(2)

聖書ギリシア語原典研究Ⅱ(書簡文学の講読)(2)

聖書ヒブル語原典研究Ⅰ(物語テキストの講読)(2)

聖書ヒブル語原典研究Ⅱ(韻文テキストの講読)(2)

聖書神学研究ゼミナールⅢ (2) 

 または， 

新約聖書演習Ⅰ（共観福音書の釈義演習）(2)

聖書神学研究ゼミナールⅣ 

 または， 

新約聖書演習Ⅱ(ヨハネ文書の釈義演習)(2) 

聖書神学選択必修(16)

聖書神学研究ゼミナールⅠ（古代イス

ラエル史） (2) 

 または， 

旧約聖書演習Ⅰ（古代イスラエル史）(2) 

聖書神学研究ゼミナールⅡ（旧約聖書原

典批判）(2) 

 または， 

旧約聖書演習Ⅱ（旧約聖書原典批判） (2)

 

自由選択(8) 

論文研究(6) 
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４．開講科目一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単 
位 
数

担当教員名 
※(他)：他専攻教員
  ＊：非常勤教員

備考 

MTTH7031 春 入信の秘跡 2 具  正 謨 隔年開講 

MTTH7071 春 基礎神学Ｉ 2 川 中  仁 隔年開講 

MTTH7091 春 恩恵論 2 光 延 一 郎 隔年開講 

MTTH7151 春 ギリシア教父学 2 宮 本 久 雄  

MTTH7171 春 教理史Ⅰ 2 増 田 祐 志 隔年開講 

MTTH7532 春 キリスト教教育ゼミナールⅡ 2 髙 山 貞 美 隔年開講，旧「宗教思想史演習」 

MTTH7751 春 キリスト教音楽美学研究Ⅰ 2 森   裕 子  

MTTH7452 春 キリスト教教育Ⅰ 2 武 田 なほみ 隔年開講，旧「キリスト教教育」 

MTTH7472 春 宗教倫理思想Ⅱ 2 HAIDAR Juan 隔年開講，旧「現代ユダヤ教思想」 

MTTH7291 春 平和学特講 2 小 山 英 之 隔年開講 

MTTH7732 春 聖書神学研究ゼミナールⅣ 2 小 林  稔
隔年開講，旧「新約聖書演習Ⅱ (ヨハネ

文書の釈義演習)」 

MTTH7582 春 詩編と知恵特講 2 佐久間   勤 隔年開講，旧「詩編と知恵特講Ⅰ（釈義）」

MTTH7251 春 倫理神学特講Ⅱ（いのちと性） 2 竹 内 修 一 隔年開講 

MTTH7301 春 教会法Ⅰ（秘跡法の入門と実践） 2 ＊菅 原 裕 二 隔年開講、集中講義 

MTTH7311 春 
教会法Ⅱ 

（教会生活における法規と運用）
2 ＊菅 原 裕 二 隔年開講、集中講義 

MTTH7361 春 典礼神学特講Ⅰ（実践基礎論） 2 ＊石 井 祥 裕 隔年開講 

MTTH7741 春 
現代司牧の諸問題Ⅰ 

(現代的カテキズム) 
2 ＊阿 部 仲麻呂 隔年開講 

MTTH7121 秋 エキュメニズムⅡ 2 山 岡 三 治 隔年開講 

MTTH7161 秋 東方キリスト教学 2 宮 本 久 雄  

MTTH7181 秋 教理史Ⅱ 2 増 田 祐 志 隔年開講 

MTTH7211 秋 現代カトリック教義学Ⅰ 2 光 延 一 郎 隔年開講 

MTTH7482 秋 キリスト教教育ゼミナールⅠ 2 瀬 本 正 之
隔年開講，旧「人間教育とキリスト教 

特講」 

MTTH7752 秋 キリスト教音楽美学研究Ⅱ 2 森   裕 子  

MTTH7522 秋 キリスト教文学特講Ⅱ 2 片 山 はるひ 隔年開講，旧「キリスト教文学演習」 

MTTH7702 秋 
聖書神学研究ゼミナールⅠ 

（古代イスラエル史） 
2 月 本 昭 男 旧「旧約聖書演習Ⅰ（古代イスラエル史）」

MTTH7622 秋 パウロ特講 2 ＊朴   憲 郁 旧「パウロ特講Ⅰ（伝記的・歴史的考察）」 

MTTH7261 秋 倫理神学特講Ⅲ（聖書と霊性） 2 竹 内 修 一 隔年開講 

MTTH7753 秋 典礼と霊性Ⅰ 2  FIRMANSYAH Antonius 隔年開講 

MTTH7281 秋 社会倫理特講 2 AUGUSTINE Sali 隔年開講 

MTTH7351 秋 典礼神学Ⅱ 2 具  正 謨 隔年開講 

MTTH7011 休講 
キリスト論特講 

  （キリスト論と三位一体論）
2 川 中   仁 隔年開講 

MTTH7021 休講 教会論特講 2 川 中   仁 隔年開講 

MTTH7041 休講 聖餐の秘跡 2 具  正 謨 隔年開講 

MTTH7321 休講 ゆるしの秘跡の司牧 2 ＊菅 原 裕 二 集中講義 

MTTH7061 休講 結婚の秘跡 2 ＊菅 原 裕 二 集中講義 

MTTH7081 休講 基礎神学Ⅱ 2 川 中   仁 隔年開講 

MTTH7101 休講 マリア論 2 光 延 一 郎 隔年開講 

MTTH7111 休講 エキュメニズムⅠ 2 山 岡 三 治 隔年開講 

MTTH7131 休講 日本キリスト教史 2 (他）川村 信三 隔年開講 

MTTH7141 休講 教父たちの思想特講 2 ＊手 塚 奈々子 隔年開講 
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登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単 
位 
数

担当教員名 

※ ＊：非常勤教員
備考 

MTTH7221 休講 現代カトリック教義学Ⅱ 2 光 延 一 郎 隔年開講 

MTTH7231 休講 キリスト教ラテン語原典研究 2 宮 本 久 雄 隔年開講 

MTTH7542 休講 キリスト教教育ゼミナールⅢ 2 HAIDAR Juan
隔年開講 

旧「現代ユダヤ教思想演習」 

MTTH7502 休講 キリスト教教育ゼミナールⅣ 2 小 山 英 之 隔年開講，旧「平和学演習」 

MTTH7453 休講 キリスト教教育Ⅱ 2 瀬 本 正 之
隔年開講 

旧「人間教育とキリスト教演習」 

MTTH7432 休講 キリスト教文学特講Ⅰ 2 片 山 はるひ
隔年開講 

旧「キリスト教文学特講」 

MTTH7642 休講 宗教倫理思想Ⅰ 2 髙 山 貞 美 隔年開講，旧「宗教思想史」 

MTTH7492 休講 社会正義論 2 AUGUSTINE Sali 隔年開講，旧「社会倫理演習」 

MTTH7712 休講 
聖書神学研究ゼミナールⅡ 

（旧約聖書原典批判） 
2 佐久間   勤

隔年開講 

旧「旧約聖書演習Ⅱ（旧約聖書原典批判）」

MTTH7722 休講 聖書神学研究ゼミナールⅢ 2 小 林  稔
隔年開講 

旧「新約聖書演習Ⅰ（共観福音書の釈義演習）」

MTTH7562 休講 モーセ五書特講 2 佐久間   勤 隔年開講，旧「モーセ五書特講Ⅰ（釈義）」

MTTH7602 休講 預言者特講 2 月 本 昭 男
隔年開講 

旧「預言者特講Ⅰ（預言者の使信）」 

MTTH7632 休講 新約文献特講 2 小 林  稔
隔年開講 

旧「新約文献特講Ⅰ（新約釈義の諸方法）」

MTTH7241 休講 倫理神学特講Ⅰ（良心と自然法） 2 竹 内 修 一 隔年開講 

MTTH7271 休講 倫理神学特講Ⅳ（徳と人格） 2 竹 内 修 一 隔年開講 

MTTH7051 休講 ゆるしと叙階の秘跡 2 山 岡 三 治 隔年開講 

MTTH7331 休講 説教学 2 未 定 隔年開講 

MTTH7341 休講 典礼神学Ⅰ 2 具  正 謨 隔年開講 

MTTH7371 休講 典礼神学特講Ⅱ（原典研究） 2 ＊石 井 祥 裕 隔年開講 

MTTH7754 休講 典礼と霊性Ⅱ 2  FIRMANSYAH Antonius 隔年開講 

MTTH7381 休講 現代の霊性Ⅰ（祈りの現代的意義） 2 ＊英  隆一朗 隔年開講 

MTTH7391 休講 
現代の霊性Ⅱ（キリスト教的霊性

の現代的展開） 
2 ＊英  隆一朗 隔年開講 

MTTH7421 休講 
現代司牧の諸問題Ⅱ（日本における

カトリック教会司牧とその使命） 
2 ＊阿部 仲麻呂 隔年開講 

MTTH7441 休講 パストラル・ケア特講 2 武 田 なほみ 隔年開講 

MTTH9010 秋 修士論文 0 神学専攻各指導教員 Ｍ 2 対象 
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５．研究指導一覧表 

2011年次生以降対象科目であることに注意すること。 

科目名 開講期 登録コード 開講期 登録コード 担当教員名 備考 

春 MTTH1010 秋 MTTH1030 小 林  稔  

春 MTTH1013 秋 MTTH1033 佐 久 間  勤  

春 MTTH1014 秋 MTTH1034 山 岡 三 治  

春 MTTH1015 秋 MTTH1035 宮 本 久 雄  

春 MTTH1016 秋 MTTH1036 光 延 一 郎  

休講 MTTH1017 秋 MTTH1037 瀬 本 正 之  

春 MTTH1018 秋 MTTH1038 片山 はるひ  

春 MTTH1019 秋 MTTH1039 竹 内 修 一  

春 MTTH1020 秋 MTTH1040 具  正 謨  

春 MTTH1021 秋 MTTH1041 増 田 祐 志  

春 MTTH1022 秋 MTTH1042 HAIDAR Juan  

春 MTTH1023 秋 MTTH1043 髙 山 貞 美  

春 MTTH1024 秋 MTTH1044 AUGUSTINE Sali  

春 MTTH1025 秋 MTTH1045 川 中  仁  

春 MTTH1026 秋 MTTH1046 小 山 英 之  

春 MTTH1027 休講 MTTH1047 武田 なほみ  

研究指導 

春 MTTH1028 秋 MTTH1048 森  裕 子  
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【11年次生以降】 
１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

要件項目名 
必要 

単位数 
必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数    
‣ 選択科目    

研究指導（必修）   単位なし，毎学期，履修すること 

博士論文   必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に合格すること

 
【10年次生以前】 
１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

要件項目名 
必要 

単位数 
必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数    
‣ 選択科目    

博士論文   必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に合格すること 

 
２．授業科目の編成・単位 

単 位 数 
科 目 名 必

修 
選
必

選
択

＜組織神学研究＞ 

組織神学研究Ⅰ   2

組織神学研究Ⅱ   2

組織神学研究Ⅲ   2

組織神学研究Ⅳ   2

＜聖書学研究＞ 

旧約聖書研究Ⅰ   2

旧約聖書研究Ⅱ   2

新約聖書研究Ⅰ   2

新約聖書研究Ⅱ   2

＜実践神学研究＞ 

倫理神学研究Ⅰ   2
 

単 位 数
科 目 名 必

修
選
必

選
択

倫理神学研究Ⅱ   2

実践神学研究Ⅰ   2

実践神学研究Ⅱ   2

霊性神学研究Ⅰ   2

霊性神学研究Ⅱ   2

＜キリスト教文化研究＞ 

教会史研究Ⅰ   2

教会史研究Ⅱ   2

キリスト教思想研究Ⅰ   2

キリスト教思想研究Ⅱ   2

キリスト教人間学研究Ⅰ   2

キリスト教人間学研究Ⅱ   2
 

３．履修上の注意 
 

１．入学後一ヶ月以内に，学位（博士）論文のテーマと研究指導者を研究科事務室にて登録する。 

２．修了要件は，(a)研究指導および(b)教育訓練からなる。また，博士論文の執筆条件として，(c)博士論文執筆資格試

験（コンプリヘンシヴ）の合格が前提となる。 

(a) 研究指導は，上記開講科目および前期課程開講科目の受講，博士論文作成の指導を受けることによって行われ

る。さらに，学会での研究発表（学会誌等論文掲載を含む）が義務づけられる。 

(b) 教育訓練は，研究科教員の講義・演習科目において授業指導を行うことによって充当される。その際，同訓練

は，研究指導者ないし研究科委員長が適当と認める方法によって行われる。 

(c) 博士論文執筆資格試験は，適当な時期に公開口述試験の形で行われる。同試験は，①組織神学全般に関する総

合的な試問，および②博士論文のテーマに関わる研究分野の専門的知識を問う試問からなる。そのために，①に

は「選択書籍表」，②には「論文の計画素案（proposal）」の事前提出が求められる。本試験に合格した時点で，

学位（博士）論文のテーマがリザーブされ，博士論文の執筆が承認される。 

なお，上記の①もしくは②の公開口述試験に二度不合格となった場合は，上智大学大学院学則第29条(3)によって中

途退学となる。 

３．博士課程修了，満期退学等には，上記の修了要件を満たす必要がある。 

４．上記の修了要件は，2006年度以降の後期課程進学者・編入学者に適用される。 

組織神学専攻  博士後期課程 
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4．開講科目一覧表 

 

登 録 

コード 

開 

講 

期 

 

科目名 
単

位

数

担当教員名 

※（他）：他専攻教員

 

備考 

DTTH7210 春 組 織 神 学 研 究 Ⅰ 2 光 延 一 郎  

DTTH7230 春 組 織 神 学 研 究 Ⅲ 2 増 田 祐 志  

DTTH7250 春 旧 約 聖 書 研 究 Ⅰ 2 佐久間   勤  

DTTH7270 春 新 約 聖 書 研 究 Ⅰ 2 川 中   仁  

DTTH7290 春 倫 理 神 学 研 究 Ⅰ 2 竹 内 修 一  

DTTH7310 春 実 践 神 学 研 究 Ⅰ 2 具   正 謨  

DTTH7330 春 霊 性 神 学 研 究 Ⅰ 2 山 岡 三 治  

DTTH7350 春 教 会 史 研 究 Ⅰ 2 (他）川村  信三  

DTTH7370 春 キリスト教思想研究Ⅰ 2 HAIDAR Juan  

DTTH7390 春 キリスト教人間学研究Ⅰ 2 片 山 はるひ  

DTTH7220 秋 組 織 神 学 研 究 Ⅱ 2 光 延 一 郎  

DTTH7240 秋 組 織 神 学 研 究 Ⅳ 2 増 田 祐 志  

DTTH7260 秋 旧 約 聖 書 研 究 Ⅱ 2 佐久間   勤  

DTTH7280 秋 新 約 聖 書 研 究 Ⅱ 2 川 中   仁  

DTTH7300 秋 倫 理 神 学 研 究 Ⅱ 2 竹 内 修 一  

DTTH7320 秋 実 践 神 学 研 究 Ⅱ 2 具   正 謨  

DTTH7340 秋 霊 性 神 学 研 究 Ⅱ 2 山 岡 三 治  

DTTH7360 秋 教 会 史 研 究 Ⅱ 2 (他）川村  信三  

DTTH7380 秋 キリスト教思想研究Ⅱ 2 HAIDAR Juan  

DTTH7400 秋 キリスト教人間学研究Ⅱ 2 片 山 はるひ  

※ 曜日および時限については受講生と相談の上，決定する。 
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5.研究指導一覧表 

2011年次生以降対象科目であることに注意すること。 

科目名 開講期 登録コード 開講期 登録コード 担当教員名 備考 

春   DTTH3045 秋  DTTH3048 小 林   稔  

春 DTTH3011 秋 DTTH3031 佐 久 間  勤  

春 DTTH3012 秋 DTTH3032 山 岡 三 治  

春 DTTH3013 秋 DTTH3033 宮 本 久 雄  

春 DTTH3014 秋 DTTH3034 光 延 一 郎  

休講 DTTH3047 秋  DTTH3050 瀬 本 正 之  

春 DTTH3015 秋 DTTH3035 片山 はるひ  

春 DTTH3016 秋 DTTH3036 竹 内 修 一  

春 DTTH3017 秋 DTTH3037 具  正 謨  

春 DTTH3018 秋 DTTH3038 増 田 祐 志  

春 DTTH3019 秋 DTTH3039 HAIDAR Juan  

春 DTTH3020 秋 DTTH3040 髙 山 貞 美  

春 DTTH3021 秋 DTTH3041 AUGUSTINE Sali  

春 DTTH3022 秋 DTTH3042 川 中  仁  

春 DTTH3023 秋 DTTH3043 小 山 英 之  

春 DTTH3024 休講 DTTH3044 武田 なほみ  

研究指導 

春 DTTH3025 秋 DTTH3051 森  裕 子  
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

【11年次生以降 哲学専修コース（Ａコース）】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   

授業科目    

‣ 必修科目 4   

┗哲学総合演習 4   

‣ 選択必修科目 10  文献研究科目群のなかから10単位を選ぶ 

‣ 選択科目 16   

┗自専攻科目    

┗委託聴講科目   8単位まで修了に必要な単位として認められる 

研究指導（必修）   単位なし，毎学期履修すること 

修士論文   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および口述試

験に合格すること 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論

文登録をすること） 

 

【11年次生以降 現代思想コース（Ｂコース）】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   

授業科目    

‣ 必修科目 4   

┗哲学総合演習 4   

‣ 選択必修科目 10  文献研究科目群のなかから4単位 

研究科目群のなかから6単位を選ぶ 

‣ 選択科目 16   

┗自専攻科目    

┗委託聴講科目   8単位まで修了に必要な単位として認められる 

研究指導（必修）   単位なし，毎学期履修すること 

修士論文 

 

  必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および口述試

験に合格すること 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論

文登録をすること） 

 

哲学専攻  博士前期課程 
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２．授業科目の編成・単位 

【11年次生以降】哲学専修コース（Ａコース）・現代思想コース（Ｂコース） 
 

単 位 数 

ＡコースＢコース科 目 名 必
修 選

必 
選
択 

選
必

選
択

＜文献研究科目群＞ 

古代哲学文献研究ⅠＡ  2  2  

古代哲学文献研究Ⅱ  2  2  

古代哲学文献研究ⅢＡ  2  2  

古代哲学文献研究ⅢＢ  2  2  

中世哲学文献研究ⅠＡ  2  2  

中世哲学文献研究ⅠＢ  2  2  

中世哲学文献研究Ⅲ  2  2  

近代哲学文献研究ⅠＡ  2  2  

近代哲学文献研究ⅠＢ  2  2  

近代哲学文献研究Ⅲ  2  2  

近代哲学文献研究ⅣＢ  2  2  
 

 
単 位 数 

ＡコースＢコース科 目 名 必
修 選

必 
選
択

選
必

選
択

＜研究科目群＞ 

現代哲学研究ⅠＡ   2 2  

現代哲学研究ⅠＢ   2 2  

現代哲学研究ⅡＡ   2 2  

現代哲学研究ⅡＢ   2 2  

現代倫理学研究ⅠＡ   2 2  

現代倫理学研究ⅠＢ   2 2  

現代倫理学研究ⅡＡ   2 2  

現代倫理学研究ⅡＢ   2 2  

美学芸術学研究Ⅰ   2 2  

美学芸術学研究Ⅱ   2 2  

日本思想研究   2 2  

東洋思想研究   2 2  

宗教思想研究   2  2 

哲学総合演習 4     

哲学専修コース（Ａコース）の選択必修は 

＜文献研究科目群＞より10単位 

現代思想コース（Ｂコース）の選択必修は 

＜文献研究科目群＞より4単位 

＜研究科目群＞より6単位 

それ以上の単位は選択科目として扱う 

 

３．履修上の注意 

１）前期課程において必要な履修単位は 30単位とする。 

２）「研究指導(必修)」を，毎学期履修すること。 

３）前期課程の学生は入学後一年以内に，修士論文のテーマと希望する指導教員名を研究科委員長に申告しなければな

らない。委員会はそれを考慮して指導教員を指定する。 

４）前期課程において学生の研究上必要と認められるときは，協定他大学および本学の他の研究科の開講科目を履修さ

せ，これを委員会が計 8単位まで必要単位として認定する。 

５）哲学総合演習は前期課程 1年次生用の必修であり，この科目を 2年以上継続して履修する学生の場合は，2回目以

降を選択科目として扱う。 

 

３
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４．開講科目一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 
※(他)：他専攻教員
  ＊：非常勤教員

備考 

MPPH7010 春 古代哲学文献研究ⅠＡ 2 荻 野 弘 之  

MPPH7040 休講 古代哲学文献研究ⅢＡ 2   

MPPH7350 春 中世哲学文献研究ⅠＡ 2 佐 藤 直 子  

MPPH7370 休講 中世哲学文献研究ⅡＡ 2  （旧）中世哲学文献研究Ⅱ 

MPPH7390 春 中世哲学文献研究Ⅲ 2 長 町 裕 司  

MPPH7400 春 近代哲学文献研究ⅠＡ 2 大 橋 容一郎 （旧）近世哲学文献研究ⅠＡ 

MPPH7470 春 現代哲学研究ⅠＡ 2 田 中   裕 （旧）現代哲学文献研究ⅠＡ 

MPPH7490 春 現代哲学研究ⅡＡ 2 長 町 裕 司 （旧）現代哲学文献研究ⅡＡ 

MPPH7510 春 日本思想研究 2 田 中   裕 (旧）日本思想文献研究 

MPPH7530 休講 美学芸術学研究Ⅰ 2  （旧）美学芸術学Ⅰ 

MPPH7570 春 現代倫理学研究ⅡＡ 2 寺 田 俊 郎 （旧）倫理学特殊問題Ⅲ 

MPPH1330 通年 哲学総合演習 4 
大 橋 容一郎

荻 野 弘 之
 

MPPH7030 秋 古代哲学文献研究Ⅱ 2 荻 野 弘 之  

MPPH7050 休講 古代哲学文献研究ⅢＢ 2   

MPPH7360 秋 中世哲学文献研究ⅠＢ 2 佐 藤 直 子  

MPPH7410 休講 近代哲学文献研究ⅠＢ 2 大 橋 容一郎 （旧）近世哲学文献研究ⅠＢ 

MPPH7440 秋 近代哲学文献研究Ⅲ 2 長 町 裕 司 （旧）近世哲学文献研究ⅢＡ 

MPPH7460 休講 近代哲学文献研究ⅣＢ 2 寺 田 俊 郎 （旧）近世哲学文献研究ⅣＢ 

MPPH7480 秋 現代哲学研究ⅠＢ 2 田 中   裕 （旧）現代哲学文献研究ⅠＢ 

MPPH7500 秋 現代哲学研究ⅡＢ 2 長 町 裕 司 （旧）現代哲学文献研究ⅡＢ 

MPPH7540 休講 美学芸術学研究Ⅱ 2  （旧）美学芸術学Ⅱ 

MPPH7580 秋 現代倫理学研究ⅡＢ 2 寺 田 俊 郎 （旧）倫理学特殊問題Ⅳ 

MPPH7600 秋 宗教思想研究 2 島 薗   進  

MPPH9340 秋 修士論文 0 哲学専攻各指導教員  

MPPH7380 休講 中世哲学文献研究ⅡＢ 2   

MPPH7550 休講 現代倫理学研究ⅠＡ 2  （旧）倫理学特殊問題Ⅰ 

MPPH7560 休講 現代倫理学研究ⅠＢ 2  （旧）倫理学特殊問題Ⅱ 

MPPH7590 休講 東洋思想研究 2  （旧）東洋思想文献研究 
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５．研究指導一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 担当教員名 備考 

MPPH1401 春 研究指導 荻 野 弘 之 指導科目(11年次生以降対象) 
MPPH1421 春 研究指導 大 橋 容一郎 指導科目(11年次生以降対象) 
MPPH1431 春 研究指導 長 町 裕 司 指導科目(11年次生以降対象) 
MPPH1441 春 研究指導 田 中   裕 指導科目(11年次生以降対象) 
MPPH1451 春 研究指導 佐 藤 直 子 指導科目(11年次生以降対象) 
MPPH1461 春 研究指導 寺 田 俊 郎 指導科目(11年次生以降対象) 
MPPH1402 秋 研究指導 荻 野 弘 之 指導科目(11年次生以降対象) 
MPPH1422 秋 研究指導 大 橋 容一郎 指導科目(11年次生以降対象) 
MPPH1432 秋 研究指導 長 町 裕 司 指導科目(11年次生以降対象) 
MPPH1442 秋 研究指導 田 中   裕 指導科目(11年次生以降対象) 
MPPH1452 秋 研究指導 佐 藤 直 子 指導科目(11年次生以降対象) 
MPPH1462 秋 研究指導 寺 田 俊 郎 指導科目(11年次生以降対象) 

 

３
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1．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

【11年次生以降】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 20   

授業科目    

‣ 必修科目 4   

┗哲学特殊研究 4   

‣ 選択科目 16   

研究指導（必修）   単位なし，毎学期履修すること 

博士論文   必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること 

 

【06～09年次生】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 20   
‣ 必修科目 2   
┗哲学特殊研究 2   

‣ 選択科目 18   
博士論文   必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること 
 

哲学専攻  博士後期課程 

３
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２．授業科目の編成・単位 

 
単 位 数 

科 目 名 必
修 

選
必

選
択

古代哲学文献研究ⅠＡ   2

古代哲学文献研究Ⅱ   2

古代哲学文献研究ⅢＡ   2

古代哲学文献研究ⅢＢ   2

中世哲学文献研究ⅠＡ   2

中世哲学文献研究ⅠＢ   2

中世哲学文献研究Ⅲ   2

近代哲学文献研究ⅠＡ   2

近代哲学文献研究ⅠＢ   2

近代哲学文献研究Ⅲ   2
 

 
単 位 数

科 目 名 必
修

選
必

選
択

近代哲学文献研究ⅣＢ   2

現代哲学研究ⅠＡ   2

現代哲学研究ⅠＢ   2

現代哲学研究ⅡＡ   2

現代哲学研究ⅡＢ   2

現代倫理学研究ⅠＡ   2

現代倫理学研究ⅠＢ   2

現代倫理学研究ⅡＡ   2

現代倫理学研究ⅡＢ   2

美学芸術学研究Ⅰ   2

美学芸術学研究Ⅱ   2

日本思想研究   2

東洋思想研究   2

宗教思想研究   2

哲学特殊研究 ※注1 4   

※注1：哲学特殊研究は2010年度より２単位から４単位へ変更

となった。 

３．履修上の注意 

１）後期課程において必要な履修単位数は 20単位とする。 

２）11年次生以降は，「研究指導（必修）」を，毎学期履修すること。 

３）後期課程の学生は入学当初に，研究テーマと希望する指導教員名を研究科委員長に申告しなければならない。委

員会はそれを考慮して指導教員を指定する。 

４）後期課程の学生は毎週指導教員の授業に出席し，その指示に従って研究し，研究状況を指導教員に報告し，その

成果を毎年発表しなくてはならない。 

５）後期課程に入学した学生で，前期課程必修科目の「哲学総合演習」を未履修のものは，指導教員と研究科委員長

の許可を受けた上で，この科目 4単位を後期課程の選択科目として履修し，必要単位に充当することができる。 

６）後期課程において学生は研究の必要上，協定他大学および本学の他の研究科の授業を履修することはできるが，

それによって必要単位に充当することはできない。 

７）2009年度以前入学の学生は，哲学特殊研究は 2 単位必修であったが，2010年以降入学の学生から哲学特殊研

究は 4単位必修となる。また，この科目を 2年以上継続して履修する学生の場合は，2回目以降を選択科目として

扱う。 

 

３
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４．開講科目一覧表 

登 録 

コード 

開
講
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 
※(他)：他専攻教員
  ＊：非常勤教員

備考 

MPPH7010 春 古代哲学文献研究ⅠＡ 2 荻 野 弘 之  

MPPH7040 休講 古代哲学文献研究ⅢＡ 2   

MPPH7350 春 中世哲学文献研究ⅠＡ 2 佐 藤 直 子  

MPPH7370 休講 中世哲学文献研究ⅡＡ 2  （旧）中世哲学文献研究Ⅱ 

MPPH7390 春 中世哲学文献研究Ⅲ 2 長 町 裕 司  

MPPH7400 春 近代哲学文献研究ⅠＡ 2 大 橋 容一郎 （旧）近世哲学文献研究ⅠＡ 

MPPH7470 春 現代哲学研究ⅠＡ 2 田 中   裕 （旧）現代哲学文献研究ⅠＡ 

MPPH7490 春 現代哲学研究ⅡＡ 2 長 町 裕 司 （旧）現代哲学文献研究ⅡＡ 

MPPH7510 春 日本思想研究 2 田 中   裕 (旧）日本思想文献研究 

MPPH7530 休講 美学芸術学研究Ⅰ 2  （旧）美学芸術学Ⅰ 

MPPH7570 春 現代倫理学研究ⅡＡ 2 寺 田 俊 郎 （旧）倫理学特殊問題Ⅲ 

DPPH3020 通年 哲学特殊研究 4 
大 橋 容一郎

長 町 裕 司
 

MPPH7030 秋 古代哲学文献研究Ⅱ 2 荻 野 弘 之  

MPPH7050 休講 古代哲学文献研究ⅢＢ 2   

MPPH7360 秋 中世哲学文献研究ⅠＢ 2 佐 藤 直 子  

MPPH7410 休講 近代哲学文献研究ⅠＢ 2 大 橋 容一郎 （旧）近世哲学文献研究ⅠＢ 

MPPH7440 秋 近代哲学文献研究Ⅲ 2 長 町 裕 司 （旧）近世哲学文献研究ⅢＡ 

MPPH7460 休講 近代哲学文献研究ⅣＢ 2 寺 田 俊 郎 （旧）近世哲学文献研究ⅣＢ 

MPPH7480 秋 現代哲学研究ⅠＢ 2 田 中   裕 （旧）現代哲学文献研究ⅠＢ 

MPPH7500 秋 現代哲学研究ⅡＢ 2 長 町 裕 司 （旧）現代哲学文献研究ⅡＢ 

MPPH7540 休講 美学芸術学研究Ⅱ 2  （旧）美学芸術学Ⅱ 

MPPH7580 秋 現代倫理学研究ⅡＢ 2 寺 田 俊 郎 （旧）倫理学特殊問題Ⅳ 

MPPH7600 秋 宗教思想研究 2 島 薗   進  

MPPH7380 休講 中世哲学文献研究ⅡＢ 2   

MPPH7550 休講 現代倫理学研究ⅠＡ 2  （旧）倫理学特殊問題Ⅰ 

MPPH7560 休講 現代倫理学研究ⅠＢ 2  （旧）倫理学特殊問題Ⅱ 

MPPH7590 休講 東洋思想研究 2  （旧）東洋思想文献研究 
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５．研究指導一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 担当教員名 備考 

DPPH3101 春 研究指導 荻 野 弘 之 指導科目(11年次生以降対象) 
DPPH3121 春 研究指導 大 橋 容一郎 指導科目(11年次生以降対象) 
DPPH3131 春 研究指導 長 町 裕 司 指導科目(11年次生以降対象) 
DPPH3141 春 研究指導 田 中   裕 指導科目(11年次生以降対象) 
DPPH3151 春 研究指導 佐 藤 直 子 指導科目(11年次生以降対象) 
DPPH3161 春 研究指導 寺 田 俊 郎 指導科目(11年次生以降対象) 
DPPH3102 秋 研究指導 荻 野 弘 之 指導科目(11年次生以降対象) 
DPPH3122 秋 研究指導 大 橋 容一郎 指導科目(11年次生以降対象) 
DPPH3132 秋 研究指導 長 町 裕 司 指導科目(11年次生以降対象) 
DPPH3142 秋 研究指導 田 中   裕 指導科目(11年次生以降対象) 
DPPH3152 秋 研究指導 佐 藤 直 子 指導科目(11年次生以降対象) 
DPPH3162 秋 研究指導 寺 田 俊 郎 指導科目(11年次生以降対象) 
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文 学 研 究 科 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

史学専攻 

国文学専攻 

英米文学専攻 

ドイツ文学専攻 

フランス文学専攻 

新聞学専攻 

文化交渉学専攻 

４

文
学
研
究
科

 



─ 60 ─ 

 
 

１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

【11年次生以降】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   
授業科目    
‣ 選択必修科目 4  4単位を超えて修得した場合，その超過分は選択科目の単

位数に算入される 
‣ 選択科目 26   
┗自専攻科目    
┗自研究科他専攻科目    
┗委託聴講科目   10単位まで修了に必要な単位として認められる 

研究指導（必修）   単位なし，毎学期，履修すること 

修士論文   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論

文登録をすること） 

 
【10年次生以前】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   
‣ 選択必修科目 4  4単位を超えて修得した場合，その超過分は選択科目の単

位数に算入される 
‣ 選択科目 26   
┗自専攻科目    
┗自研究科他専攻科目    
┗委託聴講科目   10単位まで修了に必要な単位として認められる 

修士論文   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論

文登録をすること） 

 

史学専攻  博士前期課程 

４
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２．授業科目の編成・単位 

 
単  位  数

科 目 名 必 
修 

選 
必

選 
択

＜日本史学特殊研究＞ 

古代演習Ⅰ   2

古代演習Ⅱ   2

古代特研   2

中世演習Ⅰ   2

中世演習Ⅱ   2

中世特研   2

近世演習Ⅰ   2

近世演習Ⅱ   2

近世特研   2

近・現代演習Ⅰ   2

近・現代演習Ⅱ   2

近・現代特研   2

史料学研究   4

＜東洋史学特殊研究＞ 

古代・中世演習Ⅰ   2

古代・中世演習Ⅱ   2

古代・中世特研   2

近世演習Ⅰ   2

近世演習Ⅱ   2

近世特研   2

近・現代演習Ⅰ   2

近・現代演習Ⅱ   2

近・現代特研   2
 

 
単  位  数

科 目 名 必 
修 

選 
必

選 
択

＜西洋史学特殊研究＞ 

古代演習Ⅰ   2

古代演習Ⅱ   2

古代特研   2

中世演習Ⅰ   2

中世演習Ⅱ   2

中世特研   2

近世演習Ⅰ   2

近世演習Ⅱ   2

近世特研   2

近・現代演習Ⅰ   2

近・現代演習Ⅱ   2

近・現代特研   2

（他）聖書神学研究ゼミナールⅠ（古代

イスラエル史）※注 

  2

＜修士論文演習＞ 

修士論文演習Ⅰ a  2  

修士論文演習Ⅰ b  2  

修士論文演習Ⅱ a  2  

修士論文演習Ⅱ b  2  
 

                     ※注 神学研究科開講科目（詳細はp.42参照） 

３．履修上の注意 

１）史学専攻の学生は，専任教員 1 名を指導教員として定め，所定の科目を履修するとともに，指導教員と密接に連絡

し，学位論文や研究報告の作成を行うことが望ましい。 

２）博士前期課程に入学した者は，「修士論文演習」4 単位を選択必修とする。 

３）11 年次生以降は，「研究指導（必修）」を毎学期，履修する。 
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４．開講科目一覧表 

登 録 

コード 

開  
講  
期 

科目名 
単 
位 
数

担当教員名 

※ ＊：非常勤教員
備考 

MHHT6240 春 修士論文演習Ⅰａ 2 

北 條 勝 貴

中 澤 克 昭

大 澤 正 昭

豊  田 浩 志

児  嶋  由 枝

 

MHHT6260 春 修士論文演習Ⅱａ 2 

川  村  信 三

長  田  彰 文

笹 川 裕 史

長 井 伸 仁

井 上 茂 子

 

MHHT7060 春 ＜日本史学＞近世特研 2 川  村 信 三  

MHHT7080 春 ＜日本史学＞近・現代特研 2 長  田  彰 文  

MHHT7190 春 ＜西洋史学＞中世特研 2 児  嶋  由 枝  

MHHT7240 春 ＜日本史学＞古代演習Ⅰ 2 北 條 勝 貴  

MHHT7260 春 ＜日本史学＞中世演習Ⅰ 2 中 澤 克 昭  

MHHT7280 春 ＜日本史学＞近世演習Ⅰ 2 川  村  信 三  

MHHT7300 春 ＜日本史学＞近・現代演習Ⅰ 2 長  田  彰 文  

MHHT7340 春 ＜東洋史学＞近世演習Ⅰ 2 山  内 弘 一  

MHHT7360 春 ＜東洋史学＞近・現代演習Ⅰ 2 笹 川 裕 史  

MHHT7380 春 ＜西洋史学＞古代演習Ⅰ 2 豊  田 浩 志  

MHHT7400 春 ＜西洋史学＞中世演習Ⅰ 2 児  嶋  由 枝  

MHHT7420 春 ＜西洋史学＞近世演習Ⅰ 2 長 井 伸 仁  

MHHT7440 春 ＜西洋史学＞近・現代演習Ⅰ 2 井 上 茂 子  

MHHT7090 集中 史料学研究 4 川  村  信 三 通年集中 

MHHT6250 秋 修士論文演習Ⅰｂ 2 

北 條 勝 貴

中 澤 克 昭

大 澤 正 昭

豊  田 浩 志

児  嶋  由 枝

 

MHHT6270 秋 修士論文演習Ⅱｂ 2 

川  村  信 三

長  田 彰 文

笹 川 裕 史

長 井 伸 仁

井 上 茂 子

 

MHHT7020 秋 ＜日本史学＞古代特研 2 北 條 勝 貴  

MHHT7040 秋 ＜日本史学＞中世特研 2 中 澤 克 昭  

MHHT7130 秋 ＜東洋史学＞近世特研 2 山  内 弘 一  

MHHT7150 秋 ＜東洋史学＞近・現代特研 2 笹 川 裕 史  

MHHT7210 秋 ＜西洋史学＞近世特研 2 長 井 伸 仁  

MHHT7230 秋 ＜西洋史学＞近・現代特研 2 井 上 茂 子  

MHHT7250 秋 ＜日本史学＞古代演習Ⅱ 2 北 條 勝 貴  

MHHT7270 秋 ＜日本史学＞中世演習Ⅱ 2 中 澤 克 昭  

MHHT7290 秋 ＜日本史学＞近世演習Ⅱ 2 川  村  信 三  

MHHT7310 秋 ＜日本史学＞近・現代演習Ⅱ 2 長  田  彰 文  

MHHT7330 秋 ＜東洋史学＞古代・中世演習Ⅱ 2 大 澤 正 昭  

MHHT7370 秋 ＜東洋史学＞近・現代演習Ⅱ 2 笹 川 裕 史  

MHHT7410 秋 ＜西洋史学＞中世演習Ⅱ 2 児  嶋 由 枝  
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登 録 

コード 

開  
講  
期 

科目名 
単 
位 
数

担当教員名 

※ ＊：非常勤教員
備考 

MHHT7430 秋 ＜西洋史学＞近世演習Ⅱ 2 長 井 伸 仁  

MHHT7450 秋 ＜西洋史学＞近・現代演習Ⅱ 2 井 上 茂 子  

MTTH7702 秋 
（他）聖書神学研究ゼミナールⅠ

（古代イスラエル史） 
2 月 本 昭 男 （他）神学研究科開講科目※注 

MHHT9280 秋 修士論文 0 史学専攻各指導教員 M2 対象 

MHHT7110 休講 ＜東洋史学＞古代・中世特研 2 大 澤 正 昭  

MHHT7320 休講 ＜東洋史学＞古代・中世演習Ⅰ 2 大 澤 正 昭  

MHHT7350 休講 ＜東洋史学＞近世演習Ⅱ 2 山  内 弘 一  

MHHT7170 休講 ＜西洋史学＞古代特研 2 豊  田 浩 志  

MHHT7390 休講 ＜西洋史学＞古代演習Ⅱ 2 豊  田 浩 志  

※注 神学研究科開講科目（詳細はp.42参照） 

５．研究指導一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 担当教員名 備考 

MHHT1111 春 研究指導 北  條  勝 貴 指導科目(11年次生以降対象) 

MHHT1011 春 研究指導 中 澤 克 昭 指導科目(11年次生以降対象) 
MHHT1021 春 研究指導 大  澤  正 昭 指導科目(11年次生以降対象) 
MHHT1041 春 研究指導 井  上  茂 子 指導科目(11年次生以降対象) 
MHHT1051 春 研究指導 川  村  信 三 指導科目(11年次生以降対象) 
MHHT1061 春 研究指導 長  田 彰 文 指導科目(11年次生以降対象) 
MHHT1071 春 研究指導 豊  田 浩 志 指導科目(11年次生以降対象) 
MHHT1091 春 研究指導 児  嶋 由 枝 指導科目(11年次生以降対象) 
MHHT1121 春 研究指導 長 井 伸 仁 指導科目(11年次生以降対象) 

MHHT1131 春 研究指導 笹 川 裕 史 指導科目(11年次生以降対象) 
MHHT1112 秋 研究指導 北  條  勝 貴 指導科目(11年次生以降対象) 

MHHT1012 秋 研究指導 中 澤 克 昭 指導科目(11年次生以降対象) 
MHHT1022 秋 研究指導 大  澤  正 昭 指導科目(11年次生以降対象) 
MHHT1042 秋 研究指導 井  上  茂 子 指導科目(11年次生以降対象) 
MHHT1052 秋 研究指導 川  村  信 三 指導科目(11年次生以降対象) 
MHHT1062 秋 研究指導 長  田 彰 文 指導科目(11年次生以降対象) 
MHHT1072 秋 研究指導 豊  田 浩 志 指導科目(11年次生以降対象) 
MHHT1092 秋 研究指導 児  嶋 由 枝 指導科目(11年次生以降対象) 
MHHT1122 秋 研究指導 長 井 伸 仁 指導科目(11年次生以降対象) 

MHHT1132 秋 研究指導 笹 川 裕 史 指導科目(11年次生以降対象) 
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

【11年次生以降】 

要件項目名 
必要 

単位数 
必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 12  
必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること 

授業科目    

‣ 必修科目 12   

┗博士論文演習Ⅰ・Ⅱ 12  ６学期（６回）で合計12単位分履修すること 

研究指導（必修）   単位なし，毎学期履修すること 

博士論文    
 

 
【10年次生以前】 

要件項目名 
必要 

単位数 
必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 12  
必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること 

‣ 必修科目 12   

┗博士論文演習 12  ３年間（合計で12単位分）履修すること *注１ 

博士論文    

 

２．授業科目の編成・単位 

単  位  数
科 目 名 必 

修 
選 
必

選 
択

博士論文演習Ⅰ *注１ 2   

博士論文演習Ⅱ *注１ 2   

＊注１：2011年度より「博士論文演習」は「博士論文演習Ⅰ」・「博士論文演習Ⅱ」に分割された。 

 

３．履修上の注意 

１）史学専攻の学生は，専任教員１名を指導教員として定め，所定の科目を履修するとともに，指導教員と密接に連絡

し，学位論文や研究報告の作成を行うことが望ましい。 

２）博士後期課程に入学した者は，指導教員の開講する「博士論文演習」（2011 年度より半期化されたため，「博士

論文演習Ⅰ」「博士論文演習Ⅱ」となった）を合計で 12 単位修得する必要がある（ただし，大学の交換留学制度で

指定された外国の大学にて勉学する場合は，その限りではない）。なお，後期課程の履修と修了要件に関しては，

「博士の学位授与に関する史学専攻内規」を参照されたい。 

３）2011 年度以降に博士後期課程に入学した者は，「研究指導（必修）」を毎学期履修すること。 

４）博士後期課程に入学した者は，指導教員の開講する「演習Ⅰ・Ⅱ」（博士前期課程開講科目一覧表を参照のこと）

を履修することが望ましい。なお，後期課程の修了要件とはならない。 

 

史学専攻  博士後期課程 
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４．開講科目一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 備考 

DHHT3021 春 博士論文演習Ⅰ 2 山 内 弘 一  

DHHT3031 春 博士論文演習Ⅰ 2 大 澤 正 昭  

DHHT3041 春 博士論文演習Ⅰ 2 長 田 彰 文  

DHHT3061 春 博士論文演習Ⅰ 2 豊 田 浩 志  

DHHT3081 春 博士論文演習Ⅰ 2 川 村 信 三  

DHHT3091 春 博士論文演習Ⅰ 2 井 上 茂 子  

DHHT3101 春 博士論文演習Ⅰ 2 笹 川 裕 史  

DHHT3231 春 博士論文演習Ⅰ 2 中 澤 克 昭  

DHHT3201 春 博士論文演習Ⅰ 2 北 條 勝 貴  

DHHT3211 春 博士論文演習Ⅰ 2 児  嶋 由 枝  

DHHT3221 春 博士論文演習Ⅰ 2 長 井 伸 仁  

DHHT3022 秋 博士論文演習Ⅱ 2 山 内 弘 一  

DHHT3032 秋 博士論文演習Ⅱ 2 大 澤 正 昭  

DHHT3042 秋 博士論文演習Ⅱ 2 長 田 彰 文  

DHHT3062 秋 博士論文演習Ⅱ 2 豊 田 浩 志  

DHHT3082 秋 博士論文演習Ⅱ 2 川 村 信 三  

DHHT3092 秋 博士論文演習Ⅱ 2 井 上 茂 子  

DHHT3102 秋 博士論文演習Ⅱ 2 笹 川 裕 史  

DHHT3232 秋 博士論文演習Ⅰ 2 中 澤 克 昭  

DHHT3202 秋 博士論文演習Ⅱ 2 北 條 勝 貴  

DHHT3212 秋 博士論文演習Ⅱ 2 児  嶋 由 枝  

DHHT3222 秋 博士論文演習Ⅱ 2 長 井 伸 仁  

 

５．研究指導一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 担当教員名 備考 

DHHT3121 春 研究指導 大  澤  正 昭 指導科目(11年次生以降対象) 
DHHT3141 春 研究指導 井  上  茂 子 指導科目(11年次生以降対象) 
DHHT3151 春 研究指導 川  村  信 三 指導科目(11年次生以降対象) 
DHHT3161 春 研究指導 長  田 彰 文 指導科目(11年次生以降対象) 
DHHT3171 春 研究指導 豊  田 浩 志 指導科目(11年次生以降対象) 
DHHT3191 春 研究指導 笹 川 裕 史 指導科目(11年次生以降対象) 
DHHT3271 春 研究指導 中 澤 克 昭 指導科目(11年次生以降対象) 

DHHT3241 春 研究指導 北 條 勝 貴 指導科目(11年次生以降対象) 

DHHT3251 春 研究指導 児  嶋 由 枝 指導科目(11年次生以降対象) 

DHHT3261 春 研究指導 長 井 伸 仁 指導科目(11年次生以降対象) 

DHHT3122 秋 研究指導 大  澤  正 昭 指導科目(11年次生以降対象) 
DHHT3142 秋 研究指導 井  上  茂 子 指導科目(11年次生以降対象) 

DHHT3152 秋 研究指導 川  村  信 三 指導科目(11年次生以降対象) 
DHHT3162 秋 研究指導 長  田 彰 文 指導科目(11年次生以降対象) 
DHHT3172 秋 研究指導 豊  田 浩 志 指導科目(11年次生以降対象) 
DHHT3192 秋 研究指導 笹 川 裕 史 指導科目(11年次生以降対象) 
DHHT3272 秋 研究指導 中 澤 克 昭 指導科目(11年次生以降対象) 

DHHT3242 秋 研究指導 北 條 勝 貴 指導科目(11年次生以降対象) 
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登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 担当教員名 備考 

DHHT3252 秋 研究指導 児  嶋 由 枝 指導科目(11年次生以降対象) 

DHHT3262 秋 研究指導 長 井 伸 仁 指導科目(11年次生以降対象) 
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   

授業科目    

‣ 選択科目 30   

┗自専攻科目    

┗自研究科他専攻科目    

┗委託聴講科目   10単位まで修了に必要な単位として認められる 

研究指導（必修）   単位なし，毎学期履修すること 

修士論文   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論

文登録をすること） 

 

 

国文学専攻  博士前期課程 
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２．授業科目の編成・単位 

 
単  位  数

科 目 名 必 
修 

選 
必

選 
択

古典文学特殊講義・演習ⅠＡ   2

古典文学特殊講義・演習ⅠＢ   2

古典文学特殊講義・演習ⅡＡ   2

古典文学特殊講義・演習ⅡＢ   2

古典文学特殊講義・演習ⅢＡ   2

古典文学特殊講義・演習ⅢＢ   2

古典文学特殊講義・演習ⅣＡ   2

古典文学特殊講義・演習ⅣＢ   2

近代文学特殊講義・演習ⅠＡ   2

近代文学特殊講義・演習ⅠＢ   2

近代文学特殊講義・演習ⅡＡ   2

近代文学特殊講義・演習ⅡＢ   2
 

 
単  位  数

科 目 名 必 
修

選 
必

選 
択

国語学特殊講義・演習ⅠＡ   2

国語学特殊講義・演習ⅠＢ   2

国語学特殊講義・演習ⅡＡ   2

国語学特殊講義・演習ⅡＢ   2

国語学特殊講義・演習ⅢＡ   2

国語学特殊講義・演習ⅢＢ   2

漢文学特殊講義・演習ⅠＡ   2

漢文学特殊講義・演習ⅠＢ   2

漢文学特殊講義・演習ⅡＡ   2

漢文学特殊講義・演習ⅡＢ   2

（他）Comparative Literature   4
 

 

３．履修上の注意 

１）国文学専攻に所属する学生は，「大学院国文学専攻履修上の注意」に従って履修すること。 

２）「大学院国文学専攻院生の指導について」に従って，各自専任教員一名を指導教員，一名を副指導教員として定め， 

その指導のもとに所定の科目を履修し，かつ論文を作成すること。 

３）毎年度 4 月に専攻の定める「研究計画書」を，2 月に「研究報告書」を提出すること。 

４）博士後期課程科目「特殊研究」を履修登録して受講することができるが，修了要件の単位としては認定されない。 

５）修士論文提出予定者は専攻の定める「提出予定書」及び「題目届」を提出すること。 

６) 「研究指導（必修）」を毎学期履修すること。 

 

４

文
学
研
究
科

国
文
学
専
攻



─ 69 ─ 

４．開講科目一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

※ ＊：非常勤教員 
備考 

MHJL7010 春 古典文学特殊講義・演習ⅠＡ 2 瀬 間 正 之  

MHJL7030 春 古典文学特殊講義・演習ⅡＡ 2 三田村 雅 子 後期課程「古典文学特殊研究ⅡA」と合併

MHJL7050 春 古典文学特殊講義・演習ⅢＡ 2 西 澤 美 仁  

MHJL7070 春 古典文学特殊講義・演習ⅣＡ 2 木 越   治 後期課程「古典文学特殊研究ⅣA」と合併

MHJL7090 春 近代文学特殊講義・演習ⅠＡ 2 小 林 幸 夫  

MHJL7110 春 近代文学特殊講義・演習ⅡＡ 2 * 有 光 隆 司 後期課程「近代文学特殊研究ⅡＡ」と合併 

MHJL7130 春 国語学特殊講義・演習ⅠＡ 2 豊 島 正 之  

MHJL7150 休講 国語学特殊講義・演習ⅡＡ 2 服 部   隆  

MHJL7170 春 国語学特殊講義・演習ⅢＡ 2 * 湯 浅 茂 雄 後期課程「国語学特殊研究ⅢＡ」と合併 

MHJL7190 春 漢文学特殊講義・演習ⅠＡ 2 長 尾 直 茂  

MHJL7210 春 漢文学特殊講義・演習ⅡＡ 2 福 井 辰 彦 後期課程「漢文学特殊研究ⅡＡ」と合併 

MZJS5120 春 Comparative Literature 4 河 野 至 恩 (他）グローバル社会専攻 

MHJL7020 秋 古典文学特殊講義・演習ⅠＢ 2 瀬 間 正 之  

MHJL7040 秋 古典文学特殊講義・演習ⅡＢ 2 三田村 雅 子 後期課程「古典文学特殊研究ⅡB」と合併

MHJL7060 秋 古典文学特殊講義・演習ⅢＢ 2 西 澤 美 仁  

MHJL7080 秋 古典文学特殊講義・演習ⅣＢ 2 木 越   治 後期課程「古典文学特殊研究ⅣB」と合併

MHJL7100 秋 近代文学特殊講義・演習ⅠＢ 2 小 林 幸 夫  

MHJL7120 秋 近代文学特殊講義・演習ⅡＢ 2 * 宮 坂   覺 後期課程「近代文学特殊研究ⅡＢ」と合併 

MHJL7140 秋 国語学特殊講義・演習ⅠＢ 2 豊 島 正 之  

MHJL7160 休講 国語学特殊講義・演習ⅡＢ 2 服 部   隆  

MHJL7180 秋 国語学特殊講義・演習ⅢＢ 2 * 湯 浅 茂 雄 後期課程「国語学特殊研究ⅢＢ」と合併 

MHJL7200 秋 漢文学特殊講義・演習ⅠＢ 2 長 尾 直 茂  

MHJL7220 秋 漢文学特殊講義・演習ⅡＢ 2 福 井 辰 彦 後期課程「漢文学特殊研究ⅡＢ」と合併 

MHJL9240 秋 修士論文 0 国文学専攻各指導教員 M2対象 

 

５．研究指導一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 担当教員名 備考 

MHJL1031 春 研究指導 西 澤 美 仁 指導科目 
MHJL1041 春 研究指導 小 林 幸 夫 指導科目 
MHJL1051 春 研究指導 木 越   治 指導科目 
MHJL1061 春 研究指導 瀬 間 正 之 指導科目 
MHJL1091 春 研究指導 豊 島 正 之 指導科目 

MHJL1071 休講 研究指導 服 部   隆 指導科目 
MHJL1081 春 研究指導 長 尾 直 茂 指導科目 
MHJL1101 春 研究指導 福 井 辰 彦 指導科目 
MHJL1032 秋 研究指導 西 澤 美 仁 指導科目 
MHJL1042 秋 研究指導 小 林 幸 夫 指導科目 
MHJL1052 秋 研究指導 木 越   治 指導科目 
MHJL1062 秋 研究指導 瀬 間 正 之 指導科目 

MHJL1092 秋 研究指導 豊 島 正 之 指導科目 
MHJL1072 休講 研究指導 服 部   隆 指導科目 
MHJL1082 秋 研究指導 長 尾 直 茂 指導科目 

MHJL1102 秋 研究指導 福 井 辰 彦 指導科目 
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数    

授業科目    

‣ 選択科目    

研究指導（必修）   単位なし，毎学期履修すること 

博士論文   必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること 

 

国文学専攻  博士後期課程 
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２．授業科目の編成・単位 

 
単  位  数

科 目 名 必 
修 

選 
必

選 
択

古典文学特殊研究ⅠＡ   2

古典文学特殊研究ⅠＢ   2

古典文学特殊研究ⅡＡ   2

古典文学特殊研究ⅡＢ   2

古典文学特殊研究ⅢＡ   2

古典文学特殊研究ⅢＢ   2

古典文学特殊研究ⅣＡ   2

古典文学特殊研究ⅣＢ   2

近代文学特殊研究ⅠＡ   2

近代文学特殊研究ⅠＢ   2

近代文学特殊研究ⅡＡ   2

近代文学特殊研究ⅡＢ   2
 

 
単  位  数

科 目 名 必 
修 

選 
必

選
択

国語学特殊研究ⅠＡ   2 

国語学特殊研究ⅠＢ   2 
国語学特殊研究ⅡＡ   2 
国語学特殊研究ⅡＢ   2 
国語学特殊研究ⅢＡ   2 
国語学特殊研究ⅢＢ   2 
漢文学特殊研究ⅠＡ   2 
漢文学特殊研究ⅠＢ   2 

漢文学特殊研究ⅡＡ   2 
漢文学特殊研究ⅡＢ   2  

 

３．履修上の注意 

１）国文学専攻に所属する学生は，「大学院国文学専攻履修上の注意」に従って履修すること。 

２）「大学院国文学専攻院生の指導について」に従って，各自専任教員一名を指導教員，一名を副指導教員として定め，

その指導のもとに所定の科目を履修し，かつ論文を作成すること。 

３）毎年度 4 月に専攻の定める「研究計画書」を，2 月に「研究報告書」を提出すること。 

４）指導教員及び副指導教員の科目を，毎年必ず受講することが望ましい。 

５）「研究指導（必修）」を在籍中毎学期履修すること。 

６）博士論文審査願提出以前に少なくとも二編以上の研究論文を学術誌に発表すること。 

７）博士論文を作成し，提出したい者は，「国文学専攻博士学位授与に関する内規」に従って，所定の手続きをとるこ

と。 
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４．開講科目一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

※ ＊：非常勤教員
備考 

DHJL7010 春 古典文学特殊研究ⅠＡ 2 瀬 間 正 之  

DHJL7030 春 古典文学特殊研究ⅡＡ 2 三田村 雅 子 前期課程「古典文学特殊講義・演習ⅡＡ」と合併 

DHJL7220 春 古典文学特殊研究ⅢＡ 2 西 澤 美 仁  

DHJL7060 春 古典文学特殊研究ⅣＡ 2 木 越   治 前期課程「古典文学特殊講義・演習ⅣＡ」と合併 

DHJL7240 春 近代文学特殊研究ⅠＡ 2 小 林 幸 夫  

DHJL7090 春 近代文学特殊研究ⅡＡ 2 * 有 光 隆 司 前期課程「近代文学特殊講義・演習ⅡＡ」と合併 

DHJL7210 春 国語学特殊研究ⅠＡ 2 豊 島 正 之  

DHJL7120 休講 国語学特殊研究ⅡＡ 2 服 部   隆  

DHJL7140 春 国語学特殊研究ⅢＡ 2 * 湯 浅 茂 雄 前期課程「国語学特殊講義・演習ⅢＡ」と合併

DHJL7260 春 漢文学特殊研究ⅠＡ 2 長 尾 直 茂  

DHJL7170 春 漢文学特殊研究ⅡＡ 2 福 井 辰 彦 前期課程「漢文学特殊講義・演習ⅡＡ」と合併

DHJL7020 秋 古典文学特殊研究ⅠＢ 2 瀬 間 正 之  

DHJL7040 秋 古典文学特殊研究ⅡＢ 2 三田村 雅 子 前期課程「古典文学特殊講義・演習ⅡＢ」と合併 

DHJL7230 秋 古典文学特殊研究ⅢＢ 2 西 澤 美 仁  

DHJL7070 秋 古典文学特殊研究ⅣＢ 2 木 越   治 前期課程「古典文学特殊講義・演習ⅣＢ」と合併 

DHJL7250 秋 近代文学特殊研究ⅠＢ 2 小 林 幸 夫  

DHJL7100 秋 近代文学特殊研究ⅡＢ 2 * 宮 坂   覺 前期課程「近代文学特殊講義・演習ⅡＢ」と合併 

DHJL7200 秋 国語学特殊研究ⅠＢ 2 豊 島 正 之  

DHJL7130 休講 国語学特殊研究ⅡＢ 2 服 部   隆  

DHJL7150 秋 国語学特殊研究ⅢＢ 2 * 湯 浅 茂 雄 前期課程「国語学特殊講義・演習ⅢＢ」と合併

DHJL7270 秋 漢文学特殊研究ⅠＢ 2 長 尾 直 茂  

DHJL7180 秋 漢文学特殊研究ⅡＢ 2 福 井 辰 彦 前期課程「漢文学特殊講義・演習ⅡＢ」と合併
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５．研究指導一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 担当教員名 備考 

DHJL3331 春 研究指導 西 澤 美 仁 指導科目 
DHJL3351 春 研究指導 木 越   治 指導科目 
DHJL3361 春 研究指導 瀬 間 正 之 指導科目 
DHJL3341 春 研究指導 小 林 幸 夫 指導科目 
DHJL3391 春 研究指導 豊 島 正 之 指導科目 

DHJL3371 休講 研究指導 服 部   隆 指導科目 
DHJL3381 春 研究指導 長 尾 直 茂 指導科目 
DHJL3332 秋 研究指導 西 澤 美 仁 指導科目 
DHJL3352 秋 研究指導 木 越   治 指導科目 
DHJL3362 秋 研究指導 瀬 間 正 之 指導科目 
DHJL3342 秋 研究指導 小 林 幸 夫 指導科目 

DHJL3392 秋 研究指導 豊 島 正 之 指導科目 

DHJL3372 休講 研究指導 服 部   隆 指導科目 
DHJL3382 秋 研究指導 長 尾 直 茂 指導科目 
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

【13年次生以降 Aコース（後期課程進学）】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   

授業科目    

‣ 選択科目 30   

┗自専攻科目    

┗自研究科他専攻科目    

┗委託聴講科目   10単位まで修了に必要な単位として認められる 

研究指導（必修）   単位なし，毎学期履修すること 

修士論文   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論

文登録をすること） 

 

【13年次生以降 Bコース（前期課程完結）】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30 

または 

38 

  

授業科目    

‣ 選択科目 30 

または 

38 

 修士論文を執筆する者は30単位 

修士論文を執筆しない者は38単位を修得し，リサーチペー

パーを提出すること。 

┗自専攻科目    

┗自研究科他専攻科目    

┗委託聴講科目   10単位まで修了に必要な単位として認められる 

研究指導（必修）   単位なし，毎学期履修すること 

修士論文 

またはリサーチペーパー 

  必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること 

（修士論文またはリサーチペーパーを提出する学期の履

修登録期間に必ず修士論文，リサーチペーパーの登録を

すること） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

英米文学専攻  博士前期課程 
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【11年次生・12年次生】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   

授業科目    

‣ 選択科目 30   

┗自専攻科目    

┗自研究科他専攻科目    

┗委託聴講科目   10単位まで修了に必要な単位として認められる 

研究指導（必修）   単位なし，毎学期履修すること 

修士論文   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論

文登録をすること） 

 

【10年次生以前】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   
‣ 選択科目 30   
┗自専攻科目    
┗自研究科他専攻科目    
┗委託聴講科目   10単位まで修了に必要な単位として認められる 

修士論文   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論

文登録をすること） 

 

２．授業科目の編成・単位 

単  位  数
科 目 名 必 

修 
選 
必

選 
択

英文学特講・演習 A   4

英文学特講・演習 B   4

英文学特講・演習 C   4

英文学特講・演習 D   4

英文学特講・演習 E   4

英文学特講・演習 F   4

アメリカ文学特講・演習 A   4

アメリカ文学特講・演習 B   4

アメリカ文学特講・演習 D   4

文化研究特講・演習A   4

英語学特講・演習 A   4

 

３．履修上の注意 

１）英米文学専攻に所属する学生は，「大学院英米文学専攻履修上の注意」に従って履修すること。 

２）11 年次生以降は「研究指導（必修）」を毎学期履修すること。 

【13 年次生以降】 

１）Bコース（前期課程完結）の学生の必要単位数は，修士論文を執筆する場合，30 単位。修士論文を執筆しない場合

は 38 単位を修得のうえ，リサーチペーパーを提出する。詳細は専攻の規定に従うこと。 
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４．開講科目一覧表 

登 録 

コード 

開  
講  
期 

科目名 
単 
位 
数

担当教員名 備考 

MHEL7011 通年 英文学特講・演習Ａ 4 小 林 章 夫  
MHEL7021 通年 英文学特講・演習Ｂ 4 西  能 史  
MHEL7031 通年 英文学特講・演習Ｃ 4 舟 川 一 彦  
MHEL7051 通年 英文学特講・演習Ｅ 4 O'LEARY Joseph  
MHEL7121 通年 英文学特講・演習Ｆ 4 松 本   朗  
MHEL7081 通年 アメリカ文学特講・演習Ｂ 4 大 塚 寿 郎  
MHEL7101 通年 アメリカ文学特講・演習Ｄ 4 増 井 志津代  
MHEL7131 通年 文化研究特講・演習Ａ  4 LEYDA Julia  
MHEL7111 通年 英語学特講・演習Ａ 4 * 織 田 哲 司  

MHEL9120 秋 修士論文 0
英米文学専攻 

各指導教員 
M2対象 

MHEL9130 秋 リサーチ・ペーパー 0
英米文学専攻 

各指導教員 
M2対象 (Bコース選択者のみ) 

MHEL7041 休講 英文学特講・演習Ｄ 4   
MHEL7071 休講 アメリカ文学特講・演習Ａ 4      

 

５．研究指導一覧表 

登 録 

コード 
開講期 科目名 担当教員名 備考 

MHEL1011 春 研究指導 舟 川 一 彦 指導科目(11年次生以降対象) 
MHEL1012 秋 研究指導 舟 川 一 彦 指導科目(11年次生以降対象) 
MHEL1031 春 研究指導 大 塚 寿 郎 指導科目(11年次生以降対象) 
MHEL1032 秋 研究指導 大 塚 寿 郎 指導科目(11年次生以降対象) 
MHEL1041 春 研究指導 増 井 志津代 指導科目(11年次生以降対象) 
MHEL1042 秋 研究指導 増 井 志津代 指導科目(11年次生以降対象) 
MHEL1051 春 研究指導 O'LEARY Joseph 指導科目(11年次生以降対象) 
MHEL1052 秋 研究指導 O'LEARY Joseph 指導科目(11年次生以降対象) 
MHEL1071 春 研究指導 LEYDA Julia 指導科目(11年次生以降対象) 

MHEL1072 秋 研究指導 LEYDA Julia 指導科目(11年次生以降対象) 

MHEL1081 春 研究指導 永 富 友 海 指導科目(11年次生以降対象) 

MHEL1082 秋 研究指導 永 富 友 海 指導科目(11年次生以降対象) 

MHEL1091 春 研究指導 池 田   真 指導科目(11年次生以降対象) 
MHEL1092 秋 研究指導 池 田   真 指導科目(11年次生以降対象) 
MHEL1101 春 研究指導 松 本   朗 指導科目(11年次生以降対象) 

MHEL1102 秋 研究指導 松 本   朗 指導科目(11年次生以降対象) 

MHEL1201 春 研究指導 西  能 史 指導科目(11年次生以降対象) 

MHEL1202 秋 研究指導 西  能 史 指導科目(11年次生以降対象) 

MHEL1021 休講 研究指導 飯 野 友 幸 指導科目(11年次生以降対象) 

MHEL1022 休講 研究指導 飯 野  友 幸 指導科目(11年次生以降対象) 
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

【11年次生以降】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 12   
授業科目    
‣ 必修科目 12   
┗リーディングコース 12  ３年間で合計12単位 

‣ 選択科目    
研究指導（必修）   単位なし，毎学期履修すること 

博士論文   必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること 

【10年次生以前】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 8   
‣ 必修科目 8   
┗リーディングコース 8  ３年間で８単位 

‣ 選択科目    
博士論文   必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること 
 

２．授業科目の編成・単位 

＜11年次生以降対象＞ ＜10年次生以前対象＞ 
 

単  位  数
科 目 名 必 

修 
選 
必

選 
択

リーディング・コース１ 4   

リーディング・コース２ 4   

リーディング・コース３ 4   

リーディング・コース４ 4   

リーディング・コース６ 4   

リーディング・コース７ 4   

リーディング・コース８ 4   

リーディング・コース９ 4   

リーディング・コース１０ 4   
 

 
単  位  数

科 目 名 必 
修 

選 
必

選 
択

リーディング・コースＡ ※8   
リーディング・コースＢ ※8   
リーディング・コースＣ ※8   
リーディング・コースＤ ※8   
リーディング・コースＦ ※8   
リーディング・コースＧ ※8   
リーディング・コースＨ ※8   
リーディング・コースＩ ※8   
リーディング・コースＪ ※8    
※３年間修得後，８単位を付与する。 

３．履修上の注意 

後期課程の学生は，三年間に，指導教授のものを含めて三つのリーディング・コースを履修する。これにより 10 年

次生以前の学生は 8 単位，11 年次生以降の学生は 12 単位を与えられる。三つのコースは英文学，アメリカ文学，英語

学の三分野からできるだけ万遍なく選択するように心がけるべきである。三つすべてが同じ分野のものであってはい

けない。また，同じ教授のコースを二度履修することはできない。リーディング・コースの履修に加えて，自分の専

門分野における三年間の研究成果を修了論文として提出し，専攻所属教員による審査を受ける。 

11 年次生以降については，「研究指導（必修）」を毎学期履修すること。 

 

英米文学専攻  博士後期課程 
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４．開講科目一覧表 

登 録 

コード 

開  
講  
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 備考 

DHEL3011 通年 リーディング・コースＡ ※0 永 富 友 海 指導科目(10年次生以前対象) 
DHEL3021 通年 リーディング・コースＢ ※0 舟 川 一 彦 指導科目(10年次生以前対象) 
DHEL3041 通年 リーディング・コースＤ ※0 大 塚 寿 郎 指導科目(10年次生以前対象) 
DHEL3061 通年 リーディング・コースＦ ※0 O'LEARY Joseph 指導科目(10年次生以前対象) 
DHEL3071 通年 リーディング・コースＧ ※0 松 本   朗 指導科目(10年次生以前対象) 
DHEL3081 通年 リーディング・コースＨ ※0 池 田   真 指導科目(10年次生以前対象) 
DHEL3091 通年 リーディング・コースＩ ※0 増 井 志津代 指導科目(10年次生以前対象) 
DHEL3101 通年 リーディング・コースＪ ※0 LEYDA Julia 指導科目(10年次生以前対象) 

DHEL3111 通年 リーディング・コースＫ ※0 西  能 史 指導科目(10年次生以前対象) 

DHEL3110 通年 リーディング・コース１ ※0 永 富 友 海 11年次生以降対象 
DHEL3120 通年 リーディング・コース２ 4 舟 川 一 彦 11年次生以降対象 

DHEL3140 通年 リーディング・コース４ 4 大 塚 寿 郎 11年次生以降対象 

DHEL3160 通年 リーディング・コース６ 4 O'LEARY Joseph 11年次生以降対象 

DHEL3170 通年 リーディング・コース７ 4 松 本   朗 11年次生以降対象 

DHEL3180 通年 リーディング・コース８ 4 池 田   真 11年次生以降対象 

DHEL3190 通年 リーディング・コース９ 4 増 井 志津代 11年次生以降対象 

DHEL3200 通年 リーディング・コース10 4 LEYDA Julia 11年次生以降対象 

DHEL3210 通年 リーディング・コース1１ 4 西  能 史 11年次生以降対象 

DHEL3031 休講 リーディング・コースＣ ※0 飯 野 友 幸 指導科目(10年次生以前対象) 
DHEL3130 休講 リーディング・コース３ 4 飯 野 友 幸 11年次生以降対象 

※10 年次生以前対象のリーディング・コース A～Ｊについては，３年間修得後，８単位を付与する。 

５．研究指導一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 担当教員名 備考 

DHEL3211 春 研究指導 舟 川 一 彦 指導科目(11年次生以降対象) 

DHEL3212 秋 研究指導 舟 川 一 彦 指導科目(11年次生以降対象) 

DHEL3231 春 研究指導 大 塚 寿 郎 指導科目(11年次生以降対象) 

DHEL3232 秋 研究指導 大 塚 寿 郎 指導科目(11年次生以降対象) 

DHEL3241 春 研究指導 増 井 志津代 指導科目(11年次生以降対象) 

DHEL3242 秋 研究指導 増 井 志津代 指導科目(11年次生以降対象) 

DHEL3251 春 研究指導 O'LEARY Joseph 指導科目(11年次生以降対象) 

DHEL3252 秋 研究指導 O'LEARY Joseph 指導科目(11年次生以降対象) 

DHEL3271 春 研究指導 LEYDA Julia 指導科目(11年次生以降対象) 

DHEL3272 秋 研究指導 LEYDA Julia 指導科目(11年次生以降対象) 

DHEL3281 春 研究指導 永 富 友 海 指導科目(11年次生以降対象) 

DHEL3282 秋 研究指導 永 富 友 海 指導科目(11年次生以降対象) 

DHEL3291 春 研究指導 池 田   真 指導科目(11年次生以降対象) 

DHEL3292 秋 研究指導 池 田   真 指導科目(11年次生以降対象) 

DHEL3301 春 研究指導 松 本   朗 指導科目(11年次生以降対象） 

DHEL3302 秋 研究指導 松 本   朗 指導科目(11年次生以降対象) 

DHEL3311 春 研究指導 西  能 史 指導科目(11年次生以降対象) 

DHEL3312 秋 研究指導 西  能 史 指導科目(11年次生以降対象) 

DHEL3221 休講 研究指導 飯 野 友 幸 指導科目(11年次生以降対象） 

DHEL3222 休講 研究指導 飯 野 友 幸 指導科目(11年次生以降対象) 
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

【11年次生以降】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   
授業科目    
‣ 選択科目 30   
┗自専攻科目    
┗自研究科他専攻科目    

研究指導（必修）   単位なし，毎学期履修すること 

修士論文   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論

文登録をすること） 
 

【10年次生以前】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   
‣ 選択科目 30   
┗自専攻科目    
┗自研究科他専攻科目    

修士論文   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論

文登録をすること） 

 

ドイツ文学専攻  博士前期課程 
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２．授業科目の編成・単位 

 
単  位  数

科 目 名 必 
修 

選 
必

選 
択

＜文学研究系列＞ 

ドイツ文学研究Ⅰa   2

ドイツ文学研究Ⅰb   2

ドイツ文学研究Ⅱa   2

ドイツ文学研究Ⅱb   2

ドイツ文学研究Ⅲa   2

ドイツ文学研究Ⅲb   2

ドイツ文学研究Ⅳa   2

ドイツ文学研究Ⅳb   2

ドイツ文学研究Ⅴa   2

ドイツ文学研究Ⅴb   2

ドイツ文学研究Ⅵa   2

ドイツ文学研究Ⅵb   2

ドイツ文学研究Ⅶa   2

ドイツ文学研究Ⅶb   2
 

 
単  位  数

科 目 名 必 
修

選 
必

選 
択

＜文化研究系列＞ 

ドイツ文化研究Ⅰa   2

ドイツ文化研究Ⅰb   2

ドイツ文化研究Ⅱa   2

ドイツ文化研究Ⅱb   2

ドイツ文化研究Ⅲa   2

ドイツ文化研究Ⅲb   2

＜言語研究系列＞ 

（他）ドイツ語統語論１ ※注１   2

（他）ドイツ語統語論２ ※注１   2

（他）ドイツ語文体論１ ※注１   2

（他）ドイツ語文体論２ ※注１   2

（他）ドイツ語音韻論１ ※注１   2

（他）ドイツ語音韻論２ ※注１   2

（他）ドイツ語教育１  ※注１   2

（他）ドイツ語教育２  ※注１   2

（他）ドイツ語意味論１ ※注１   2

（他）ドイツ語意味論２ ※注１   2
 

 ※注１ 言語学専攻開講科目。詳細はp.170～p.172参照。 

 

３．履修上の注意 

前期課程の学生は，指導教員の指導のもとに修士論文を作成すること。 

また，11 年次生以降については「研究指導（必修）」を毎学期履修すること。 
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４．開講科目一覧表 

登 録 

コード 

開  
講  
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

※ ＊：非常勤教員
備考 

MHGL7330 休講 ドイツ文学研究Ⅱa 2 髙 橋 明 彦  

MHGL7350 休講 ドイツ文学研究Ⅲa 2   

MHGL7380 秋 ドイツ文学研究Ⅳb 2 * 高 橋 輝 暁  

MHGL7410 春 ドイツ文学研究Ⅵa 2 * MEUTHEN Erich  

MHGL7430 春 ドイツ文学研究Ⅶa 2 中 村 朝 子  

MHGL7630 春 ドイツ文化研究Ⅱa 2 DUPPEL 高山 Mechthild  

MHGL7650 春 ドイツ文化研究Ⅲa 2 * 初 見   基  

MHGL7660 秋 ドイツ文化研究Ⅲb 2 * 光 野 正 幸  

MHGL7320 休講 ドイツ文学研究Ⅰb 2    

MHGL7340 休講 ドイツ文学研究Ⅱb 2 髙 橋 明 彦  

MHGL7360 休講 ドイツ文学研究Ⅲb 2   

MHGL7440 秋 ドイツ文学研究Ⅶb 2 中 村 朝 子  

MHGL7610 休講 ドイツ文化研究Ⅰa 2   

MHGL7640 秋 ドイツ文化研究Ⅱb 2 DUPPEL 高山 Mechthild  

MHGL9280 秋 修士論文 0 
ドイツ文学専攻

各指導教員 
M2対象 

MHGL7310 春 ドイツ文学研究Ⅰa 2 三 輪 玲 子  

MHGL7370 春 ドイツ文学研究Ⅳa 2 北 島 玲 子  

MHGL7390 春 ドイツ文学研究Ⅴa 2 高 橋 明 彦  

MHGL7400 秋 ドイツ文学研究Ⅴb 2 高 橋 明 彦  

MHGL7420 秋 ドイツ文学研究Ⅵb 2 北 島 玲 子  

MHGL7620 春 ドイツ文化研究Ⅰb 2 ＊佐 藤 直 樹  

 

５．研究指導一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 担当教員名 備考 

MHGL1011 春 研究指導 髙 橋 明 彦 指導科目(11年次生以降対象) 

MHGL1021 春 研究指導 北 島 玲 子 指導科目(11年次生以降対象) 

MHGL1041 春 研究指導 中 村 朝 子 指導科目(11年次生以降対象) 

MHGL1051 春 研究指導 佐 藤 朋 之 指導科目(11年次生以降対象) 

MHGL1012 秋 研究指導 髙 橋 明 彦 指導科目(11年次生以降対象) 
MHGL1022 秋 研究指導 北 島 玲 子 指導科目(11年次生以降対象) 
MHGL1042 秋 研究指導 中 村 朝 子 指導科目(11年次生以降対象) 
MHGL1052 秋 研究指導 佐 藤 朋 之 指導科目(11年次生以降対象) 
MHGL1031 春 研究指導 三 輪 玲 子 指導科目(11年次生以降対象) 
MHGL1032 休講 研究指導  指導科目(11年次生以降対象) 
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

【11年次生以降】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 14   

授業科目    

‣ 選択必修科目    

┗自専攻科目    

‣ 選択科目    

研究指導（必修）   単位なし，毎学期履修すること 

博士論文   必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること 

 

【10年次生以前】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 20   
‣ 必修科目    
┗原典・専門文献研究(指導教員) 12   

‣ 選択必修科目 8   
┗自専攻科目 8   

‣ 選択科目    
博士論文   必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること 
 

ドイツ文学専攻  博士後期課程 
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２．授業科目の編成・単位 

 
単  位  数

科 目 名 必 
修 

選 
必

選 
択

＜文学研究系列＞ 

ドイツ文学研究Ⅰa   2

ドイツ文学研究Ⅰb   2

ドイツ文学研究Ⅱa   2

ドイツ文学研究Ⅱb   2

ドイツ文学研究Ⅲa   2

ドイツ文学研究Ⅲb   2

ドイツ文学研究Ⅳa   2

ドイツ文学研究Ⅳb   2

ドイツ文学研究Ⅴa   2

ドイツ文学研究Ⅴb   2

ドイツ文学研究Ⅵa   2

ドイツ文学研究Ⅵb   2

ドイツ文学研究Ⅶa   2

ドイツ文学研究Ⅶb   2

＜文化研究系列＞ 

ドイツ文化研究Ⅰa   2

ドイツ文化研究Ⅰb   2

ドイツ文化研究Ⅱa   2

ドイツ文化研究Ⅱb   2

ドイツ文化研究Ⅲa   2

ドイツ文化研究Ⅲb   2
 

 
単  位  数

科 目 名 必 
修

選 
必

選 
択

＜言語研究系列＞ 

（他）ドイツ語統語論１ ※注１   2

（他）ドイツ語統語論２ ※注１   2

（他）ドイツ語文体論１ ※注１   2

（他）ドイツ語文体論２ ※注１   2

（他）ドイツ語音韻論１ ※注１   2

（他）ドイツ語音韻論２ ※注１   2

（他）ドイツ語教育１  ※注１   2

（他）ドイツ語教育２  ※注１   2

（他）ドイツ語意味論１ ※注１   2

（他）ドイツ語意味論２ ※注１   2

 

原典専門文献研究 ※注２ 2   

※注１ 言語学専攻開講科目。詳細はp.170～p.172参照。 

※注２ 10年次生以前のみ対象。 

 

３．履修上の注意 

１）後期課程の学生（11 年次生以降）は，指導教員の「研究指導（必修）」を毎学期履修すること。 

２）後期課程の学生（10 年次生以前）は，在学する三年間に指導教員担当の「原典・専門文献研究」を半期ごとに計 6

回履修登録し，論文作成の指導を受けること。 

３）指導教員開講科目は必ず履修すること。 

４）指導教員以外の開講科目より 4 科目 8 単位は履修すること。 

５）博士論文を作成し，提出したい者は，「ドイツ文学専攻博士学位授与に関する内規」に従って所定の手続きをとる

こと。 

６）博士論文を提出せずに課程を修了する場合も，在籍中の研究成果を修了論文として提出し，口頭試問を受けなけれ

ばならない。 
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４．開講科目一覧表 

登 録 

コード 

開  
講  
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

※ ＊：非常勤教員 
備考 

MHGL7330 休講 ドイツ文学研究Ⅱa 2 髙 橋 明 彦  

MHGL7350 休講 ドイツ文学研究Ⅲa 2   

MHGL7380 秋 ドイツ文学研究Ⅳb 2 *高 橋 輝 暁  

MHGL7410 春 ドイツ文学研究Ⅵa 2 * MEUTHEN Erich  

MHGL7430 春 ドイツ文学研究Ⅶa 2 中 村 朝 子  

MHGL7630 春 ドイツ文化研究Ⅱa 2 DUPPEL 高山 Mechthild  

MHGL7650 春 ドイツ文化研究Ⅲa 2 * 初 見   基  

MHGL7660 秋 ドイツ文化研究Ⅲb 2 * 光 野 正 幸  

DHGL3030 春 原典・専門文献研究 2 髙 橋 明 彦 指導科目(10年次生以前対象) 

MHGL7320 休講 ドイツ文学研究Ⅰb 2   

MHGL7340 休講 ドイツ文学研究Ⅱb 2 髙 橋 明 彦  

MHGL7360 休講 ドイツ文学研究Ⅲb 2   

MHGL7440 秋 ドイツ文学研究Ⅶb 2 中 村 朝 子  

MHGL7610 休講 ドイツ文化研究Ⅰa 2   

MHGL7640 秋 ドイツ文化研究Ⅱb 2 DUPPEL 高山 Mechthild  

DHGL3040 秋 原典・専門文献研究 2 髙 橋 明 彦 指導科目(10年次生以前対象) 

MHGL7310 春 ドイツ文学研究Ⅰa 2 三 輪 玲 子  

MHGL7370 春 ドイツ文学研究Ⅳa 2 北 島 玲 子  

MHGL7390 春 ドイツ文学研究Ⅴa 2 高 橋 明 彦  

MHGL7400 秋 ドイツ文学研究Ⅴb 2 高 橋 明 彦  

MHGL7420 秋 ドイツ文学研究Ⅵb 2 北 島 玲 子  

MHGL7620 春 ドイツ文化研究Ⅰb 2 ＊佐 藤 直 樹  

５．研究指導一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 担当教員名 備考 

DHGL3211 春 研究指導 髙 橋 明 彦 指導科目(11年次生以降対象) 

DHGL3221 春 研究指導 北 島 玲 子 指導科目(11年次生以降対象) 

DHGL3241 春 研究指導 中 村 朝 子 指導科目(11年次生以降対象) 

DHGL3251 春 研究指導 佐 藤 朋 之 指導科目(11年次生以降対象) 

DHGL3212 秋 研究指導 髙 橋 明 彦 指導科目(11年次生以降対象) 
DHGL3222 秋 研究指導 北 島 玲 子 指導科目(11年次生以降対象) 
DHGL3242 秋 研究指導 中 村 朝 子 指導科目(11年次生以降対象) 
DHGL3252 秋 研究指導 佐 藤 朋 之 指導科目(11年次生以降対象) 
DHGL3231 春 研究指導 三 輪 玲 子 指導科目(11年次生以降対象) 

DHGL3232 休講 研究指導  指導科目(11年次生以降対象) 
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

【11年次生以降】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   

授業科目    

‣ 選択科目 30   

┗自専攻科目    

┗Ａ群 24   

┗Ｂ群    

┗自研究科他専攻科目    

┗委託聴講科目   10単位まで修了に必要な単位として認められる 

研究指導（必修）   単位なし，毎学期履修すること 

修士論文   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論

文登録をすること） 

 

【10年次生以前】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   
‣ 選択科目 30   
┗自専攻科目    
┗Ａ群 24   
┗Ｂ群    

┗自研究科他専攻科目    
┗委託聴講科目   10単位まで修了に必要な単位として認められる 

修士論文   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論

文登録をすること） 

 

フランス文学専攻  博士前期課程 
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２．授業科目の編成・単位 

 
単 位 数 

科 目 名 必
修 

選
必

選
択

＜Ａ群＞ 

ポエティック研究Ⅰ   2

ポエティック研究Ⅱ   2

19世紀小説研究Ⅰ   2

19世紀小説研究Ⅱ   2

モデルニテ研究Ⅰ   2

モデルニテ研究Ⅱ   2

20世紀文学研究Ⅰ   2

20世紀文学研究Ⅱ   2

古典主義文学研究Ⅰ   2

古典主義文学研究Ⅱ   2

自伝文学研究Ⅰ   2

自伝文学研究Ⅱ   2

現代詩研究Ⅰ   2

日仏文化交流史Ⅰ   2

アンシャン・レジーム文学研究Ⅰ   2

アンシャン・レジーム文学研究Ⅱ   2

専門文献研究ＡⅠ   2

専門文献研究ＡⅡ   2

専門文献研究ＢⅠ   2
 

 
単 位 数 科 目 名 

※（他）：他専攻開講科目 必
修

選
必

選
択

専門文献研究ＢⅡ   2

専門文献研究ＣⅠ   2

専門文献研究ＣⅡ   2

専門文献研究ＤⅠ   2

専門文献研究ＤⅡ   2

（他）翻訳文化研究ⅡＡ※注1   2

（他）翻訳文化研究ⅡＢ※注1   2

＜Ｂ群＞ 

フランス語小論文作成法   2

情報科学とフランス文学   2

（他）フランス語文体論1 ※注2   2

（他）フランス語文体論2 ※注2   2

（他）フランス語文法論1 ※注2   2

（他）フランス語文法論2 ※注2   2

（他）フランス語:文体から意味へ１※注2   2

（他）フランス語:文体から意味へ２※注2   2

（他）フランス語教授法1 ※注2   2

（他）フランス語教授法2 ※注2   2

※注1：文化交渉学専攻開講科目。詳細はp.98参照。 

※注2：言語学専攻開講科目。詳細はp.170～p.172参照。 

 

３．履修上の注意 

１）11年次生以降については，指導教員の「研究指導（必修）」を毎学期履修すること。 

２）A群より 24単位履修すること。 

３）A群・B群いずれの科目も，繰り返し履修することが可能である。 

４）委託聴講科目の単位は A群科目として認定する。 

５）4月初旬のガイダンスにおいて配布される「フランス文学専攻マニュアル」ならびに詳しい規定参照のこと。 
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４．開講科目一覧表 

登 録 

コード 

開
講
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 
※（他）：他専攻教員
   ＊ ：非常勤教員

備考 

MHFL7010 春 ポエティック研究Ⅰ 2 赤 羽 研 三  

MHFL7090 春 古典主義文学研究Ⅰ 2 小 倉 博 孝  

MHFL7150 春 アンシャン・レジーム文学研究Ⅰ 2 DESPREZ Michaël  

MHFL7340 春 モデルニテ研究Ⅰ 2 吉 村 和 明  

MHFL7360 春 20世紀文学研究Ⅰ 2 永 井 敦 子  

MHFL7390 春 専門文献研究ＡⅡ 2 * 白 石 嘉 治  

MHFL7420 春 専門文献研究ＣⅠ 2 * 福 田 耕 介  

MHFL7450 春 専門文献研究ＤⅡ 2 * 博 多 かおる  

MHFL7460 春 フランス語小論文作成法 2 PEYRON Bruno  

MHFL7020 秋 ポエティック研究Ⅱ 2 赤 羽 研 三  

MHFL7100 秋 古典主義文学研究Ⅱ 2 小 倉 博 孝  

MHFL7120 秋 自伝文学研究Ⅱ 2 PEYRON Bruno  

MHFL7350 秋 モデルニテ研究Ⅱ 2 吉 村 和 明  

MHFL7370 秋 20世紀文学研究Ⅱ 2 永 井 敦 子  

MHFL7380 秋 専門文献研究ＡⅠ 2 * 永 見 文 雄  

MHFL7410 秋 専門文献研究ＢⅡ 2 * 小 野 正 嗣  

MHFL9300 秋 修士論文 0 
フランス文学 

専攻各指導教員 
Ｍ2対象 

MHFL7110 休講 自伝文学研究Ⅰ 2 PEYRON Bruno  

MHFL7130 休講 現代詩研究Ⅰ 2   

MHFL7160 休講 アンシャン・レジーム文学研究Ⅱ 2 DESPREZ Michaël  

MHFL7270 休講 情報科学とフランス文学 2 澤 田   肇  

MHFL7320 休講 19世紀小説研究Ⅰ 2 澤 田   肇  

MHFL7330 休講 19世紀小説研究Ⅱ 2 澤 田   肇  

MHFL7400 休講 専門文献研究ＢⅠ 2 * 小 野 正 嗣  

MHFL7430 休講 専門文献研究ＣⅡ 2 * 福 田 耕 介  

MHFL7440 休講 専門文献研究ＤⅠ 2   

MHFL7470 休講 日仏文化交流史Ⅰ 2 SCHWARTZ-ARENALES Laure  

５．研究指導一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 担当教員名 備考 

MHFL1021 春 研究指導 吉 村 和 明 指導科目(11年次生以降対象) 

MHFL1031 春 研究指導 永 井 敦 子 指導科目(11年次生以降対象) 

MHFL1041 春 研究指導 小 倉 博 孝 指導科目(11年次生以降対象) 

MHFL1051 春 研究指導 赤 羽 研 三 指導科目(11年次生以降対象) 

MHFL1071 春 研究指導 PEYRON Bruno 指導科目(11年次生以降対象) 

MHFL1081 春 研究指導 DESPREZ Michaël 指導科目(11年次生以降対象) 

MHFL1022 秋 研究指導 吉 村 和 明 指導科目(11年次生以降対象) 

MHFL1032 秋 研究指導 永 井 敦 子 指導科目(11年次生以降対象) 

MHFL1042 秋 研究指導 小 倉 博 孝 指導科目(11年次生以降対象) 

MHFL1052 秋 研究指導 赤 羽 研 三 指導科目(11年次生以降対象) 

MHFL1072 秋 研究指導 PEYRON Bruno 指導科目(11年次生以降対象) 

MHFL1082 秋 研究指導 DESPREZ Michaël 指導科目(11年次生以降対象) 

MHFL1011 休講 研究指導 澤 田   肇 指導科目(11年次生以降対象) 

MHFL1012 休講 研究指導 澤 田   肇 指導科目(11年次生以降対象) 
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

【11年次生以降】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数    
研究指導（必修）   単位なし，毎学期履修すること 

博士論文   必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること 

 
【10年次生以前】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 12   
‣ 必修科目 12   
┗論文指導 12   

博士論文   必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること 

 

２．授業科目の編成・単位 

単 位 数 
科 目 名 必

修 
選
必

選
択

論文指導 ※ 4   

※2012年度まで開講 
 

３．履修上の注意 

１）11年次生以降の学生は「研究指導（必修）」を毎学期履修すること。また，10年次生以前の学生は「論文指導」を

3年間，合計 12単位を修得すること。 

２）4月初旬のガイダンスにおいて配布される「フランス文学専攻マニュアル」ならびに詳しい規定参照のこと。 

 

フランス文学専攻  博士後期課程 

４

文
学
研
究
科

フ
ラ
ン
ス
文
学
専
攻



─ 89 ─ 

４．研究指導一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 担当教員名 備考 

DHFL3121 春 研究指導 吉 村 和 明 指導科目(11年次生以降対象) 
DHFL3131 春 研究指導 永 井 敦 子 指導科目(11年次生以降対象) 
DHFL3141 春 研究指導 小 倉 博 孝 指導科目(11年次生以降対象) 
DHFL3151 春 研究指導 赤 羽 研 三 指導科目(11年次生以降対象) 
DHFL3161 春 研究指導 PEYRON Bruno 指導科目(11年次生以降対象) 

DHFL3171 春 研究指導 DESPREZ Michaël 指導科目(11年次生以降対象) 

DHFL3122 秋 研究指導 吉 村 和 明 指導科目(11年次生以降対象) 
DHFL3132 秋 研究指導 永 井 敦 子 指導科目(11年次生以降対象) 
DHFL3142 秋 研究指導 小 倉 博 孝 指導科目(11年次生以降対象) 
DHFL3152 秋 研究指導 赤 羽 研 三 指導科目(11年次生以降対象) 
DHFL3162 秋 研究指導 PEYRON Bruno 指導科目(11年次生以降対象) 

DHFL3172 秋 研究指導 DESPREZ Michaël 指導科目(11年次生以降対象) 

DHFL3111 休講 研究指導 澤 田   肇 指導科目(11年次生以降対象) 
DHFL3112 休講 研究指導 澤 田   肇 指導科目(11年次生以降対象) 
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   

授業科目    

‣必修科目 20   

┗コミュニケーション論特講 4   

┗ジャーナリズム史特講 4   

┗マス・メディア論特講 4   

┗論文演習Ⅰa 2   

┗論文演習Ⅰb 2   

┗論文演習Ⅱa 2   

┗論文演習Ⅱb 2   

‣選択科目 10   

┗自専攻科目    

┗自研究科他専攻    

┗委託聴講科目   10単位まで修了に必要な単位として認められる（P.22 参

照） 

研究指導（必修）   単位なし，毎学期履修すること 

修士論文   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論

文登録をすること） 

 

新聞学専攻  博士前期課程 
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単位数 
科 目 名 

必修選必選択

マス・コミュニケーション法制特講   4

米州のマス・メディア論特講Ⅰ   2

米州のマス・メディア論特講Ⅱ   2

国際コミュニケーション論特講Ⅰ   2

国際コミュニケーション論特講Ⅱ   2

情報科学論特講Ⅰ   2

情報科学論特講Ⅱ   2

マス・コミュニケーション調査特講Ⅰ   2

マス・コミュニケーション調査特講Ⅱ   2

論文演習Ⅰa※1 2   

論文演習Ⅰb※1 2   

論文演習Ⅱa※2 2   

論文演習Ⅱb※2 2   

 

２．授業科目の編成・単位 

 

※1 M1(14年次生)対象 

※2 M2(13年次生)対象 

 

３．履修上の注意 

１）指導教員の「研究指導（必修）」を毎学期履修すること。 

２）前期課程において修士論文を提出するに際しては，その概要書（Ａ4横書・40 字・35行で 4 枚程度）も併せて提

出すること。 

３）選択科目「Ⅱ」の科目については，原則同一科目名の「Ⅰ」を履修していなければならない。 

 

単位数 
科 目 名 

必修 選必選択

コミュニケーション論特講 4   
コミュニケーション論演習   2

ジャーナリズム史特講 4   
ジャーナリズム史演習   2

マス・メディア論特講 4   
マス・メディア論演習   2

新聞論特講Ⅰ   2

新聞論特講Ⅱ   2

放送論特講Ⅰ   2

放送論特講Ⅱ   2

広告論特講Ⅰ   2

広告論特講Ⅱ   2
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４．開講科目一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

＊:非常勤教員 
備考 

MHJN1261 春 論文演習Ⅰa 2 鈴 木 雄 雅 M1(14年次生)対象,注１参照 

MHJN1262 秋 論文演習Ⅰb 2 鈴 木 雄 雅 M1(14年次生)対象,注１参照 

MHJN1271 春 論文演習Ⅰa 2 音   好 宏 M1(14年次生)対象,注１参照 

MHJN1272 秋 論文演習Ⅰb 2 音   好 宏 M1(14年次生)対象,注１参照 

MHJN1281 春 論文演習Ⅰa 2 田 島 泰 彦 M1(14年次生)対象,注１参照 

MHJN1282 秋 論文演習Ⅰb 2 田 島 泰 彦 M1(14年次生)対象,注１参照 

MHJN1291 春 論文演習Ⅰa 2 碓 井 広 義 M1(14年次生)対象,注１参照 

MHJN1292 秋 論文演習Ⅰb 2 碓 井 広 義 M1(14年次生)対象,注１参照 

MHJN1301 春 論文演習Ⅰa 2 渡 辺 久 哲 M1(14年次生)対象,注１参照 

MHJN1302 秋 論文演習Ⅰb 2 渡 辺 久 哲 M1(14年次生)対象,注１参照 

MHJN1311 春 論文演習Ⅰa 2 阿 部 る り M1(14年次生)対象,注１参照 

MHJN1312 秋 論文演習Ⅰb 2 阿 部 る り M1(14年次生)対象,注１参照 

MHJN1321 春 論文演習Ⅰa 2 柴  野  京  子 M1(14年次生)対象,注１参照 

MHJN1322 秋 論文演習Ⅰb 2 柴  野  京  子 M1(14年次生)対象,注１参照 

MHJN1331 春 論文演習Ⅰa 2 小 此 木   潔 M1(14年次生)対象,注１参照 

MHJN1332 秋 論文演習Ⅰb 2 小 此 木   潔 M1(14年次生)対象,注１参照 

MHJN7111 春 米州のマス・メディア論特講Ⅰ 2 * 大 井 眞 二  

MHJN7112 秋 米州のマス・メディア論特講Ⅱ 2 * 大 井 眞 二  

MHJN7170 春 放送論特講Ⅰ 2 碓 井 広 義  

MHJN7180 秋 放送論特講Ⅱ 2 碓 井 広 義  

MHJN7190 春 国際コミュニケーション論特講Ⅰ 2 阿 部 る り  

MHJN7200 秋 国際コミュニケーション論特講Ⅱ 2 阿 部 る り  

MHJN7210 春 情報科学論特講Ⅰ 2 音   好 宏  

MHJN7220 秋 情報科学論特講Ⅱ 2 音   好 宏  

MHJN7230 春 マス・コミュニケーション調査特講Ⅰ 2 渡 辺 久 哲  

MHJN7240 秋 マス・コミュニケーション調査特講Ⅱ ２ 渡 辺 久 哲  

MHJN7020 春 コミュニケーション論演習 2 * 蔡   星 慧  

MHJN7060 秋 マス・メディア論演習 2 柴 野 京 子  

MHJN9211 春 修士論文 0 新聞学専攻各指導教員 M2 対象 ※9月修了希望者のみ登録可 

MHJN9210 秋 修士論文 0 新聞学専攻各指導教員 M2 対象 

MHJN1010 通年 コミュニケーション論特講 4 音    好 宏 後期課程「コミュニケーション論特殊研究Ⅰ」と合併

MHJN1030 通年 ジャーナリズム史特講 4 鈴 木 雄 雅 後期課程「ジャーナリズム史特殊研究」と合併 

MHJN1050 通年 マス・メディア論特講 4 田 島 泰 彦  

MHJN7040 通年 ジャーナリズム史演習 2 鈴 木 雄 雅 隔週 

MHJN7050 春 広告論特講Ⅰ 2 渡 辺 久 哲  

MHJN7070 秋 広告論特講Ⅱ 2 渡 辺 久 哲  

MHJN7150 春 新聞論特講Ⅰ 2 小 此 木   潔  

MHJN7160 秋 新聞論特講Ⅱ 2 小 此 木   潔  

MHJN7100 通年 マス・コミュニケーション法制特講 4 田 島 泰 彦 後期課程「マス・メディア論特殊研究Ⅱ」と合併

MHJN2021 春 論文演習Ⅱa 2 鈴 木 雄 雅 M2(13年次生)対象,注１参照 

MHJN2022 秋 論文演習Ⅱb 2 鈴 木 雄 雅 M2(13年次生)対象,注１参照 

MHJN2031 春 論文演習Ⅱa 2 音   好 宏 M2(13年次生)対象,注１参照 

MHJN2032 秋 論文演習Ⅱb 2 音   好 宏 M2(13年次生)対象,注１参照 

MHJN2041 春 論文演習Ⅱa 2 田 島 泰 彦 M2(13年次生)対象,注１参照 

MHJN2042 秋 論文演習Ⅱb 2 田 島 泰 彦 M2(13年次生)対象,注１参照 

MHJN2051 春 論文演習Ⅱa 2 碓 井 広 義 M2(13年次生)対象,注１参照 

MHJN2052 秋 論文演習Ⅱb 2 碓 井 広 義 M2(13年次生)対象,注１参照 
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登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

＊:非常勤教員 
備考 

MHJN2061 春 論文演習Ⅱa 2 渡 辺 久 哲 M2(13年次生)対象,注１参照 

MHJN2062 秋 論文演習Ⅱb 2 渡 辺 久 哲 M2(13年次生)対象,注１参照 

MHJN2071 春 論文演習Ⅱa 2 阿 部 る り M2(13年次生)対象,注１参照 

MHJN2072 秋 論文演習Ⅱb 2 阿 部 る り M2(13年次生)対象,注１参照 

MHJN2081 春 論文演習Ⅱa 2 柴  野  京  子 M2(13年次生)対象,注１参照 

MHJN2082 秋 論文演習Ⅱb 2 柴  野  京  子 M2(13年次生)対象,注１参照 

MHJN2091 春 論文演習Ⅱa 2 小 此 木   潔 M2(13 年次生)対象,注１参照 

MHJN2092 秋 論文演習Ⅱb 2 小 此 木   潔 M2(13 年次生)対象,注１参照 

注1：論文演習については以下の通り合同で行う(合併科目) 

前期課程「論文演習Ⅰa」,「論文演習Ⅱa」／後期課程「論文演習Ⅰa」,「論文演習Ⅱa」,「論文演習Ⅲa」 

前期課程「論文演習Ⅰb」,「論文演習Ⅱb」／後期課程「論文演習Ⅰb」,「論文演習Ⅱb」,「論文演習Ⅲb」 

 

５．研究指導一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 担当教員名 備考 

MHJN1481 春 研究指導 柴  野  京  子 指導科目 

MHJN1482 秋 研究指導 柴  野  京  子 指導科目 

MHJN1421 春 研究指導 鈴 木 雄 雅 指導科目 

MHJN1422 秋 研究指導 鈴 木 雄 雅 指導科目 

MHJN1431 春 研究指導 音   好 宏 指導科目 

MHJN1432 秋 研究指導 音   好 宏 指導科目 

MHJN1441 春 研究指導 田 島 泰 彦 指導科目 

MHJN1442 秋 研究指導 田 島 泰 彦 指導科目 

MHJN1451 春 研究指導 碓 井 広 義 指導科目 

MHJN1452 秋 研究指導 碓 井 広 義 指導科目 

MHJN1461 春 研究指導 渡 辺 久 哲 指導科目 

MHJN1462 秋 研究指導 渡 辺 久 哲 指導科目 

MHJN1471 春 研究指導 阿 部 る り 指導科目 

MHJN1472 秋 研究指導 阿 部 る り 指導科目 

MHJN1491 春 研究指導 小 此 木   潔 指導科目 

MHJN1492 秋 研究指導 小 此 木   潔 指導科目 
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

【11年次生以降】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 12   

授業科目    

‣必修科目 12   

┗論文演習Ⅰa 2   

┗論文演習Ⅰb 2   

┗論文演習Ⅱa 2   

┗論文演習Ⅱb 2   

┗論文演習Ⅲa 2   

┗論文演習Ⅲb 2   

研究指導（必修）   単位なし，毎学期履修すること 

博士論文   必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること 

 

【10年次生以前】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 8   
‣必修科目 8   
┗論文演習 8  3年間で8単位 

‣選択科目    
博士論文   必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること 
 

２．授業科目の編成・単位 

 
単位数 

科 目 名 
必修 選必選択

コミュニケーション論特殊研究Ⅰ   4

コミュニケーション論特殊研究Ⅱ   4

コミュニケーション論特殊研究演習   4

ジャーナリズム史特殊研究   4

ジャーナリズム史特殊研究演習   4

マス・メディア論特殊研究Ⅰ   4

マス・メディア論特殊研究Ⅱ   4

マス・メディア論特殊研究演習   4
 

 

単位数 
科 目 名 

必修選必選択

論文演習Ⅰa ※1 2   
論文演習Ⅰb ※1 2   
論文演習Ⅱa ※2 2   
論文演習Ⅱb ※2 2   
論文演習Ⅲa ※3 2   
論文演習Ⅲb ※3 2   

※1 D1(14年次生)対象  

※2 D2(13年次生)対象 

※3 D3(12年次生)対象 

 

新聞学専攻  博士後期課程  

４

文
学
研
究
科

新
聞
学
専
攻



─ 95 ─ 

３．履修上の注意 

１）11年次生以降対象の後期課程論文演習は半期ごとに 2単位，3年間で計 12単位を履修すること。 

２）11年次生以降は，指導教員の「研究指導（必修）」を毎学期履修すること。 

３）博士論文執筆にあたっては専攻規定（2011 年 4 月 1 日改訂）を参照のこと。なお，学位論文未提出にて満期退学

する場合も，研究成果（修士論文レベル）を提出し，指導教員ならびに専攻の承認を得なければならない。 

４）2013 年度までの入学者が満期退学時の課程博士論文（特例扱い）を申請する場合は，指導教員ならびに学事セン

ターと十分の相談のうえ申請すること。 

４．開講科目一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 備考 

DHJN3221 春 論文演習Ⅰa 2 鈴 木 雄 雅 D1(14年次生)対象,注１参照 

DHJN3222 秋 論文演習Ⅰb 2 鈴 木 雄 雅 D1(14年次生)対象,注１参照 

DHJN3231 春 論文演習Ⅰa 2 音   好 宏 D1(14年次生)対象,注１参照 

DHJN3232 秋 論文演習Ⅰb 2 音   好 宏 D1(14年次生)対象,注１参照 

DHJN3241 春 論文演習Ⅰa 2 田 島 泰 彦 D1(14年次生)対象,注１参照 

DHJN3242 秋 論文演習Ⅰb 2 田 島 泰 彦 D1(14年次生)対象,注１参照 

DHJN3251 春 論文演習Ⅰa 2 碓 井 広 義 D1(14年次生)対象,注１参照 

DHJN3252 秋 論文演習Ⅰb 2 碓 井 広 義 D1(14年次生)対象,注１参照 

DHJN3261 春 論文演習Ⅰa 2 渡 辺 久 哲 D1(14年次生)対象,注１参照 

DHJN3262 秋 論文演習Ⅰb 2 渡 辺 久 哲 D1(14年次生)対象,注１参照 

DHJN4021 春 論文演習Ⅱa 2 鈴 木 雄 雅 D2(13年次生)対象,注１参照 

DHJN4022 秋 論文演習Ⅱb 2 鈴 木 雄 雅 D2(13年次生)対象,注１参照 

DHJN4031 春 論文演習Ⅱa 2 音   好 宏 D2(13年次生)対象,注１参照 

DHJN4032 秋 論文演習Ⅱb 2 音   好 宏 D2(13年次生)対象,注１参照 

DHJN4041 春 論文演習Ⅱa 2 田 島 泰 彦 D2(13年次生)対象,注１参照 

DHJN4042 秋 論文演習Ⅱb 2 田 島 泰 彦 D2(13年次生)対象,注１参照 

DHJN4051 春 論文演習Ⅱa 2 碓 井 広 義 D2(13年次生)対象,注１参照 

DHJN4052 秋 論文演習Ⅱb 2 碓 井 広 義 D2(13年次生)対象,注１参照 

DHJN4061 春 論文演習Ⅱa 2 渡 辺 久 哲 D2(13年次生)対象,注１参照 

DHJN4062 秋 論文演習Ⅱb 2 渡 辺 久 哲 D2(13年次生)対象,注１参照 

DHJN5021 春 論文演習Ⅲa 2 鈴 木 雄 雅 D3(12年次生)対象,注１参照 

DHJN5022 秋 論文演習Ⅲb 2 鈴 木 雄 雅 D3(12年次生)対象,注１参照 

DHJN5031 春 論文演習Ⅲa 2 音   好 宏 D3(12年次生)対象,注１参照 

DHJN5032 秋 論文演習Ⅲb 2 音   好 宏 D3(12年次生)対象,注１参照 

DHJN5041 春 論文演習Ⅲa 2 田 島 泰 彦 D3(12年次生)対象,注１参照 

DHJN5042 秋 論文演習Ⅲb 2 田 島 泰 彦 D3(12年次生)対象,注１参照 

DHJN5051 春 論文演習Ⅲa 2 碓 井 広 義 D3(12年次生)対象,注１参照 

DHJN5052 秋 論文演習Ⅲb 2 碓 井 広 義 D3(12年次生)対象,注１参照 

DHJN5061 春 論文演習Ⅲa 2 渡 辺 久 哲 D3(12年次生)対象,注１参照 

DHJN5062 秋 論文演習Ⅲb 2 渡 辺 久 哲 D3(12年次生)対象,注１参照 

DHJN3010 通年 コミュニケーション論特殊研究Ｉ 4 音   好 宏 前期課程「コミュニケーション論特講」と合併 

DHJN7020 通年 コミュニケーション論特殊研究Ⅱ 4 渡 辺 久 哲  

DHJN7030 通年 コミュニケーション論特殊研究演習 4 音   好 宏  

DHJN7040 通年 ジャーナリズム史特殊研究 4 鈴 木 雄 雅 前期課程「ジャーナリズム史特講」と合併 

DHJN7050 通年 ジャーナリズム史特殊研究演習 4 鈴 木 雄 雅  

DHJN7070 通年 マス・メディア論特殊研究Ⅱ 4 田 島 泰 彦 前期課程「マス・コミュニケーション法制特講」と合併 

DHJN7080 通年 マス・メディア論特殊研究演習 4 碓 井 広 義  
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登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 備考 

DHJN3211 休講 論文演習Ⅰa 2  D1(14年次生)対象 

DHJN3212 休講 論文演習Ⅰb 2  D1(14年次生)対象 

DHJN4011 休講 論文演習Ⅱa 2  D2(13年次生)対象 

DHJN4012 休講 論文演習Ⅱb 2  D2(13年次生)対象 

DHJN5011 休講 論文演習Ⅲa 2  D3(12年次生)対象 

DHJN5012 休講 論文演習Ⅲb 2  D3(12年次生)対象 

DHJN7060 休講 マス・メディア論特殊研究Ｉ 4   

注1：論文演習については以下の通り合同で行う(合併科目) 

前期課程「論文演習Ⅰa」,「論文演習Ⅱa」／後期課程「論文演習Ⅰa」,「論文演習Ⅱa」,「論文演習Ⅲa」 

前期課程「論文演習Ⅰb」,「論文演習Ⅱb」／後期課程「論文演習Ⅰb」,「論文演習Ⅱb」,「論文演習Ⅲb」 

 

５．研究指導一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 担当教員名 備考 

DHJN3321 春 研究指導 鈴 木 雄 雅 指導科目(11年次生以降対象) 

DHJN3322 秋 研究指導 鈴 木 雄 雅 指導科目(11年次生以降対象) 

DHJN3331 春 研究指導 音   好 宏 指導科目(11年次生以降対象) 

DHJN3332 秋 研究指導 音   好 宏 指導科目(11年次生以降対象) 

DHJN3341 春 研究指導 田 島 泰 彦 指導科目(11年次生以降対象) 

DHJN3342  秋 研究指導 田 島 泰 彦 指導科目(11年次生以降対象) 

DHJN3351 春 研究指導 碓 井 広 義 指導科目(11年次生以降対象) 

DHJN3352 秋 研究指導 碓 井 広 義 指導科目(11年次生以降対象) 

DHJN3361 春 研究指導 渡 辺 久 哲 指導科目(11年次生以降対象) 

DHJN3362 秋 研究指導 渡 辺 久 哲 指導科目(11年次生以降対象) 

DHJN3311 休講 研究指導  指導科目(11年次生以降対象) 

DHJN3312 休講 研究指導  指導科目(11年次生以降対象) 

 

４
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   
授業科目    
‣ 必修科目 4   
┗論文作成法ⅠＡ 2   
┗論文作成法ⅠＢ 2   

‣ 選択科目 26   
┗自専攻科目    
┗自研究科他専攻科目    

研究指導（必修）   単位なし，毎学期履修すること 

修士論文   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論

文登録をすること） 
 

２．授業科目の編成・単位 

 
単  位  数

科 目 名 必 
修 

選 
必

選 
択

論文作成法ⅠＡ 2   

論文作成法ⅠＢ 2   

異文化研究特講ⅠＡ   2

異文化研究特講ⅠＢ   2

異文化研究特講ⅡＡ    2

異文化研究特講ⅡＢ   2

文化交渉学特講ⅠＡ   2

文化交渉学特講ⅠＢ   2

文化交渉学特講ⅡＡ   2

文化交渉学特講ⅡＢ   2

文化交渉学特講ⅢＡ   2

文化交渉学特講ⅢＢ   2
 

 

単  位  数
科 目 名 必 

修
選 
必

選 
択

翻訳文化研究ⅠＡ   2

翻訳文化研究ⅠＢ   2

翻訳文化研究ⅡＡ   2

翻訳文化研究ⅡＢ   2

翻訳文化研究ⅢＡ   2

翻訳文化研究ⅢＢ   2

芸術文化研究ⅠＡ   2

芸術文化研究ⅠＢ   2

芸術文化研究ⅡＡ   2

芸術文化研究ⅡＢ   2

芸術文化研究ⅢＡ   2

芸術文化研究ⅢＢ   2
 

 

３．履修上の注意 

１）「論文作成法ⅠA」および「論文作成法ⅠB」は必修科目なので，1年次に必ず履修すること。 

２）「研究指導（必修）」は，毎学期履修すること。 

文化交渉学専攻  博士前期課程 
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４．開講科目一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

※ ＊：非常勤教員
備考 

MHCU1010 春 論文作成法ⅠＡ 2 小 林 章 夫 M1対象  

MHCU7010 休講 異文化研究特講ⅠＡ 2 CHEETHAM Dominic  
MHCU7030 春 異文化研究特講ⅡＡ 2 * 井 上   健  
MHCU7050 春 文化交渉学特講ⅠＡ 2 山 内 弘 一  
MHCU7070 春 文化交渉学特講ⅡＡ 2 山 岡 三 治  

MHCU7090 春 文化交渉学特講ⅢＡ 2 新 井 潤 美  
MHCU7110 春 翻訳文化研究ⅠＡ 2 三田村 雅 子  
MHCU7130 春 翻訳文化研究ⅡＡ 2 SCHWARTZ-ARENALES Laure  
MHCU7150 春 翻訳文化研究ⅢＡ 2 豊 島 正 之  
MHCU7170 休講 芸術文化研究ⅠＡ 2   
MHCU7190 春 芸術文化研究ⅡＡ 2 * 齊 藤 貴 子  
MHCU7210 春 芸術文化研究ⅢＡ 2 * 川 瀬 佑 介  
MHCU1020 秋 論文作成法ⅠＢ 2 三田村 雅 子 M1対象 

MHCU7020 休講 異文化研究特講ⅠＢ 2 CHEETHAM Dominic  
MHCU7040 秋 異文化研究特講ⅡＢ 2 * 井 上   健  
MHCU7060 秋 文化交渉学特講ⅠＢ 2 山 内 弘 一  
MHCU7080 秋 文化交渉学特講ⅡＢ 2 山 岡 三 治  
MHCU7100 秋 文化交渉学特講ⅢＢ 2 鈴 木 雄 雅  
MHCU7120 秋 翻訳文化研究ⅠＢ 2 小 林 章 夫  
MHCU7140 秋 翻訳文化研究ⅡＢ 2 SCHWARTZ-ARENALES Laure  
MHCU7160 秋 翻訳文化研究ⅢＢ 2 三 輪 玲 子  
MHCU7180 休講 芸術文化研究ⅠＢ 2   
MHCU7200 秋 芸術文化研究ⅡＢ 2 * 齊 藤 貴 子  
MHCU7220 秋 芸術文化研究ⅢＢ 2 * 川 瀬 佑 介  
MHCU9010 秋 修士論文 0 文化交渉学専攻各指導教員 M2対象 

 

５．研究指導一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 担当教員名 備考 

MHCU1111 春 研究指導 小 林 章 夫 指導科目 

MHCU1121 春 研究指導 山 内 弘 一 指導科目 

MHCU1131 春 研究指導 三田村 雅 子 指導科目 

MHCU1141 休講 研究指導 CHEETHAM Dominic 指導科目 

MHCU1151 春 研究指導 SCHWARTZ-ARENALES Laure 指導科目 

MHCU1112 秋 研究指導 小 林 章 夫 指導科目 

MHCU1122 秋 研究指導 山 内 弘 一 指導科目 

MHCU1132 秋 研究指導 三田村 雅 子 指導科目 

MHCU1142 休講 研究指導 CHEETHAM Dominic 指導科目 

MHCU1152 秋 研究指導 SCHWARTZ-ARENALES Laure 指導科目 
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数    
研究指導（必修）   単位なし，毎学期履修すること 

博士論文   必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること 

 

２．履修上の注意 

１）「研究指導（必修）」は，毎学期履修すること。 

２）学位規定，博士後期課程の研究スケジュール（指針）に従って，研究に従事し，博士号の取得をめざすこと。 

 

３．開講科目一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 担当教員名 備考 

DHCU3011 春 研究指導 小 林 章 夫 指導科目 

DHCU3021 春 研究指導 山 内 弘 一 指導科目 

DHCU3031 春 研究指導 三田村 雅 子 指導科目 

DHCU3041 休講 研究指導 CHEETHAM Dominic 指導科目 

DHCU3051 春 研究指導 SCHWARTZ-ARENALES Laure 指導科目 

DHCU3012 秋 研究指導 小 林 章 夫 指導科目 

DHCU3022 秋 研究指導 山 内 弘 一 指導科目 

DHCU3032 秋 研究指導 三田村 雅 子 指導科目 

DHCU3042 休講 研究指導 CHEETHAM Dominic 指導科目 

DHCU3052 秋 研究指導 SCHWARTZ-ARENALES Laure 指導科目 

 

文化交渉学専攻  博士後期課程 
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総合人間科学研究科 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育学専攻 

心理学専攻 

社会学専攻 

社会福祉学専攻 

看護学専攻 

５
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   

授業科目    

‣ 必修科目 4   

┗論文演習Ⅰ 2   

┗論文演習Ⅱ 2   

‣ 選択科目 26   

┗自専攻科目    

┗自研究科他専攻科目    

研究指導（必修）   単位なし，毎学期履修すること 

修士論文   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論文

登録をすること） 

 

 

教育学専攻  博士前期課程 
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２．授業科目の編成・単位 

 
単  位  数

科 目 名 必 
修 

選 
必

選 
択

教育哲学講義   2

教育哲学演習   2

教育哲学特殊講義Ⅰ   2

教育哲学特殊講義Ⅱ   2

日本教育史講義   2

日本教育史演習   2

日本教育史特殊講義Ⅰ   2

日本教育史特殊講義Ⅱ   2

外国教育史講義   2

外国教育史演習   2

外国教育史特殊講義Ⅰ   2

外国教育史特殊講義Ⅱ   2

生涯教育学講義   2

生涯教育学演習   2

生涯教育学特殊講義Ⅰ   2

生涯教育学特殊講義Ⅱ   2

 

 

 
単  位  数

科 目 名 必 
修 

選 
必

選 
択

学校教育学講義   2

学校教育学演習   2

学校教育学特殊講義Ⅰ       2

学校教育学特殊講義Ⅱ   2

教育社会学講義   2

教育社会学演習   2

教育社会学特殊講義Ⅰ   2

教育社会学特殊講義Ⅱ        2

国際教育学講義        2

国際教育学演習   2

国際教育学特殊講義Ⅰ   2

国際教育学特殊講義Ⅱ   2

国際教育開発学講義   2

国際教育開発学演習   2

国際教育開発学特殊講義Ⅰ   2

国際教育開発学特殊講義Ⅱ   2

論文演習Ⅰ（前期） 2   

論文演習Ⅱ（前期） 2   

 

 

 

 
 

    

３．履修上の注意 

１）担当教員の「研究指導」を毎学期履修すること。 

２）２年次に指導教員の「論文演習Ⅰ・Ⅱ」を必ず受講すること。 

３）同一名の授業科目であっても，年度によって授業内容の変わるものは，重複して履修することができ，単位とし

て認定される。 

４）修士論文提出予定者は，修士論文を提出する学期の履修登録期間中に必ず修士論文を登録すること。 
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４．開講科目一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

※ ＊：非常勤教員 
備考 

MHED2731 春 論文演習Ⅰ（前期） 2 加 藤 守 通 M2対象 

MHED2741 春 論文演習Ⅰ（前期） 2 湯 川 嘉津美 M2対象 

MHED2751 春 論文演習Ⅰ（前期） 2 髙  祖 敏 明 M2対象 

MHED2761 春 論文演習Ⅰ（前期） 2 田 中 治 彦 M2対象 

MHED2771 春 論文演習Ⅰ（前期） 2 奈 須 正 裕 M2対象 

MHED2791 休講 論文演習Ⅰ（前期） 2  M2対象 

MHED2801 春 論文演習Ⅰ（前期） 2 杉 村 美 紀 M2対象 

MHED2811 春 論文演習Ⅰ（前期） 2 小 松 太 郎 M2対象 

MHED7010 春 教育哲学講義 2 加 藤 守 通  

MHED7030 休講 教育哲学特殊講義Ⅰ 2   

MHED7070 春 日本教育史講義 2 湯 川 嘉津美  

MHED7090 春 日本教育史特殊講義Ⅰ 2 * 米 田 俊 彦  

MHED7130 春 外国教育史講義 2 髙 祖 敏 明  

MHED7150 春 外国教育史特殊講義Ⅰ 2 * 木 戸   裕  

MHED7190 春 生涯教育学講義 2 田 中 治 彦  

MHED7210 春 生涯教育学特殊講義Ⅰ 2 * 上 條 直 美  

MHED7250 春 学校教育学講義 2 奈 須 正 裕  

MHED7270 春 学校教育学特殊講義Ⅰ 2 * 佐久間 亜 紀  

MHED7310 休講 教育社会学講義 2   

MHED7330 春 教育社会学特殊講義Ⅰ 2 * 小 林 雅 之  

MHED7430 春 国際教育学講義 2 杉 村 美 紀  

MHED7450 春 国際教育学特殊講義Ⅰ 2 *丸 山 英 樹  

MHED7490 春 国際教育開発学講義 2 小 松 太 郎  

MHED7470 春 国際教育開発学特殊講義Ⅰ 2 *斉 藤 泰 雄  

MHED2732 秋 論文演習Ⅱ（前期） 2 加 藤 守 通 M2対象 

MHED2742 秋 論文演習Ⅱ（前期） 2 湯 川 嘉津美 M2対象 

MHED2752 秋 論文演習Ⅱ（前期） 2 髙  祖 敏 明 M2対象 

MHED2762 秋 論文演習Ⅱ（前期） 2 田 中 治 彦 M2対象 

MHED2772 秋 論文演習Ⅱ（前期） 2 奈 須 正 裕 M2対象 

MHED2792 休講 論文演習Ⅱ（前期） 2  M2対象 

MHED2802 秋 論文演習Ⅱ（前期） 2 杉 村 美 紀 M2対象 

MHED2812 秋 論文演習Ⅱ（前期） 2 小 松 太 郎 M2対象 

MHED7020 秋 教育哲学演習 2 加 藤 守 通  
MHED7040 休講 教育哲学特殊講義Ⅱ 2   

MHED7080 秋 日本教育史演習 2 湯 川 嘉津美  
MHED7100 秋 日本教育史特殊講義Ⅱ 2 *米 田 俊 彦  
MHED7140 秋 外国教育史演習 2 髙 祖 敏 明  
MHED7160 休講 外国教育史特殊講義Ⅱ 2   
MHED7200 秋 生涯教育学演習 2 田 中 治 彦  
MHED7220 秋 生涯教育学特殊講義Ⅱ 2 * 上 條 直 美  
MHED7260 秋 学校教育学演習 2 奈 須 正 裕  
MHED7280 秋 学校教育学特殊講義Ⅱ 2 *浅 沼   茂  
MHED7320 休講 教育社会学演習 2   
MHED7340 休講 教育社会学特殊講義Ⅱ 2   
MHED7440 秋 国際教育学演習 2 杉 村 美 紀  
MHED7460 秋 国際教育学特殊講義Ⅱ 2 * 吉 川 裕美子  
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 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

※ ＊：非常勤教員 
備考 

MHED7500 秋 国際教育開発学演習 2 小 松 太 郎  
MHED7480 休講 国際教育開発学特殊講義Ⅱ 2   
MHED9490 秋 修士論文 0 教育学専攻各指導教員 M2対象 
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５．研究指導一覧表 

登 録 

コード 

開
講
期 

科目名 担当教員名 備考 

MHED1011 春 研究指導 加 藤 守 道 指導科目 

MHED1021 春 研究指導 湯 川 嘉津美 指導科目 

MHED1031 春 研究指導 髙  祖 敏 明 指導科目 

MHED1041 春 研究指導 田 中 治 彦 指導科目 

MHED1051 春 研究指導 奈 須 正 裕 指導科目 

MHED1071 休講 研究指導  指導科目 

MHED1081 春 研究指導 杉 村 美 紀 指導科目 

MHED1091 春 研究指導 小 松 太 郎 指導科目 

MHED1012 秋 研究指導 加 藤 守 道 指導科目 

MHED1022 秋 研究指導 湯 川 嘉津美 指導科目 

MHED1032 秋 研究指導 髙  祖 敏 明 指導科目 

MHED1042 秋 研究指導 田 中 治 彦 指導科目 

MHED1052 秋 研究指導 奈 須 正 裕 指導科目 

MHED1072 休講 研究指導  指導科目 

MHED1082 秋 研究指導 杉 村 美 紀 指導科目 

MHED1092 秋 研究指導 小 松 太 郎 指導科目 
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

【11年次生以降】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 12   
授業科目    
‣ 必修科目 12   
┗論文演習Ⅰ（後期） 6 3 ３年間（３回）履修すること 
┗論文演習Ⅱ（後期） 6 3 ３年間（３回）履修すること 

‣ 選択科目    
研究指導（必修）   単位なし，毎学期履修すること 

博士論文   必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること 
 

【10年次生以前】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 12   
‣ 必修科目 12   
┗論文指導演習Ⅰ（後期） 6 3 ３年間（３回）履修すること 
┗論文指導演習Ⅱ（後期） 6 3 ３年間（３回）履修すること 

‣ 選択科目    
博士論文   必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること 
 

２．授業科目の編成・単位 

単  位  数
科 目 名 必 

修
選 
必

選 
択

論文指導演習Ⅰ（後期）※10年次生以前 2   
論文指導演習Ⅱ（後期）※10年次生以前 2   
論文演習Ⅰ（後期） ※11年次生以降 2   
論文演習Ⅱ（後期） ※11年次生以降 2   
※「論文指導演習Ⅰ・Ⅱ（後期）」および「論文演習Ⅰ・Ⅱ（後期）」については，毎年４単位，３年間で合計12単位を履修する。 

※教育学専攻博士前期課程の選択科目は履修することができ，修得単位として認める。（p.104参照のこと） 

 

３．履修上の注意 

１）指導教授の演習（11 年次生以降は「論文演習Ⅰ・Ⅱ」，10 年次生以前は「論文指導演習Ⅰ・Ⅱ」）を，毎年必ず受

講すること。12 単位（４単位×３年）を必修とする。 

２）学位規定，博士後期課程の研究スケジュール（指針）に従って，研究に従事し，博士号の取得をめざすこと。 

３）11 年次生以降は「研究指導」（必修）を毎学期履修すること。 

 

教育学専攻  博士後期課程 
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４．開講科目一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単 
位 
数

担当教員名 備考 

DHED3011 春 論文演習Ⅰ（後期） 2 加 藤 守 通 11年次生以降対象 

DHED3021 春 論文演習Ⅰ（後期） 2 湯 川 嘉津美 11年次生以降対象 

DHED3031 春 論文演習Ⅰ（後期） 2 髙  祖 敏 明 11年次生以降対象 

DHED3041 春 論文演習Ⅰ（後期） 2 田 中 治 彦 11年次生以降対象  

DHED3051 春 論文演習Ⅰ（後期） 2 奈 須 正 裕 11年次生以降対象 

DHED3071 休講 論文演習Ⅰ（後期） 2  11年次生以降対象 

DHED3081 春 論文演習Ⅰ（後期） 2 杉 村 美 紀 11年次生以降対象 

DHED3091 春 論文演習Ⅰ（後期） 2 小 松 太 郎 11年次生以降対象 

DHED3012 秋 論文演習Ⅱ（後期） 2 加 藤 守 通 11年次生以降対象 

DHED3022 秋 論文演習Ⅱ（後期） 2 湯 川 嘉津美 11年次生以降対象 

DHED3032 秋 論文演習Ⅱ（後期） 2 髙  祖 敏 明 11年次生以降対象 

DHED3042 秋 論文演習Ⅱ（後期） 2 田 中 治 彦 11年次生以降対象  

DHED3052 秋 論文演習Ⅱ（後期） 2 奈 須 正 裕 11年次生以降対象 

DHED3072 休講 論文演習Ⅱ（後期） 2  11年次生以降対象 

DHED3082 秋 論文演習Ⅱ（後期） 2 杉 村 美 紀 11年次生以降対象 

DHED3092 秋 論文演習Ⅱ（後期） 2 小 松 太 郎 11年次生以降対象 

 

 

５．研究指導一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 担当教員名 備考 

DHED3211 春 研究指導 加 藤 守 道 指導科目（11年次生以降対象） 

DHED3221 春 研究指導 湯 川 嘉津美 指導科目（11年次生以降対象） 

DHED3231 春 研究指導 髙  祖 敏 明 指導科目（11年次生以降対象） 

DHED3241 春 研究指導 田 中 治 彦 指導科目（11年次生以降対象） 

DHED3251 春 研究指導 奈 須 正 裕 指導科目（11年次生以降対象） 

DHED3271 休講 研究指導  指導科目（11年次生以降対象） 

DHED3281 春 研究指導 杉 村 美 紀 指導科目（11年次生以降対象） 

DHED3291 春 研究指導 小 松 太 郎 指導科目（11年次生以降対象） 

DHED3212 秋 研究指導 加 藤 守 道 指導科目（11年次生以降対象） 

DHED3222 秋 研究指導 湯 川 嘉津美 指導科目（11年次生以降対象） 

DHED3232 秋 研究指導 髙  祖 敏 明 指導科目（11年次生以降対象） 

DHED3242 秋 研究指導 田 中 治 彦 指導科目（11年次生以降対象） 

DHED3252 秋 研究指導 奈 須 正 裕 指導科目（11年次生以降対象） 

DHED3272 休講 研究指導  指導科目（11年次生以降対象） 

DHED3282 秋 研究指導 杉 村 美 紀 指導科目（11年次生以降対象） 

DHED3292 秋 研究指導 小 松 太 郎 指導科目（11年次生以降対象） 
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 34   
授業科目    
‣ 必修科目 8   
┗論文演習Ⅰ（前期） 4 2 ２年間（２回）履修すること 
┗論文演習Ⅱ（前期） 4 2 ２年間（２回）履修すること 

‣ 選択必修科目 8   
‣ 選択科目 18   
┗自専攻科目    
┗自研究科他専攻科目    
┗委託聴講科目   ８単位まで修了に必要な単位として認められる 

研究指導（必修）   単位なし，毎学期，履修すること 

修士論文   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論

文登録をすること） 

２．授業科目の編成・単位 

 
単  位  数

科 目 名 必 
修 

選 
必

選 
択

論文演習Ⅰ（前期） 2   

論文演習Ⅱ（前期） 2   

心理測定学特殊研究Ⅰ  2  

心理測定学特殊研究Ⅱ  2  

認知心理学特殊研究Ⅰ  2  

認知心理学特殊研究Ⅱ  2  

精神医学特殊研究Ⅰ  2  

臨床心理学特殊研究Ⅰ  2  

生理心理学特殊研究Ⅰ  2  

生理心理学特殊研究Ⅱ  2  

発達心理学特殊研究Ⅰ  2  

発達心理学特殊研究Ⅱ  2  

社会心理学特殊研究Ⅰ  2  

社会心理学特殊研究Ⅱ  2  

老年心理学特殊研究Ⅰ  2  

コミュニティ心理学特殊研究Ⅰ  2  

臨床人格心理学特殊研究Ⅰ  2  

人間関係特論  2  

心理学研究法演習   2
 

 
単  位  数科 目 名 

※（他）：他専攻開講科目 必 
修

選 
必

選 
択

心理学各論特殊研究  2  

心理統計法特論   2

グループ・アプローチ特論   2

教育臨床特論   2

心理学基礎実習Ⅰ   1

心理学基礎実習Ⅱ   1

心理学特殊実習Ⅰ   1

心理学特殊実習Ⅱ   1

（他）失語・高次脳機能障害学特論Ａ※注1  2  
（他）失語・高次脳機能障害学特論Ｂ※注1  2  
（他）言語障害研究特殊講義 F（学習障害）※注1  2  
（他）臨床医学特論Ｄ（神経系の基礎と病態・内科学）※注1   2

（他）臨床医学特論Ｅ（発達障害医学・脳性麻痺）※注1   2

（他）言語聴覚病理学特論（医学概論・解剖学・生理学・病理学）※注1   2

（他）生涯福祉論Ⅰ（児童・青年期福祉論）※注2  2  
（他）生涯福祉論Ⅱ（高齢期福祉論）※注2  2  
（他）児童福祉学 ※注2  2  
（他）精神保健福祉研究 ※注2  2  
（他）ソーシャルグループワーク研究 ※注2  2  
（他）コミュニティオーガニゼーション研究 ※注2  2   

※注 1：言語学専攻開講科目。 

※注 2：社会福祉学専攻開講科目。 

 

心理学専攻  博士前期課程 基礎心理学コース 
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３．履修上の注意 

下記に従って合計 34 単位以上を修得し，指導教員の指導のもとに修士論文を作成・提出することが必要である。 

○ 全ての科目は繰り返し履修することが可能であり、修了に必要な単位として認められる。 

１）必修 8 単位：「論文演習Ⅰ（前期）」及び「論文演習Ⅱ（前期）」をそれぞれ２年間履修する。 

２）「研究指導（必修）」も毎学期履修すること。 

３）選択必修 8 単位：指導教員の指定する科目を履修する（選択必修科目の余剰単位は，選択科目の単位に充当するこ 

とができる）。 

４）選択 18 単位 

５）「心理学特殊実習Ⅰ」及び「心理学特殊実習Ⅱ」を履修しようとする者は，各学期初めに専攻主任に届出し，承認 

を得た後に履修することができる。 

６）「心理学基礎実習Ⅰ」「心理学基礎実習Ⅱ」を履修しようとする者は，あらかじめ指導教員と相談すること。 

７）学年初めの心理学専攻ガイダンスでの説明に十分留意すること。 

８）不明な点は指導教員と相談の上，履修を行うこと。 

９）前期課程在籍者で，やむをえず 9 月修了を希望する者は，修了予定年度の前年度末までに理由を説明する願い書

（書式は自由）を専攻主任に提出し，専攻会議の承認を受けること。 
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４．開講科目一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

※ ＊：非常勤教員
備考 

MHPS1311 春 論文演習Ⅰ（前期） 2 岡 田   隆  

MHPS1321 春 論文演習Ⅰ（前期） 2 クスマノ ジェリー  

MHPS1331 春 論文演習Ⅰ（前期） 2 荻 野 美佐子  

MHPS1341 春 論文演習Ⅰ（前期） 2 藤 山 直 樹  

MHPS1351 春 論文演習Ⅰ（前期） 2 道 又   爾  

MHPS1361 春 論文演習Ⅰ（前期） 2 黒 川 由紀子  

MHPS1371 春 論文演習Ⅰ（前期） 2 久 田   満  
MHPS1381 春 論文演習Ⅰ（前期） 2 横 山 恭 子  

MHPS1391 春 論文演習Ⅰ（前期） 2 廣 瀬 英 子  

MHPS1401 休講 論文演習Ⅰ（前期） 2 吉 村   聡  

MHPS1421 春 論文演習Ⅰ（前期） 2 樋 口 匡 貴  

MHPS6230 春 心理測定学特殊研究Ⅰ 2 廣 瀬 英 子  
MHPS6250 春 認知心理学特殊研究Ⅰ 2 道 又   爾  
MHPS6270 春 精神医学特殊研究Ⅰ 2 藤 山 直 樹  
MHPS6290 春 生理心理学特殊研究Ⅰ 2 岡 田   隆  
MHPS6310 春 発達心理学特殊研究Ⅰ 2 荻 野 美佐子  
MHPS6330 春 社会心理学特殊研究Ⅰ 2 樋 口 匡 貴  
MHPS6360 春 コミュニティ心理学特殊研究Ⅰ 2 久 田   満  

MHPS7390 春 心理学研究法演習 2 

荻 野 美佐子

クスマノ ジェリー

道 又   爾

廣 瀬 英 子

輪講 

MHPS7400 春 心理学各論特殊研究 2 * 毛 利 伊 吹  
MHPS7410 春 心理統計法特論 2 * 萩生田 伸 子  
MHPS7420 休講 グループ・アプローチ特論 2 * 高 良   聖  
MHPS7430 春 心理学基礎実習Ⅰ 1 横 山 ・ 他 複数同時担当 
MHPS7450 春 心理学特殊実習Ⅰ 1 岡 田   隆  
MHPS7470 春 心理学特殊実習Ⅰ 1 クスマノ ジェリー  
MHPS7510 春 心理学特殊実習Ⅰ 1 荻 野 美佐子  
MHPS7530 春 心理学特殊実習Ⅰ 1 藤 山 直 樹  
MHPS7550 春 心理学特殊実習Ⅰ 1 道 又   爾  
MHPS7570 春 心理学特殊実習Ⅰ 1 黒 川 由紀子  
MHPS7590 春 心理学特殊実習Ⅰ 1 久 田   満  
MHPS7610 春 心理学特殊実習Ⅰ 1 横 山 恭 子  
MHPS7630 春 心理学特殊実習Ⅰ 1 廣 瀬 英 子  
MHPS7650 休講 心理学特殊実習Ⅰ 1 吉 村   聡  
MHPS7700 春 心理学特殊実習Ⅰ 1 樋 口 匡 貴  
MHPS7810 春 教育臨床特論 2 * 伊 東 孝 郎  

MHPS9830 春 修士論文 0 心理学専攻教員 9月修了者対象 
MHPS1312 秋 論文演習Ⅱ（前期） 2 岡 田   隆  

MHPS1322 秋 論文演習Ⅱ（前期） 2 クスマノ ジェリー  
MHPS1332 秋 論文演習Ⅱ（前期） 2 荻 野 美佐子  
MHPS1342 秋 論文演習Ⅱ（前期） 2 藤 山 直 樹  
MHPS1352 秋 論文演習Ⅱ（前期） 2 道 又   爾  
MHPS1362 秋 論文演習Ⅱ（前期） 2 黒 川 由紀子  
MHPS1372 秋 論文演習Ⅱ（前期） 2 久 田   満  
MHPS1382 秋 論文演習Ⅱ（前期） 2 横 山 恭 子  
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登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

※ ＊：非常勤教員
備考 

MHPS1392 秋 論文演習Ⅱ（前期） 2 廣 瀬 英 子  
MHPS1402 休講 論文演習Ⅱ（前期） 2 吉 村   聡  
MHPS1422 秋 論文演習Ⅱ（前期） 2 樋 口 匡 貴  
MHPS6240 秋 心理測定学特殊研究Ⅱ 2 廣 瀬 英 子 心理測定学特殊研究Ⅰを履修済であること

MHPS6260 秋 認知心理学特殊研究Ⅱ 2 道 又   爾  
MHPS6280 秋 臨床心理学特殊研究Ⅰ 2 横 山 恭 子  
MHPS6300 秋 生理心理学特殊研究Ⅱ 2 岡 田   隆  
MHPS6320 秋 発達心理学特殊研究Ⅱ 2 荻 野 美佐子  
MHPS6340 秋 社会心理学特殊研究Ⅱ 2 樋 口 匡 貴  
MHPS6350 秋 老年心理学特殊研究Ⅰ 2 黒 川 由紀子  
MHPS6370 休講 臨床人格心理学特殊研究Ⅰ 2 吉 村   聡  
MHPS6380 秋 人間関係特論 2 久 田   満  
MHPS7440 秋 心理学基礎実習Ⅱ 1 道 又 ・ 他 複数同時担当 
MHPS7460 秋 心理学特殊実習Ⅱ 1 岡 田   隆  
MHPS7480 秋 心理学特殊実習Ⅱ 1 クスマノ ジェリー  
MHPS7520 秋 心理学特殊実習Ⅱ 1 荻 野 美佐子  
MHPS7540 秋 心理学特殊実習Ⅱ 1 藤 山 直 樹  
MHPS7560 秋 心理学特殊実習Ⅱ 1 道 又   爾  
MHPS7580 秋 心理学特殊実習Ⅱ 1 黒 川 由紀子  
MHPS7600 秋 心理学特殊実習Ⅱ 1 久 田   満  
MHPS7620 秋 心理学特殊実習Ⅱ 1 横 山 恭 子  
MHPS7640 秋 心理学特殊実習Ⅱ 1 廣 瀬 英 子  
MHPS7660 休講 心理学特殊実習Ⅱ 1 吉 村   聡  
MHPS7710 秋 心理学特殊実習Ⅱ 1 樋 口 匡 貴  
MHPS9820 秋 修士論文 0 心理学専攻教員 M2対象 
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５．研究指導一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 担当教員名 備考 

MHPS1611 春 研究指導 岡 田   隆  
MHPS1621 春 研究指導 クスマノ ジェリー  
MHPS1631 春 研究指導 荻 野 美佐子  
MHPS1641 春 研究指導 藤 山 直 樹  

MHPS1651 春 研究指導 道 又   爾  

MHPS1661 春 研究指導 黒 川 由紀子  

MHPS1671 春 研究指導 久 田   満  
MHPS1681 春 研究指導 横 山 恭 子  

MHPS1691 春 研究指導 廣 瀬 英 子  

MHPS1701 休講 研究指導 吉 村   聡  

MHPS1721 春 研究指導 樋 口 匡 貴  

MHPS1612 秋 研究指導 岡 田   隆  

MHPS1622 秋 研究指導 クスマノ ジェリー  

MHPS1632 秋 研究指導 荻 野 美佐子  

MHPS1642 秋 研究指導 藤 山 直 樹  

MHPS1652 秋 研究指導 道 又   爾  

MHPS1662 秋 研究指導 黒 川 由紀子  

MHPS1672 秋 研究指導 久 田   満  
MHPS1682 秋 研究指導 横 山 恭 子  
MHPS1692 秋 研究指導 廣 瀬 英 子  
MHPS1702 休講 研究指導 吉 村   聡  
MHPS1722 秋 研究指導 樋 口 匡 貴  
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 34   
授業科目    
‣ 必修科目 24   
┗論文演習Ⅰ（前期） 4 2 ２年間（２回）履修すること 
┗論文演習Ⅱ（前期） 4 2 ２年間（２回）履修すること 
┗臨床心理学特論Ⅰ 2   
┗臨床心理学特論Ⅱ 2   
┗臨床心理面接特論Ⅰ 2   
┗臨床心理面接特論Ⅱ 2   
┗臨床心理査定演習Ⅰ 2   
┗臨床心理査定演習Ⅱ 2   
┗臨床心理基礎実習Ⅰ 1   
┗臨床心理基礎実習Ⅱ 1   
┗臨床心理実習Ⅰ 1   
┗臨床心理実習Ⅱ 1   

‣ 選択必修科目 10   
┗Ａ群 2   
┗Ｂ群 2   
┗Ｃ群 2   
┗Ｄ群 2   
┗Ｅ群 2   

‣ 選択科目    
┗自専攻科目    
┗自研究科他専攻科目    
┗委託聴講科目   ８単位まで修了に必要な単位として認められる 

研究指導（必修）   単位なし，毎学期，履修すること 

修士論文   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論

文登録をすること） 
 

心理学専攻  博士前期課程  臨床心理学コース 
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２．授業科目の編成・単位 
 

単  位  数
科 目 名 必 

修 
選 
必

選 
択

論文演習Ⅰ（前期） 2   
論文演習Ⅱ（前期） 2   
臨床心理学特論Ⅰ 2   
臨床心理学特論Ⅱ 2   
臨床心理面接特論Ⅰ 2   
臨床心理面接特論Ⅱ 2   
臨床心理査定演習Ⅰ 2   
臨床心理査定演習Ⅱ 2   
臨床心理基礎実習Ⅰ 1   
臨床心理基礎実習Ⅱ 1   
臨床心理実習Ⅰ 1   
臨床心理実習Ⅱ 1   

＜Ａ群＞ 
心理学研究法演習  2  
臨床心理学研究法演習  2  

＜Ｂ群＞ 
認知心理学特殊研究Ⅰ  2  
認知心理学特殊研究Ⅱ  2  
発達心理学特殊研究Ⅰ  2  
発達心理学特殊研究Ⅱ  2  
心理測定学特殊研究Ⅰ  2  
心理測定学特殊研究Ⅱ  2  

＜Ｃ群＞ 
社会心理学特殊研究Ⅰ  2  
社会心理学特殊研究Ⅱ  2  
コミュニティ心理学特殊研究Ⅰ  2  
人間関係特論  2  
（他）精神保健福祉研究 ※注3  2   

 
単  位  数科 目 名 

※（他）：他専攻開講科目 必 
修

選 
必

選 
択

＜Ｄ群＞ 

精神医学特殊研究Ⅰ  2  

生理心理学特殊研究Ⅰ  2  

生理心理学特殊研究Ⅱ  2  

老年心理学特殊研究Ⅰ  2  

（他）失語・高次脳機能障害学特論Ａ※注1  2  

（他）失語・高次脳機能障害学特論Ｂ※注1  2  

（他）言語障害研究特殊講義Ｆ(学習障害)※注1  2  

＜Ｅ群＞ 

臨床心理学特殊研究Ⅰ  2  

カウンセリング心理学特殊研究Ⅰ  2  

精神分析特殊研究Ⅰ  2  

グループ・アプローチ特論  2  

臨床人格心理学特殊研究Ⅰ  2  

＜選択科目＞ 

心理学各論特殊研究   2

心理統計法特論   2

教育臨床特論   2

心理学基礎実習Ⅰ   1

心理学基礎実習Ⅱ   1

心理学特殊実習Ⅰ   1

心理学特殊実習Ⅱ   1

（他）臨床医学特論D（神経系の基礎と病態・内科学）※注1   2

（他）臨床医学特論E（発達障害医学・脳性麻痺）※注1   2

（他）言語聴覚病理学特論（医学概論・解剖学・生理学・病理学）※注1   2

（他）生涯福祉論Ⅰ（児童・青年期福祉論）※注2   2

（他）生涯福祉論Ⅱ（高齢期福祉論）※注2   2

（他）児童福祉学 ※注2   2

（他）ソーシャルグループワーク研究 ※注2   2

（他）コミュニティオーガニゼーション研究 ※注2   2
 

※注 1：言語学専攻開講科目。 

※注 2：社会福祉学専攻開講科目。 

 

５

総
合
人
間
科
学
研
究
科

心
理
学
専
攻
臨
床
心
理
学
コ
ー
ス



─ 116 ─ 

３．履修上の注意 

下記に従って合計 34 単位以上を修得し，指導教員の指導のもとに修士論文を作成・提出することが必要である。 

○ 全ての科目は繰り返し履修することが可能であり、修了に必要な単位として認められる。 

１）必修 24 単位： 

論文演習Ⅰ（前期）及び論文演習Ⅱ（前期）2 年間履修（8 単位） 

２）「研究指導（必修）」も毎学期履修すること。 

３）選択必修科目 10 単位：A～E の各群からそれぞれ２単位以上ずつ履修する。 

４）｢心理学特殊実習Ⅰ」及び「心理学特殊実習Ⅱ」を履修しようとする者は，学年初めに専攻主任に届出し，承認を

得た後に履修することができる。 

５）｢心理学基礎実習Ⅰ」「心理学基礎実習Ⅱ」を履修しようとする者は，あらかじめ指導教員と相談すること。 

６）学年初めの心理学専攻ガイダンスでの説明に十分留意すること。 

７）不明な点等は指導教員と相談の上，履修を行うこと。 

８）前期課程在籍者で，やむをえず 9 月修了を希望する者は，修了予定年度の前年度末までに理由を説明する願い書

（書式は自由）を専攻主任に提出し，専攻会議の承認を受けること。特に臨床心理学コースの場合は臨床実習等にお

いて実務上の問題を引き起こす可能性があるため，事前に相談室長の了解を得ておくこと。 
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４．開講科目一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

※ ＊：非常勤教員 
備考 

MHPS1311 春 論文演習Ⅰ（前期） 2 岡 田   隆  

MHPS1321 春 論文演習Ⅰ（前期） 2 クスマノ ジェリー  

MHPS1331 春 論文演習Ⅰ（前期） 2 荻 野 美佐子  

MHPS1341 春 論文演習Ⅰ（前期） 2 藤 山 直 樹  

MHPS1351 春 論文演習Ⅰ（前期） 2 道 又   爾  

MHPS1361 春 論文演習Ⅰ（前期） 2 黒 川 由紀子  

MHPS1371 春 論文演習Ⅰ（前期） 2 久 田   満  

MHPS1381 春 論文演習Ⅰ（前期） 2 横 山 恭 子  

MHPS1391 春 論文演習Ⅰ（前期） 2 廣 瀬 英 子  

MHPS1401 休講 論文演習Ⅰ（前期） 2 吉 村   聡  

MHPS1421 春 論文演習Ⅰ（前期） 2 樋 口 匡 貴  

MHPS1810 春 臨床心理学特論Ⅰ 2 久 田   満  
MHPS1820 春 臨床心理学特論Ⅱ 2 黒 川 由紀子  
MHPS1830 春 臨床心理面接特論Ⅰ 2 クスマノ ジェリー  
MHPS1840 春 臨床心理面接特論Ⅱ 2 横 山 恭 子  
MHPS1850 春 臨床心理査定演習Ⅰ 2 *中 村 紀 子  

MHPS1870 春 臨床心理基礎実習Ⅰ 1 

クスマノ ジェリー 

黒 川 由紀子 

* 中 嶋 義 文 

複数同時担当 

MHPS2770 春 臨床心理実習Ⅰ 1 
藤 山 直 樹 

横 山 恭 子 
複数同時担当 

MHPS6230 春 心理測定学特殊研究Ⅰ 2 廣 瀬 英 子  
MHPS6250 春 認知心理学特殊研究Ⅰ 2 道 又   爾  
MHPS6270 春 精神医学特殊研究Ⅰ 2 藤 山 直 樹  
MHPS6290 春 生理心理学特殊研究Ⅰ 2 岡 田   隆  
MHPS6310 春 発達心理学特殊研究Ⅰ 2 荻 野 美佐子  
MHPS6330 春 社会心理学特殊研究Ⅰ 2 樋 口 匡 貴  
MHPS6360 春 コミュニティ心理学特殊研究Ⅰ 2 久 田   満  

MHPS7390 春 心理学研究法演習 2 

荻 野 美佐子 

クスマノ ジェリー

道 又   爾 

廣 瀬 英 子 

輪講 

MHPS7400 春 心理学各論特殊研究 2 * 毛 利 伊 吹  
MHPS7410 春 心理統計法特論 2 * 萩生田 伸 子  
MHPS7420 休講 グループ・アプローチ特論 2 * 高 良   聖  
MHPS7430 春 心理学基礎実習Ⅰ 1 横 山 ・ 他 複数同時担当 
MHPS7450 春 心理学特殊実習Ⅰ 1 岡 田   隆  
MHPS7470 春 心理学特殊実習Ⅰ 1 クスマノ ジェリー  
MHPS7510 春 心理学特殊実習Ⅰ 1 荻 野 美佐子  
MHPS7530 春 心理学特殊実習Ⅰ 1 藤 山 直 樹  
MHPS7550 春 心理学特殊実習Ⅰ 1 道 又   爾  
MHPS7570 春 心理学特殊実習Ⅰ 1 黒 川 由紀子  
MHPS7590 春 心理学特殊実習Ⅰ 1 久 田   満  
MHPS7610 春 心理学特殊実習Ⅰ 1 横 山 恭 子  
MHPS7630 春 心理学特殊実習Ⅰ 1 廣 瀬 英 子  
MHPS7650 休講 心理学特殊実習Ⅰ 1 吉 村   聡  
MHPS7700 春 心理学特殊実習Ⅰ 1 樋 口 匡 貴  
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登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

※ ＊：非常勤教員 
備考 

MHPS7810 春 教育臨床特論 2 * 伊 東 孝 郎  
MHPS9830 春 修士論文 0 心理学専攻教員 9月修了者対象 
MHPS1312 秋 論文演習Ⅱ（前期） 2 岡 田   隆  

MHPS1322 秋 論文演習Ⅱ（前期） 2 クスマノ ジェリー  
MHPS1332 秋 論文演習Ⅱ（前期） 2 荻 野 美佐子  
MHPS1342 秋 論文演習Ⅱ（前期） 2 藤 山 直 樹  
MHPS1352 秋 論文演習Ⅱ（前期） 2 道 又   爾  

MHPS1362 秋 論文演習Ⅱ（前期） 2 黒 川 由紀子  

MHPS1372 秋 論文演習Ⅱ（前期） 2 久 田   満  
MHPS1382 秋 論文演習Ⅱ（前期） 2 横 山 恭 子  

MHPS1392 秋 論文演習Ⅱ（前期） 2 廣 瀬 英 子  

MHPS1402 休講 論文演習Ⅱ（前期） 2 吉 村   聡  

MHPS1422 秋 論文演習Ⅱ（前期） 2 樋 口 匡 貴  

MHPS1860 秋 臨床心理査定演習Ⅱ 2 *佐 藤    豊  

MHPS1880 秋 臨床心理基礎実習Ⅱ 1 

クスマノ ジェリー 

黒 川 由紀子 

* 中 嶋 義 文 

複数同時担当 

MHPS2780 秋 臨床心理実習Ⅱ 1 
藤 山 直 樹 

横 山 恭 子 
複数同時担当 

MHPS6240 秋 心理測定学特殊研究Ⅱ 2 廣 瀬 英 子 心理測定学特殊研究Ⅰを履修済であること

MHPS6260 秋 認知心理学特殊研究Ⅱ 2 道 又   爾  

MHPS6280 秋 臨床心理学特殊研究Ⅰ 2 横 山 恭 子  

MHPS6300 秋 生理心理学特殊研究Ⅱ 2 岡 田   隆  

MHPS6320 秋 発達心理学特殊研究Ⅱ 2 荻 野 美佐子  
MHPS6340 秋 社会心理学特殊研究Ⅱ 2 樋 口 匡 貴  

MHPS6350 秋 老年心理学特殊研究Ⅰ 2 黒 川 由紀子  

MHPS6370 休講 臨床人格心理学特殊研究Ⅰ 2 吉 村   聡  
MHPS6380 秋 人間関係特論 2 久 田   満  
MHPS6790 秋 臨床心理学研究法演習 2 久 田   満  
MHPS6800 秋 カウンセリング心理学特殊研究Ⅰ 2 クスマノ ジェリー  
MHPS7440 秋 心理学基礎実習Ⅱ 1 道 又 ・ 他 複数同時担当 
MHPS7580 秋 心理学特殊実習Ⅱ 1 黒 川 由紀子  
MHPS7460 秋 心理学特殊実習Ⅱ 1 岡 田   隆  
MHPS7480 秋 心理学特殊実習Ⅱ 1 クスマノ ジェリー  
MHPS7520 秋 心理学特殊実習Ⅱ 1 荻 野 美佐子  
MHPS7540 秋 心理学特殊実習Ⅱ 1 藤 山 直 樹  
MHPS7560 秋 心理学特殊実習Ⅱ 1 道 又   爾  
MHPS7600 秋 心理学特殊実習Ⅱ 1 久 田   満  
MHPS7620 秋 心理学特殊実習Ⅱ 1 横 山 恭 子  
MHPS7640 秋 心理学特殊実習Ⅱ 1 廣 瀬 英 子  
MHPS7660 休講 心理学特殊実習Ⅱ 1 吉 村   聡  
MHPS7710 秋 心理学特殊実習Ⅱ 1 樋 口 匡 貴  
MHPS7820 秋 精神分析特殊研究Ⅰ 2 藤 山 直 樹  
MHPS9820 秋 修士論文 0 心理学専攻教員  
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５．研究指導一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 担当教員名 備考 

MHPS1611 春 研究指導 岡 田   隆  
MHPS1621 春 研究指導 クスマノ ジェリー  
MHPS1631 春 研究指導 荻 野 美佐子  
MHPS1641 春 研究指導 藤 山 直 樹  
MHPS1651 春 研究指導 道 又   爾  
MHPS1661 春 研究指導 黒 川 由紀子  
MHPS1671 春 研究指導 久 田   満  
MHPS1681 春 研究指導 横 山 恭 子  
MHPS1691 春 研究指導 廣 瀬 英 子  
MHPS1701 休講 研究指導 吉 村   聡  
MHPS1721 春 研究指導 樋 口 匡 貴  
MHPS1612 秋 研究指導 岡 田   隆  
MHPS1622 秋 研究指導 クスマノ ジェリー  
MHPS1632 秋 研究指導 荻 野 美佐子  
MHPS1642 秋 研究指導 藤 山 直 樹  
MHPS1652 秋 研究指導 道 又   爾  
MHPS1662 秋 研究指導 黒 川 由紀子  

MHPS1672 秋 研究指導 久 田   満  
MHPS1682 秋 研究指導 横 山 恭 子  
MHPS1692 秋 研究指導 廣 瀬 英 子  
MHPS1702 休講 研究指導 吉 村   聡  
MHPS1722 秋 研究指導 樋 口 匡 貴  
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

【11年次生以降】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 12   
授業科目    
‣ 必修科目 12   
┗論文演習Ⅰ(後期) 6 3 ３年間（３回）履修すること 
┗論文演習Ⅱ(後期) 6 3 ３年間（３回）履修すること 

‣ 選択科目    
研究指導（必修）   単位なし，毎学期，履修すること 

博士論文   必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること 
 

【10年次生以前】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 12   
‣ 必修科目 12   
┗論文指導演習Ⅰ(後期) 6 3 ３年間（３回）履修すること 
┗論文指導演習Ⅱ(後期) 6 3 ３年間（３回）履修すること 

‣ 選択科目    
博士論文   必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること 
 

２．授業科目の編成・単位 

単  位  数
科 目 名 必 

修 
選 
必

選 
択

論文指導演習Ⅰ（後期）※注1 2   
論文指導演習Ⅱ（後期）※注1 2   
論文演習Ⅰ（後期）※注2 2   
論文演習Ⅱ（後期）※注2 2   
※注１：10年次生以前対象 

※注２：11年次生以降対象 

 

心理学専攻  博士後期課程 
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３．履修上の注意 

下記に従って 12 単位以上を修得し，指導教員の指導のもとに博士論文を作成・提出することが必要である。 

必修 12 単位：11 年次生以降は論文演習Ⅰ（後期）及び論文演習Ⅱ（後期）を，10 年次生以前は論文指導演習Ⅰ（後

期）及び論文指導演習Ⅱ（後期）を 3 年間履修する。 

○ 全ての科目は繰り返し履修することが可能であり、修了に必要な単位として認められる。 

１）11 年次生以降は研究指導（必修）を毎学期履修すること。 

２）博士前期課程開講の「心理学特殊実習Ⅰ」及び「心理学特殊実習Ⅱ」を履修しようとする者は，学年初めに専攻主 

任に届出し，承認を得た後に履修することができる。 

３）博士前期課程開講の「心理学基礎実習Ⅰ」「心理学基礎実習Ⅱ」を履修しようとする者は，あらかじめ指導教員と 

相談すること。 

４）博士後期課程にあって博士論文未提出に終わる場合には，3 年次の大学院（満期）修了時に，後期課程における研 

究報告書を専攻に提出すること。報告書は，心理学専攻修了者研究報告集の書式に従い（4000 字程度，報告書 2 ペ

ージ分），在籍中の研究成果（学会発表の内容等）を具体的に盛り込むこと。なお，学会誌発表あるいはそれに準ず

る論文がある場合は，業績一覧（2000 字程度，報告書 1 ページ分）をもって研究報告書に代えることができる。業

績一覧の書式，内容については，専攻に問い合わせること。 

５）年初めの心理学専攻ガイダンスでの説明に十分留意すること。 

６）不明な点は指導教員と相談の上，履修を行うこと。 

 

〈カリキュラムの変更に伴う新旧科目の対応と履修単位の読み替え措置について〉  

新旧科目の対応と履修単位の読み替えは，以下の表により，対応する科目は同一科目とみなす。 
 

2006年度以前の開講科目 2007年度以降の開講科目 

論文指導演習（後期）（4） 
論文指導演習Ⅰ（後期）（2） 

論文指導演習Ⅱ（後期）（2） 

心理学特殊実習（2） 
心理学特殊実習Ⅰ（1） 

心理学特殊実習Ⅱ（1） 

 （  ）内は単位数 

 

〔がん医療心理学関連科目〕 

2013 年度より開設された 4 大学院の連携授業（「がん医療心理学演習Ⅰ」，「がん医療心理学特殊講義Ⅰ」など）につい

て，8 単位以上を取得したときに，修了認定証が与えられる。なお，履修に際しては，講義，演習，実習，ワークショ

ップの異なる種別の科目を履修することが望ましい。詳細は専攻主任に確認すること。また，これらの科目の履修に当

たっては，あらかじめ専攻主任に相談すること。 
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４．開講科目一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単 
位 
数

担当教員名 

※ ＊：非常勤教員 
備考 

DHPS3010 春 論文指導演習Ⅰ（後期） 2 岡 田   隆 10年次生以前対象，「論文演習Ⅰ」と合併 

DHPS3030 春 論文指導演習Ⅰ（後期） 2 クスマノ ジェリー 10年次生以前対象，「論文演習Ⅰ」と合併 

DHPS3070 春 論文指導演習Ⅰ（後期） 2 荻 野 美佐子 10年次生以前対象，「論文演習Ⅰ」と合併 

DHPS3090 春 論文指導演習Ⅰ（後期） 2 藤 山 直 樹 10年次生以前対象，「論文演習Ⅰ」と合併 

DHPS3110 春 論文指導演習Ⅰ（後期） 2 道 又   爾 10年次生以前対象，「論文演習Ⅰ」と合併 

DHPS3130 春 論文指導演習Ⅰ（後期） 2 黒 川 由紀子 10年次生以前対象，「論文演習Ⅰ」と合併 

DHPS3150 春 論文指導演習Ⅰ（後期） 2 久 田   満 10年次生以前対象，「論文演習Ⅰ」と合併 

DHPS3170 春 論文指導演習Ⅰ（後期） 2 横 山 恭 子 10年次生以前対象，「論文演習Ⅰ」と合併 

DHPS3190 春 論文指導演習Ⅰ（後期） 2 廣 瀬 英 子 10年次生以前対象，「論文演習Ⅰ」と合併 

DHPS3210 休講 論文指導演習Ⅰ（後期） 2 吉 村   聡 10年次生以前対象，「論文演習Ⅰ」と合併 

DHPS3250 春 論文指導演習Ⅰ（後期） 2 樋 口 匡 貴 10年次生以前対象，「論文演習Ⅰ」と合併 

DHPS3311 春 論文演習Ⅰ（後期） 2 岡 田   隆 11年次生以降対象，「論文指導演習Ⅰ」と合併

DHPS3321 春 論文演習Ⅰ（後期） 2 クスマノ ジェリー 11年次生以降対象，「論文指導演習Ⅰ」と合併

DHPS3331 春 論文演習Ⅰ（後期） 2 荻 野 美佐子 11年次生以降対象，「論文指導演習Ⅰ」と合併

DHPS3341 春 論文演習Ⅰ（後期） 2 藤 山 直 樹 11年次生以降対象，「論文指導演習Ⅰ」と合併

DHPS3351 春 論文演習Ⅰ（後期） 2 道 又   爾 11年次生以降対象，「論文指導演習Ⅰ」と合併

DHPS3361 春 論文演習Ⅰ（後期） 2 黒 川 由紀子 11年次生以降対象，「論文指導演習Ⅰ」と合併

DHPS3371 春 論文演習Ⅰ（後期） 2 久 田   満 11年次生以降対象，「論文指導演習Ⅰ」と合併

DHPS3381 春 論文演習Ⅰ（後期） 2 横 山 恭 子 11年次生以降対象，「論文指導演習Ⅰ」と合併

DHPS3391 春 論文演習Ⅰ（後期） 2 廣 瀬 英 子 11年次生以降対象，「論文指導演習Ⅰ」と合併 

DHPS3401 休講 論文演習Ⅰ（後期） 2 吉 村   聡 11年次生以降対象，「論文指導演習Ⅰ」と合併

DHPS3421 春 論文演習Ⅰ（後期） 2 樋 口 匡 貴 11年次生以降対象，「論文指導演習Ⅰ」と合併

DHPS3510 春 がん医療心理学演習Ⅰ １ 心理学専攻教員 他 4大学院の連携授業 

DHPS3530 春 がん医療心理学特殊講義Ⅰ １ 心理学専攻教員 他 4大学院の連携授業 

DHPS3520 春 がんチーム医療演習Ⅰ １ 心理学専攻教員 他  4大学院の連携授業 

DHPS3540 春 がん医療心理学実習Ⅰ １ 心理学専攻教員 他 4大学院の連携授業 

DHPS3020 秋 論文指導演習Ⅱ（後期） 2 岡 田   隆 10年次生以前対象，「論文演習Ⅱ」と合併 

DHPS3040 秋 論文指導演習Ⅱ（後期） 2 クスマノ ジェリー 10年次生以前対象，「論文演習Ⅱ」と合併 

DHPS3080 秋 論文指導演習Ⅱ（後期） 2 荻 野 美佐子 10年次生以前対象，「論文演習Ⅱ」と合併 

DHPS3100 秋 論文指導演習Ⅱ（後期） 2 藤 山 直 樹 10年次生以前対象，「論文演習Ⅱ」と合併 

DHPS3120 秋 論文指導演習Ⅱ（後期） 2 道 又   爾 10年次生以前対象，「論文演習Ⅱ」と合併 

DHPS3140 秋 論文指導演習Ⅱ（後期） 2 黒 川 由紀子 10年次生以前対象，「論文演習Ⅱ」と合併 

DHPS3160 秋 論文指導演習Ⅱ（後期） 2 久 田   満 10年次生以前対象，「論文演習Ⅱ」と合併 

DHPS3180 秋 論文指導演習Ⅱ（後期） 2 横 山 恭 子 10年次生以前対象，「論文演習Ⅱ」と合併 

DHPS3200 秋 論文指導演習Ⅱ（後期） 2 廣 瀬 英 子 10年次生以前対象，「論文演習Ⅱ」と合併 

DHPS3220 休講 論文指導演習Ⅱ（後期） 2 吉 村   聡 10年次生以前対象，「論文演習Ⅱ」と合併 

DHPS3260 秋 論文指導演習Ⅱ（後期） 2 樋 口 匡 貴 10年次生以前対象，「論文演習Ⅱ」と合併 

DHPS3312 秋 論文演習Ⅱ（後期） 2 岡 田   隆 11年次生以降対象，「論文指導演習Ⅱ」と合併 

DHPS3322 秋 論文演習Ⅱ（後期） 2 クスマノ ジェリー 11年次生以降対象，「論文指導演習Ⅱ」と合併 

DHPS3332 秋 論文演習Ⅱ（後期） 2 荻 野 美佐子 11年次生以降対象，「論文指導演習Ⅱ」と合併 

DHPS3342 秋 論文演習Ⅱ（後期） 2 藤 山 直 樹 11年次生以降対象，「論文指導演習Ⅱ」と合併 

DHPS3352 秋 論文演習Ⅱ（後期） 2 道 又   爾 11年次生以降対象，「論文指導演習Ⅱ」と合併 

DHPS3362 秋 論文演習Ⅱ（後期） 2 黒 川 由紀子 11年次生以降対象，「論文指導演習Ⅱ」と合併 

DHPS3372 秋 論文演習Ⅱ（後期） 2 久 田   満 11年次生以降対象，「論文指導演習Ⅱ」と合併 

DHPS3382 秋 論文演習Ⅱ（後期） 2 横 山 恭 子 11年次生以降対象，「論文指導演習Ⅱ」と合併 

DHPS3392 秋 論文演習Ⅱ（後期） 2 廣 瀬 英 子 11年次生以降対象，「論文指導演習Ⅱ」と合併 

DHPS3402 休講 論文演習Ⅱ（後期） 2 吉 村   聡 11年次生以降対象，「論文指導演習Ⅱ」と合併 
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登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単 
位 
数

担当教員名 

※ ＊：非常勤教員 
備考 

DHPS3422 秋 論文演習Ⅱ（後期） 2 樋 口 匡 貴 11年次生以降対象，「論文指導演習Ⅱ」と合併 

DHPS3511 秋 がん医療心理学演習Ⅱ １ 心理学専攻教員 他 4大学院の連携授業 

DHPS3531 秋 がん医療心理学特殊講義Ⅱ １ 心理学専攻教員 他 4大学院の連携授業 

DHPS3521 秋 がんチーム医療演習Ⅱ １ 心理学専攻教員 他  4大学院の連携授業 

DHPS3541 秋 がん医療心理学実習Ⅱ １ 心理学専攻教員 他 4大学院の連携授業 

 

５．研究指導一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 担当教員名 備考 

DHPS3611 春 研究指導 岡 田   隆 指導科目(11年次生以降対象) 
DHPS3621 春 研究指導 クスマノ ジェリー 指導科目(11年次生以降対象) 
DHPS3631 春 研究指導 荻 野 美佐子 指導科目(11年次生以降対象) 
DHPS3641 春 研究指導 藤 山 直 樹 指導科目(11年次生以降対象) 
DHPS3651 春 研究指導 道 又   爾 指導科目(11年次生以降対象) 
DHPS3661 春 研究指導 黒 川 由紀子 指導科目(11年次生以降対象) 
DHPS3671 春 研究指導 久 田   満 指導科目(11年次生以降対象) 
DHPS3681 春 研究指導 横 山 恭 子 指導科目(11年次生以降対象) 
DHPS3691 春 研究指導 廣 瀬 英 子 指導科目(11年次生以降対象) 
DHPS3701 休講 研究指導 吉 村   聡 指導科目(11年次生以降対象) 
DHPS3721 春 研究指導 樋 口 匡 貴 指導科目(11年次生以降対象) 
DHPS3612 秋 研究指導 岡 田   隆 指導科目(11年次生以降対象) 
DHPS3622 秋 研究指導 クスマノ ジェリー 指導科目(11年次生以降対象) 
DHPS3632 秋 研究指導 荻 野 美佐子 指導科目(11年次生以降対象) 
DHPS3642 秋 研究指導 藤 山 直 樹 指導科目(11年次生以降対象) 
DHPS3652 秋 研究指導 道 又   爾 指導科目(11年次生以降対象) 
DHPS3662 秋 研究指導 黒 川 由紀子 指導科目(11年次生以降対象) 

DHPS3672 秋 研究指導 久 田   満 指導科目(11年次生以降対象) 
DHPS3682 秋 研究指導 横 山 恭 子 指導科目(11年次生以降対象) 
DHPS3692 秋 研究指導 廣 瀬 英 子 指導科目(11年次生以降対象) 
DHPS3702 休講 研究指導 吉 村   聡 指導科目(11年次生以降対象) 
DHPS3722 秋 研究指導 樋 口 匡 貴 指導科目(11年次生以降対象) 
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   

授業科目    

‣ 必修科目 8   

┗社会学理論 2   

┗社会学方法論 2   

┗論文演習Ⅰ 2   

┗論文演習Ⅱ 2   

‣ 選択科目 22   

┗自専攻科目    

┗自研究科他専攻科目    

研究指導（必修）   単位なし，毎学期履修すること 

修士論文   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論

文登録をすること） 

 

社会学専攻  博士前期課程 

５

総
合
人
間
科
学
研
究
科

社
会
学
専
攻



─ 125 ─ 

２．授業科目の編成・単位 

 
 単 位 数 

 必
修 

選
必

選
択

社会学理論 2   

社会学方法論 2   

社会階層論特講Ⅰ   2

社会階層論特講Ⅱ   2

都市社会学特講Ⅰ   2

都市社会学特講Ⅱ   2

社会運動論特講   2

歴史社会学特講   2

宗教社会学特講Ⅰ   2

宗教社会学特講Ⅱ   2

経済と組織の社会学Ⅰ   2

経済と組織の社会学Ⅱ   2

ライフスタイルと社会政策Ⅰ   2

ライフスタイルと社会政策Ⅱ   2

ナショナリズムとグローバル化Ⅰ   2

ナショナリズムとグローバル化Ⅱ   2
 

 
 単 位 数 

 必
修

選
必

選
択

ライフコース研究Ⅰ   2

ライフコース研究Ⅱ   2

現代社会理論特講   2

社会学研究法Ⅰ   2

社会学研究法Ⅱ   2

（他）比較社会学研究1（基礎）※注1   2

（他）比較社会学研究2（応用）※注1   2

（他）グローバル市民社会論研究1（基礎）※注1   2

（他）グローバル市民社会論研究2（応用）※注1   2

（他）国際人口移動研究1（基礎）※注1   2

（他）国際人口移動研究2（応用）※注1   2

（他）国際社会学研究1（基礎）※注1   2

（他）国際社会学研究2（応用）※注1   2

論文演習Ⅰ（M2） 2   

論文演習Ⅱ（M2） 2   

※注1：国際関係論専攻開講科目。 

 

３．履修上の注意 

 本専攻では前期課程 2年間において，30単位以上（「論文演習Ⅰ・Ⅱ」4単位を含む）を履修し，修士論文を提出す

ることを修了の必須要件としている。 

 後期課程に進むためには，所定の選抜試験を受け，これに合格しなければならない。なお，「論文演習Ⅰ・Ⅱ」は，

原則として指導教員による科目のみを履修することとし，同一学期に複数の科目を履修することはできない。 

 「研究指導（必修）」を毎学期履修すること。 

 

科 目 名 
科 目 名 

※（他）：他専攻開講科目 
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４．開講科目一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

※ ＊：非常勤教員
備考 

MHSC1110 春 社会学理論 2 竹ノ下 弘 久  

MHSC2421 春 論文演習Ⅰ 2 渡 辺   深 Ｍ2対象 

MHSC2431 春 論文演習Ⅰ 2 芳 賀   学 Ｍ2対象 

MHSC2441 春 論文演習Ⅰ 2 藤 村 正 之 Ｍ2対象 

MHSC2451 春 論文演習Ⅰ 2 吉 野 耕 作 Ｍ2対象 

MHSC2411 春 論文演習Ⅰ 2 園 部 雅 久 Ｍ2対象 

MHSC2471 春 論文演習Ⅰ 2 竹ノ下 弘 久 Ｍ2対象 

MHSC7170 春 ライフスタイルと社会政策Ｉ 2 藤 村 正 之  

MHSC7190 春 ナショナリズムとグローバル化Ｉ 2 吉 野 耕 作  

MHSC7130 春 宗教社会学特講Ｉ 2 芳 賀   学  

MHSC7150 春 経済と組織の社会学Ｉ 2 渡 辺   深  

MHSC7030 春 社会階層論特講Ⅰ 2 竹ノ下 弘 久  

MHSC7050 春 都市社会学特講Ｉ 2 園 部 雅 久  

MHSC7290 春 歴史社会学特講 2 猿 谷 弘 江  

MHSC7260 春 社会学研究法Ⅰ 2 * 杉 野   勇 隔年開講 

MHSC7250 春 現代社会理論特講 2 * 佐 藤 郁 哉 集中講義 

MHSC1120 秋 社会学方法論 2 猿 谷 弘 江  

MHSC2422 秋 論文演習Ⅱ 2 渡 辺   深 Ｍ2対象 

MHSC2432 秋 論文演習Ⅱ 2 芳 賀   学 Ｍ2対象 

MHSC2442 秋 論文演習Ⅱ 2 藤 村 正 之 Ｍ2対象 

MHSC2452 秋 論文演習Ⅱ 2 吉 野 耕 作 Ｍ2対象 

MHSC2412 秋 論文演習Ⅱ 2 園 部 雅 久 Ｍ2対象 

MHSC2472 秋 論文演習Ⅱ 2 竹ノ下 弘 久 Ｍ2対象 

MHSC7180 秋 ライフスタイルと社会政策Ⅱ 2 藤 村 正 之  

MHSC7040 秋 社会階層論特講Ⅱ 2 竹ノ下 弘 久  

MHSC7140 秋 宗教社会学特講Ⅱ 2 芳 賀   学  

MHSC7160 秋 経済と組織の社会学Ⅱ 2 渡 辺   深  

MHSC7200 秋 ナショナリズムとグローバル化Ⅱ 2 吉 野 耕 作  

MHSC7060 秋 都市社会学特講Ⅱ 2 園 部 雅 久  

MHSC7280 秋 社会運動論特講 2 猿 谷 弘 江  

MHSC9360 秋 修士論文 0 社会学専攻各指導教員 Ｍ2対象 

MHSC9361 春 修士論文 0 社会学専攻各指導教員 Ｍ2対象、9月修了者用 

MHSC2461 休講 論文演習Ⅰ 2 田 渕 六 郎 Ｍ2対象 

MHSC2462 休講 論文演習Ⅱ 2 田 渕 六 郎 Ｍ2対象 

MHSC7210 休講 ライフコース研究Ⅰ 2 田 渕 六 郎  

MHSC7220 休講 ライフコース研究Ⅱ 2 田 渕 六 郎  

MHSC7270 休講 社会学研究法Ⅱ 2 *苫米地 伸 隔年開講 
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５．研究指導一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 担当教員名 備考 

MHSC1281 春 研究指導 竹ノ下 弘 久 指導科目 
MHSC1221 春 研究指導 園 部 雅 久 指導科目 
MHSC1231 春 研究指導 渡 辺   深 指導科目 
MHSC1241 春 研究指導 芳 賀   学 指導科目 
MHSC1251 春 研究指導 藤 村 正 之 指導科目 
MHSC1261 春 研究指導 吉 野 耕 作 指導科目 
MHSC1271 春 研究指導 田 渕 六 郎 指導科目 
MHSC1282 秋 研究指導 竹ノ下 弘 久 指導科目 
MHSC1222 秋 研究指導 園 部 雅 久 指導科目 
MHSC1232 秋 研究指導 渡 辺   深 指導科目 
MHSC1242 秋 研究指導 芳 賀   学 指導科目 
MHSC1252 秋 研究指導 藤 村 正 之 指導科目 
MHSC1262 秋 研究指導 吉 野 耕 作 指導科目 

MHSC1272 秋 研究指導 田 渕 六 郎 指導科目 
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

【11年次生以降】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数    
授業科目    
‣ 選択科目    

研究指導（必修）   単位なし，毎学期，履修すること 

博士論文   必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること 
 

【10年次生以前】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 24   
‣ 必修科目 24   
┗後期修了論文演習Ⅰ・Ⅱ 24 合計6 ６セメスター分履修すること 

‣ 選択科目    
博士論文   必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること 
 

２．授業科目の編成・単位 

単 位 数 
科 目 名 必

修 
選
必

選
択

後期修了論文演習Ⅰ 4   
後期修了論文演習Ⅱ 4   
※後期修了論文演習Ⅰ・Ⅱについては，合計24単位を履修する。（10年次生以前のみ） 

※社会学専攻博士前期課程の選択科目も履修することが出来る。 

 

３．履修上の注意 

【11年次生以降】 

 後期課程を修了するためには 3 年以上在学し，研究指導を毎学期履修すること。なお，研究指導は，原則として指

導教員の科目のみを履修することとし，同一学期に複数の研究指導を履修することはできない。 

 

【10年次生以前】 

 後期課程を修了するためには 3 年以上在学し，「後期修了論文演習Ⅰ・Ⅱ」を合計 24 単位履修すること。なお，

「後期修了論文演習Ⅰ・Ⅱ」は，原則として指導教員による科目のみを履修することとし，同一学期に複数の科目を履

修することはできない。 

 

社会学専攻  博士後期課程 
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４．研究指導一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 担当教員名 備考 

DHSC3281 春 研究指導 竹ノ下 弘 久 指導科目(11年次生以降対象) 
DHSC3221 春 研究指導 園 部 雅 久 指導科目(11年次生以降対象) 
DHSC3231 春 研究指導 渡 辺   深 指導科目(11年次生以降対象) 
DHSC3241 春 研究指導 芳 賀   学 指導科目(11年次生以降対象) 
DHSC3251 春 研究指導 藤 村 正 之 指導科目(11年次生以降対象) 
DHSC3261 春 研究指導 吉 野 耕 作 指導科目(11年次生以降対象) 
DHSC3271 春 研究指導 田 渕 六 郎 指導科目(11年次生以降対象) 
DHSC3282 秋 研究指導 竹ノ下 弘 久 指導科目(11年次生以降対象) 
DHSC3222 秋 研究指導 園 部 雅 久 指導科目(11年次生以降対象) 
DHSC3232 秋 研究指導 渡 辺   深 指導科目(11年次生以降対象) 
DHSC3242 秋 研究指導 芳 賀   学 指導科目(11年次生以降対象) 
DHSC3252 秋 研究指導 藤 村 正 之 指導科目(11年次生以降対象) 
DHSC3262 秋 研究指導 吉 野 耕 作 指導科目(11年次生以降対象) 

DHSC3272 秋 研究指導 田 渕 六 郎 指導科目(11年次生以降対象) 
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１． 修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

【13・14年次生】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   
授業科目    
‣ 必修科目 4   
┗社会福祉研究法基礎演習 4   

‣ 選択科目 26   
┗自専攻科目    
┗自研究科他専攻科目    
┗委託聴講科目   10単位まで修了に必要な単位として認められる 

指導科目    

 研究指導（必修）   単位なし，毎年履修すること 

修士論文   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論

文登録をすること） 

 

【11･12年次生】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   
授業科目    
‣ 必修科目 2   
┗社会福祉研究法基礎演習 2   

‣ 選択科目 28   
┗自専攻科目    
┗自研究科他専攻科目    
┗委託聴講科目   10単位まで修了に必要な単位として認められる 

指導科目    

 研究指導（必修）   単位なし，毎年履修すること 

修士論文   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論

文登録をすること） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉学専攻  博士前期課程 
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２． 授業科目の編成・単位 

 
単 位 数 

科 目 名 必
修 

選
必

選
択

社会福祉研究法基礎演習 ※注 4   

福祉政策運営管理研究法基礎演習   2

福祉臨床研究法基礎演習   2

社会福祉政策学   2

社会福祉運営計画論Ⅰ   2

社会福祉経営学   2

生涯福祉論Ⅰ（児童・青年期福祉論）   2

生涯福祉論Ⅱ（高齢期福祉論）   2

保健医療政策学   2

権利擁護関係法制論   2

リスクマネージメント事例研究   2

生活構造論研究   2

障害者福祉学   2

児童福祉学   2
 

 
単 位 数 

科 目 名 必
修

選
必

選
択

精神保健福祉研究   2

精神科ソーシャルワーク研究   2

ソーシャルグループワーク研究   2

コミュニティオーガニゼーション研究   2

ソーシャルワーク実践理論研究   2

司法福祉研究   2

医療ソーシャルワーク研究   2

ソーシャルケースワーク研究   2

福祉サービス経営管理論   2

社会福祉フィールドワーク   2

援助事例分析   2

地域事例分析   2

※注 12年次生以前は2単位 

 

３．履修上の注意 

１）すべての科目は繰り返し履修することが可能であり，修了に必要な単位として認められる。 

２）11 年次生以降は，30 単位以上を修得するとともに，「研究指導」（単位なし）を毎年履修し，修士論文を提出す

ること。 

３）1年間に複数教員の社会福祉フィールドワークを受講することはできない。 

４）援助事例分析と地域事例分析は，合わせて 1年間 2科目まで履修することができる。また 1 年間に，援助事例分析

の中の 2教員までの科目，地域事例分析の中の 2教員までの科目を履修することができる。 
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４．開講科目一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

※ ＊：非常勤教員
備考 

MHSV1020 春 社会福祉研究法基礎演習 4 
コーディネータ 

岡   知 史 
輪講 M1必修 

MHSV7050 秋 社会福祉運営計画論Ｉ 2 栃 本 一三郎  

MHSV7150 休講 リスクマネージメント事例研究 2   

MHSV7180 春 精神保健福祉研究 2 藤 井 達 也  

MHSV7220 春 ソーシャルワーク実践理論研究 2 伊 藤 冨士江  

MHSV7250 春 ソーシャルケースワーク研究 2 髙  山 惠理子  

MHSV7440 春 福祉サービス経営管理論 2 藤 井 賢 一 郎  

MHSV7270 通年 社会福祉フィールドワーク 2 大 塚   晃  

MHSV7280 通年 社会福祉フィールドワーク 2 藤 井 達 也  

MHSV7290 通年 社会福祉フィールドワーク 2 栃 本 一三郎  

MHSV7300 通年 社会福祉フィールドワーク 2 岡   知 史  

MHSV7320 通年 社会福祉フィールドワーク 2 伊 藤 冨士江  

MHSV7330 休講 社会福祉フィールドワーク 2   

MHSV7340 通年 社会福祉フィールドワーク 2 髙 山 惠理子  

MHSV7430 通年 社会福祉フィールドワーク 2 藤 井 賢一郎  

MHSV7350 通年 援助事例分析 2 岡   知 史  

MHSV7360 通年 援助事例分析 2 藤 井 達 也  

MHSV7370 通年 援助事例分析 2 伊 藤 冨士江  

MHSV7380 休講 援助事例分析 2 髙  山 惠理子  

MHSV7390 通年 地域事例分析 2 大 塚   晃  

MHSV7410 通年 地域事例分析 2 栃 本 一三郎  

MHSV7420 通年 地域事例分析 2 藤 井 賢一郎  

MHSV7400 休講 地域事例分析 2   

MHSV7020 秋 
福祉政策運営管理研究法 

基礎演習 
2 

コーディネータ 

大 塚   晃 
輪講 

MHSV7030 秋 福祉臨床研究法基礎演習 2 
コーディネータ 

伊 藤 冨士江 
輪講 

MHSV7160 秋 生活構造論研究 2 * 山 田 知 子  

MHSV7170 春 児童福祉学 2 * 新 保 幸 男  

MHSV7450 秋 障害者福祉学 2  大 塚   晃  

MHSV7190 秋 精神科ソーシャルワーク研究 2 藤 井 達 也  

MHSV7210 休講 コミュニティーオーガニゼーション研究 2 岡   知 史 隔年開講 

MHSV7240 春 医療ソーシャルワーク研究 2 髙  山 惠理子  

MHSV9520 秋 修士論文 0 
社会福祉学専攻 

各 指 導 教 員 
Ｍ2対象 

MHSV7070 秋 社会福祉経営学 2 藤 井 賢一郎  

MHSV7110 休講 保健医療政策学 2   

MHSV7040 秋 社会福祉政策学 2 栃 本 一三郎  

MHSV7090 休講 生涯福祉論Ⅱ（高齢期福祉論） 2   

MHSV7140 春 権利擁護関係法制論 2 佐 藤  彰 一  

MHSV7200 秋 ソーシャルグループワーク研究 2 岡   知 史 隔年開講 

MHSV7230 秋 司法福祉研究 2 伊 藤 冨士江 隔年開講 
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５．研究指導一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 担当教員名 備考 

MHSV1610 通年 研究指導 大 塚   晃 指導科目 

MHSV1620 通年 研究指導 藤 井 達 也 指導科目 

MHSV1630 通年 研究指導 栃 本 一三郎 指導科目 

MHSV1640 通年 研究指導 岡   知 史 指導科目 

MHSV1660 通年 研究指導 伊 藤 冨士江 指導科目 

MHSV1680 通年 研究指導 髙  山 惠理子 指導科目 

MHSV1670 通年 研究指導 藤 井 賢一郎 指導科目 

MHSV1650 休講 研究指導  指導科目 

 春 研究指導 
社会福祉学専攻

各 指 導 教 員

留学等特別な事情のある場合のみ専攻の許可のもと

履修可能 

 秋 研究指導 
社会福祉学専攻

各 指 導 教 員

留学等特別な事情のある場合のみ専攻の許可のもと

履修可能 
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

【11年次生以降】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数
備考（上限，その他） 

総単位数    

授業科目    

‣ 選択科目    

指導科目    

 研究指導(必修)   単位なし，毎年履修すること 

博士論文   必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に合格

すること 

 

【10年次生以前】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数
備考（上限，その他） 

総単位数    

‣ 必修科目    

┗後期論文・レポート指導  3 単位なし，３年間（３回）履修すること 

‣ 選択科目    

博士論文   必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に合格

すること 

 

２．授業科目の編成・単位 

単 位 数 
科 目 名 必

修 
選
必

選
択

後期論文・レポート指導 ※注1 0   

※注1 10年次生以前対象 

 

３．履修上の注意 

１）11年次生以降は，後期課程を終了するためには 3 年以上在学し，「研究指導」（単位なし）を毎年履修すること。 

２）10 年次生以前の学生は，後期課程を修了するためには 3 年以上在学し，3 年間にわたり毎年「後期論文・レポート

指導」を履修すること。なお，4 年目以降も在学継続する場合も，原則として在学中は毎年「後期論文・レポート指

導」を履修する必要があるが，休学等の事情でやむをえず履修が難しい場合には事前に必ず相談すること。 

３）1年間に複数教員の社会福祉フィールドワークを受講することはできない。 

４）援助事例分析と地域事例分析は，合わせて 1 年間 2 科目まで履修することができる。また 1年間に，援助事例分析

の中の 2教員までの科目，地域事例分析の中の 2教員までの科目を履修することができる。 

 

社会福祉学専攻  博士後期課程 
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４．開講科目一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 備考 

DHSV3020 通年 後期論文レポート指導 0 大 塚   晃 10年次生以前対象 

DHSV3030 通年 後期論文レポート指導 0 藤 井 達 也 10年次生以前対象 

DHSV3040 通年 後期論文レポート指導 0 栃 本 一三郎 10年次生以前対象 

DHSV3050 通年 後期論文レポート指導 0 岡   知 史 10年次生以前対象 

DHSV3070 通年 後期論文レポート指導 0 伊 藤 冨士江 10年次生以前対象 

DHSV3100 休講 後期論文レポート指導 0  10年次生以前対象 

 

５．研究指導一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 担当教員名 備考 

DHSV3110 通年 研究指導 大 塚   晃 11年次生以降対象 

DHSV3120 通年 研究指導 藤 井 達 也 11年次生以降対象 

DHSV3130 通年 研究指導 栃 本 一三郎 11年次生以降対象 

DHSV3140 通年 研究指導 岡   知 史 11年次生以降対象 

DHSV3150 通年 研究指導 伊 藤 冨士江 11年次生以降対象 

DHSV3180 休講 研究指導  11年次生以降対象 

 
春 研究指導 

社会福祉学専攻

各 指 導 教 員

留学等特別な事情のある場合のみ専攻の許可のもと履

修可能 

 
秋 研究指導 

社会福祉学専攻

各 指 導 教 員

留学等特別な事情のある場合のみ専攻の許可のもと履

修可能 
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１． 修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

【14年次生以降】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   

授業科目    

‣ 必修科目 8   

┗キリスト教と人間論特論 2   

┗看護研究方法Ⅰ 2   

┗看護学特別研究演習Ⅰ 2   

┗看護学特別研究演習Ⅱ 2   

‣ 選択科目 22  自領域指定科目を8単位以上履修すること 

┗自専攻科目    

┗自研究科他専攻科目    

研究指導（必修）   単位なし、毎学期履修すること 

修士論文   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論

文登録をすること） 

 

 

 

【13年次生以前】 

 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   

授業科目    

‣ 必修科目 8   

┗キリスト教と人間論特論 2   

┗看護研究方法Ⅰ 2   

┗看護学特別研究指導Ⅰ 2  2014年度より科目読替のため「看護学特別研究演習Ⅰ」お

よび「研究指導（春学期）」を履修すること 

┗看護学特別研究指導Ⅱ 2  2014年度より科目読替のため「看護学特別研究演習Ⅱ」お

よび「研究指導（秋学期）」を履修すること 

‣ 選択科目 22  自領域指定科目を8単位以上履修すること 

┗自専攻科目    

┗自研究科他専攻科目    

修士論文   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論

文登録をすること） 

 

 

 

看護学専攻  修士課程 
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２．授業科目の編成・単位 

 
単 位 数 

科 目 名 必
修 

選
必

選
択

＜共通科目＞ 

キリスト教と人間論特論 2   

看護研究方法Ⅰ 2   

看護研究方法Ⅱ   2

倫理学特論   2

ヘルスケア哲学   2

生涯発達学特論   2

国際比較文化論   2

認識・看護理論   2

ケアリング特論   2

実践看護カウンセリング特論   2

発達行動と家族機能特論   2

グリーフケア特講   2

感染管理アセスメント論   2

医療政策特講   2

アドバンスフランス語   2

医療看護フランス語   2

綜合看護学理論   2

綜合看護学方法論   2
 

 
単 位 数 

科 目 名 必
修 

選
必

選
択

＜領域別科目＞ 

小児・家族共生支援看護学特論   2

小児・家族共生支援看護学研究ゼミ   2

小児・ウィメンズ研究ゼミ   2

家族発達看護学研究ゼミ   2

小児・家族支援看護学演習   2

地域・国際ヘルス看護学特論   2

ヘルスシステム開発・政策特講   2

地域・国際ヘルス看護学研究ゼミ   2

クリティカル・慢性・がん緩和ケア看護学研究ゼミ   2

メンタルヘルス看護学研究ゼミ   2

国際共生支援看護学研究ゼミ   2

地域ヘルス看護学研究ゼミ   2

クリティカル・慢性・がん緩和ケア看護学演習   2

メンタルヘルス看護学演習   2

国際共生支援看護学演習   2

地域ヘルス看護学演習   2

＜研究指導＞ 

フィールドワーク   2

看護学特別研究指導Ⅰ 2   

看護学特別研究指導Ⅱ 2   

看護学特別研究演習Ⅰ 2   

看護学特別研究演習Ⅱ 2   
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３．履修上の注意 

１）看護学専攻の修了要件は 30 単位以上を履修し，自領域指導教員のもと修士論文を作成・提出することとする。 

 なお，学生の研究関心領域に応じて，関連した他領域の教員からも研究指導を適宜得ることができる。 

２）学生は本専攻入学時に，主専門領域を小児・家族・ウィメンズ共生支援看護学領域，クリティカル・慢性・がん緩

和ケア看護学領域，メンタルヘルス看護学領域，地域・国際共生支援看護学領域の 4 つの中から選択する。それぞれ

の領域に指定科目があるので，それらを履修すること。（下記一覧表参照） 

科目 

領域 
領域別特論 

領域別研究ゼミ 

（基礎） 

領域別研究ゼミ 

（各論） 
領域別演習 

小児・家族・

ウィメンズ 

共生支援 

小児・家族共生支援 

看護学特論 

小児・家族共生支援

看護学研究ゼミ 

小児・ウィメンズ研究ゼミ 

もしくは 

家族発達看護学研究ゼミ 

小児・家族支援 

看護学演習 

クリティカ

ル・慢性・ 

がん緩和ケア 

クリティカル・慢性・がん緩

和ケア看護学研究ゼミ 

クリティカル・慢性・が

ん緩和ケア看護学演習 

メンタル 

ヘルス 

メンタルヘルス 

看護学研究ゼミ 

メンタルヘルス 

看護学演習 

国際共生支援 

看護学研究ゼミ 

国際共生支援 

看護学演習 
地域・国際 

共生支援 

地域・国際ヘルス 

看護学特論 

地域・国際ヘルス 

看護学研究ゼミ 

地域ヘルス看護学研究ゼミ 地域ヘルス看護学演習 

３）看護師免許をもっていない学生は，各領域の履修と並行して看護学の基礎的理論を学習するため「綜合看護学理

論」と「綜合看護学方法論」の科目を履修すること。 

４）必修科目の「キリスト教と人間論特論」（2 単位）は，集中講義でおこなう。詳細についてはガイダンスにて説明

する。 

 集中講義日程：4 月 12 日（土）3限～5 限（四谷キャンパス） 

        4 月 19 日（土）4限～5 限（四谷キャンパス） 

        4 月 26 日（土）～28 日（月）（宿泊研修） 

５）13 年次以前生は、科目の読替により「看護学特別研究指導Ⅰ」の代わりに「看護学特別研究演習Ⅰ」「研究指導

（春学期）」を、「看護学特別研究指導Ⅱ」の代わりに「看護学特別研究演習Ⅱ」「研究指導（秋学期）」を履修す

ること。 

６）本専攻では，教育・実践力ならびに研究に必要なセンスを磨くための教育方法として，「フィールドワーク」（2

年次選択科目）を重視している。各領域別に行われるフィールドワークの期間は以下のとおりである。なお，内容に

関しては，ガイダンスで詳細を説明する。 

①小児・家族・ウィメンズ共生支援看護学領域：実質 2 週間の実地体験を課す。国内外の家族・子育て支援や子ども

支援をめざして活動している場（小児科外来・子どもクリニックなどの医療機関，幼稚園や小・中・高等学校・特

別支援学校，保育所，母親学級，周産期外来，遺伝相談に関わる外来や団体，家族支援団体，民間の子育て支援サ

ークル等）において国内の場合は 2 週間続けて行う。毎週数時間ずつ継続的に関る方法も選択可能である。国外の

場合はケースごとに検討する。 

②クリティカル・慢性・がん緩和ケア看護学領域：国内外のがん病棟，緩和ケア病棟，がん・緩和ケア関連施設，関

連 NPO 団体等で研修ならびに教育指導を含めた実地体験を課す。 

③メンタルヘルス看護学領域：精神科病棟，診療所，通所施設，宿泊施設など，さまざまな精神科領域の医療・福祉

施設を対象とする。また，保健所や学校，企業などの保健領域の施設も対象として選択可能である。院生の関心領

域により施設を決定するが，目的によっては複数の施設でフィールドワークを行う。 

④地域・国際共生支援看護学領域：中央アフリカのブエラブ保健センター（フランス語選択）かフィリピンの Our 

Lady of Porziuncloa 病院（英語）で 2 週間の研修を行う。 

また，地域・国際共生支援看護学領域の研究は，上記の場所でフィールドワークを終了した後，滞在を継続して行

う。地域・国際共生支援看護学領域選択の学生は，2 年次に，継続して 2 カ月海外滞在可能な日程調整が必要である。 
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なお，外務省海外安全ホームページから随時フィールドの安全情報を得ることになっており，安全情報を基にフィ

ールドワークを進めていく。詳細については，ガイダンスで説明する。 

７）各領域別履修モデルについては，ガイダンスで配布し説明を行うが，履修登録前に自領域指導教員と相談すること。 
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４．開講科目一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

※ *：非常勤教員
備考 

MHNU1010 春 キリスト教と人間論特論 2 
 津波古 澄 子 

* 田 畑 邦 治 
集中講義，輪講 

MHNU1020 春 看護研究方法Ⅰ 2 

 津波古 澄 子 

*窪 田 和 巳 

*森 岡  崇 

輪講 

MHNU7110 春 倫理学特論 2 
* 丹 木 博 一 

*有 江 文 栄 
輪講、集中講義 

MHNU7120 春 ヘルスケア哲学 2 * 丹 木 博 一  

MHNU7130 春 生涯発達学特論 2 
 津波古 澄 子 

 荻 野 美佐子 
輪講 

MHNU7170 春 実践看護カウンセリング特論 2 * 鈴 木 佳 子 集中講義 

MHNU7200 春 感染管理アセスメント論 2 
 徳 永 瑞 子 

 武 井 弥 生 
輪講 

MHNU7220 春 アドバンスフランス語 2 * 武 田 志保子  

MHNU6010 春 小児・家族共生支援看護学特論 2 

 津波古 澄 子 

 島 田 真理恵 

 山 崎 あけみ 

輪講 

MHNU6020 春 小児・家族共生支援看護学研究ゼミ 2 

 津波古 澄 子 

 島 田 真理恵 

 山 崎 あけみ 

輪講 

MHNU6110 春 地域・国際ヘルス看護学特論 2 

 徳 永 瑞 子 

 石 川 ふみよ 

 西 山 悦 子 

 小 高 恵 実 

輪講 

MHNU6130 春 地域・国際ヘルス看護学研究ゼミ 2 

 西 山 悦 子 

 石 川 ふみよ 

 徳 永 瑞 子 

 塚 本 尚 子 

輪講 

MHNU2011 春 看護学特別研究演習Ⅰ 2  津波古 澄 子 Ｍ2対象 

MHNU2021 春 看護学特別研究演習Ⅰ 2  塚 本 尚 子 Ｍ2対象 

MHNU2031 春 看護学特別研究演習Ⅰ 2  石 川 ふみよ Ｍ2対象 

MHNU2041 春 看護学特別研究演習Ⅰ 2  島 田 真理恵 Ｍ2対象 

MHNU2051 春 看護学特別研究演習Ⅰ 2  西 山 悦 子 Ｍ2対象 

MHNU2061 春 看護学特別研究演習Ⅰ 2  徳 永 瑞 子 Ｍ2対象 

MHNU2071 春 看護学特別研究演習Ⅰ 2  石 川 りみ子 Ｍ2対象 

MHNU2081 春 看護学特別研究演習Ⅰ 2  山 崎 あけみ Ｍ2対象 

MHNU2091 春 看護学特別研究演習Ⅰ 2  武 井 弥 生 Ｍ2対象 

MHNU7160 春 ケアリング特論 2 

 津波古 澄 子 

 塚 本 尚 子 

* 田 畑 邦 治 

輪講，Ｍ2対象 

MHNU7210 春 医療政策特講 2 
 栃 本 一三郎 

 藤 井 賢一郎 
輪講 

MHNU7240 春 綜合看護学理論 2 
 塚 本 尚 子 

 渡 邊 知 映 
輪講 

MHNU6120 春 ヘルスシステム開発・政策特講 2 

 石 川 ふみよ 

 藤 井 賢一郎 

* 秋 山 正 子 

輪講 
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登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

※ *：非常勤教員
備考 

MHNU7010 春 フィールドワーク 2 

 島 田 真理恵 

 津波古 澄 子 

 塚 本 尚 子 

 石 川 ふみよ 

 徳 永 瑞 子 

 西 山 悦 子 

 石 川 りみ子 

 山 崎 あけみ 

 武 井 弥 生 

 小 高 恵 実 

 渡 邊 知 映 

Ｍ2対象 

MHNU7020 秋 看護研究方法Ⅱ 2 

 島 田 真理恵 

 石 川 ふみよ 

 津波古 澄 子 

 塚 本 尚 子 

 西 山 悦 子 

 徳 永 瑞 子 

 石 川 りみ子 

 山 崎 あけみ 

 小 高 恵 実 

 武 井 弥 生 

 渡 邊 知 映 

輪講 

MHNU7140 秋 国際比較文化論 2 
 徳 永 瑞 子 

* 田 畑 邦 治 
輪講 

MHNU7150 秋 認識・看護理論 2 

 津波古 澄 子 

 徳 永 瑞 子 

* 丹 木 博 一 

輪講 

MHNU7180 秋 発達行動と家族機能特論 2 * 太 田 真 弓  

MHNU7230 秋 医療看護フランス語 2 * 武 田 志保子  

MHNU7250 秋 綜合看護学方法論 2 
 塚 本 尚 子 

 渡 邊 知 映 
輪講 

MHNU6210 秋 小児・ウィメンズ研究ゼミ 2 
 島 田 真理恵  

 津波古 澄 子 
輪講 

MHNU6040 秋 家族発達看護学研究ゼミ 2  山 崎 あけみ  

MHNU6220 秋 小児・家族支援看護学演習 2 

 津波古 澄 子 

 島 田 真理恵 

 山 崎 あけみ 

輪講 

MHNU6230 秋 
クリティカル・慢性・がん緩和ケア

看護学研究ゼミ 
2 

 石 川 ふみよ 

 渡 邊 知 映 

 石 川 りみ子 

輪講 

MHNU6150 秋 メンタルヘルス看護学研究ゼミ 2 

 塚 本 尚 子 

 小 高 恵 実 

* 萱 間 真 美 

輪講 

MHNU6160 秋 国際共生支援看護学研究ゼミ 2 
 徳 永 瑞 子 

 武 井 弥 生 
輪講 

MHNU6250 秋 地域ヘルス看護学研究ゼミ 2 
 西 山 悦 子 

 石 川 りみ子 
輪講 

MHNU6240 秋 
クリティカル・慢性・がん緩和ケ

ア看護学演習 
2 

 石 川 りみ子 

 石 川 ふみよ 

 渡 邊 知 映 

輪講 

MHNU6180 秋 メンタルヘルス看護学演習 2 
 塚 本 尚 子 

 小 高 恵 実 
輪講 

MHNU6190 秋 国際共生支援看護学演習 2 
 徳 永 瑞 子 

 武 井 弥 生 
輪講 

MHNU6260 秋 地域ヘルス看護学演習 2 
 西 山 悦 子 

 石 川 りみ子 
輪講 

MHNU7190 秋 グリーフケア特講 2 
 石 川 ふみよ

 西 山 悦 子 
輪講，Ｍ2対象 

５

総
合
人
間
科
学
研
究
科

看
護
学
専
攻



─ 142 ─ 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

※ *：非常勤教員
備考 

MHNU2012 秋 看護学特別研究演習Ⅱ 2  津波古 澄 子 Ｍ2対象 

MHNU2022 秋 看護学特別研究演習Ⅱ 2  塚 本 尚 子 Ｍ2対象 

MHNU2032 秋 看護学特別研究演習Ⅱ 2  石 川 ふみよ Ｍ2対象 

MHNU2042 秋 看護学特別研究演習Ⅱ 2  島 田 真理恵 Ｍ2対象 

MHNU2052 秋 看護学特別研究演習Ⅱ 2  西 山 悦 子 Ｍ2対象 

MHNU2062 秋 看護学特別研究演習Ⅱ 2  徳 永 瑞 子 Ｍ2対象 

MHNU2072 秋 看護学特別研究演習Ⅱ 2  石 川 りみ子 Ｍ2対象 

MHNU2082 秋 看護学特別研究演習Ⅱ 2  山 崎 あけみ Ｍ2対象 

MHNU2092 秋 看護学特別研究演習Ⅱ 2  武 井 弥 生 Ｍ2対象 

MHNU9010 秋 修士論文 0  看護学専攻教員 Ｍ2対象 
 
 
 

5．研究指導一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
担当教員名 

※ *：非常勤教員
備考 

MHNU1101 春 研究指導 石 川 ふみよ 指導科目 

MHNU1111 春 研究指導 石 川 りみ子 指導科目 

MHNU1121 春 研究指導 島 田 真理恵 指導科目 

MHNU1131 春 研究指導 塚 本 尚 子 指導科目 

MHNU1141 春 研究指導 津波古 澄 子 指導科目 

MHNU1151 春 研究指導 徳 永 瑞 子 指導科目 

MHNU1161 春 研究指導 西 山 悦 子 指導科目 

MHNU1171 春 研究指導 武 井 弥 生 指導科目 

MHNU1181 春 研究指導 山 崎 あけみ 指導科目 

MHNU1102 秋 研究指導 石 川 ふみよ 指導科目 

MHNU1112 秋 研究指導 石 川 りみ子 指導科目 

MHNU1122 秋 研究指導 島 田 真理恵 指導科目 

MHNU1132 秋 研究指導 塚 本 尚 子 指導科目 

MHNU1142 秋 研究指導 津波古 澄 子 指導科目 

MHNU1152 秋 研究指導 徳 永 瑞 子 指導科目 

MHNU1162 秋 研究指導 西 山 悦 子 指導科目 

MHNU1172 秋 研究指導 武 井 弥 生 指導科目 

MHNU1182 秋 研究指導 山 崎 あけみ 指導科目 
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

（標準修業年限（2年）修了予定者） 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   

授業科目    

‣ 必修科目 4   

┗前期研究演習Ⅱ 2  Ｍ１対象 

┗前期研究演習Ⅲ 2  Ｍ２対象 

‣ 選択必修科目 2  Ｍ２対象，指導教員と協議のうえ，「前期研究演習Ⅳ」又

は「前期論文演習」のいずれかを履修すること 

‣ 選択科目 24   

┗自専攻科目    

研究指導（必修）   Ｍ１・Ｍ２対象，単位なし，毎学期履修登録すること 

修士論文／リサーチペーパー   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論文

登録をすること） 

※ただし，リサーチペーパーの提出をもって修士論文に代

えることができる。詳細についてはp.146履修上の注意

を参照。 

 

（早期修了予定者） 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   

授業科目    

‣ 必修科目 4   

┗前期研究演習Ⅰ 2  Ｍ１対象 

┗前期研究演習Ⅱ 2  Ｍ１対象 

‣ 選択科目 26   

┗自専攻科目    

研究指導（必修）   Ｍ１対象，単位なし，毎学期履修登録すること 

修士論文／リサーチペーパー   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論文

登録をすること） 

※ただし，リサーチペーパーの提出をもって修士論文に代

えることができる。詳細についてはp.147履修上の注意

を参照。 
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２．授業科目の編成・単位 

 
単 位 数 科 目 名 

※(他)：他専攻開講科目 必 
修 

選 
必 

選 
択 

前期研究演習Ⅰ ※注1 2   

前期研究演習Ⅱ 2   

前期研究演習Ⅲ 2   

前期研究演習Ⅳ  2  

前期論文演習  2  

課題研究   1 

法哲学研究Ⅰ   2 

法哲学研究Ⅱ   2 

西洋法制史研究Ⅰ   2 

西洋法制史研究Ⅱ   2 

外国法研究Ⅰ   2 

外国法研究Ⅱ   2 

外国法研究Ⅲ   2 

比較法研究Ⅰ   2 

比較法研究Ⅱ   2 

憲法研究Ⅰ   2 

憲法研究Ⅱ   2 

憲法研究Ⅲ   2 

憲法研究Ⅳ   2 

憲法研究Ⅴ   2 

憲法研究Ⅵ   2 

行政法研究Ⅰ   2 

行政法研究Ⅱ   2 

行政法研究Ⅲ   2 

行政法研究Ⅳ   2 

政治学研究Ⅰ   2 

政治学研究Ⅱ   2 

政治学研究Ⅲ   2 

政治学研究Ⅳ   2 

政治学研究Ⅴ   2 

政治学研究Ⅵ   2 

民法研究Ⅰ   2 

民法研究Ⅱ   2 

民法研究Ⅲ   2 

民法研究Ⅳ   2 

民法研究Ⅴ   2 

民法研究Ⅵ   2 

民法研究Ⅶ   2 

民法研究Ⅷ   2 

民法研究Ⅸ   2 

民法研究Ⅹ   2 

商法研究Ⅰ   2 

商法研究Ⅱ   2 

商法研究Ⅲ   2 

商法研究Ⅳ   2 

商法研究Ⅴ   2 

商法研究Ⅵ   2 

民事訴訟法研究Ⅰ   2 

民事訴訟法研究Ⅱ   2 

民事訴訟法研究Ⅲ   2 
 

 
単 位 数 科 目 名 

※(他)：他専攻開講科目 必 
修 

選 
必 

選 
択 

刑事法研究Ⅰ   2 

刑事法研究Ⅱ   2 

労働法研究Ⅰ   2 

労働法研究Ⅱ   2 

経済法研究Ⅰ   2 

経済法研究Ⅱ   2 

知的財産権法研究Ⅰ   2 

知的財産権法研究Ⅱ   2 

社会保障法研究Ⅰ   2 

社会保障法研究Ⅱ   2 

国際法研究Ⅰ   2 

国際法研究Ⅱ   2 

国際法研究Ⅲ   2 

国際法研究Ⅳ   2 

国際法研究Ⅴ   2 

国際法研究Ⅵ   2 

国際経済法研究Ⅰ   2 

国際経済法研究Ⅱ   2 

国際私法研究Ⅰ   2 

国際私法研究Ⅱ   2 

国際私法研究Ⅲ   2 

国際取引法研究Ⅰ   2 

国際取引法研究Ⅱ   2 

環境法研究Ⅰ   2 

環境法研究Ⅱ   2 

環境法研究Ⅲ   2 

環境法研究Ⅳ   2 

環境法研究Ⅴ   2 

環境法研究Ⅵ   2 

環境法研究Ⅶ   2 

環境法研究Ⅷ   2 

環境学研究Ⅰ   2 

環境学研究Ⅱ   2 

(他)特殊講義（警察活動と法実務）

※注4 
  1 

(他)Law and Practice of International  

Business Transactions ※注4 
  1 

(他)平和研究の課題 ※注2   2 

(他)グローバル・スタディーズの新課題※注2   2 

(他)国際関係論研究１ ※注2   2 

(他)国際関係論研究２ ※注2   2 

(他)国際経済学研究１ ※注2   2 

(他)国際経済学研究２ ※注2   2 

(他)国際政治経済論研究１ ※注2   2 

(他)国際政治経済論研究２ ※注2   2 

(他)対外政策研究１ ※注2   2 

(他)対外政策論文演習１ ※注2   2 

(他)対外政策研究２ ※注2   2 

(他)対外政策論文演習２ ※注2   2 

(他)政治社会論研究１ ※注2   2 
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単 位 数 科 目 名 

※(他)：他専攻開講科目 必 
修 

選 
必 

選 
択 

(他)政治社会論研究２ ※注2   2 

(他)比較政治学研究１ ※注2   2 

(他)比較政治学研究２ ※注2   2 

(他)グローバル政治学Ⅰ 

GLOBALIZATION AND NATION-STATES ※注3 
  4 

 

 
単 位 数 科 目 名 

※(他)：他専攻開講科目 必 
修 

選 
必 

選 
択 

(他)グローバル政治学Ⅱ 

COMPARATIVE POLITICS ※注3 
  4 

(他)グローバル政治学Ⅲ 

GLOBAL POLITICS ※注3 
  4 

※注1：早期修了予定者のみ対象 

※注2：国際関係論専攻開講科目（詳細はp.186～p.189参照） 

※注3：グローバル社会専攻開講科目（詳細はEnglish-taught GRADUATE 

PROGRAMS「BULLETIN OF INFORMATION 2014-2015」参照） 

※注4：法曹養成専攻開講科目（時間割は法科大学院履修要綱参照） 

 

３．履修上の注意 

（標準修業年限（2年）修了予定者） 

（９月修了予定者は４月第２週の月曜日までに法律学専攻事務室に申し出ること。） 

１）「前期研究演習Ⅱ」及び「前期研究演習Ⅲ」の履修登録を行い，学期末に研究報告書を提出すること。 

２）2 年次の秋学期においては，指導教員と協議の上，「前期研究演習Ⅳ」又は「前期論文演習」のいずれかを履修登

録すること。 

３）「前期論文演習」の履修登録を予定する者は，2 年次春学期末に開催する「研究報告会」において報告すること。 

４）「前期論文演習」を履修登録した者は修士論文を提出し，「前期研究演習Ⅳ」を履修登録した者はリサーチ・ペー

パーを提出すること。ただし，「前期論文演習」履修登録者であっても，指導教員の承認を得て，リサーチ・ペーパ

ーの提出をもって修士論文に代えることができる。 

５）リサーチ・ペーパーは，上智大学大学院学則第 21 条に規定する修士論文とみなす。 

６）修士論文，又はリサーチ・ペーパーを提出した者は，2 年次秋学期末に法学会が開催する「研究報告会」で報告す

ること。 

７）「前期研究演習Ⅱ～Ⅳ」，又は「前期研究演習Ⅱ～Ⅲ」及び「前期論文演習」の 6 単位を含めて，合計 30 単位以

上を履修すること。 

８）「研究指導・課題研究・研究演習・論文演習」は，指導教員の科目を履修すること。 

９）「研究指導」については，在籍中（標準修業年限を超えて在籍する者も含む），毎学期履修登録をすること。 

10）「課題研究」とは，①常勤で就労する学生のみ履修登録することができ，②博士前期課程在籍中に 2 単位（1 学期

1 単位）まで取得することができ，③履修登録に際しては，あらかじめ指導教員と問題設定等について相談して研究

計画を立て，その了解を得ること。 

なお，「課題研究」の履修登録を予定する者は，履修登録期間前までに法律学専攻事務室に＊所定用紙を提出する

こと。 

 

＊上記所定用紙は，法律学専攻事務室にて配付。 
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（早期修了予定者） 

１）上智大学大学院学則第 21 条第１項ただし書に規定する 1 年間の在学期間（早期修了）を希望する者は，指導教員

の承認を得て，1 年次４月第２週の月曜日までに，「早期修了申請書」（＊所定用紙）を法学研究科委員長（法律学

専攻事務室）に届け出ること。なお，本学の法律学専攻博士後期課程進学希望者は，早期修了を希望することができ

ない。 

同項ただし書に規定する「優れた業績を上げた者」とは，修了に必要な修得単位の成績評価の GPA が 3.4 以上であ

り，修士論文又はリサーチ・ペーパーが審査委員会によって B 以上と評価された者とする。 

２）「前期研究演習Ⅰ」，「前期研究演習Ⅱ」の履修登録を行うこと。 

３）1 年次春学期末に研究報告書を提出し，1 年次秋学期末に修士論文又はリサーチ・ペーパーを提出すること。 

４）リサーチ・ペーパーは，上智大学大学院学則第 21 条に規定する修士論文とみなすこと。 

５）修士論文又はリサーチ・ペーパーを提出した者は，1 年次秋学期末に法学会が主催する「研究報告会」で報告する

こと。 

６）「前期研究演習Ⅰ」，「前期研究演習Ⅱ」の 4 単位を含めて，合計 30 単位以上を履修すること。 

７）「研究指導」については，在籍中，毎学期履修登録すること。 

８）早期修了の予定を取り消す者については，指導教員の承認を得て，2014 年 11 月 17 日～11 月 28 日の期間（修士論

文題目提出期間）に，「早期修了取消届出書」（＊所定用紙）を，法学研究科委員長（法律学専攻事務室）に届け出

ること。その者の履修は，上記の標準修業年限（2 年）修了予定者に準ずる。 

９）「課題研究」とは，①常勤で就労する学生のみ履修登録することができ，②博士前期課程在籍中に 2 単位（1 学期

1 単位）まで取得することができ，③履修登録に際しては，あらかじめ指導教員と問題設定等について相談して研究 

計画を立て，その了解を得ること。 

なお，「課題研究」の履修登録を予定する者は，履修登録期間前までに法律学専攻事務室に＊所定用紙を提出する

こと。 

 

＊上記所定用紙は，法律学専攻事務室にて配付。 
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４．開講科目一覧表 

登録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 
※(他)：他専攻教員 
  ＊ ：非常勤教員 

備考 

＜必修科目＞ 

MLLW1118 春 前期研究演習Ⅰ 2 駒 田 泰 土 M1早期修了予定者対象 

MLLW1126 春 前期研究演習Ⅰ 2 越 智 敏 裕 M1早期修了予定者対象 

MLLW1318 秋 前期研究演習Ⅱ 2 駒 田 泰 土 M1対象 

MLLW1326 秋 前期研究演習Ⅱ 2 越 智 敏 裕 M1対象 

MLLW1401 春 前期研究演習Ⅲ 2 奥 田 純一郎 M2対象 

MLLW1404 春 前期研究演習Ⅲ 2 江 藤 淳 一 M2対象 

MLLW1402 春 前期研究演習Ⅲ 2 松 本 尚 子 M2対象 

MLLW1403 春 前期研究演習Ⅲ 2 加 藤 浩 三 M2対象 

MLLW1406 春 前期研究演習Ⅲ 2 出 口 耕 自 M2対象 

MLLW1405 春 前期研究演習Ⅲ 2 兼 原 敦 子 M2対象 

＜選択必修科目＞ 

MLLW1507 春 前期研究演習Ⅳ 2 岡 部 みどり M2対象 

MLLW1501 秋 前期研究演習Ⅳ 2 奥 田 純一郎 M2対象 

MLLW1504 秋 前期研究演習Ⅳ 2 江 藤 淳 一 M2対象 

MLLW1502 秋 前期研究演習Ⅳ 2 松 本 尚 子 M2対象 

MLLW1503 秋 前期研究演習Ⅳ 2 加 藤 浩 三 M2対象 

MLLW1506 秋 前期研究演習Ⅳ 2 出 口 耕 自 M2対象 

MLLW1505 秋 前期研究演習Ⅳ 2 兼 原 敦 子 M2対象 

MLLW1607 春 前期論文演習 2 岡 部 みどり M2対象 

MLLW1601 秋 前期論文演習 2 奥 田 純一郎 M2対象 

MLLW1701 秋 前期論文演習 2 江 藤 淳 一 M2対象 

MLLW1602 秋 前期論文演習 2 松 本 尚 子 M2対象 

MLLW1603 秋 前期論文演習 2 加 藤 浩 三 M2対象 

MLLW1606 秋 前期論文演習 2 出 口 耕 自 M2対象 

MLLW1605 秋 前期論文演習 2 兼 原 敦 子 M2対象 

＜選択科目＞ 

MLLW7740 春 課題研究 1 法律学専攻各指導教員 M1・M2対象 

MLLW7750 秋 課題研究 1 法律学専攻各指導教員 M1・M2対象 

MLLW7010 春 法哲学研究Ⅰ(法哲学文献講読) 2 奥 田 純一郎 隔年開講 

MLLW7020 休講 法哲学研究Ⅱ(正義論文献講読) 2 奥 田 純一郎 隔年開講（2015年度開講予定） 

MLLW7030 春 
西洋法制史研究Ⅰ 

(ヨーロッパ近世・近代史) 
2 松 本 尚 子 隔年開講 

MLLW7040 休講 
西洋法制史研究Ⅱ 

（ヨーロッパ現代史） 
2 松 本 尚 子 隔年開講 

MLLW7050 春 
外国法研究Ⅰ 

（フランス法文献講読） 
2 滝 澤   正  

MLLW7060 休講 外国法研究Ⅱ(英米法文献講読) 2 岩 田   太  

MLLW7070 春 外国法研究Ⅲ(ドイツ法文献講読) 2 松 本 尚 子  

MLLW7080 秋 
比較法研究Ⅰ 

（フランス法文献講読） 
2 滝 澤   正  

MLLW7090 秋 比較法研究Ⅱ(英米法文献講読) 2 岩 田   太  

MLLW7100 秋 憲法研究Ⅰ(憲法理論研究) 2 高 見 勝 利  

MLLW7110 秋 憲法研究Ⅱ(憲法事例研究) 2 高 見 勝 利  

MLLW7790 春 憲法研究Ⅲ(憲法理論研究) 2 小 島 慎 司  

MLLW7120 秋 憲法研究Ⅳ(憲法判例研究) 2 小 島 慎 司  

MLLW7130 春 憲法研究Ⅴ(憲法理論研究) 2 矢 島 基 美  

MLLW7140 秋 憲法研究Ⅵ(憲法判例研究) 2 矢 島 基 美  
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登録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 
※(他)：他専攻教員 
  ＊ ：非常勤教員 

備考 

MLLW7150 春 行政法研究Ⅰ(行政法判例研究) 2 古 城   誠  

MLLW7160 休講 行政法研究Ⅱ(行政法判例研究) 2 古 城   誠  

MLLW7170 休講 行政法研究Ⅲ(行政法判例研究) 2 小 幡 純 子  

MLLW7180 休講 行政法研究Ⅳ(行政法判例研究) 2 小 幡 純 子  

MLLW7190 休講 
政治学研究Ⅰ 

（グローバル化の政治経済１） 
2 加 藤 浩 三  

MLLW7200 秋 
政治学研究Ⅱ 

（グローバル化の政治経済２） 
2 加 藤 浩 三  

MLLW7210 春 
政治学研究Ⅲ 

（グローバル化と公共政策） 
2 三 浦 ま り ※講義は，英語で行う。 

MLLW7220 秋 政治学研究Ⅳ(現代日本政治研究) 2 三 浦 ま り ※講義は，英語で行う。 

MLLW7230 春 政治学研究Ⅴ(国際政治の諸理論) 2 岡 部 みどり 
※講義に使用する言語（英語または日本語）は初回

に決定する。 

MLLW7240 休講 政治学研究Ⅵ(人の国際移動) 2 岡 部 みどり 
※講義に使用する言語（英語または日本語）は初回

に決定する。 

MLLW7250 春 
民法研究Ⅰ(債権法の現代的課題

と債権法改正) 
2 辻   伸 行  

MLLW7260 秋 
民法研究Ⅱ(財産法における近時

の重要判例の研究) 
2 辻   伸 行  

MLLW7270 休講 民法研究Ⅲ(民法の史的考察) 2 福 田 誠 治  

MLLW7280 春 
民法研究Ⅳ 

(ローマ法からみた民法) 
2 福 田 誠 治  

MLLW7290 秋 民法研究Ⅴ(共同所有法の研究) 2 伊 藤 栄 寿  

MLLW7300 秋 
民法研究Ⅵ(判例を中心とした詐

害行為取消権の研究) 
2 佐 藤 岩 昭  

MLLW7310 春 
民法研究Ⅶ 

(英米契約法・信託法の検討) 
2 小 山 泰 史  

MLLW7320 秋 
民法研究Ⅷ(民法における実体法

と手続法の交錯領域の諸問題) 
2 小 山 泰 史  

MLLW7330 春 民法研究Ⅸ(親族法の諸問題) 2 羽 生 香 織  

MLLW7340 秋 民法研究Ⅹ(相続法の諸問題) 2 羽 生 香 織  

MLLW7350 春 商法研究Ⅰ(英米保険法研究) 2 甘 利 公 人  

MLLW7360 秋 商法研究Ⅱ(商事判例研究) 2 甘 利 公 人  

MLLW7370 春 商法研究Ⅲ(比較会社法) 2 野 田 耕 志  

MLLW7380 春 
商法研究Ⅳ(外国語文献講読・ 

ウィーン売買条約) 
2 松 井 智 予  

MLLW7820 春 
商法研究Ⅴ 

（ドイツ会社法判例を読む） 
2 伊 藤 雄 司  

MLLW7830 秋 
商法研究Ⅵ 

（ドイツ会社法文献講読） 
2 伊 藤 雄 司  

MLLW7390 秋 
民事訴訟法研究Ⅰ 

(民事手続法の判例研究) 
2 原     強  

MLLW7400 休講 
民事訴訟法研究Ⅱ 

(倒産処理法の理論研究)  
2 田 頭 章 一  

MLLW7410 秋 
民事訴訟法研究Ⅲ 

(民事執行法の判例研究)  
2 安 西 明 子  

MLLW7420 春 
刑事法研究Ⅰ 

（最近の刑事判例と刑法学説） 
2

岩 瀬   徹 

林   幹 人 

長 沼 範 良 

伊 藤   渉 

照 沼 亮 介 

複数同時担当，隔週 
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登録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 
※(他)：他専攻教員 
  ＊ ：非常勤教員 

備考 

MLLW7430 秋 
刑事法研究Ⅱ(比較法的に見た刑

事法上の諸問題) 
2

岩 瀬   徹 

林   幹 人 

長 沼 範 良 

伊 藤   渉 

照 沼 亮 介 

複数同時担当，隔週 

MLLW7440 春 労働法研究Ⅰ(雇用関係法) 2 富 永 晃 一  

MLLW7450 秋 労働法研究Ⅱ(労使関係法) 2 富 永 晃 一  

MLLW7460 休講 経済法研究Ⅰ(独占禁止法) 2 楠   茂 樹  

MLLW7470 秋 経済法研究Ⅱ(公共調達と法) 2 楠   茂 樹  

MLLW7480 春 知的財産権法研究Ⅰ(著作権法) 2 駒 田 泰 土  

MLLW7490 秋 
知的財産権法研究Ⅱ 

(特許・商標法) 
2 駒 田 泰 土  

MLLW7660 春 
社会保障法研究Ⅰ 

（社会保障法政策研究） 
2 永 野 仁 美  

MLLW7670 秋 
社会保障法研究Ⅱ 

（社会保障法判例研究） 
2 永 野 仁 美  

MLLW7500 春 国際法研究Ⅰ(国際法総論) 2 江 藤 淳 一  

MLLW7510 休講 国際法研究Ⅱ(理論史研究) 2 江 藤 淳 一  

MLLW7520 春 国際法研究Ⅲ(判例研究) 2 兼 原 敦 子  

MLLW7530 秋 国際法研究Ⅳ(文献講読) 2 兼 原 敦 子  

MLLW7780 春 国際法研究Ⅴ(海洋法研究) 2 堀 口 健 夫  

MLLW7800 秋 国際法研究Ⅵ(国際環境法研究) 2 堀 口 健 夫  

MLLW7560 休講 
国際経済法研究Ⅰ 

（ＷＴＯ判例研究１） 
2 川 瀬 剛 志  

MLLW7570 休講 
国際経済法研究Ⅱ 

（ＷＴＯ判例研究２） 
2 川 瀬 剛 志  

MLLW7600 休講 国際私法研究Ⅰ(比較国際私法総論) 2 出 口 耕 自  

MLLW7610 春 国際私法研究Ⅱ(比較国際私法各論) 2 出 口 耕 自  

MLLW7620 秋 
国際私法研究Ⅲ 

(比較国際民事訴訟法) 
2 出 口 耕 自  

MLLW7630 春 
国際取引法研究Ⅰ 

（国際取引法文献講読１） 
2 森 下 哲 朗  

MLLW7640 秋 
国際取引法研究Ⅱ 

（国際取引法文献講読２） 
2 森 下 哲 朗  

MLLW7680 休講 環境法研究Ⅰ(景観判例の研究) 2 北 村 喜 宣  

MLLW7690 春 環境法研究Ⅱ(環境法理論研究) 2 北 村 喜 宣  

MLLW7700 春 環境法研究Ⅲ(環境法の基礎理論) 2 桑 原 勇 進  

MLLW7710 休講 環境法研究Ⅳ(環境法の基本原則) 2 桑 原 勇 進  

MLLW7720 秋 
環境法研究Ⅴ 

(まちづくり，観光と法) 
2 越 智 敏 裕  

MLLW7730 休講 環境法研究Ⅵ(食品・化学物質と法) 2 越 智 敏 裕  

MLLW7890 休講 環境法研究Ⅶ(環境法事例研究) 2 筑 紫 圭 一  

MLLW7891 秋 環境法研究Ⅷ(環境法文献講読) 2 筑 紫 圭 一  

MLLW7900 春 環境学研究Ⅰ(社会発展と環境問題) 2 大和田 滝 惠  

MLLW7910 秋 
環境学研究Ⅱ(社会機構と環境問

題) 
2 大和田 滝 惠  

LWS61500 春 特殊講義（警察活動と法実務） 1 (他)*金山 泰介
(他)法曹養成専攻，春学期前半， 

  隔週，履修中止不可 

LWS60600 秋 
Law and Practice of International  

Business Transactions 
1

コーディネータ 

森 下 哲 朗 

(他)法曹養成専攻，秋学期前半， 

  輪講，履修中止不可 

MFIR6010 春 平和研究の課題 2 (他)WESSELS David (他)国際関係論専攻，隔年開講 

MFIR6020 秋 グローバル・スタディーズの新課題 2 (他)WESSELS David (他)国際関係論専攻，隔年開講 
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登録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 
※(他)：他専攻教員 
  ＊ ：非常勤教員 

備考 

MFIR6030 休講 国際関係論研究１(理論) 2 (他)WESSELS David (他)国際関係論専攻，隔年開講 

MFIR6040 休講 国際関係論研究２(思想と行動) 2 (他)WESSELS David (他)国際関係論専攻，隔年開講 

MFIR6120 春 国際経済学研究１(理論) 2 (他)下川 雅嗣 (他)国際関係論専攻，隔年開講 

MFIR6130 秋 
国際経済学研究２ 

（ケース・スタディ） 
2 (他)下川 雅嗣 (他)国際関係論専攻，隔年開講 

MFIR6140 休講 国際政治経済論研究１(理論) 2 (他)下川 雅嗣 (他)国際関係論専攻，隔年開講 

MFIR6150 休講 
国際政治経済論研究２ 

（ケース・スタディ） 
2 (他)下川 雅嗣 (他)国際関係論専攻，隔年開講 

MFIR6200 春 対外政策研究１ 2 (他)樋渡 由美 (他)国際関係論専攻 

MFIR6210 春 対外政策論文演習１ 2 (他)樋渡 由美 (他)国際関係論専攻 

MFIR6220 秋 対外政策研究２ 2 (他)樋渡 由美 (他)国際関係論専攻 

MFIR6230 秋 対外政策論文演習２ 2 (他)樋渡 由美 (他)国際関係論専攻 

MFIR6280 休講 政治社会論研究１ 2 (他)岸川  毅 (他)国際関係論専攻，隔年開講 

MFIR6290 休講 政治社会論研究２ 2 (他)岸川  毅 (他)国際関係論専攻，隔年開講 

MFIR6300 春 比較政治学研究１ 2 (他)岸川  毅 (他)国際関係論専攻，隔年開講 

MFIR6310 秋 比較政治学研究２ 2 (他)岸川  毅 (他)国際関係論専攻，隔年開講 

MZAG5270 秋 
グローバル政治学Ⅰ 

GLOBALIZATION AND NATION-STATES
4 (他)安野 正士 (他)グローバル社会専攻 

MZAG5290 春 
グローバル政治学Ⅱ 

COMPARATIVE POLITICS 
4 (他)中野 晃一 (他)グローバル社会専攻 

MZAG5310 春 
グローバル政治学Ⅲ 

GLOBAL POLITICS 
4 (他)伊藤 毅 (他)グローバル社会専攻 

＜修士論文＞ 

MLLW9020 秋 修士論文／リサーチペーパー 0 法律学専攻各指導教員 M2(M1早期修了予定者含む)対象 

MLLW9021 春 修士論文／リサーチペーパー 0 法律学専攻各指導教員 M2(9月修了予定者)対象 

 

５．研究指導一覧表 

登録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
担当教員名 
※(他)：他専攻教員 
  ＊ ：非常勤教員 

備考 

MLLW1022 春 研究指導 出 口 耕 自 M1・M2対象指導科目 

MLLW1020 春 研究指導 兼 原 敦 子 M1・M2対象指導科目 

MLLW1001 春 研究指導 奥 田 純一郎 M1・M2対象指導科目 

MLLW1002 春 研究指導 松 本 尚 子 M1・M2対象指導科目 

MLLW1019 春 研究指導 江 藤 淳 一 M1・M2対象指導科目 

MLLW1007 春 研究指導 加 藤 浩 三 M1・M2対象指導科目 

MLLW1018 春 研究指導 駒 田 泰 土 M1・M2対象指導科目 

MLLW1026 春 研究指導 越 智 敏 裕 M1・M2対象指導科目 

MLLW1009 春 研究指導 岡 部 みどり M1・M2対象指導科目 

MLLW1222 秋 研究指導 出 口 耕 自 M1・M2対象指導科目 

MLLW1220 秋 研究指導 兼 原 敦 子 M1・M2対象指導科目 

MLLW1201 秋 研究指導 奥 田 純一郎 M1・M2対象指導科目 

MLLW1202 秋 研究指導 松 本 尚 子 M1・M2対象指導科目 

MLLW1219 秋 研究指導 江 藤 淳 一 M1・M2対象指導科目 

MLLW1207 秋 研究指導 加 藤 浩 三 M1・M2対象指導科目 

MLLW1218 秋 研究指導 駒 田 泰 土 M1・M2対象指導科目 

MLLW1226 秋 研究指導 越 智 敏 裕 M1・M2対象指導科目  
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

【11年次生以降】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 20   

授業科目    

‣ 必修科目 12   

┗後期論文演習Ⅰ－Ａ 2  Ｄ１対象 

┗後期論文演習Ⅰ－Ｂ 2  Ｄ１対象 

┗後期論文演習Ⅱ－Ａ 2  Ｄ２対象 

┗後期論文演習Ⅱ－Ｂ 2  Ｄ２対象 

┗後期論文演習Ⅲ―Ａ 2  Ｄ３対象 

┗後期論文演習Ⅲ―Ｂ 2  Ｄ３対象 

‣ 選択科目 8   

研究指導（必修）   Ｄ１・Ｄ２・Ｄ３対象，単位なし，毎学期履修登録するこ

と 

博士論文   必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること 

 

【10年次生以前】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 20   

‣ 必修科目 12   

┗論文指導ＤⅠ―Ａ 2  Ｄ１対象，2009年度・2010年度「論文指導ＤⅠ」，2008年

度以前「論文指導Ⅲ」 

┗論文指導ＤⅠ―Ｂ 2  Ｄ１対象，2009年度・2010年度「論文指導ＤⅠ」，2008年

度以前「論文指導Ⅲ」 

┗論文指導ＤⅡ―Ａ 2  Ｄ２対象，2009年度・2010年度「論文指導ＤⅡ」，2008年

度以前「論文指導Ⅳ」 

┗論文指導ＤⅡ―Ｂ 2  Ｄ２対象，2009年度・2010年度「論文指導ＤⅡ」，2008年

度以前「論文指導Ⅳ」 

┗論文指導ＤⅢ―Ａ 2  Ｄ３対象，2009年度・2010年度「論文指導ＤⅢ」，2008年

度以前「論文指導Ⅴ」 

┗論文指導ＤⅢ―Ｂ 2  Ｄ３対象，2009年度・2010年度「論文指導ＤⅢ」，2008年

度以前「論文指導Ⅴ」 

‣ 選択科目 8   

博士論文   必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること 

 

法律学専攻  博士後期課程 
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２．授業科目の編成・単位 

 
単 位 数 科 目 名 

※(他)：他専攻開講科目 必 
修 

選 
必 

選 
択 

＜必修科目＞ 

後期論文演習Ⅰ－Ａ ※注1 2   

後期論文演習Ⅰ－Ｂ ※注1 2   

後期論文演習Ⅱ－Ａ ※注1 2   

後期論文演習Ⅱ－Ｂ ※注1 2   

後期論文演習Ⅲ－Ａ ※注1 2   

後期論文演習Ⅲ－Ｂ ※注1 2   

論文指導ＤⅠ－Ａ ※注2 2   

論文指導ＤⅠ－Ｂ ※注2 2   

論文指導ＤⅡ－Ａ ※注2 2   

論文指導ＤⅡ－Ｂ ※注2 2   

論文指導ＤⅢ－Ａ ※注2 2   

論文指導ＤⅢ－Ｂ ※注2 2   

＜選択科目＞    

選択科目は法律学専攻前期課程の選択科目（【課題研

究】除く）を履修すること（p.148～p.151参照） 
 

 
 

※注1：2011年次生以降対象 

※注2：2010年次生以前対象 

 

  

３．履修上の注意 

【11年次生以降】 

１）「後期論文演習Ⅰ-A」，「後期論文演習Ⅰ-B」，「後期論文演習Ⅱ-A」・「後期論文演習Ⅱ-B」，「後期論文演

習Ⅲ-A」，「後期論文演習Ⅲ-B」の履修登録を行い，かつ各年度末には研究報告書を提出すること。 

２）「後期論文演習Ⅰ-A」，「後期論文演習Ⅰ-B」，「後期論文演習Ⅱ-A」，「後期論文演習Ⅱ-B」，「後期論文演

習Ⅲ-A」，「後期論文演習Ⅲ-B」（12 単位）を含めて 20 単位以上を履修すること。 

３）「研究指導・論文演習」は，指導教員の科目を履修すること。 

４）「研究指導」については，在籍中（標準修業年限を超えて在籍する者も含む），毎学期履修登録をすること。 

５）後期課程の単位を取得したが学位論文を提出することなくその課程を満期退学しようとする者は，それまでの研究

成果をまとめて論文として提出し，研究科委員会の承認を受けること。 

 

【10年次生以前】 

１）「論文指導 DⅠ-A」，「論文指導 DⅠ-B」，「論文指導 DⅡ-A」，「論文指導 DⅡ-B」，「論文指導 DⅢ-A」，

「論文指導 DⅢ-B」の履修登録を行い，かつ各年度末には研究報告書を提出すること。 

２）「論文指導 DⅠ-A」，「論文指導 DⅠ-B」，「論文指導 DⅡ-A」，「論文指導 DⅡ-B」，「論文指導 DⅢ-A」，

「論文指導 DⅢ-B」（12 単位）を含めて 20 単位以上を履修すること。 

３）「論文指導」は，指導教員の科目を履修すること。 

４）後期課程の単位を取得したが学位論文を提出することなくその課程を満期退学しようとする者は，それまでの研究

成果をまとめて論文として提出し，研究科委員会の承認を受けること。 
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４．開講科目一覧表 

登録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 
※(他)：他専攻教員 
  ＊ ：非常勤教員 

備考 

＜必修科目＞ 

 休講 後期論文演習Ⅰ－Ａ 2  D1対象 ※注1  

 休講 後期論文演習Ⅰ－Ｂ 2  D1対象 ※注1 

DLLW3711 春 後期論文演習Ⅱ－Ａ 2 北 村 喜 宣 D2対象 ※注1 

DLLW3701 春 後期論文演習Ⅱ－Ａ 2 桑 原 勇 進 D2対象 ※注1 

DLLW3702 春 後期論文演習Ⅱ－Ａ 2 甘 利 公 人 D2対象 ※注1 

DLLW3811 秋 後期論文演習Ⅱ－Ｂ 2 北 村 喜 宣 D2対象 ※注1 

DLLW3801 秋 後期論文演習Ⅱ－Ｂ 2 桑 原 勇 進 D2対象 ※注1 

DLLW3802 秋 後期論文演習Ⅱ－Ｂ 2 甘 利 公 人 D2対象 ※注1 

DLLW3902 春 後期論文演習Ⅲ－Ａ 2 出 口 耕 自 D3対象 ※注1 

DLLW3901 春 後期論文演習Ⅲ－Ａ 2 林   幹 人 D3対象 ※注1 

DLLW4002 秋 後期論文演習Ⅲ－Ｂ 2 出 口 耕 自 D3対象 ※注1 

DLLW4001 秋 後期論文演習Ⅲ－Ｂ 2 林   幹 人 D3対象 ※注1 

＜選択科目＞ 

選択科目は法律学専攻前期課程の選択科目（【課題研究】除く）を履修すること（p.148～p.151参照） 
 
※注 1：2011 年次生以降対象 

 

５．研究指導一覧表 

 

登録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
担当教員名 
※(他)：他専攻教員 
  ＊ ：非常勤教員 

備考 

DLLW3137 春 研究指導 北 村 喜 宣 D1・D2・D3対象指導科目 ※注1 

DLLW3138 春 研究指導 桑 原 勇 進 D1・D2・D3対象指導科目 ※注1 

DLLW3134 春 研究指導 出 口 耕 自 D1・D2・D3対象指導科目 ※注1 

DLLW3125 春 研究指導 林   幹 人 D1・D2・D3対象指導科目 ※注1 

DLLW3119 春 研究指導 甘 利 公 人 D1・D2・D3対象指導科目 ※注1 

DLLW3237 秋 研究指導 北 村 喜 宣 D1・D2・D3対象指導科目 ※注1 

DLLW3238 秋 研究指導 桑 原 勇 進 D1・D2・D3対象指導科目 ※注1 

DLLW3234 秋 研究指導 出 口 耕 自 D1・D2・D3対象指導科目 ※注1 

DLLW3225 秋 研究指導 林   幹 人 D1・D2・D3対象指導科目 ※注1 

DLLW3219 秋 研究指導 甘 利 公 人 D1・D2・D3対象指導科目 ※注1 

※注 1：2011 年次生以降対象 
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   

‣ 必修科目 8   

┗ミクロ経済学特講Ⅰ 2   

┗マクロ経済学特講Ⅰ 2   

┗計量経済学特講Ⅰ 2   

┗論文演習Ⅰ（基礎） 2   

‣ 選択科目 22   

┗自専攻科目    

┗自研究科他専攻科目    

┗委託聴講科目   10単位まで修了に必要な単位として認められる 

研究指導（必修）   単位なし，毎学期履修すること 

修士論文   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論

文登録をすること） 

 

 

経済学専攻  博士前期課程 
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２．授業科目の編成・単位 

 単 位 数 

 必 
修 

選 
必

選 
択

ミクロ経済学特講Ⅰ 2   

ミクロ経済学特講Ⅱ   2

マクロ経済学特講Ⅰ 2   

マクロ経済学特講Ⅱ   2

計量経済学特講Ⅰ 2   

計量経済学特講Ⅱ   2

論文演習Ⅰ（基礎） 2   

論文演習Ⅱ（応用）   2

プレゼンテーションの技術Ⅰ   2

プレゼンテーションの技術Ⅱ   2

公共経済学特講Ⅰ   2

公共経済学特講Ⅱ   2

国際貿易論特講Ⅰ   2

国際貿易論特講Ⅱ   2

財政学特講Ⅰ   2

財政学特講Ⅱ   2

産業組織論特講Ⅰ   2

産業組織論特講Ⅱ   2

環境経済学特講Ⅰ   2

環境経済学特講Ⅱ   2
 

 単 位 数 

 必
修 

選
必 

選
択 

金融論特講   4

経済発展論特講Ⅰ   2

経済発展論特講Ⅱ   2

貨幣とマクロ経済特講Ⅰ   2

貨幣とマクロ経済特講Ⅱ   2

労働経済学特講Ⅰ   2

労働経済学特講Ⅱ   2

統計学特講Ⅰ   2

統計学特講Ⅱ   2

社会経済史特講Ⅰ   2

社会経済史特講Ⅱ   2

金融工学特講Ⅰ   2

金融工学特講Ⅱ   2

厚生経済学特講Ⅰ   2

厚生経済学特講Ⅱ   2

国際マクロ経済学特講Ⅰ   2

国際マクロ経済学特講Ⅱ   2

（他）カーボンマネジメント論   2

（他）途上国の環境と開発   2
 

３．履修上の注意 

１）修了要件に必要な必修科目 8 単位を含む 30 単位以上を修得し，指導教員の指導のもとに修士論文を作成・提出す

ることが必要である。 

２）同一名の授業科目の単位を重複して取得しても，修了に必要な単位として算入できるのは，1 科目分のみである。 

３）｢研究指導（必修）」は，毎学期（春・秋），履修すること。 

４）修士論文の履修登録については，論文を提出する学期の履修登録期間に必ず登録をすること。 

科 目 名 科 目 名 
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４．開講科目一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

※＊：非常勤教員
備考 

MEEC1010 春 ミクロ経済学特講Ⅰ 2 青 木   研  

MEEC1020 春 マクロ経済学特講Ⅰ 2 近 藤 広 紀  

MEEC1030 春 計量経済学特講Ⅰ 2 竹 内 明 香  

MEEC7160 春 国際貿易論特講Ⅱ 2 蓬 田 守 弘  

MEEC7220 春 貨幣とマクロ経済特講Ⅰ 2 竹 田 陽 介  

MEEC7240 春 労働経済学特講Ⅰ 2 出 島 敬 久  

MEEC7280 春 統計学特講Ⅰ 2 來 島 愛 子  

MEEC7380 春 厚生経済学特講Ⅰ 2 釜 賀 浩 平  

MEEC7400 春 環境経済学特講Ⅰ 2 日 引   聡  

MEEC7440 春 国際マクロ経済学特講Ⅰ 2 濵 野 正 樹  

P159参照 春 論文演習Ⅰ（基礎） 2 経済学専攻各指導教員 Ｍ１対象 

P159参照 春 プレゼンテーションの技術Ⅰ 2 経済学専攻各指導教員 Ｍ２対象 

MGGE7440 春 カーボンマネジメント論 2 * 山 本 秀 治 
（他）地球環境学研究科， 

旧「環境認証・審査論」 

MEEC7010 秋 ミクロ経済学特講Ⅱ 2 蓬 田 守 弘  

MEEC7020 秋 マクロ経済学特講Ⅱ 2 濵 野 正 樹  

MEEC7190 秋 金融論特講 4 川 西   論  

MEEC7230 秋 貨幣とマクロ経済特講Ⅱ 2 竹 田 陽 介  

MEEC7250 秋 労働経済学特講Ⅱ 2 出 島 敬 久  

MEEC7290 秋 統計学特講Ⅱ 2 來 島 愛 子  

MEEC7370 秋 産業組織論特講Ⅱ 2 青 木   研  

MEEC7390 秋 厚生経済学特講Ⅱ 2 釜 賀 浩 平  

MEEC7410 秋 環境経済学特講Ⅱ 2 日 引   聡  

MEEC7430 秋 金融工学特講Ⅱ 2 竹 内 明 香  

MEEC9010 秋 修士論文 0 経済学専攻各指導教員  

P159参照 秋 論文演習Ⅱ（応用） 2 経済学専攻各指導教員 Ｍ１対象 

P159参照 秋 プレゼンテーションの技術Ⅱ 2 経済学専攻各指導教員 Ｍ２対象 

MEEC7030 休講 計量経済学特講Ⅱ 2   

MEEC7130 休講 公共経済学特講Ⅰ 2 近 藤 広 紀  

MEEC7140 休講 公共経済学特講Ⅱ 2 近 藤 広 紀  

MEEC7150 休講 国際貿易論特講Ⅰ 2 蓬 田 守 弘  

MEEC7170 休講 財政学特講Ⅰ 2 中 里   透  

MEEC7180 休講 財政学特講Ⅱ 2 中 里   透  

MEEC7200 休講 経済発展論特講Ⅰ 2 濵 田 壽 一  

MEEC7210 休講 経済発展論特講Ⅱ 2 濵 田 壽 一  

MEEC7320 休講 社会経済史特講Ⅰ 2   

MEEC7330 休講 社会経済史特講Ⅱ 2   

MEEC7360 休講 産業組織論特講Ⅰ 2 青 木   研  

MEEC7420 休講 金融工学特講Ⅰ 2 竹 内 明 香  

MEEC7450 休講 国際マクロ経済学特講Ⅱ 2 濵 野 正 樹  

MGGE7200 休講 途上国の環境と開発 2 ﾌﾟﾃﾝｶﾗﾑ ｼﾞｮﾝｼﾞｮｾﾌ （他）地球環境学研究科，隔年開講 

 

７
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論文演習（Ⅰ・Ⅱ），プレゼンテーションの技術（Ⅰ・Ⅱ） 登録コード一覧 

論文演習Ⅰ（基礎） 

Ｍ１／春 

論文演習Ⅱ（応用） 

Ｍ１／秋 

プレゼンテーションの技術Ⅰ 

Ｍ２／春 

プレゼンテーションの技術Ⅱ

Ｍ２／秋 

科目名・対象／ 

開講期 

 指導教員 登録コード 登録コード 登録コード 登録コード 

濵 田 壽 一   MEEC7800（休講） MEEC7900（休講） 

竹 田 陽 介 MEEC1101 MEEC7701 MEEC7801 MEEC7901 

出 島 敬 久 MEEC1102 MEEC7702 MEEC7802 MEEC7902 

青 木   研 MEEC1104 MEEC7704 MEEC7804 MEEC7904 

中 里   透 MEEC1105（休講） MEEC7705（休講） MEEC7805（休講） MEEC7905（休講） 

川 西   諭 MEEC1106（休講） MEEC7706 MEEC7806（休講） MEEC7906 

蓬 田 守 弘 MEEC1107 MEEC7707 MEEC7807 MEEC7907 

近 藤 広 紀 MEEC1108 MEEC7708（休講） MEEC7808 MEEC7908（休講） 

來 島 愛 子 MEEC1109 MEEC7709 MEEC7809 MEEC7909 

竹 内 明 香 MEEC1110 MEEC7710 MEEC7810 MEEC7910 

日 引   聡 MEEC1111 MEEC7711 MEEC7811 MEEC7911 

釜 賀 浩 平 MEEC1112 MEEC7712 MEEC7812 MEEC7912 

濵 野 正 樹 MEEC1113 MEEC7713 MEEC7813 MEEC7913 

 

５．研究指導一覧表 

 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 備考 

下記参照 春 研究指導 0 経済学専攻各指導教員  

下記参照 秋 研究指導 0 経済学専攻各指導教員  
 

研究指導 登録コード一覧 

   開講期 

指導教員 
春学期 秋学期 

出 島 敬 久 MEEC1511 MEEC1512 

濵 田 壽 一 MEEC1521（休講） MEEC1522（休講） 

竹 田 陽 介 MEEC1531 MEEC1532 

青 木   研 MEEC1551 MEEC1552 

中 里   透 MEEC1561 MEEC1562 

川 西   諭 MEEC1571 MEEC1572 

蓬 田 守 弘 MEEC1581 MEEC1582 

近 藤 広 紀 MEEC1591 MEEC1592 

來 島 愛 子 MEEC1601 MEEC1602 

竹 内 明 香 MEEC1611 MEEC1612 

日 引   聡 MEEC1621 MEEC1622 

釜 賀 浩 平 MEEC1631 MEEC1632 

７
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済
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数    

‣ 必修科目    

‣ 選択科目    

研究指導（必修） 

  【10年次生以前】単位なし，修業年限3年を満たすまでは，

毎学期履修すること 

【11年次生以降】単位なし，修業年数にかかわらず，在学中

は毎学期履修すること 

博士論文 
  必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること 

 

２．履修上の注意 

 指導教員の研究指導を受け，博士論文を作成・提出することが必要である。 

 研究指導について 

【10 年次生以前】修業年限 3 年を満たすまでは毎学期（春・秋）履修登録すること。なお 2010 年度以前開講の研

究指導については，毎年（通年）履修登録すること。 

【11 年次生以降】在学期間中は研究指導を毎学期（春・秋）履修登録すること。 

 

３．開講科目一覧表  

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 備考 

下記参照 春 研究指導 0 経済学専攻各指導教員  

下記参照 秋 研究指導 0 経済学専攻各指導教員  
 

研究指導 登録コード一覧 

   開講期 

指導教員 
春学期 秋学期 

出 島 敬 久 DEEC3011 DEEC3012 

青 木   研 DEEC3021 DEEC3022 

濵 田 壽 一 DEEC3031（休講） DEEC3032（休講） 

川 西   諭 DEEC3041 DEEC3042 

近 藤 広 紀 DEEC3051 DEEC3052 

來 島 愛 子 DEEC3061 DEEC3062 

中 里   透 DEEC3071 DEEC3072 

竹 田 陽 介 DEEC3081 DEEC3082 

蓬 田 守 弘 DEEC3101 DEEC3102 

竹 内 明 香 DEEC3111 DEEC3112 

日 引   聡 DEEC3121 DEEC3122 

 

経済学専攻  博士後期課程 

７

経
済
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経
済
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   

‣ 必修科目    

┗論文演習Ⅰ 2   

‣ 選択科目 28   

┗自専攻科目    

┗自研究科他専攻科目    

┗委託聴講科目   10単位まで修了に必要な単位として認められる 

研究指導（必修）   単位なし，毎学期履修すること 

修士論文   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論文

登録をすること） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経営学専攻  博士前期課程 

７
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２．授業科目の編成・単位 

単 位 数 科 目 名 

※(他)：他専攻開講科目 必 
修 

選
必

選
択

論文演習Ⅰ ※11年次生以降対象 2   

論文演習Ⅱ ※11年次生以降対象   2 

論文演習Ⅲ ※11年次生以降対象   2 

論文演習Ⅳ ※11年次生以降対象   2 

財務会計論特講Ⅰ   2 

財務会計論特講Ⅱ   2 

財務会計論研究Ⅰ   2 

財務会計論研究Ⅱ   2 

会計学特講Ⅰ   2 

会計学研究Ⅰ   2 

環境会計論特講   2 

環境会計論研究   2 

管理会計論特講Ⅰ   2 

管理会計論特講Ⅱ   2 

管理会計論研究Ⅰ   2 

管理会計論研究Ⅱ   2 

経営財務論特講Ⅰ   2 

経営財務論特講Ⅱ   2 

経営財務論研究Ⅰ   2 

経営財務論研究Ⅱ   2 

経営管理論特講Ⅰ   2 

経営管理論特講Ⅱ   2 

経営管理論研究Ⅰ   2 

経営管理論研究Ⅱ   2 

経営戦略論特講Ⅰ   2 

経営戦略論特講Ⅱ   2 

経営戦略論研究Ⅰ   2 

経営戦略論研究Ⅱ   2 

人事管理論特講Ⅰ   2 

人事管理論特講Ⅱ   2 

人事管理論研究Ⅰ   2 

人事管理論研究Ⅱ   2 

経営組織論特講Ⅰ   2 

経営組織論特講Ⅱ   2 
 

単 位 数 科 目 名 

※(他)：他専攻開講科目 必 
修 

選
必

選
択

経営組織論研究Ⅰ   2 

経営組織論研究Ⅱ   2 

マーケティング戦略論特講Ⅰ   2 

マーケティング戦略論特講Ⅱ   2 

マーケティング戦略論研究Ⅰ   2 

マーケティング戦略論研究Ⅱ   2 

経済・経営倫理特講Ⅰ   2 
経済・経営倫理特講Ⅱ   2 
経済・経営倫理研究Ⅰ   2 
経済・経営倫理研究Ⅱ   2 
国際経営論特講Ⅰ   2 
国際経営論特講Ⅱ   2 
国際経営論研究Ⅰ   2 
国際経営論研究Ⅱ   2 
経営科学特講Ⅰ   2 
経営科学特講Ⅱ   2 
経営科学研究Ⅰ   2 
経営科学研究Ⅱ   2 
消費者行動論特講Ⅰ   2 
消費者行動論特講Ⅱ   2 
消費者行動論研究Ⅰ   2 
消費者行動論研究Ⅱ   2 
インターネット・マーケティング特講Ⅰ   2 
インターネット・マーケティング特講Ⅱ   2 
インターネット・マーケティング研究Ⅰ   2 
インターネット・マーケティング研究Ⅱ   2 
製品開発論特講Ⅰ   2 
製品開発論特講Ⅱ   2 
製品開発論研究Ⅰ   2 
製品開発論研究Ⅱ   2 
（他）カーボンマネジメント論   2 
 

 

３．履修上の注意 

１）修了要件に必要な 30 単位以上を修得し，指導教員の指導のもとに修士論文を作成・提出することが必要である。 

２）同一名の授業科目の単位を重複して取得しても，修了に必要な単位として算入できるのは，1 科目分のみである。 

３）各教員が特講と研究を開講しているが，研究は特講を修得した者が履修できることとする。 

４）研究指導については，毎学期，履修すること。 
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４．開講科目一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

※＊：非常勤教員
備考 

P164参照 春 論文演習Ⅰ 2 経営学専攻各指導教員 Ｍ１対象 

P164参照 秋 論文演習Ⅱ 2 経営学専攻各指導教員 Ｍ１対象 

P164参照 春 論文演習Ⅲ 2 経営学専攻各指導教員 Ｍ２対象 

P164参照 秋 論文演習Ⅳ 2 経営学専攻各指導教員 Ｍ２対象 

MEMG7010 春 財務会計論特講Ⅰ 2 西 澤  茂 「財務会計論研究Ⅰ」と合併 

MEMG7030 春 財務会計論研究Ⅰ 2 西 澤  茂 「財務会計論特講Ⅰ」と合併 

MEMG7050 春 会計学特講Ⅰ 2 上 妻 義 直 「会計学研究Ⅰ」と合併 

MEMG7070 春 会計学研究Ⅰ 2 上 妻 義 直 「会計学特講Ⅰ」と合併 

MEMG7090 春 管理会計論特講Ⅰ 2 菊 井 髙 昭 「管理会計論研究Ⅰ」と合併 

MEMG7110 春 管理会計論研究Ⅰ 2 菊 井 髙 昭 「管理会計論特講Ⅰ」と合併 

MEMG7170 春 経営財務論特講Ⅰ 2 石 井 昌 宏 「経営財務論研究Ⅰ」と合併 

MEMG7190 春 経営財務論研究Ⅰ 2 石 井 昌 宏 「経営財務論特講Ⅰ」と合併 

MEMG7210 春 経営管理論特講Ⅰ 2 山 田 幸 三 「経営管理論研究Ⅰ」と合併 

MEMG7230 春 経営管理論研究Ⅰ 2 山 田 幸 三 「経営管理論特講Ⅰ」と合併 

MEMG7250 春 経営戦略論特講Ⅰ 2 網 倉 久 永 「経営戦略論研究Ⅰ」と合併 

MEMG7270 春 経営戦略論研究Ⅰ 2 網 倉 久 永 「経営戦略論特講Ⅰ」と合併 

MEMG7290 春 人事管理論特講Ⅰ 2 細 萱 伸 子 「人事管理論研究Ⅰ」と合併 

MEMG7310 春 人事管理論研究Ⅰ 2 細 萱 伸 子 「人事管理論特講Ⅰ」と合併 

MEMG7330 春 経営組織論特講Ⅰ 2 小 林 順 治 「経営組織論研究Ⅰ」と合併 

MEMG7350 春 経営組織論研究Ⅰ 2 小 林 順 治 「経営組織論特講Ⅰ」と合併 

MEMG7380 春 経済・経営倫理特講Ⅱ 2 ﾌﾟﾃﾝｶﾗﾑ ｼﾞｮﾝｼﾞｮｾﾌ 「経済・経営倫理研究Ⅱ」と合併，隔年開講 

MEMG7400 春 経済・経営倫理研究Ⅱ 2 ﾌﾟﾃﾝｶﾗﾑ ｼﾞｮﾝｼﾞｮｾﾌ 「経済・経営倫理特講Ⅱ」と合併，隔年開講 

MEMG7410 春 国際経営論特講Ⅰ 2 竹之内 秀 行 「国際経営論研究Ⅰ」と合併 

MEMG7430 春 国際経営論研究Ⅰ 2 竹之内 秀 行 「国際経営論特講Ⅰ」と合併 

MEMG7450 春 経営科学特講Ⅰ 2 荒 木  勉 「経営科学研究Ⅰ」と合併 

MEMG7470 春 経営科学研究Ⅰ 2 荒 木  勉 「経営科学特講Ⅰ」と合併 

MEMG7530 春 消費者行動論特講Ⅰ 2 杉 本 徹 雄 「消費者行動論研究Ⅰ」と合併 

MEMG7550 春 消費者行動論研究Ⅰ 2 杉 本 徹 雄 「消費者行動論特講Ⅰ」と合併 

MEMG7610 春 マーケティング戦略論特講Ⅰ 2 杉 谷 陽 子 「マーケティング戦略論研究Ⅰ」と合併 

MEMG7630 春 マーケティング戦略論研究Ⅰ 2 杉 谷 陽 子 「マーケティング戦略論特講Ⅰ」と合併 

MEMG7690 春 インターネット・マーケティング特講Ⅰ 2 新 井 範 子 「インターネット・マーケティング研究Ⅰ」と合併 

MEMG7710 春 インターネット・マーケティング研究Ⅰ 2 新 井 範 子 「インターネット・マーケティング特講Ⅰ」と合併 

MEMG7740 春 製品開発論特講Ⅰ 2 小 阪 玄次郎 「製品開発論研究Ⅰ」と合併 

MEMG7760 春 製品開発論研究Ⅰ 2 小 阪 玄次郎 「製品開発論特講Ⅰ」と合併 

MGGE7440 春 カーボンマネジメント論 2 * 山 本 秀 治 
（他）地球環境学研究科， 

旧「環境認証・審査論」 

MEMG7020 秋 財務会計論特講Ⅱ 2 西 澤  茂 「財務会計論研究Ⅱ」と合併 

MEMG7040 秋 財務会計論研究Ⅱ 2 西 澤  茂 「財務会計論特講Ⅱ」と合併 

MEMG7060 秋 環境会計論特講 2 上 妻 義 直 「環境会計論研究」と合併 

MEMG7080 秋 環境会計論研究 2 上 妻 義 直 「環境会計論特講」と合併 

MEMG7100 秋 管理会計論特講Ⅱ 2 菊 井 髙 昭 「管理会計論研究Ⅱ」と合併 

MEMG7120 秋 管理会計論研究Ⅱ 2 菊 井 髙 昭 「管理会計論特講Ⅱ」と合併 

MEMG7180 秋 経営財務論特講Ⅱ 2 石 井 昌 宏 「経営財務論研究Ⅱ」と合併 

MEMG7200 秋 経営財務論研究Ⅱ 2 石 井 昌 宏 「経営財務論特講Ⅱ」と合併 

MEMG7220 秋 経営管理論特講Ⅱ 2 山 田 幸 三 「経営管理論研究Ⅱ」と合併 

MEMG7240 秋 経営管理論研究Ⅱ 2 山 田 幸 三 「経営管理論特講Ⅱ」と合併 

MEMG7300 秋 人事管理論特講Ⅱ 2 細 萱 伸 子 「人事管理論研究Ⅱ」と合併 
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登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

※＊：非常勤教員
備考 

MEMG7320 秋 人事管理論研究Ⅱ 2 細 萱 伸 子 「人事管理論特講Ⅱ」と合併 

MEMG7340 秋 経営組織論特講Ⅱ 2 小 林 順 治 「経営組織論研究Ⅱ」と合併 

MEMG7360 秋 経営組織論研究Ⅱ 2 小 林 順 治 「経営組織論特講Ⅱ」と合併 

MEMG7420 秋 国際経営論特講Ⅱ 2 竹之内 秀 行 「国際経営論研究Ⅱ」と合併 

MEMG7440 秋 国際経営論研究Ⅱ 2 竹之内 秀 行 「国際経営論特講Ⅱ」と合併 

MEMG7460 秋 経営科学特講Ⅱ 2 荒 木  勉 「経営科学研究Ⅱ」と合併 

MEMG7480 秋 経営科学研究Ⅱ 2 荒 木  勉 「経営科学特講Ⅱ」と合併 

MEMG7540 秋 消費者行動論特講Ⅱ 2 杉 本 徹 雄 「消費者行動論研究Ⅱ」と合併 

MEMG7560 秋 消費者行動論研究Ⅱ 2 杉 本 徹 雄 「消費者行動論特講Ⅱ」と合併 

MEMG7620 秋 マーケティング戦略論特講Ⅱ 2 杉 谷 陽 子 「マーケティング戦略論研究Ⅱ」と合併 

MEMG7640 秋 マーケティング戦略論研究Ⅱ 2 杉 谷 陽 子 「マーケティング戦略論特講Ⅱ」と合併 

MEMG7700 秋 インターネット・マーケティング特講Ⅱ 2 新 井 範 子 「インターネット・マーケティング研究Ⅱ」と合併 

MEMG7720 秋 インターネット・マーケティング研究Ⅱ 2 新 井 範 子 「インターネット・マーケティング特講Ⅱ」と合併 

MEMG7750 秋 製品開発論特講Ⅱ 2 小 阪 玄次郎 「製品開発論研究Ⅱ」と合併 

MEMG7770 秋 製品開発論研究Ⅱ 2 小 阪 玄次郎 「製品開発論特講Ⅱ」と合併 

MEMG9010 秋 修士論文 0 経営学専攻各指導教員  

MEMG7260 休講 経営戦略論特講Ⅱ 2 網 倉 久 永 「経営戦略論研究Ⅱ」と合併 

MEMG7280 休講 経営戦略論研究Ⅱ 2 網 倉 久 永 「経営戦略論特講Ⅱ」と合併 

MEMG7370 休講 経済・経営倫理特講Ⅰ 2 ﾌﾟﾃﾝｶﾗﾑ ｼﾞｮﾝｼﾞｮｾﾌ 「経済・経営倫理研究Ⅰ」と合併，隔年開講 

MEMG7390 休講 経済・経営倫理研究Ⅰ 2 ﾌﾟﾃﾝｶﾗﾑ ｼﾞｮﾝｼﾞｮｾﾌ 「経済・経営倫理特講Ⅰ」と合併，隔年開講 
 
 

 

論文演習（Ⅰ～Ⅳ） 登録コード一覧 

 

論文演習Ⅰ 

Ｍ１／春 

論文演習Ⅱ 

Ｍ１／秋 

論文演習Ⅲ 

Ｍ２／春 

論文演習Ⅳ 

Ｍ２／秋 

科目名・対象／ 

開講期 

指導教員 登録コード 登録コード 登録コード 登録コード 

網 倉 久 永 MEMG1100 MEMG7850（休講） MEMG7890 MEMG7930（休講） 

新 井 範 子 MEMG1101 MEMG7851 MEMG7891 MEMG7931 

荒 木   勉 MEMG1102 MEMG7852 MEMG7892 MEMG7932 

細 萱 伸 子 MEMG1103 MEMG7853 MEMG7893 MEMG7933 

石 井 昌 宏 MEMG1104 MEMG7854 MEMG7894 MEMG7934 

菊 井 髙 昭 MEMG1105 MEMG7855 MEMG7895 MEMG7935 

小 林 順 治 MEMG1106 MEMG7856 MEMG7896 MEMG7936 

上 妻 義 直 MEMG1107 MEMG7857 MEMG7897 MEMG7937 

西 澤   茂 MEMG1108 MEMG7858 MEMG7898 MEMG7938 

杉 本 徹 雄 MEMG1109 MEMG7859 MEMG7899 MEMG7939 

杉 谷 陽 子 MEMG1110 MEMG7860 MEMG7900 MEMG7940 

竹之内 秀行 MEMG1111 MEMG7861 MEMG7901 MEMG7941 

山 田 幸 三 MEMG1112 MEMG7862 MEMG7902 MEMG7942 

小阪 玄次郎 MEMG1113 MEMG7863 MEMG7903 MEMG7943 
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５．研究指導一覧表 

 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 担当教員名 備考 

下記参照 春 研究指導 経営学専攻各指導教員  

下記参照 秋 研究指導 経営学専攻各指導教員  
 

 

研究指導 登録コード一覧 

 

開講期 
指導教員 

春学期 秋学期 

網 倉 久 永 MEMG1211 MEMG1212 

新 井 範 子 MEMG1221 MEMG1222 

荒 木   勉 MEMG1231 MEMG1232 

細 萱 伸 子 MEMG1241 MEMG1242 

石 井 昌 宏 MEMG1251 MEMG1252 

菊 井 髙 昭 MEMG1261 MEMG1262 

小 林 順 治 MEMG1271 MEMG1272 

上 妻 義 直 MEMG1281 MEMG1282 

西 澤   茂 MEMG1291 MEMG1292 

杉 本 徹 雄 MEMG1301 MEMG1302 

杉 谷 陽 子 MEMG1311 MEMG1312 

竹之内 秀行 MEMG1321 MEMG1322 

山 田 幸 三 MEMG1331 MEMG1332 

小阪 玄次郎 MEMG1341 MEMG1342 
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数    

‣ 必修科目    

‣ 選択科目    

研究指導（必修）   【10年次生以前】単位なし，修業年限3年を満たすまでは，

毎学期履修すること 

【11年次生以降】単位なし，修業年限にかかわらず，在学

中は毎学期履修すること 

博士論文   必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること 

 

２．履修上の注意 

 指導教員の研究指導を受け，博士論文を作成・提出することが必要である。 

 研究指導について 

【10 年次生以前】修業年限 3 年を満たすまでは毎学期（春・秋）履修登録すること。なお 2010 年度以前開講の研

究指導については，毎年（通年）履修登録すること。 

【11 年次生以降】在学期間中は研究指導を毎学期（春・秋）履修登録すること。 

 

３．開講科目一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 備考 

下記参照 春 研究指導 0 経済学専攻各指導教員  

下記参照 秋 研究指導 0 経済学専攻各指導教員  
 

研究指導 登録コード一覧 

開講期 
指導教員 

春学期 秋学期 

網 倉 久 永 DEMG3011 DEMG3012 

新 井 範 子 DEMG3021 DEMG3022 

荒 木   勉 DEMG3031 DEMG3032 

細 萱 伸 子 DEMG3041 DEMG3042 

石 井 昌 宏 DEMG3051 DEMG3052 

菊 井 高 昭 DEMG3061 DEMG3062 

小 林 順 治 DEMG3071 DEMG3072 

上 妻 義 直 DEMG3081 DEMG3082 

西 澤   茂 DEMG3091 DEMG3092 

杉 本 徹 雄 DEMG3101 DEMG3102 

杉 谷 陽 子 DEMG3111 DEMG3112 

竹之内 秀行 DEMG3121 DEMG3122 

山 田 幸 三 DEMG3131 DEMG3132 

小阪 玄次郎 DEMG3141 DEMG3142 
 

経営学専攻  博士後期課程 
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   
‣ 選択必修科目 12   
┗統辞論基礎 4  12年次生以前については「統語論基礎」 

┗意味論基礎 4   
┗音声学・音韻論基礎 4   

‣ 選択科目 18   
┗自専攻自コース科目    
┗自専攻他コース科目    

研究指導(必修)   単位なし，2年次以降に毎学期履修すること 

修士論文   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論

文登録をすること） 

 

２．授業科目の編成・単位 

 
単 位 数 

科 目 名 必
修 

選
必

選
択

＜一般言語学＞ 

統辞論基礎  4  

意味論基礎  4  

音声学・音韻論基礎  4  

理論言語学Ａ   4

理論言語学Ｂ-１   2

理論言語学Ｂ-２   2

理論言語学Ｃ   4

実験音声学特講・演習Ⅰ-Ａ   2

実験音声学特講・演習Ⅰ-Ｂ   2

実験音声学特講・演習Ⅱ-Ａ   2

実験音声学特講・演習Ⅱ-Ｂ   2

文法理論   4

意味論1   2

意味論2   2

Psycholinguistics ※注1   4

コーパス言語学1   2

コーパス言語学2   2

Sociolinguistics ※注1   4

日本語言語学Ａ（現代日本語構造論）   4

日本語言語学Ｂ（日本語学特講）   4

言語学特殊講義Ａ（GB概説）   4

言語学特殊講義Ｂ－1（音韻論と言語障害）   2

言語学特殊講義Ｂ－2（音韻論と言語障害）   2
 

 
単 位 数 

科 目 名 必
修

選
必

選
択

言語学特殊講義Ｃ（生物言語学の展開）   4

現代言語学諸問題Ａ（音韻論）   4

現代言語学諸問題Ｂ（文法理論）   4

現代言語学諸問題Ｃ（日本語言語学）   4

現代言語学諸問題Ｄ（意味論）   4

＜応用言語学＞ 

実験統計法1   2

実験統計法2   2

Second Language Acquisition（English）※注1   4

言語テスティング1   2

言語テスティング2   2

TEFL Methodology ※注1   4

日本語教授法演習   4

Applied Linguistics（Focus on Form）※注1   4

Bilingual Education ※注1   4

フランス語教授法1   2

フランス語教授法2   2

第二言語習得研究（日本語）   4

日本語教授法特講   4

談話研究   4

中間言語語用論   4

Semantics and Vocabulary Learning ※注1   2

Affective Factors in TESOL ※注1   2

Sociocultural Theory & SLA ※注1   2
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単 位 数 

科 目 名 必
修 

選
必

選
択

Qualitative Research Methods ※注1   2

Language and Power ※注1   2

World Englishes ※注1   4

外国語教育評価入門   2

Academic Writing Theory and Praxis 1 ※注1   2

Academic Writing Theory and Praxis 2 ※注1   2

Classroom Discourse ※注1   2

Intercultural Interaction ※注1   2

Analyzing Spoken Data ※注1   2

日本語教育文法Ⅰ   2

日本語教育文法Ⅱ   2

日本語教授法（中上級）   2

教材・教具論   2

日本語音声学   2

日本語評価法   2

＜個別外国語研究＞ 

英語史   2

ドイツ語意味論1   2

ドイツ語意味論2   2

ドイツ語統語論1   2

ドイツ語統語論2   2

ドイツ語文体論1   2

ドイツ語文体論2   2

ドイツ語音韻論1   2

ドイツ語音韻論2   2

ドイツ語教育1   2

ドイツ語教育2   2

フランス語文法論1   2

フランス語文法論2   2

フランス語文体論1   2

フランス語文体論2   2

フランス語：文体から意味へ1   2

フランス語：文体から意味へ2   2

フランス語通訳論1   2

フランス語通訳論2   2

イスパニア語史1   2

イスパニア語史2   2

イスパニア語文法論1   2
 

 
単 位 数 

科 目 名 必
修

選
必

選
択

イスパニア語文法論2   2

イスパニア語のバリエーション1 

（言語データ処理の技法） 
  2

イスパニア語のバリエーション2 

（言語データ処理の技法） 
  2

イスパニア語研究1   2

イスパニア語研究2   2

イスパニア語応用言語学1   2

イスパニア語応用言語学2   2

ロシア語史1   2

ロシア語史2   2

ロシア語文法論1   2

ロシア語文法論2   2

ロシア語翻訳論1   2

ロシア語翻訳論2   2

ロシア語文体論1   2

ロシア語文体論2   2

ロシア語統語論1   2

ロシア語統語論2   2

ポルトガル語の拡がりと変異1   2

ポルトガル語の拡がりと変異2   2

ポルトガル語文法論1   2

ポルトガル語文法論2   2

ポルトガル語比較文体論1   2

ポルトガル語比較文体論2   2

ポルトガル語翻訳論1   2

ポルトガル語翻訳論2   2

ポルトガル語史1   2

ポルトガル語史2   2

日本語研究Ａ－1   2

日本語研究Ａ－2   2

日本語研究Ｂ－1   2

日本語研究Ｂ－2   2

＜個別言語学特殊講義＞ 

音韻論特講1   2

音韻論特講2   2

文法理論演習   4

意味論演習   4
 

※注1：英語教授法コース（TESOL）開講科目。 
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３．履修上の注意 

１）選択必修の 3科目を含め，30単位以上を履修すること。 

 なお，選択必修科目（「統辞論基礎」「意味論基礎」「音声学・音韻論基礎」）は，修了要件上の必修科目であり，

入学 1年次に履修することが望ましい。12 年次生以前で「統語論基礎」を未修得の者は，「統辞論基礎」を履修す

ること。 

２）1年次終了までに指導教員を決め，履修計画および修士論文の作成に対する指導を受けること。 

３）2年次春学期に「修士論文計画案」を提出し，論文審査委員（主査1名，副査2名以上）による面接を受けること。 

 その結果を受けて，論文の作成にかかり，所定の期限に提出後，学位論文審査を受けること。 

 

■学部開講関連科目一覧（参考） 

授 業 科 目 名 
担 当 者 

＊：非常勤教員 
開講学科等 

 言語処理入門 RUIZ TINOCO Antonio 外国語学部 
 日本語史1 本  橋  辰  至 外国語学部 

 日本語史2 本  橋  辰  至 外国語学部 

 言語学特殊講義1（ロマンス語研究） ＊ 小  川  定  義 外国語学部 

 言語学特殊講義2（ロマンス語研究） ＊ 小  川  定  義 外国語学部 

 日本語教育入門1 清  水  崇  文 外国語学部 

 日本語教育入門2 清  水  崇  文 外国語学部 

 日本語教育学A（文法）1 村  田  水  恵 外国語学部 

 日本語教育学A（文法）2 村  田  水  恵 外国語学部 

 日本語教育学B（言語習得）1 小  柳  か お る 外国語学部 

 日本語教育学B（言語習得）2 小  柳  か お る 外国語学部 

 日本語教育学C（社会言語学）1   清  水   崇  文 外国語学部 

 日本語教育学C（社会言語学）2   清  水   崇  文 外国語学部 

 日本語教授法A（初級）1 坂  本  惠  美 外国語学部 

 日本語教授法A（初級）2 坂  本  惠  美 外国語学部 

 日本語教授法B（中上級）1 峯     布 由 紀 外国語学部 

 日本語教授法B（中上級）2 峯     布 由 紀 外国語学部 

 日本語教授法C（技能別）1 小  柳  か お る 外国語学部 

 日本語教授法C（技能別）2 小  柳  か お る 外国語学部 

 ヨーロッパの社会と言語A 木村 護郎クリストフ 外国語学部 

 ヨーロッパの社会と言語B ＊ 古  石  篤  子 外国語学部 

 ヨーロッパ言語社会論 木村 護郎クリストフ 外国語学部 

 フランス語圏の社会と言語 ＊ 古  石  篤  子 外国語学部 

※科目の詳細（開講期，曜日，時限等）については，学部のLoyolaの「時間割表」および「履修要覧」で確認すること。 

※上記の科目は，履修することは可能だが，修了要件に算入することは出来ない。 

 

４．開講科目一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 
※（他）：他専攻教員
   ＊ ：非常勤教員

備考 

MFLG6040 春 統辞論基礎 4 福 井 直 樹 （注１） 

MFLG6030 春 音声学・音韻論基礎 4 篠 原 茂 子 前期課程対象 

MFLG7040 春 実験音声学特講・演習Ⅰ-Ａ 2 * 田  嶋 圭 一  

MFLG7060 春 実験音声学特講・演習Ⅱ-Ａ 2 * 藤 本 雅 子  

MFLG7190 春 意味論1 2 * 中 村 嗣 郎 隔年開講 

MFLG7110 春 コーパス言語学2 2 RUIZ TINOCO Antonio  

MFLG7140 春 言語学特殊講義Ａ（ＧＢ概説） 4 * 石 井   透  

MFLG7170 春 
言語学特殊講義Ｂ-1 

（音韻論と言語障害） 
2 * 都 田 青 子 前期課程対象 

８

外
国
語
学
研
究
科

言
語
学
専
攻
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登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 
※（他）：他専攻教員
   ＊ ：非常勤教員

備考 

MFLG7230 春 現代言語学諸問題Ｃ（日本語言語学） 4 加 藤 孝 臣  

MFLG7270 春 実験統計法1 2 笠 島 準 一  

MFLG7290 春 言語テスティング1 2 笠 島 準 一  

MFLG7310 春 日本語教授法演習 4 清 水 崇 文  

MFLG7320 春 フランス語教授法1 2 原 田 早 苗 隔年開講 

MFLG7350 春 日本語教授法特講 4 小 柳 かおる 隔年開講 

MFLG7260 春 外国語教育評価入門 2 渡 部 良 典 隔年開講 

MFLG7380 春 英語史 2 MILWARD Michael 隔年開講 

MFLG7420 春 ドイツ語意味論1 2 髙 橋 由美子  

MFLG7440 春 ドイツ語統語論1 2 高 橋 亮 介  

MFLG7491 春 ドイツ語教育1 2 LIPSKY Angela  

MFLG7500 春 フランス語文法論1 2 TUCHAIS Simon 隔年開講 

MFLG7520 春 フランス語文体論1 2 COUCHOT Hervé 隔年開講 

MFLG7580 春 イスパニア語文法論1 2 RUIZ TINOCO Antonio 隔年開講 

MFLG7620 春 イスパニア語研究1 2 西 村 君 代 隔年開講 

MFLG7640 春 イスパニア語応用言語学1 2 * 上 田 博 人 隔年開講 

MFLG7700 春 ロシア語翻訳論1 2 LATYSHEVA Svetlana 隔年開講 

MFLG7720 春 ロシア語統語論1 2 秋 山 真 一 隔年開講 

MFLG7800 春 ポルトガル語文法論1 2 市之瀬   敦 隔年開講 

MFLG7791 春 ポルトガル語史1 2 * 黒 澤 直 俊  

MFLG7860 春 日本語研究Ａ－1 2 本 橋 辰 至  

MFLG7870 春 日本語研究Ａ－2 2 本 橋 辰 至  

MFLG7960 春 日本語教育文法Ⅰ 2  峯   布由紀 
教育イノベーション・プログラム 

採択科目（注3） 

MFLG7980 春 日本語音声学 2 坂 本 惠 美 
教育イノベーション・プログラム 

採択科目（注3） 

MFLG9311 春 修士論文 0 言語学専攻各指導教員 Ｍ2対象（注2） 

MFLG6020 秋 意味論基礎 4 加 藤 孝 臣 前期課程対象 

MFLG7030 秋 理論言語学Ｃ 4 福 井 直 樹  

MFLG7050 秋 実験音声学特講・演習Ⅰ-Ｂ 2 * 田  嶋 圭 一  

MFLG7070 秋 実験音声学特講・演習Ⅱ-Ｂ 2 * 藤 本 雅 子  

MFLG7200 秋 意味論2 2 * 中 村 嗣 郎 隔年開講 

MFLG7130 秋 日本語言語学Ｂ（日本語学特講） 4 本 橋 辰 至 隔年開講 

MFLG7180 秋 
言語学特殊講義Ｂ-2 

（音韻論と言語障害） 
2 * 都 田 青 子 前期課程対象 

MFLG7280 秋 実験統計法2 2 笠 島 準 一  

MFLG7300 秋 言語テスティング2 2 笠 島 準 一  

MFLG7330 秋 フランス語教授法2 2 原 田 早 苗 隔年開講 

MFLG7340 秋 第二言語習得研究（日本語） 4 小 柳 かおる  

MFLG7370 秋 中間言語語用論 4 清 水 崇 文  

MFLG7430 秋 ドイツ語意味論2 2 髙 橋 由美子  

MFLG7450 秋 ドイツ語統語論2 2 高 橋 亮 介  

MFLG7492 秋 ドイツ語教育2 2 LIPSKY Angela  

MFLG7510 秋 フランス語文法論2 2 TUCHAIS Simon 隔年開講 

MFLG7530 秋 フランス語文体論2 2 COUCHOT Hervé 隔年開講 

MFLG7590 秋 イスパニア語文法論2 2 RUIZ TINOCO Antonio 隔年開講 

MFLG7630 秋 イスパニア語研究2 2 西 村 君 代 隔年開講 

MFLG7650 秋 イスパニア語応用言語学2 2 * 上 田 博 人 隔年開講 

MFLG7710 秋 ロシア語翻訳論2 2 LATYSHEVA Svetlana 隔年開講 

MFLG7730 秋 ロシア語統語論2 2 秋 山 真 一 隔年開講 

８

外
国
語
学
研
究
科

言
語
学
専
攻
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登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 
※（他）：他専攻教員
   ＊ ：非常勤教員

備考 

MFLG7810 秋 ポルトガル語文法論2 2 市之瀬   敦 隔年開講 

MFLG7792 秋 ポルトガル語史２ 2 * 黒 澤 直 俊  

MFLG7940 秋 文法理論演習 4 福 井 直 樹  

MFLG7965 秋 日本語教育文法Ⅱ 2  峯   布由紀 
教育イノベーション・プログラム 

採択科目（注3） 

MFLG7950 秋 日本語教授法（中上級） 2 * ペレラ紫田 奈津子
教育イノベーション・プログラム 

採択科目（注3） 

MFLG7972 秋 教材・教具論 2 * ペレラ紫田 奈津子
教育イノベーション・プログラム 

採択科目（注3） 

MFLG7970 秋 日本語評価法 2 小 柳 かおる 
教育イノベーション・プログラム 

採択科目（注3） 

MFLG9310 秋 修士論文 0 言語学専攻各指導教員 Ｍ2対象 

MFLG7010 休講 理論言語学Ａ 4   

MFLG7621 休講 理論言語学Ｂ-1 2  旧「理論言語学Ｂ」 

MFLG7622 休講 理論言語学Ｂ-2 2  旧「理論言語学Ｂ」 

MFLG7080 休講 文法理論 4   

MFLG7100 休講 コーパス言語学1 2   

MFLG7120 休講 
日本語言語学Ａ 

（現代日本語構造論） 
4   

MFLG7150 休講 
言語学特殊講義Ｃ 

（生物言語学の展開） 
4  隔年開講 

MFLG7210 休講 現代言語学諸問題Ａ（音韻論） 4   

MFLG7220 休講 現代言語学諸問題Ｂ（文法理論） 4   

MFLG7240 休講 現代言語学諸問題Ｄ（意味論） 4   

MFLG7360 休講 談話研究 4   

MFLG7460 休講 ドイツ語文体論1 2   

MFLG7470 休講 ドイツ語文体論2 2   

MFLG7480 休講 ドイツ語音韻論1 2   

MFLG7490 休講 ドイツ語音韻論2 2   

MFLG7531 休講 フランス語：文体から意味へ1 2  隔年開講 

MFLG7532 休講 フランス語：文体から意味へ2 2  隔年開講 

MFLG7542 休講 フランス語通訳論1 2  隔年開講 

MFLG7543 休講 フランス語通訳論2 2  隔年開講 

MFLG7560 休講 イスパニア語史1 2  隔年開講 

MFLG7570 休講 イスパニア語史2 2  隔年開講 

MFLG7600 休講 
イスパニア語のバリエーション1

（言語データ処理の技法） 
2   

隔年開講，旧「イスパニア語のバリエー

ション１」 

MFLG7610 休講 
イスパニア語のバリエーション2

（言語データ処理の技法） 
2  

隔年開講，旧「イスパニア語のバリエー

ション２」 

MFLG7660 休講 ロシア語史1 2  隔年開講 

MFLG7670 休講 ロシア語史2 2  隔年開講 

MFLG7680 休講 ロシア語文法論1 2  隔年開講 

MFLG7690 休講 ロシア語文法論2 2  隔年開講 

MFLG7740 休講 ロシア語文体論1 2  隔年開講 

MFLG7750 休講 ロシア語文体論2 2  隔年開講 

MFLG7760 休講 ポルトガル語の拡がりと変異1 2  隔年開講 

MFLG7770 休講 ポルトガル語の拡がりと変異2 2  隔年開講 

MFLG7820 休講 ポルトガル語比較文体論1 2  隔年開講 

MFLG7830 休講 ポルトガル語比較文体論2 2  隔年開講 

８
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登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 
※（他）：他専攻教員
   ＊ ：非常勤教員

備考 

MFLG7780 休講 ポルトガル語翻訳論1 2   

MFLG7790 休講 ポルトガル語翻訳論2 2   

MFLG7880 休講 日本語研究Ｂ-1 2   

MFLG7890 休講 日本語研究Ｂ-2 2   

MFLG7900 休講 音韻論特講1 2   

MFLG7910 休講 音韻論特講2 2   

MFLG7934 休講 意味論演習 4  旧「意味論演習１」，「同２」 

注1：｢統語論基礎｣は2013年度から｢統辞論基礎｣に科目名を変更した。 

注2：Loyolaに自分で登録することはできないので，登録に際しては学事センターで手続きすること。 

注3：上智らしい教育の推進，教育内容・方法の改善，向上を目的とする「教育イノベーション・プログラム」に採択された時限的に

開講される科目である。 

 

５．研究指導一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 担当教員名 備考 

MFLG1011 春 研究指導 吉 田 研 作  

MFLG1021 春 研究指導 石 川   彰  

MFLG1031 春 研究指導 髙 橋 由美子  

MFLG1051 春 研究指導 笠 島 準 一  

MFLG1061 春 研究指導 BRITTO Francis  

MFLG1091 春 研究指導 RUIZ TINOCO Antonio  

MFLG1101 春 研究指導 福 井 直 樹  

MFLG1121 春 研究指導 渡 部 良 典  

MFLG1131 春 研究指導 井 上 幸 義  

MFLG1141 春 研究指導 市之瀬   敦  

MFLG1151 春 研究指導 原 田 早 苗  

MFLG1161 春 研究指導 和 泉 伸 一  

MFLG1171 春 研究指導 小 柳 かおる  

MFLG1181 春 研究指導 本 橋 辰 至  

MFLG1191 春 研究指導 NEVES Mauro  

MFLG1211 春 研究指導 新 倉 真矢子  

MFLG1221 春 研究指導 西 村 君 代  

MFLG1231 春 研究指導 坂 本 光 代  

MFLG1241 春 研究指導 清 水 崇 文  

MFLG1251 春 研究指導 篠 原 茂 子  

MFLG1261 春 研究指導 TOIDA Helena  

MFLG1271 春 研究指導 村 田 真 一  

MFLG1281 春 研究指導 水 林   章  

MFLG1291 春 研究指導 COUCHOT Hervé  

MFLG1311 春 研究指導 AMAT Edelmira  

MFLG1321 春 研究指導 FAIRBROTHER Lisa  

MFLG1331 春 研究指導 TUCHAIS Simon  

MFLG1341 春 研究指導 LIPSKY Angela  

MFLG1351 春 研究指導 原   惠 子  

MFLG1361 春 研究指導 原   求 作  

MFLG1371 春 研究指導 福 崎 裕 子  

MFLG1381 春 研究指導 高 橋 亮 介  

MFLG1391 春 研究指導 吉 畑 博 代  

８
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登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 担当教員名 備考 

MFLG1411 春 研究指導 加 藤 孝 臣  

MFLG1012 秋 研究指導 吉 田 研 作  

MFLG1022 秋 研究指導 石 川   彰  

MFLG1032 秋 研究指導 髙 橋 由美子  

MFLG1052 秋 研究指導 笠 島 準 一  

MFLG1062 秋 研究指導 BRITTO Francis  

MFLG1092 秋 研究指導 RUIZ TINOCO Antonio  

MFLG1102 秋 研究指導 福 井 直 樹  

MFLG1122 秋 研究指導 渡 部 良 典  

MFLG1132 秋 研究指導 井 上 幸 義  

MFLG1142 秋 研究指導 市之瀬   敦  

MFLG1152 秋 研究指導 原 田 早 苗  

MFLG1162 秋 研究指導 和 泉 伸 一  

MFLG1172 秋 研究指導 小 柳 かおる  

MFLG1182 秋 研究指導 本 橋 辰 至  

MFLG1192 秋 研究指導 NEVES Mauro  

MFLG1212 秋 研究指導 新 倉 真矢子  

MFLG1222 秋 研究指導 西 村 君 代  

MFLG1232 秋 研究指導 坂 本 光 代  

MFLG1242 秋 研究指導 清 水 崇 文  

MFLG1252 秋 研究指導 篠 原 茂 子  

MFLG1262 秋 研究指導 TOIDA Helena  

MFLG1272 秋 研究指導 村 田 真 一  

MFLG1282 秋 研究指導 水 林   章  

MFLG1292 秋 研究指導 COUCHOT Hervé  

MFLG1312 秋 研究指導 AMAT Edelmira  

MFLG1322 秋 研究指導 FAIRBROTHER Lisa  

MFLG1332 秋 研究指導 TUCHAIS Simon  

MFLG1342 秋 研究指導 LIPSKY Angela  

MFLG1352 秋 研究指導 原   惠 子  

MFLG1362 秋 研究指導 原   求 作  

MFLG1372 秋 研究指導 福 崎 裕 子  

MFLG1382 秋 研究指導 高 橋 亮 介  

MFLG1392 秋 研究指導 吉 畑 博 代  

MFLG1412 秋 研究指導 加 藤 孝 臣  
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   
‣ 必修科目 6   
┗言語聴覚障害学特論 2   
┗言語聴覚障害研究法Ｂ 

（実験計画法） 
2   

┗言語聴覚障害研究法Ｄ 

（文献講読） 
2   

‣ 選択必修科目 2  
「コミュニケーション科学研究法Ａ」「同Ｂ」のうち，1科

目は必ず履修すること 
‣ 選択科目 22   
┗自専攻自コース科目    
┗自専攻他コース科目    

研究指導(必修)   単位なし，2年次以降に毎学期履修すること 

修士論文   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論

文登録をすること） 
 

２．授業科目の編成・単位 

 
単 位 数 

科 目 名 必
修 

選
必

選
択

言語聴覚障害学特論 2   

失語・高次脳機能障害学特論Ａ   2

失語・高次脳機能障害学特論Ｂ   2

聴覚障害学特論Ａ   2

聴覚障害学特論Ｂ   2

聴覚障害学特論Ｃ（補聴器）   2

聴覚障害学特論Ｄ（人工内耳）   2

小児言語発達学特論   2

言語聴覚学特論Ａ（成人のコミュニケーション障害）   2

言語聴覚学特論Ｂ（小児のコミュニケーション障害）   2

言語聴覚障害研究法Ａ（心理統計）   2

言語聴覚障害研究法Ｂ（実験計画法） 2   

言語聴覚障害研究法Ｃ（データ分析）   2

言語聴覚障害研究法Ｄ（文献講読） 2   

コミュニケーション障害分析法Ａ 

（治療診断学・成人） 
  2

コミュニケーション障害分析法Ｂ 

（治療診断学・小児） 
  2

言語障害研究特殊講義Ａ（機能性構音障害）   2

言語障害研究特殊講義Ｂ（器質性構音障害）   2

言語障害研究特殊講義Ｃ（発声発語の生理学）   2

言語障害研究特殊講義Ｄ（音声障害）   2
 

 
単 位 数 

科 目 名 必
修

選
必

選
択

言語障害研究特殊講義Ｅ（吃音）   2

言語障害研究特殊講義Ｆ（学習障害）   2

言語障害研究特殊講義Ｇ 

（成人の運動性構音障害・摂食・嚥下障害） 
  2

言語障害研究特殊講義Ｈ 

（小児の運動性構音障害・摂食・嚥下障害） 
  2

臨床医学特論Ａ（神経内科学）   2

臨床医学特論Ｂ 

（精神医学・リハビリテーション医学・

コミュニケーション障害と心理臨床） 

  2

臨床医学特論Ｃ 

（耳科学・形成外科学・歯科口腔外科学） 
  2

臨床医学特論Ｄ（神経系の基礎と病態・内科学）   2

臨床医学特論Ｅ（発達障害医学・脳性麻痺）   2

言語聴覚病理学特論 

（医学概論・解剖学・生理学・病理学） 
  2

高脳機能障害学演習Ａ   2

高次脳機能障害学演習Ｂ   2

言語発達障害学演習Ａ   2

言語発達障害学演習Ｂ   2

聴覚障害学演習Ａ   2

聴覚障害学演習Ｂ   2
 

言語学専攻  博士前期課程  言語聴覚研究コース 
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単 位 数 

科 目 名 必
修 

選
必

選
択

発声発語障害学演習Ａ   2

発声発語障害学演習Ｂ   2

発声発語障害学演習Ｃ   2

発声発語障害学演習Ｄ   2

コミュニケーション科学研究法Ａ  2  

コミュニケーション科学研究法Ｂ  2  

統辞論基礎 ※注2   4

意味論基礎 ※注2   4

音声学・音韻論基礎 ※注2   4

実験音声学特講・演習Ⅰ－Ａ ※注2   2

実験音声学特講・演習Ⅰ－Ｂ ※注2   2

実験音声学特講・演習Ⅱ－Ａ ※注2   2
 

 
単 位 数 科 目 名 

※（他）：他専攻開講科目 必
修

選
必

選
択

実験音声学特講・演習Ⅱ－Ｂ ※注2   2

Psycholinguistics ※注3   4

Second Language Acquisition（English）※注3   4

（他）心理測定学特殊研究Ⅰ ※注1   2

（他）心理測定学特殊研究Ⅱ ※注1   2

（他）認知心理学特殊研究Ⅰ ※注1   2

（他）認知心理学特殊研究Ⅱ ※注1   2

（他）生理心理学特殊研究Ⅰ ※注1   2

（他）生理心理学特殊研究Ⅱ ※注1   2

（他）発達心理学特殊研究Ⅰ ※注1   2

（他）発達心理学特殊研究Ⅱ ※注1   2
 

※注1：心理学専攻開講科目。 

※注2：言語学専攻開講科目。 

※注3：英語教授法コース（TESOL）開講科目。 

 

３．履修上の注意 

１）必修科目の 3科目と，選択必修科目のうち，どちらか 1科目を含む，30単位以上を履修すること。言語聴覚士国

家試験の受験資格の取得を希望する場合は，在籍期間中に，厚生労働大臣の指定する科目（平成 10 年 8月厚生省

告示 227号）を履修すること。 

２）1年次終了までに指導教員を決め，履修計画及び，修士論文の作成に対する指導を受けること。 

３）2年次春学期に「修士論文計画書」を提出し，論文審査委員（主査1名，副査2名以上）による面接を受けること。

その結果を受けて，論文の作成にかかり，所定の期限に提出後，学位論文審査を受けること。 

 

■学部開講関連科目一覧（参考） 

授 業 科 目 名 
担 当 者 

＊：非常勤教員 
開講学科等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

休 

休 

 

 

 

 

 

 

 

 

言語学概論1 

言語学概論2 

言語聴覚障害学概論 

言語聴覚障害学特殊講義Ａ（失語症） 

言語聴覚障害学特殊講義Ｂ（言語発達遅滞）

学習心理学Ⅰ 

発達心理学Ⅰ 

発達心理学Ⅱ 

認知心理学Ⅰ 

認知心理学Ⅱ 

人格心理学Ⅰ 

人格心理学Ⅱ 

カウンセリング概論Ⅰ 

カウンセリング概論Ⅱ 

社会福祉概論 

社会福祉原論 

社会保障論Ⅰ 

精神保健福祉論 

障害者福祉論Ⅰ 

障害者福祉論Ⅱ 

加  藤  孝  臣

加 藤 孝 臣

吉 畑 ・ 原 他

吉  畑  博  代

原・＊石田・＊青木

廣  瀬  英  子

荻  野  美 佐 子

荻  野  美 佐 子

道  又    爾

道  又    爾

吉  村    聡

吉  村    聡

クスマノ・ジェリー

クスマノ・ジェリー

栃  本  一 三 郎

栃  本  一 三 郎

大  塚    晃

藤  井  達  也

大  塚    晃

大  塚    晃

外国語学部 

外国語学部 

外国語学部 

外国語学部 

外国語学部 

心理学科（注1） 

心理学科（注1） 

心理学科（注1） 

心理学科（注1） 

心理学科（注1） 

心理学科 

心理学科 

心理学科（注1） 

心理学科（注1） 

社会福祉学科 

社会福祉学科 

社会福祉学科 

社会福祉学科 

社会福祉学科 

社会福祉学科 
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（注1）これらの科目は抽選科目なので大学院生はLoyolaからエントリーできない。履修希望者は初回の授業開始前に学事センターに

て登録用紙を受領し，登録の手続を確認すること。 

※科目の詳細（開講期，曜日，時限等）については，学部のLoyolaの「時間割表」および「履修要覧」で確認すること。 

※上記の科目は，履修することは可能だが，修了要件に算入することはできない。 

 

４．開講科目一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単 
位 
数 

担当教員名 
※（他）：他専攻教員
 * ：非常勤教員

備考 

MFLC1010 春 言語聴覚障害学特論 2 原   惠 子 Ｍ1対象 

MFLC6010 春 コミュニケーション科学研究法Ａ 2 吉 畑 博 代 Ｍ2対象 

MFLC6020 春 コミュニケーション科学研究法Ｂ 2 原   惠 子 Ｍ2対象 

MFLC7010 春 失語・高次脳機能障害学特論Ａ 2 吉 畑 博 代  

MFLC7040 春 聴覚障害学特論Ｂ 2 * 進 藤 美津子 隔年開講 

MFLC7080 春 
言語聴覚障害研究法Ａ 

（心理統計） 
2 * 山 本 崇 博  

MFLC7120 春 
言語障害研究特殊講義Ａ 

（機能性構音障害） 
2 * 加 藤 正 子  

MFLC7170 春 高次脳機能障害学演習Ａ 2 吉 畑 博 代 言語聴覚研究コースの学生のみ履修可 

MFLC7190 春 言語発達障害学演習Ａ 2 原   惠 子 言語聴覚研究コースの学生のみ履修可 

MFLC7210 春 聴覚障害学演習Ａ 2 * 進 藤 美津子 言語聴覚研究コースの学生のみ履修可 

MFLC7230 春 発声発語障害学演習Ａ 2 * 田 中 真 理 
集中実習を含む，言語聴覚研究コース

の学生のみ履修可 

MFLC7250 春 発声発語障害学演習Ｃ 2 * 織 田 千 尋 言語聴覚研究コースの学生のみ履修可 

MFLC7041 春 聴覚障害学特論Ｃ（補聴器） 2 * 中 川 辰 雄 隔年開講，春学期集中 

MFLC7141 春 言語障害研究特殊講義Ｅ（吃音） 2 * 坂 田 善 政 隔年開講，春学期集中 

MFLC7151 春 
言語障害研究特殊講義Ｈ(小児の 

運動性構音障害・摂食・嚥下障害）
2 * 高 見 葉 津 隔年開講，春学期集中 

MFLC7161 春 
臨床医学特論Ｃ（耳科学・形

成外科学・歯科口腔外科学）
2 

* 小 林 一 女 

* 大久保 文 雄 

* 石 井 宏 昭 

隔年開講，輪講，春学期集中 

MFLC7165 春 
臨床医学特論Ｄ（神経系の基

礎と病態・内科学） 
2 

* 岡 田 大 助 

* 吉 澤 浩 志 

* 豊 島 裕 子 

隔年開講，輪講，春学期集中 

MFLC7166 春 
臨床医学特論Ｅ 

(発達障害医学・脳性麻痺) 
2 

* 落 合 幸 勝 

* 栗 原 亞 紀 
隔年開講，輪講，春学期集中 

MFLC7164 春 
言語聴覚病理学特論(医学概論・

解剖学・生理学・病理学) 
2 

* 木 村 直 史 

* 羽 野   寛 

* 柳 澤 裕 之 

* 橋 本 尚 詞 

隔年開講，輪講，春学期集中 

MFLC1020 秋 
言語聴覚障害研究法Ｂ 

(実験計画法) 
2 吉 畑 博 代 Ｍ1対象 

MFLC7020 秋 失語・高次脳機能障害学特論Ｂ 2 
コーディネータ 

吉 畑 博 代 
輪講，一部集中 

MFLC7052 秋 小児言語発達学特論 2 原   惠 子 隔年開講 

MFLC7060 秋 
言語聴覚学特論Ａ（成人の 

コミュニケーション障害） 
2 吉 畑 博 代 Ｍ2対象 

MFLC7070 秋 
言語聴覚学特論Ｂ（小児の 

コミュニケーション障害） 
2 原   惠 子 Ｍ2対象 

MFLC7100 秋 
コミュニケーション障害分析法Ａ

(治療診断学・成人) 
2 吉 畑 博 代 Ｍ1対象 
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登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単 
位 
数 

担当教員名 
※（他）：他専攻教員
 * ：非常勤教員

備考 

MFLC7110 秋 
コミュニケーション障害分析法Ｂ

(治療診断学・小児) 
2 原   惠 子 Ｍ1対象 

MFLC7130 秋 
言語障害研究特殊講義Ｂ 

(器質性構音障害) 
2 

* 加 藤 正 子 

* 山 下 夕香里 
輪講，一部集中 

MFLC7180 秋 高次脳機能障害学演習Ｂ 2 吉 畑 博 代 言語聴覚研究コースの学生のみ履修可 

MFLC7200 秋 言語発達障害学演習Ｂ 2 原   惠 子 言語聴覚研究コースの学生のみ履修可 

MFLC7220 秋 聴覚障害学演習Ｂ 2 * 進 藤 美津子 言語聴覚研究コースの学生のみ履修可 

MFLC7240 秋 発声発語障害学演習Ｂ 2 * 田 中 真 理 
集中実習を含む，言語聴覚研究コース

の学生のみ履修可 

MFLC7260 秋 発声発語障害学演習Ｄ 2 * 西 脇 恵 子 言語聴覚研究コースの学生のみ履修可 

MFLC1030 休講 
言語聴覚障害研究法Ｄ 

（文献講読） 
2  隔年開講 

MFLC7030 休講 聴覚障害学特論Ａ 2  隔年開講 

MFLC7051 休講 聴覚障害学特論Ｄ(人工内耳) 2  隔年開講 

MFLC7090 休講 
言語聴覚障害研究法Ｃ 

(データ分析) 
2  隔年開講 

MFLC7131 休講 
言語障害研究特殊講義Ｃ 

(発声発語の生理学) 
2  隔年開講 

MFLC7132 休講 
言語障害研究特殊講義Ｄ 

（音声障害） 
2  隔年開講 

MFLC7142 休講 
言語障害研究特殊講義Ｆ 

（学習障害） 
2  隔年開講 

MFLC7150 休講 
言語障害研究特殊講義Ｇ(成人の 

運動性構音障害・摂食・嚥下障害)
2  隔年開講 

MFLC7152 休講 臨床医学特論Ａ(神経内科学) 2  隔年開講 

MFLC7153 休講 

臨床医学特論Ｂ(精神医学・リハ

ビリテーション医学・コミュニケ

ーション障害と心理臨床) 

2  隔年開講 

※備考欄で特に記載がない場合は前期課程の学生を対象。 

※修士論文についてはp.171～172参照。 

※研究指導一覧表についてはp.173～174参照。 
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   

‣ 選択必修科目（必修） 8   

┗Introduction to 

Linguistics 
2   

┗Introduction to TEFL in 

Japan 
2   

┗Second Language 

Acquisition（English） 
4   

‣ 選択科目 22   

┗自専攻自コース科目 12   

┗Core Courses 4   

┗Integrative Seminar in 

TESOL 1（Core Topics） 
4   

┗Integrative Seminar in 

TESOL 2（Related Topics） 
4   

┗Special Topics in 

Linguistics 
   

┗自専攻他コース科目    

研究指導(必修)   単位なし，2年次以降に毎学期履修すること 

修士論文   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論文

登録をすること） 

 

２．授業科目の編成・単位 

 
単 位 数 

科 目 名 必
修 

選
必

選
択

＜Core Courses＞ 

Introduction to Linguistics  2  

Introduction to TEFL in Japan  2  

Second Language Acquisition（English）  4  

Teaching Pronunciation   2

Listening and Speaking   2

Reading and Writing   2

Classroom Research   2

Affective Factors in TESOL   2

Semantics and Vocabulary Learning   2

Curriculum and Syllabus Design   2

Materials Development   2

Principles and Practice of CLIL   2

 Academic Writing Theory and Praxis 1   2

Academic Writing Theory and Praxis 2   2
 

 
単 位 数 

科 目 名 必
修

選
必

選
択

＜Integrative Seminar in TESOL 1（Core Topics)＞

Applied Linguistics（Focus on Form）   4

Action Research   4

TEFL Methodology   4

言語テスティング 1 ※注1   2

言語テスティング 2 ※注1   2

Classroom Discourse   2

＜Integrative Seminar in TESOL 2（Related Topics)＞

Bilingual Education   4

Intercultural Interaction   2

Analyzing Spoken Data   2

Psycholinguistics   4

Sociolinguistics   4

Sociocultural Theory & SLA   2

Qualitative Research Methods   2
 

言語学専攻  博士前期課程  英語教授法コース（TESOL） 
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単 位 数 

科 目 名 必
修 

選
必

選
択

Language and Power   2

実験統計法1 ※注1   2

実験統計法2 ※注1   2

第二言語習得研究（日本語） ※注1   4

中間言語語用論 ※注1   4

フランス語教授法1 ※注1   2

フランス語教授法2 ※注1   2

日本語教授法特講 ※注1   4

Theories of Teaching English to Young Children   2

Practicum in Teaching English to 

Children 1 

  
2

Practicum in Teaching English to 

Children 2 

  
2

日本語教育文法Ⅰ ※注1   2

日本語教育文法Ⅱ ※注1   2

※注 1：言語学専攻開講科目。 

 
  

 

単 位 数 
科 目 名 必

修
選
必

選
択

日本語教授法（中上級） ※注1   2

教材・教具論 ※注1   2

日本語音声学 ※注1   2

日本語評価法 ※注1   2

＜Special Topics in Linguistics＞ 

Functional Grammar 1   2

Functional Grammar 2   2

World Englishes   4

音声学・音韻論基礎 ※注1   4

統辞論基礎 ※注1   4

意味論基礎 ※注1   4

談話研究 ※注1   4

コーパス言語学1 ※注1   2

コーパス言語学2 ※注1   2

 

３．履修上の注意 

１）30 単位以上を履修すること。 

 なお，上記 30 単位の中には，次の選択必修科目が含まれていなければいけない。 

 Introduction to Linguistics, Introduction to TEFL in Japan, Second Language Acquisition (English) ，これら 3 科目は，

修了要件上の必修科目であり，1 年次に履修することが望ましい。 

 また，Core Courses から少なくとも 12 単位，Integrative Seminar in TESOL 1 （Core Topics）から少なくとも 4 単位，

Integrative Seminar in TESOL 2 （Related Topics）から少なくとも 4 単位履修すること。 

２）1 年次終了までに指導教員を決め，履修計画及び，修士論文・プロジェクトの作成に対する指導を受けること。 

３）2 年次春学期に「修士論文計画書」を提出し，論文審査委員（主査1名，副査2名以上）による面接を受けること。

その結果を受けて，論文の作成にかかり，所定の期限に提出後，学位論文審査を受けること。 
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４．開講科目一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 
※（他）：他専攻教員
   ＊ ：非常勤教員

備考 

MFLT6010 春 Introduction to Linguistics 2 藤 田   保 Ｍ1対象 

MFLT6020 春 Introduction to TEFL in Japan 2 渡 部 良 典 Ｍ1対象 

MFLT6041 春 
Second Language Acquisition 

(English） 
4 和 泉 伸 一  

MFLT7040 春 Classroom Research 2 渡 部 良 典  

MFLT7060 春 Semantics & Vocabulary Learning 2 坂 本 光 代   

MFLT7070 春 Curriculum and Syllabus Design 2 渡 部 良 典  

MFLT7260 春 Principles and Practice of CLIL 2 (他)池 田  真  

MFLT7140 春 TEFL Methodology 4 吉 田 研 作  

MFLT7120 春 Analyzing Spoken Data 2 FAIRBROTHER Lisa 隔年開講 

MFLT7180 春 Psycholinguistics 4 吉 田 研 作 隔年開講 

MFLT7230 春 Qualitative Research Methods 2 坂 本 光 代  

MFLT7340 春 
Practicum in Teaching English to 

Children 1 
2 * 狩 野 晶 子  

MFLT7270 春 World Englishes 4 BRITTO Francis 隔年開講 

MFLT7010 秋 Teaching Pronunciation 2 * ERICKSON Donna  

MFLT7020 秋 Listening and Speaking 2 * ERICKSON Donna  

MFLT7030 秋 Reading and Writing 2 渡 部 良 典  

MFLT7250 秋 Materials Development 2 (他)池 田  真  

MFLT7100 秋 Applied Linguistics（Focus on Form） 4 和 泉 伸 一  

MFLT7130 秋 Action Research 4 渡 部 良 典  

MFLT7170 秋 Intercultural Interaction 2 FAIRBROTHER Lisa  

MFLT7200 秋 Sociocultural Theory ＆ SLA 2 坂 本 光 代  

MFLT7240 秋 Language and Power 2 坂 本 光 代 隔年開講 

MFLT7330 秋 
Theories of Teaching English to 

Young Children 
2 藤 田   保  

MFLT7350 秋 
Practicum in Teaching English to 

Children 2 
2 * 狩 野 晶 子  

MFLT7050 休講 Affective Factors in TESOL 2  隔年開講 

MFLT7300 休講 Academic Writing Theory and Praxis 1 2   

MFLT7310 休講 Academic Writing Theory and Praxis 2 2   

MFLT7150 休講 Classroom Discourse 2  隔年開講 

MFLT7160 休講 Bilingual Education 4  隔年開講 

MFLT7190 休講 Sociolinguistics 4  隔年開講 

MFLT7210 休講 Functional Grammar 1 2   

MFLT7220 休講 Functional Grammar 2 2   

※備考欄で特に記載のない場合は前期課程の学生を対象。 

※修士論文についてはp.171～172参照。 

※研究指導一覧表についてはp.173～174参照。 
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数    
‣ 選択科目    

研究指導（必修）   単位なし，11年次生以降は毎学期，10年次生以前は3年次

までに計2回，履修すること 

※10年度までは「論文指導（単位なし）」 

博士論文   必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること 

 

２．授業科目の編成・単位 

単 位 数 
科 目 名 必

修 
選
必

選
択

コミュニケーション障害特殊講義   2

コミュニケーション障害分析法（治療診断学）   2

 

３．履修上の注意 

１）修了に必要な履修単位数の条件はない。 

２）1年次に指導教員を決め，研究上の指導を受けること。 

 2年次に博士論文資格試験を受験すること。詳細は言語学専攻事務室に問い合わせること。 

３）「研究指導」については，11年次生以降は指導教員の「研究指導」を毎学期履修すること。10年次生以前について

は必ず同一教員の「研究指導」を春学期，秋学期の 1 回ずつ計 2回，3年次までに履修すること。 

４）博士論文提出前に，合計 2 編以上の論文をしかるべき学術雑誌（査読付き）に発表すること。そのうち少なくと

も 1編は単著であること。 

５）博士論文（課程博士）の作成，提出について 

（a）指導教員の指導の下で作成準備にかかり，適当な時期に，論文審査委員会（主査 1 名，副査 2 名以上）を構成

する。 

（b）在学中に論文を提出し，審査を受け，最終試験（公開試問）を受ける。 

なお，2001～2013 年度の入学者については，満期退学後3年以内に論文を提出した場合には，課程博士として

学位論文審査および最終試験を受けることができる特例の適用を受けることができる。本特例の適用を受けよ

うとする者は，「満期退学願」提出時に「課程博士学位論文提出申請書」を提出すること。 

本特例の詳細については，学事センター（学籍・証明書）窓口に問い合わせること。 

また，「論文博士」の提出手続きについても学事センター（学籍・証明書）窓口に問い合わせること。 

６）本修了要件（上記１）～５））は，2003年度入学者から施行する。 

７）2009年度以降に入学し，課程博士の取得を希望する者は専攻事務室で手順書を入手すること。 

 

言語聴覚障害学を専攻する者は以下を参照すること。 

１）修了に必要な履修単位数の条件はない。 

２）1年次に指導教員を決め，研究上の指導を受けること。 

 2年次に博士論文資格試験を受験すること。詳細は言語学専攻事務室に問い合わせること。 

言語学専攻  博士後期課程 
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３）「研究指導」については，11年次生以降は指導教員の「研究指導」を毎学期履修すること。10年次生以前について

は必ず同一教員の「研究指導」を春学期，秋学期の 1 回ずつ計 2回，3年次までに履修すること。 

４）博士論文の提出前に，合計 2 編以上の論文（査読付き。そのうち 1 編以上は英語で書かれたもの）をしかるべき

学術雑誌に発表すること。また，そのうち少なくとも１編は単著であること。 

５）博士論文（課程博士）の作成・提出について 

（ａ）指導教員の指導の下で作成準備にかかり，適当な時期に，論文審査委員会（主査 1名，副査 2名以上）を構成

する。 

（ｂ）在学中に論文を提出し，2回の論文審査に合格した後，最終試験（公開試問）を受ける。 

なお，2001～2013 年度の入学者については，満期退学後3年以内に論文を提出した場合には，博士課程として

学位論文審査および最終試験を受けることができる特例の適用を受けることができる。本特例の適用を受け

ようとする者は，「満期退学願」提出時に「課程博士学位論文提出申請書」を提出すること。 

本特例の詳細については，学事センター（学籍・証明書）窓口に問い合わせること。 

また，「論文博士」の提出手続きについても学事センター（学籍・証明書）窓口に問い合わせること。 

 

４．開講科目一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 備考 

DFLG7010 春 コミュニケーション障害特殊講義 2 吉 畑 博 代 
後期課程の学生で，言語聴覚障害学

を専攻する者のみ履修可 

DFLG7020 秋 
コミュニケーション障害分析法 

（治療診断学） 
2 吉 畑 博 代 

後期課程の学生で，言語聴覚障害学

を専攻する者のみ履修可 

 

５．研究指導一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 担当教員名 備考 

DFLG3051 春 研究指導 吉 田 研 作  

DFLG3071 春 研究指導 石 川   彰  

DFLG3081 春 研究指導 髙 橋 由美子  

DFLG3111 春 研究指導 笠 島 準 一  

DFLG3121 春 研究指導 BRITTO Francis  

DFLG3161 春 研究指導 RUIZ TINOCO Antonio  

DFLG3171 春 研究指導 福 井 直 樹  

DFLG3191 春 研究指導 渡 部 良 典  

DFLG3201 春 研究指導 井 上 幸 義  

DFLG3211 春 研究指導 市之瀬   敦  

DFLG3221 春 研究指導 原 田 早 苗  

DFLG3231 春 研究指導 和 泉 伸 一  

DFLG3241 春 研究指導 小 柳 かおる  

DFLG3251 春 研究指導 本 橋 辰 至  

DFLG3261 春 研究指導 NEVES Mauro  

DFLG3271 春 研究指導 新 倉 真矢子  

DFLG3281 春 研究指導 西 村 君 代  

DFLG3291 春 研究指導 坂 本 光 代  

DFLG3301 春 研究指導 清 水 崇 文  

DFLG3311 春 研究指導 篠 原 茂 子  

DFLG3321 春 研究指導 TOIDA Helena  

DFLG3331 春 研究指導 村 田 真 一  
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登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 担当教員名 備考 

DFLG3341 春 研究指導 水 林   章  

DFLG3351 春 研究指導 COUCHOT Hervé  

DFLG3361 春 研究指導 AMAT Edelmira  

DFLG3371 春 研究指導 FAIRBROTHER Lisa  

DFLG3391 春 研究指導 TUCHAIS Simon  

DFLG3401 春 研究指導 LIPSKY Angela  

DFLG3411 春 研究指導 原   惠 子  

DFLG3421 春 研究指導 原   求 作  

DFLG3431 春 研究指導 福 崎 裕 子  

DFLG3531 春 研究指導 高 橋 亮 介  

DFLG3441 春 研究指導 吉 畑 博 代  

DFLG3451 春 研究指導 加 藤 孝 臣  

DFLG3052 秋 研究指導 吉 田 研 作  

DFLG3072 秋 研究指導 石 川   彰  

DFLG3082 秋 研究指導 髙 橋 由美子  

DFLG3112 秋 研究指導 笠 島 準 一  

DFLG3122 秋 研究指導 BRITTO Francis  

DFLG3162 秋 研究指導 RUIZ TINOCO Antonio  

DFLG3172 秋 研究指導 福 井 直 樹  

DFLG3192 秋 研究指導 渡 部 良 典  

DFLG3202 秋 研究指導 井 上 幸 義  

DFLG3212 秋 研究指導 市之瀬   敦  

DFLG3222 秋 研究指導 原 田 早 苗  

DFLG3232 秋 研究指導 和 泉 伸 一  

DFLG3242 秋 研究指導 小 柳 かおる  

DFLG3252 秋 研究指導 本 橋 辰 至  

DFLG3262 秋 研究指導 NEVES Mauro  

DFLG3272 秋 研究指導 新 倉 真矢子  

DFLG3282 春 研究指導 西 村 君 代  

DFLG3292 秋 研究指導 坂 本 光 代  

DFLG3302 秋 研究指導 清 水 崇 文  

DFLG3312 秋 研究指導 篠 原 茂 子  

DFLG3322 秋 研究指導 TOIDA Helena  

DFLG3332 秋 研究指導 村 田 真 一  

DFLG3342 秋 研究指導 水 林   章  

DFLG3352 秋 研究指導 COUCHOT Hervé  

DFLG3362 秋 研究指導 AMAT Edelmira  

DFLG3372 秋 研究指導 FAIRBROTHER Lisa  

DFLG3392 秋 研究指導 TUCHAIS Simon  

DFLG3402 秋 研究指導 LIPSKY Angela  

DFLG3412 秋 研究指導 原   惠 子  

DFLG3422 秋 研究指導 原   求 作  

DFLG3432 秋 研究指導 福 崎 裕 子  

DFLG3532 秋 研究指導 高 橋 亮 介  

DFLG3442 秋 研究指導 吉 畑 博 代  

DFLG3452 秋 研究指導 加 藤 孝 臣  

※「研究指導」の履修年次は後期課程の1～3年次である。 
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グローバル･スタディーズ研究科 
 

 

 

 

 

＊ グローバル社会専攻のカリキュラムについては、 

  English-taught Graduate Programs 「BULLETIN OF INFORMATION 2014-2015」を参照 
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   

‣ 選択必修科目 30   

┗自専攻科目 20  

┗Ａ群 12または8  

┗Ｂ群 8または12  

Ａ群から12単位・Ｂ群から8単位，Ｂ群から12単位・Ａ群か

ら8単位，いずれかの組み合わせで履修すること 

┗自研究科他専攻科目    

研究指導（必修）   単位なし，毎学期履修すること 

修士論文   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論文

登録をすること） 

 

２．授業科目の編成・単位 

単 位 数 科 目 名 

※(他)：他専攻開講科目 必 
修 

選 
必

選 
択

＜（Ａ）履修群＞ 

平和研究の課題  2  

グローバル・スタディーズの新課題  2  

国際関係論研究1（理論）  2  

国際関係論研究2（思想と行動）  2  

国際政治学研究1  2  

国際政治学研究演習1  2  

国際政治学研究2  2  

国際政治学研究演習2  2  

国際関係論特殊講義  2  

国際関係論演習  2  

国際経済学研究1（理論）  2  

国際経済学研究2（ケース・スタディ）  2  

国際政治経済論研究1（理論）  2  

国際政治経済論研究2（ケース・スタディ）  2  

国際政治史研究1（基礎）  2  

国際政治史研究2（応用）  2  

日本外交研究1  2  

日本外交研究2  2  

グローバル市民社会論研究1（基礎）  2  

グローバル市民社会論研究2（応用）  2  

 中国政治外交研究1  2  

中国政治外交研究2  2  

 国際協力研究1  2  

国際協力研究2  2  
 

単 位 数 科 目 名 

※(他)：他専攻開講科目 必 
修

選 
必

選 
択

アメリカ政治外交演習1  2  

アメリカ政治外交演習2  2  

国際制度論演習1  2  

国際制度論演習2  2  

国連の役割と機能（国連集中研修プログラム）  2  

（他）ナショナリズムとグローバル化Ⅰ ※注1  2  

（他）ナショナリズムとグローバル化Ⅱ ※注1  2  

（他）政治学研究Ⅰ ※注2  2  

（他）政治学研究Ⅱ ※注2  2  

（他）政治学研究Ⅴ ※注2  2  

（他）政治学研究Ⅵ ※注2  2  

＜（Ｂ）履修群＞ 

対外政策研究1  2  

対外政策論文演習1  2  

対外政策研究2  2  

対外政策論文演習2  2  

発展途上国政治経済研究1  2  

発展途上国政治経済研究2  2  

開発経済論研究1  2  

開発経済論研究2  2  

政治社会論研究1  2  

政治社会論研究2  2  

比較政治学研究1  2  

比較政治学研究2  2  

比較社会学研究1（基礎）  2  
 

 

国際関係論専攻  博士前期課程 

９

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
研
究
科

国
際
関
係
論
専
攻



─ 187 ─ 

単 位 数 
科 目 名 必 

修 
選 
必

選 
択

比較社会学研究2（応用）  2  

統計学と国際社会研究1（基礎）  2  

統計学と国際社会論文演習1  2  

統計学と国際社会研究2（応用）  2  

統計学と国際社会論文演習2  2  

国際社会学研究1（基礎）  2  

国際社会学研究2（応用）  2  

国際人口移動研究1（基礎）  2  

国際人口移動研究2（応用）  2  

現代ロシア政治研究1  2  

現代ロシア政治研究2  2  

ロシア政治史研究1  2  

ロシア政治史研究2  2  

ヨーロッパ政治社会論研究1  2  

ヨーロッパ政治社会論研究2  2  

ヨーロッパ比較政治研究1  2  

ヨーロッパ比較政治研究2  2  

現代ロシア経済研究1  2  

現代ロシア経済研究2  2  

体制移行経済研究1  2  

体制移行経済研究2  2  

言語ナショナリズム研究1  2  

言語ナショナリズム研究演習1  2  

言語ナショナリズム研究2  2  

言語ナショナリズム研究演習2  2  

国際教育開発論研究1(理論と方法)  2  

国際教育開発論研究2(実践と評価)  2  
 

 

 

※注 1：社会学専攻開講科目。 

※注 2：法律学専攻開講科目。 

 

 

３．履修上の注意 

 博士前期課程修了要件は，在学中30単位以上を修得し，かつ，修士論文の審査に合格することである。この必要単位

のうち，（Ａ）履修群および（Ｂ）履修群のいずれかから12単位以上，もう一方から8単位以上を修得しなければならな

い。なお，同一科目を二回以上履修した場合，修了単位に含まれるのは一回分に限られる。（Ａ）履修群，（Ｂ）履修群

の分類については「2．授業科目の編成・単位」を参照。 

 大学院学則の規定に従い，本専攻入学以前に国内外の大学院で既に修得した単位を，本専攻修了に必要な単位への認

定を申請することができる（入学前既修得単位認定）。また本専攻在学中に留学先大学院等で修得した単位を，本専攻修

了に必要な単位への換算を申請することができる（単位換算）。いずれの場合も，申請が提出された時点で本専攻にて審

議し認定の可否を判断する。 

単位数は，本学の基準により計算する。認定・換算できる総単位数は 10 単位を上限とする。 

 

 「統計学と国際社会研究 1・2」と「統計学と国際社会研究演習 1・2」は，4 月から 5 月にそれぞれの「1」の授業を行

い，6 月から 7 月に「2」の授業を行うが，履修する学生は 4 月に両方の科目を履修登録すること。「1」の講義の終了後，

単位修得の可否を学事センターに確認し，修得できれば「2」に進み，修得できなかった場合は速やかに学事センターへ行
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き，「2」の科目を削除する手続きをすること。なお，「1」を履修中止する場合，「春学期前半科目履修中止期間」に Loyola

にて手続を行うこと。 

 

 「国連の役割と機能（国連集中研修プログラム）」は秋学期後半にニューヨーク国連本部で集中的に行われる。本科目

の評価には，P（合格）・X（不合格）を使用する。単位認定が翌年度に行われるため，2015 年 3 月修了予定者はプログ

ラムには参加可能だが，単位は認められない。 

 

４．開講科目一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 
※(他)：他専攻教員
  ＊：非常勤教員

備考 

MFIR6010 春 平和研究の課題 2 WESSELS David 隔年開講 

MFIR6050 春 国際政治学研究1 2 納 家 政 嗣 「国際政治学研究演習1」と合併，Ｍ1対象 

MFIR6160 春 国際政治学研究演習1 2 納 家 政 嗣 「国際政治学研究1」と合併，Ｍ2対象 

MFIR6450 春 国際関係論特殊講義 2 * 藤 重 博 美 「国際関係論演習」と合併，Ｍ1対象 

MFIR6460 春 国際関係論演習 2 * 藤 重 博 美 「国際関係論特殊講義」と合併，Ｍ2対象

MFIR6120 春 国際経済学研究1（理論） 2 下 川 雅 嗣 隔年開講 

MFIR6143 春 日本外交研究1 2 宮 城 大 蔵 隔年開講，旧「日本外交史研究１」 

MFIR6180 春 グローバル市民社会論研究1（基礎） 2 野 宮 大志郎 隔年開講 

MFIR6660 春 国際制度論演習1 2 都 留 康 子  

MFIR6640 春 アメリカ政治外交演習1 2 前 嶋 和 弘  

MFIR6580 春 中国政治外交研究1 2 渡 辺 紫 乃  

MFIR6600 春 国際協力研究1 2 田 中 雅 子  

MFIR6200 春 対外政策研究1 2 樋 渡 由 美 「対外政策論文演習1」と合併，Ｍ1対象

MFIR6210 春 対外政策論文演習1 2 樋 渡 由 美 「対外政策研究1」と合併，Ｍ2対象 

MFIR6260 春 発展途上国政治経済研究1 2 高 島   亮 隔年開講 

MFIR6300 春 比較政治学研究1 2 岸 川   毅 隔年開講 

MFIR6350 春･前半 統計学と国際社会研究1（基礎） 2 * 青 柳 恵太郎 「統計学と国際社会論文演習1」と合併，Ｍ1対象，注1

MFIR6351 春･前半 統計学と国際社会論文演習1 2 * 青 柳 恵太郎 「統計学と国際社会研究1（基礎）」と合併，Ｍ2対象，注1

MFIR6360 春･後半 統計学と国際社会研究2（応用） 2 * 青 柳 恵太郎 「統計学と国際社会論文演習2」と合併，Ｍ1対象，注1

MFIR6361 春･後半 統計学と国際社会論文演習2 2 * 青 柳 恵太郎 「統計学と国際社会研究2（応用）」と合併，Ｍ2対象，注1

MFIR6410 春 現代ロシア政治研究1 2 上 野 俊 彦 隔年開講 

MFIR6481 春 ヨーロッパ政治社会論研究1 2 河 﨑   健 隔年開講 

MFIR6490 春 現代ロシア経済研究1 2 安 達 祐 子 隔年開講 

MFIR6510 春 言語ナショナリズム研究1 2 木村 護郎クリストフ 「言語ナショナリズム研究演習1」と合併，Ｍ1対象

MFIR6520 春 言語ナショナリズム研究演習1 2 木村 護郎クリストフ 「言語ナショナリズム研究1」と合併，Ｍ2対象 

MFIR6620 春  国際教育開発論研究１（理論と方法） 2 廣 里 恭 史  

MFIR9011 春 修士論文 0 国際関係論専攻各指導教員 Ｍ2対象（９月修了対象） 

MFIR6020 秋 グローバル・スタディーズの新課題 2 WESSELS David 隔年開講 

MFIR6060 秋 国際政治学研究2 2 納 家 政 嗣 「国際政治学研究演習2」と合併，Ｍ2対象 

MFIR6170 秋 国際政治学研究演習2 2 納 家 政 嗣 「国際政治学研究2」と合併，Ｍ2対象 

MFIR6130 秋 国際経済学研究2（ケース・スタディ） 2 下 川 雅 嗣 隔年開講 

MFIR6144 秋 日本外交研究2 2 宮 城 大 蔵 隔年開講，旧「日本外交史研究２」 

MFIR6190 秋 グローバル市民社会論研究2（応用） 2 野 宮 大志郎 隔年開講 

MFIR6670 秋 国際制度論演習2 2 都 留 康 子  

MFIR6650 秋 アメリカ政治外交演習2 2 前 嶋 和 弘  

MFIR6590 秋 中国政治外交研究2 2 渡 辺 紫 乃  
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登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 
※(他)：他専攻教員
  ＊：非常勤教員

備考 

MFIR6610 秋 国際協力研究2 2 田 中 雅 子  

MFIR6570 秋 
国連の役割と機能 

(国連集中研修プログラム) 
2 植 木 安 弘 秋学期集中科目，注1 

MFIR6220 秋 対外政策研究2 2 樋 渡 由 美 「対外政策論文演習2」と合併，Ｍ1対象 

MFIR6230 秋 対外政策論文演習2 2 樋 渡 由 美 「対外政策研究2」と合併，Ｍ2対象 

MFIR6270 秋 発展途上国政治経済研究2 2 高 島   亮 隔年開講 

MFIR6310 秋 比較政治学研究2 2 岸 川   毅 隔年開講 

MFIR6420 秋 現代ロシア政治研究2 2 上 野 俊 彦 隔年開講 

MFIR6482 秋 ヨーロッパ政治社会論研究2 2 河 﨑   健 隔年開講 

MFIR6491 秋 現代ロシア経済研究2 2 安 達 祐 子 隔年開講 

MFIR6530 秋 言語ナショナリズム研究2 2 木村 護郎クリストフ 「言語ナショナリズム研究演習2｣と合併,Ｍ1対象 

MFIR6540 秋 言語ナショナリズム研究演習2 2 木村 護郎クリストフ 「言語ナショナリズム研究2｣と合併,Ｍ2対象 

MFIR6630 秋  国際教育開発論研究２（実践と評価） 2 廣 里 恭 史  

MFIR9010 秋 修士論文 0 国際関係論専攻各指導教員 Ｍ2対象 

MFIR6030 休講 国際関係論研究1（理論） 2  隔年開講 

MFIR6040 休講 国際関係論研究2（思想と行動） 2  隔年開講 

MFIR6140 休講 国際政治経済論研究1（理論） 2  隔年開講 

MFIR6150 休講 
国際政治経済論研究2 

（ケース・スタディ） 
2  隔年開講 

MFIR6141 休講 国際政治史研究1（基礎） 2  隔年開講 

MFIR6142 休講 国際政治史研究2（応用） 2  隔年開講 

MFIR6271 休講 開発経済論研究1 2  隔年開講 

MFIR6272 休講 開発経済論研究2 2  隔年開講 

MFIR6280 休講 政治社会論研究1 2  隔年開講 

MFIR6290 休講 政治社会論研究2 2  隔年開講 

MFIR6320 休講 比較社会学研究1（基礎） 2  隔年開講 

MFIR6330 休講 比較社会学研究2（応用） 2  隔年開講 

MFIR6370 休講 国際社会学研究1（基礎） 2  隔年開講 

MFIR6380 休講 国際社会学研究2（応用） 2  隔年開講 

MFIR6390 休講 国際人口移動研究1（基礎） 2  隔年開講 

MFIR6400 休講 国際人口移動研究2（応用） 2  隔年開講 

MFIR6430 休講 ロシア政治史研究1 2  隔年開講 

MFIR6440 休講 ロシア政治史研究2 2  隔年開講 

MFIR6483 休講 ヨーロッパ比較政治研究1 2  隔年開講 

MFIR6484 休講 ヨーロッパ比較政治研究2 2  隔年開講 

MFIR6500 休講 体制移行経済研究1 2  隔年開講 

MFIR6501 休講 体制移行経済研究2 2  隔年開講 

※注1：履修に際しては，p.187～の「３．履修上の注意」を参照すること。 

※備考欄で特に記載のない場合は前期課程の学生を対象。 
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５．研究指導一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 担当教員名 備考 

MFIR1011 春 研究指導 WESSELS David  

MFIR1171 春 研究指導 納 家 政 嗣  

MFIR1041 春 研究指導 下 川 雅 嗣  

MFIR1051 春 研究指導 樋 渡 由 美  

MFIR1061 春 研究指導 岸 川   毅  

MFIR1071 春 研究指導 野 宮 大志郎  

MFIR1081 春 研究指導 上 野 俊 彦  

MFIR1111 春 研究指導 蘭   信 三  

MFIR1121 春 研究指導 宮 城 大 蔵  

MFIR1131 春 研究指導 河 﨑   健  

MFIR1141 春 研究指導 高 島   亮  

MFIR1151 春 研究指導 安 達 祐 子  

MFIR1161 春 研究指導 木村 護郎クリストフ  

MFIR1181 春 研究指導 渡  辺 紫  乃  

MFIR1191 春 研究指導 田  中 雅  子  

MFIR1211 春 研究指導 前  嶋 和  弘  

MFIR1221 春 研究指導 都  留 康  子  

MFIR1201 春 研究指導 廣  里 恭  史  

MFIR1012 秋 研究指導 WESSELS David  

MFIR1172 秋 研究指導 納 家 政 嗣  

MFIR1042 秋 研究指導 下 川 雅 嗣  

MFIR1052 秋 研究指導 樋 渡 由 美  

MFIR1062 秋 研究指導 岸 川   毅  

MFIR1072 秋 研究指導 野 宮 大志郎  

MFIR1082 秋 研究指導 上 野 俊 彦  

MFIR1112 秋 研究指導 蘭   信 三  

MFIR1122 秋 研究指導 宮 城 大 蔵  

MFIR1132 秋 研究指導 河 﨑   健  

MFIR1142 秋 研究指導 高 島   亮  

MFIR1152 秋 研究指導 安 達 祐 子  

MFIR1162 秋 研究指導 木村 護郎クリストフ  

MFIR1182 秋 研究指導 渡  辺 紫  乃  

MFIR1192 秋 研究指導 田  中 雅  子  

MFIR1212 秋 研究指導 前  嶋 和  弘  

MFIR1222 秋 研究指導 都  留 康  子  

MFIR1202 秋 研究指導 廣  里 恭  史  
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数    

‣ 選択科目    

研究指導（必修）  
6 

単位なし，11年次生以降は毎学期，10年次生以前は3年間履

修すること 

博士論文   必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること 

 

２．履修上の注意 

 博士後期課程学生の博士論文資格試験は，国際関係論専攻発行の別紙「博士論文資格試験，博士論文計画書および博

士論文についての内規」に定められている。（専攻 HP を参照） 

 博士後期課程学生は，「博士論文計画書」の審査に合格し受理され，かつ修業年限 3 年を満たすまでは，指導教員の

「研究指導」科目を毎学期履修しなければならない。なお，在籍するすべての博士後期課程学生は，「指導教員」の届出

をしなければならない。 

 なお，10年次生以前に関しては，「研究指導 1・2」の代わりに指導教員の「研究指導」を毎学期必ず履修すること。 

 

国際関係論専攻  博士後期課程 
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３．研究指導一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 担当教員名 備考 

DFIR3011 春 研究指導 WESSELS David  

DFIR3131 春 研究指導 納 家 政 嗣  

DFIR3041 春 研究指導 下 川 雅 嗣  

DFIR3051 春 研究指導 樋 渡 由 美  

DFIR3071 春 研究指導 岸 川   毅  

DFIR3081 春 研究指導 野 宮 大志郎  

DFIR3091 春 研究指導 上 野 俊 彦  

DFIR3111 春 研究指導 蘭   信 三  

DFIR3113 春 研究指導 宮 城 大 蔵  

DFIR3115 春 研究指導 河 﨑   健  

DFIR3117 春 研究指導 高 島   亮  

DFIR3119 春 研究指導 安 達 祐 子  

DFIR3121 春 研究指導 木村 護郎クリストフ  

DFIR3141 春 研究指導 渡  辺 紫  乃  

DFIR3151 春 研究指導 田  中 雅  子  

DFIR3171 春 研究指導 前  嶋 和  弘  

DFIR3181 春 研究指導 都  留 康  子  

DFIR3161 春 研究指導 廣  里 恭  史  

DFIR3012 秋 研究指導 WESSELS David  

DFIR3132 秋 研究指導 納 家 政 嗣  

DFIR3042 秋 研究指導 下 川 雅 嗣  

DFIR3052 秋 研究指導 樋 渡 由 美  

DFIR3072 秋 研究指導 岸 川   毅  

DFIR3082 秋 研究指導 野 宮 大志郎  

DFIR3092 秋 研究指導 上 野 俊 彦  

DFIR3112 秋 研究指導 蘭   信 三  

DFIR3114 秋 研究指導 宮 城 大 蔵  

DFIR3116 秋 研究指導 河 﨑   健  

DFIR3118 秋 研究指導 高 島   亮  

DFIR3120 秋 研究指導 安 達 祐 子  

DFIR3122 秋 研究指導 木村 護郎クリストフ  

DFIR3142 秋 研究指導 渡  辺 紫  乃  

DFIR3152 秋 研究指導 田  中 雅  子  

DFIR3172 秋 研究指導 前  嶋 和  弘  

DFIR3182 秋 研究指導 都  留 康  子  

DFIR3162 秋 研究指導 廣  里 恭  史  
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   

‣ 必修科目 6   

┗地域研究方法論 2   

┗地域調査方法論 2   

┗生態人類学 2   

‣ 選択科目 24   

┗自専攻科目    

┗（Ａ）履修群：選択科目    

┗（Ｂ）履修群：地域研究

専門科目 
12 

  

┗（Ｃ）履修群：地域間比

較科目 
6 

  

┗自研究科他専攻科目    

研究指導（必修）   単位なし，毎学期履修すること 

修士論文   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論文

登録をすること） 

 

２．授業科目の編成・単位 

単 位 数 
科 目 名 必 

修 
選 
必

選 
択

＜（Ａ）履修群：基礎科目＞ 

地域研究方法論 2   

地域調査方法論 2   

生態人類学 2   

フィールドワーク（基礎調査）   2

フィールドワーク（専門調査）   2

＜（Ｂ）履修群：地域研究専門科目＞ 

東南アジア社会文化研究1   2

東南アジア社会文化研究2   2

東南アジア社会文化論文演習1   2

東南アジア社会文化論文演習2   2

東南アジア国際協力研究1   2

東南アジア国際協力研究2   2

東南アジア国際協力論文演習1   2

東南アジア国際協力論文演習2   2

東南アジア文化研究1   2

東南アジア文化研究2   2

東南アジア文化論文演習1   2

東南アジア文化論文演習2   2

東南アジア政治文化研究1   2
 

単 位 数 
科 目 名 必 

修
選 
必

選 
択

東南アジア政治文化研究2   2

東南アジア政治文化論文演習1   2

東南アジア政治文化論文演習2   2

東南アジア政治史研究1   2

東南アジア政治史研究2   2

東南アジア政治史論文演習1   2

東南アジア政治史論文演習2   2

南アジア文化研究1   2

南アジア文化研究2   2

南アジア文化論文演習1   2

南アジア文化論文演習2   2

中東社会史研究1   2

中東社会史研究2   2

中東社会史論文演習1   2

中東社会史論文演習2   2

中東政治史研究1   2

中東政治史研究2   2

中東政治史論文演習1   2

中東政治史論文演習2   2

中東文化研究1   2
  

地域研究専攻  博士前期課程 
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単 位 数 
科 目 名 必 

修 
選 
必

選 
択

中東文化研究2   2

中東文化論文演習1   2

中東文化論文演習2   2

中東社会開発研究1   2

中東社会開発研究2   2

中東社会開発論文演習1   2

中東社会開発論文演習2   2

ラテンアメリカ国際関係研究1   2

ラテンアメリカ国際関係研究2   2

ラテンアメリカ国際関係論文演習1   2

ラテンアメリカ国際関係論文演習2   2

ラテンアメリカ社会開発研究1   2

ラテンアメリカ社会開発研究2   2

ラテンアメリカ社会開発論文演習1   2

ラテンアメリカ社会開発論文演習2   2

ラテンアメリカ社会研究1   2

ラテンアメリカ社会研究2   2

ラテンアメリカ社会論文演習1   2

ラテンアメリカ社会論文演習2   2

ラテンアメリカ文化研究1   2

ラテンアメリカ文化研究2   2

ラテンアメリカ文化論文演習1   2

ラテンアメリカ文化論文演習2   2

ラテンアメリカ経済研究1   2

ラテンアメリカ経済研究2   2

ラテンアメリカ経済論文演習1   2

ラテンアメリカ経済論文演習2   2

ヨーロッパ政治研究1   2

ヨーロッパ政治研究2   2

ヨーロッパ政治論文演習1   2

ヨーロッパ政治論文演習2   2

ヨーロッパ文化研究1   2

ヨーロッパ文化研究2   2

ヨーロッパ文化論文演習1   2

ヨーロッパ文化論文演習2   2

アフリカ政治研究1   2

アフリカ政治研究2   2

アフリカ政治論文演習1   2

アフリカ政治論文演習2   2
 

単 位 数 科 目 名 

※(他)：他専攻開講科目 必 
修

選 
必

選 
択

＜（Ｃ）履修群：地域間比較科目＞ 

グローバル化の諸問題：政治と経済   2

グローバル化の諸問題：歴史と文化   2

国際関係研究：中東   2

国際協力基礎研究1   2

国際協力基礎研究2   2

国際開発協力研究：東南アジア（1）   2

国際開発協力研究：東南アジア（2）   2

国際開発協力研究：中東   2

国際開発協力研究：ラテンアメリカ   2

（他）発展途上国政治経済研究1 ※注1   2

（他）発展途上国政治経済研究2 ※注1   2

（他）開発経済論研究1 ※注1   2

（他）開発経済論研究2 ※注1   2

（他）政治社会論研究1 ※注1   2

（他）政治社会論研究2 ※注1   2

（他）比較政治学研究1 ※注1   2

（他）比較政治学研究2 ※注1   2

（他）国際経済学研究1（理論）※注1   2

（他）国際経済学研究2（ケース・スタディ）※注1   2

（他）国際政治経済論研究1（理論）※注1   2

（他）国際政治経済論研究2（ケース・スタディ）※注1   2

（他）カーボンマネジメント論 ※注2   2

（他）環境ビジネス論 ※注2   2

※注1：国際関係論専攻開講科目。 

※注2：地球環境学研究科開講科目。 
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３．履修上の注意 

１）前期課程の必修科目は，1．地域研究方法論，2．地域調査方法論，3．生態人類学の 3 科目で，この 3 科目は在学

中（1，2 年次）に必ず選択し単位を修得しなければならない。できれば，入学年次に上記 3 科目中 2 科目まで履修

しておくことが望ましい。 

２）前期課程学生は，1年次入学とともに専攻主任と相談の上，なるべく早く修士論文の指導教員（本学地域研究専攻

担当専任教員）を決定し，その指導教員の地域研究専門科目を指定年次において履修し，単位を修得しなくてはなら

ない。 

３）前期課程学生は，上記指導教員の地域研究専門科目を含めて，（Ｂ）履修群：地域研究専門科目から12単位以上を

修得しなくてはならない。 

４）前期課程学生は，（Ｃ）履修群：地域間比較科目から 6 単位以上を修得しなくてはならない。 

５）上記以外の科目の選択は自由だが，科目選択にあたっては指導教員，専攻主任と相談の上，決定することとする。 

６）前期課程修了の条件は，上記１）～５）にしたがった上で，30単位以上の科目単位を修得し，定められた手続きに

より修士論文を提出して，口述試験に合格することである。前期課程学生は，第1年次に20単位以上を修得すること

が望ましい。 

７）下記科目は名称および履修群変更を行ったので，2012 年度以降は（Ｃ）履修群：地域間比較科目として履修する

こと。   

2012 年度以降科目名および履修群 2011 年度科目名および履修群 

国際関係研究：中東【（Ｃ）履修群：地域間比較科目】 中東国際関係研究【（Ｂ）履修群：地域研究専門科目】

８）その他，不明な点は，上智大学大学院学則，上智大学学位規程を熟読し，専攻主任と相談すること。 

 

４．開講科目一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

＊：非常勤教員
備考 

（Ａ）履修群：基礎科目 

MFAS1010 春 地域研究方法論 2 コ)子 安  昭 子 (A)輪講 

MFAS1020 秋 地域調査方法論 2 コ)福武  慎太郎 (A)輪講 

MFAS1030 春 生態人類学 2 * 井 上   真 (A) 

MFAS7010 通年 フィールドワーク（基礎調査） 2 矢澤・岩崎・寺田 (A)｢フィールドワーク（専門調査)」と合併 Ｍ1対象 

MFAS7020 通年 フィールドワーク（専門調査） 2 矢澤・岩崎・寺田 (A)｢フィールドワーク（基礎調査)」と合併 Ｍ2対象 

（Ｂ）履修群：地域研究専門科目 

MFAS7040 春 東南アジア社会文化研究1 2 丸 井 雅 子 (B)｢東南アジア社会文化論文演習1」と合併 Ｍ1対象 

MFAS7060 春 東南アジア社会文化論文演習1 2 丸 井 雅 子 (B)｢東南アジア社会文化研究1」と合併 Ｍ2対象 

MFAS7050 秋 東南アジア社会文化研究2 2 丸 井 雅 子 (B)｢東南アジア社会文化論文演習2」と合併 Ｍ1対象 

MFAS7070 秋 東南アジア社会文化論文演習2 2 丸 井 雅 子 (B)｢東南アジア社会文化研究2」と合併 Ｍ2対象 

MFAS7081 春 東南アジア国際協力研究1 2 福 武 慎太郎 (B)｢東南アジア国際協力論文演習1」と合併 Ｍ1対象 

MFAS7101 春 東南アジア国際協力論文演習1 2 福 武 慎太郎 (B)｢東南アジア国際協力研究1」と合併 Ｍ2対象 

MFAS7091 秋 東南アジア国際協力研究2 2 福 武 慎太郎 (B)｢東南アジア国際協力論文演習2」と合併 Ｍ1対象 

MFAS7111 秋 東南アジア国際協力論文演習2 2 福 武 慎太郎 (B)｢東南アジア国際協力研究2」と合併 Ｍ2対象 

MFAS7160 春 東南アジア文化研究1 2 寺 田 勇 文 (B)｢東南アジア文化論文演習1」と合併 Ｍ1対象 

MFAS7180 春 東南アジア文化論文演習1 2 寺 田 勇 文 (B)｢東南アジア文化研究1」と合併 Ｍ2対象 

MFAS7170 秋 東南アジア文化研究2 2 寺 田 勇 文 (B)｢東南アジア文化論文演習2」と合併 Ｍ1対象 

MFAS7190 秋 東南アジア文化論文演習2 2 寺 田 勇 文 (B)｢東南アジア文化研究2」と合併 Ｍ2対象 

MFAS7200 春 東南アジア政治文化研究1 2 川 島   緑 (B)｢東南アジア政治文化論文演習1」と合併 Ｍ1対象 

MFAS7220 春 東南アジア政治文化論文演習1 2 川 島   緑 (B)｢東南アジア政治文化研究1」と合併 Ｍ2対象 

MFAS7210 秋 東南アジア政治文化研究2 2 川 島   緑 (B)｢東南アジア政治文化論文演習2」と合併 Ｍ1対象 

MFAS7230 秋 東南アジア政治文化論文演習2 2 川 島   緑 (B)｢東南アジア政治文化研究2」と合併 Ｍ2対象 
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登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

＊：非常勤教員
備考 

MFAS7240 春 東南アジア政治史研究1 2 根 本   敬 (B)｢東南アジア政治史論文演習1」と合併 Ｍ1対象 

MFAS7260 春 東南アジア政治史論文演習1 2 根 本   敬 (B)｢東南アジア政治史研究1」と合併 Ｍ2対象 

MFAS7250 秋 東南アジア政治史研究2 2 根 本   敬 (B)｢東南アジア政治史論文演習2」と合併 Ｍ1対象 

MFAS7270 秋 東南アジア政治史論文演習2 2 根 本   敬 (B)｢東南アジア政治史研究2」と合併 Ｍ2対象 

MFAS7280 春 南アジア文化研究1 2 ヴェリヤト シリル (B)｢南アジア文化論文演習1」と合併 Ｍ1対象 

MFAS7300 春 南アジア文化論文演習1 2 ヴェリヤト シリル (B)｢南アジア文化研究1」と合併 Ｍ2対象 

MFAS7290 秋 南アジア文化研究2 2 ヴェリヤト シリル (B)｢南アジア文化論文演習2」と合併 Ｍ1対象 

MFAS7310 秋 南アジア文化論文演習2 2 ヴェリヤト シリル (B)｢南アジア文化研究2」と合併 Ｍ2対象 

MFAS7320 春 中東社会史研究1 2 私 市 正 年 (B)｢中東社会史論文演習1」と合併 Ｍ1対象 

MFAS7340 春 中東社会史論文演習1 2 私 市 正 年 (B)｢中東社会史研究1」と合併 Ｍ2対象 

MFAS7330 秋 中東社会史研究2 2 私 市 正 年 (B)｢中東社会史論文演習2」と合併 Ｍ1対象 

MFAS7350 秋 中東社会史論文演習2 2 私 市 正 年 (B)｢中東社会史研究2」と合併 Ｍ2対象 

MFAS7360 春 中東政治史研究1 2 小 牧 昌 平 (B)｢中東政治史論文演習1」と合併 Ｍ1対象 

MFAS7380 春 中東政治史論文演習1 2 小 牧 昌 平 (B)｢中東政治史研究1」と合併 Ｍ2対象 

MFAS7370 秋 中東政治史研究2 2 小 牧 昌 平 (B)｢中東政治史論文演習2」と合併 Ｍ1対象 

MFAS7390 秋 中東政治史論文演習2 2 小 牧 昌 平 (B)｢中東政治史研究2」と合併 Ｍ2対象 

MFAS7400 春 中東文化研究1 2 赤 堀 雅 幸 (B)｢中東文化論文演習1」と合併 Ｍ1対象 

MFAS7420 春 中東文化論文演習1 2 赤 堀 雅 幸 (B)｢中東文化研究1」と合併 Ｍ2対象 

MFAS7410 秋 中東文化研究2 2 赤 堀 雅 幸 (B)｢中東文化論文演習2」と合併 Ｍ1対象 

MFAS7430 秋 中東文化論文演習2 2 赤 堀 雅 幸 (B)｢中東文化研究2」と合併 Ｍ2対象 

MFAS7120 春 中東社会開発研究1 2 岩 崎  え り 奈 (B)｢中東社会開発論文演習1」と合併 Ｍ1対象 

MFAS7140 春 中東社会開発論文演習1 2 岩 崎  え り 奈 (B)｢中東社会開発研究1」と合併 Ｍ2対象 

MFAS7130 秋 中東社会開発研究2 2 岩 崎  え り 奈 (B)｢中東社会開発論文演習2」と合併 Ｍ1対象 

MFAS7150 秋 中東社会開発論文演習2 2 岩 崎  え り 奈 (B)｢中東社会開発研究2」と合併 Ｍ2対象 

MFAS7490 春 ラテンアメリカ国際関係研究1 2 子 安 昭 子 (B)｢ラテンアメリカ国際関係論文演習1」と合併 Ｍ1対象

MFAS7510 春 ラテンアメリカ国際関係論文演習1 2 子 安 昭 子 (B)｢ラテンアメリカ国際関係研究1」と合併 Ｍ2対象 

MFAS7500 秋 ラテンアメリカ国際関係研究2 2 子 安 昭 子 (B)｢ラテンアメリカ国際関係論文演習2」と合併 Ｍ1対象

MFAS7520 秋 ラテンアメリカ国際関係論文演習2 2 子 安 昭 子 (B)｢ラテンアメリカ国際関係研究2」と合併 Ｍ2対象 

MFAS7450 春 ラテンアメリカ社会開発研究1 2 田 村 梨 花 (B)｢ラテンアメリカ社会開発論文演習1」と合併 Ｍ1対象

MFAS7470 春 ラテンアメリカ社会開発論文演習1 2 田 村 梨 花 (B)｢ラテンアメリカ社会開発研究1」と合併 Ｍ2対象 

MFAS7460 秋 ラテンアメリカ社会開発研究2 2 田 村 梨 花 (B)｢ラテンアメリカ社会開発論文演習2」と合併 Ｍ1対象

MFAS7480 秋 ラテンアメリカ社会開発論文演習2 2 田 村 梨 花 (B)｢ラテンアメリカ社会開発研究2」と合併 Ｍ2対象 

MFAS7570 春 ラテンアメリカ社会研究1 2 幡 谷 則 子 (B)｢ラテンアメリカ社会論文演習1」と合併 Ｍ1対象 

MFAS7590 春 ラテンアメリカ社会論文演習1 2 幡 谷 則 子 (B)｢ラテンアメリカ社会研究1」と合併 Ｍ2対象 

MFAS7580 秋 ラテンアメリカ社会研究2 2 幡 谷 則 子 (B)｢ラテンアメリカ社会論文演習2」と合併 Ｍ1対象 

MFAS7600 秋 ラテンアメリカ社会論文演習2 2 幡 谷 則 子 (B)｢ラテンアメリカ社会研究2」と合併 Ｍ2対象

MFAS7610 春 ラテンアメリカ文化研究1 2 長谷川 ニ ナ (B)｢ラテンアメリカ文化論文演習1」と合併 Ｍ1対象 

MFAS7630 春 ラテンアメリカ文化論文演習1 2 長谷川 ニ ナ (B)｢ラテンアメリカ文化研究1」と合併 Ｍ2対象

MFAS7620 秋 ラテンアメリカ文化研究2 2 長谷川 ニ ナ (B)｢ラテンアメリカ文化論文演習2」と合併 Ｍ1対象 

MFAS7640 秋 ラテンアメリカ文化論文演習2 2 長谷川 ニ ナ (B)｢ラテンアメリカ文化研究2」と合併 Ｍ2対象

MFAS7650 春 ラテンアメリカ経済研究1 2 谷   洋 之 (B)｢ラテンアメリカ経済論文演習1」と合併 Ｍ1対象 

MFAS7670 春 ラテンアメリカ経済論文演習1 2 谷   洋 之 (B)｢ラテンアメリカ経済研究1」と合併 Ｍ2対象

MFAS7660 秋 ラテンアメリカ経済研究2 2 谷   洋 之 (B)｢ラテンアメリカ経済論文演習2」と合併 Ｍ1対象 

MFAS7680 秋 ラテンアメリカ経済論文演習2 2 谷   洋 之 (B)｢ラテンアメリカ経済研究2」と合併 Ｍ2対象

MFAS7900 春 ヨーロッパ政治研究1 2 伊 達 聖 伸 (B)｢ヨーロッパ政治論文演習1」と合併 Ｍ1対象

MFAS7920 春 ヨーロッパ政治論文演習1 2 伊 達 聖 伸 (B)｢ヨーロッパ政治研究1」と合併 Ｍ2対象 

MFAS7910 秋 ヨーロッパ政治研究2 2 伊 達 聖 伸 (B)｢ヨーロッパ政治論文演習2」と合併 Ｍ1対象

MFAS7930 秋 ヨーロッパ政治論文演習2 2 伊 達 聖 伸 (B)｢ヨーロッパ政治研究2」と合併 Ｍ2対象 
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登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

＊：非常勤教員
備考 

（Ｂ）履修群：地域研究専門科目 

MFAS7940 春 ヨーロッパ文化研究1 2 松 原 典 子 (B)｢ヨーロッパ文化論文演習1」と合併 Ｍ1対象

MFAS7960 春 ヨーロッパ文化論文演習1 2 松 原 典 子 (B)｢ヨーロッパ文化研究1」と合併 Ｍ2対象 

MFAS7950 秋 ヨーロッパ文化研究2 2 松 原 典 子 (B)｢ヨーロッパ文化論文演習2」と合併 Ｍ1対象

MFAS7970 秋 ヨーロッパ文化論文演習2 2 松 原 典 子 (B)｢ヨーロッパ文化研究2」と合併 Ｍ2対象 

MFAS7980 春 アフリカ政治研究1 2 矢 澤  達 宏 (B)｢アフリカ政治論文演習1」と合併 Ｍ1対象 

MFAS7991 春 アフリカ政治論文演習1 2 矢  澤  達 宏 (B)｢アフリカ政治研究1」と合併 Ｍ2対象 

MFAS7990 秋 アフリカ政治研究2 2 矢  澤  達 宏 (B)｢アフリカ政治論文演習2」と合併 Ｍ1対象 

MFAS7992 秋 アフリカ政治論文演習2 2 矢  澤  達 宏 (B)｢アフリカ政治研究2」と合併 Ｍ2対象 

（Ｃ）履修群：地域間比較科目 

MFAS7840 秋 グローバル化の諸問題：政治と経済 2 コ)川 島  緑 
(C)輪講，旧「グローバル・スタディー

ズと地域研究」 

MFAS7850 春 グローバル化の諸問題：歴史と文化 2 コ)丸 井 雅 子 (C)輪講，旧「基層文化研究」 

MFAS7440 春 国際関係研究：中東 2 * 立 山 良 司 (C) 

MFAS7710 春 国際協力基礎研究1 2 * 坪 井 善 明 (C) 

MFAS7720 秋 国際協力基礎研究2 2 * 坪 井 善 明 (C) 

MFAS7740 春 国際開発協力研究：東南アジア（1） 2 福 武 慎太郎 (C) 

MFAS7750 秋 国際開発協力研究：東南アジア（2） 2 * 長 瀬 理 英 (C) 

MFAS7760 春 国際開発協力研究：中東 2 * 長 澤 榮 治 (C) 

MFAS7770 春 国際開発協力研究：ラテンアメリカ 2 * 小 池 洋 一 (C) 

その他 

MFAS9010 秋 修士論文 0 
地域研究専攻 

各 指 導 教 員 
 

MFAS9020 春 修士論文 0 
地域研究専攻 

各 指 導 教 員 
 

注 1：備考欄の(Ａ)(Ｂ)(Ｃ)は履修群を示す。 

注 2：担当教員名欄の コ）はコーディネータを示す。 

 

５．研究指導一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 担当教員名 備考 

MFAS1011 春 研究指導 丸 井 雅 子  

MFAS1021 春 研究指導 寺 田 勇 文  

MFAS1031 春 研究指導 川 島   緑  

MFAS1041 春 研究指導 根 本   敬  

MFAS1051 春 研究指導 福 武 慎太郎  

MFAS1061 春 研究指導 ヴェリヤト シリル  

MFAS1071 春 研究指導 私 市 正 年  

MFAS1081 春 研究指導 小 牧 昌 平  

MFAS1091 春 研究指導 赤 堀 雅 幸  

MFAS1111 春 研究指導 幡 谷 則 子  

MFAS1121 春 研究指導 谷   洋 之  

MFAS1131 春 研究指導 長谷川 ニ ナ  

MFAS1151 春 研究指導 子 安 昭 子  

MFAS1161 春 研究指導 伊  達  聖  伸  
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登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 担当教員名 備考 

MFAS1171 春 研究指導 松  原  典  子  

MFAS1181 春 研究指導 矢  澤  達 宏  

MFAS1191 春 研究指導 岩 崎  え り 奈  

MFAS1201 春 研究指導 田 村 梨 花  

MFAS1012 秋 研究指導 丸 井 雅 子  

MFAS1022 秋 研究指導 寺 田 勇 文  

MFAS1032 秋 研究指導 川 島   緑  

MFAS1042 秋 研究指導 根 本   敬  

MFAS1052 秋 研究指導 福 武 慎太郎  

MFAS1062 秋 研究指導 ヴェリヤト シリル  

MFAS1072 秋 研究指導 私 市 正 年  

MFAS1082 秋 研究指導 小 牧 昌 平  

MFAS1092 秋 研究指導 赤 堀 雅 幸  

MFAS1112 秋 研究指導 幡 谷 則 子  

MFAS1122 秋 研究指導 谷   洋 之  

MFAS1132 秋 研究指導 長谷川 ニ ナ  

MFAS1152 秋 研究指導 子 安 昭 子  

MFAS1162 秋 研究指導 伊  達  聖  伸  

MFAS1172 秋 研究指導 松  原  典  子  

MFAS1182 秋 研究指導 矢  澤  達 宏  

MFAS1192 秋 研究指導 岩 崎  え り 奈  

MFAS1202 秋 研究指導 田 村 梨 花  
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数    

‣ 選択科目    

研究指導（必修）  
6 

単位なし，11年次生以降は毎学期，10年次生以前は6学期

間/6回履修すること 

博士論文   必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること 

 

２．履修上の注意 

１）後期課程学生の修了要件は，30単位以上の科目単位を修得し（博士前期課程において修得した単位を含む），博士

論文提出資格試験に合格，博士論文計画書の受理を経た上で，定められた手続きにより博士論文を提出し，審査およ

び試験に合格することである。 

２）後期課程学生は，在学期間中の 6 学期間，指導教員担当の研究指導を履修しなくてはならない。ただし，大学院学

則第 4 章第21条の2 の規程に基づき，在学期間の短縮を認められた者に関しては，短縮された在学期間中，指導教員

の研究指導を履修すればよいものとする。 

３）2010年次生以前は，修了要件ではないものの，後期課程学生が 6学期を超える期間在学する場合は，できるだけ毎

学期，指導教員担当の研究指導を履修することが望ましい。 

４）2010 年次生以前は「研究指導 1・2」の代わりに指導教員の「研究指導」を毎学期履修すること。 

５）その他，不明な点は，上智大学大学院学則，上智大学学位規程を熟読し，専攻主任と相談すること。 

 

地域研究専攻  博士後期課程 
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３．研究指導一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 担当教員名 備考 

DFAS1011 春 研究指導 丸 井 雅 子  

DFAS1021 春 研究指導 寺 田 勇 文  

DFAS1031 春 研究指導 川 島   緑  

DFAS1041 春 研究指導 根 本   敬  

DFAS1043 春 研究指導 福 武 慎太郎  

DFAS1051 春 研究指導 ヴェリヤト シリル  

DFAS1061 春 研究指導 私 市 正 年  

DFAS1071 春 研究指導 小 牧 昌 平  

DFAS1081 春 研究指導 赤 堀 雅 幸  

DFAS1091 春 研究指導 幡 谷 則 子  

DFAS1101 春 研究指導 谷   洋 之  

DFAS1121 春 研究指導 長谷川 ニ ナ  

DFAS1143 春 研究指導 子 安 昭 子  

DFAS1151 春 研究指導 伊  達  聖  伸  

DFAS1161 春 研究指導 松  原  典  子  

DFAS1171 春 研究指導 矢  澤  達 宏  

DFAS1181 春 研究指導 岩 崎  え り 奈  

DFAS1191 春 研究指導 田 村 梨 花  

DFAS1012 秋 研究指導 丸 井 雅 子  

DFAS1022 秋 研究指導 寺 田 勇 文  

DFAS1032 秋 研究指導 川 島   緑  

DFAS1042 秋 研究指導 根 本   敬  

DFAS1044 秋 研究指導 福 武 慎太郎  

DFAS1052 秋 研究指導 ヴェリヤト シリル  

DFAS1062 秋 研究指導 私 市 正 年  

DFAS1072 秋 研究指導 小 牧 昌 平  

DFAS1082 秋 研究指導 赤 堀 雅 幸  

DFAS1092 秋 研究指導 幡 谷 則 子  

DFAS1102 秋 研究指導 谷   洋 之  

DFAS1122 秋 研究指導 長谷川 ニ ナ  

DFAS1144 秋 研究指導 子 安 昭 子  

DFAS1152 秋 研究指導 伊  達  聖  伸  

DFAS1162 秋 研究指導 松  原  典  子  

DFAS1172 秋 研究指導 矢  澤  達 宏  

DFAS1182 秋 研究指導 岩 崎  え り 奈  

DFAS1192 秋 研究指導 田 村 梨 花  
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理 工 学 研 究 科 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理工学専攻 
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理工学研究科の履修登録について 

 

 

 

理工学研究科では学生が各分野から幅広く知識を吸収するように，各領域の科目を履修出来るようになっています。ま

た大学院が高度な専門教育・研究の場である事を考慮し，機械工学領域，電気・電子工学領域，応用化学領域，化学領域，

数学領域，物理学領域，生物科学領域，情報学領域，グリーンサイエンス・エンジニアリング領域（英語コース・2013年

秋開設）の9領域よりなる1専攻として専門性にも配慮しています。 

卒業研究で行ったテーマを大学院でも引き続き研究できるようになっていますし，新しい分野を開拓したい学生は新し

い指導教員のもとで研究を開始することも可能になっています。ただし，指導教員の指導のもとに履修計画を立ててから

登録してください。 

 

 

 

 

 

理工学研究科学生の法文系学科目の履修について 

 

 

 

指導教員が教育研究上有益と認めた場合，他研究科の授業科目を8単位まで修得し，これを所定の単位に算入できること

は，大学院学則に示されていて，この中にはもちろん法文系の科目（キリスト教的世界観に関する科目を含む）も入って

います。むしろこのような科目の履修を奨励します。それは，最近の科学・技術の急速な発達が，人間生活の広い面で大

きな影響を及ぼすことになったため，科学・技術者としても，その専門にとどまらず，広い関心と知識を持つべきである

という観点からです。 

 

 

 

 

 

 

 

博士前期課程の入学年次による授業科目の編成・単位の違いについて 
 

 

 

博士前期課程は入学年次により，修了に要する科目，単位数の要件が異なります。 

14 年次生は p.203～を, 12～13 年次生は，p.207～を参照し，11 年次生以前は，p.236～を参照すること。 
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【14年次生以降】<12～13年次はP.207を参照> 

 

１． 修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   

‣ 選択必修科目 2  ※注1 

┗大学院演習ⅠＡ 1   

┗大学院演習ⅠＢ 1   

┗大学院演習ⅡＡ 1   

┗大学院演習ⅡＢ 1   

‣ 選択科目 28   

┗自領域科目 18  ※注2 

┗自研究科他領域科目 4  理工基本領域を除く，理工共通領域は含む 

┗全領域 6  理工基本領域と理工共通領域を含む全ての領域 

研究指導（必修）   単位なし，毎学期，履修すること 

修士論文   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論文

登録をすること） 

※注1 選択必修科目の修了要件を超えて習得した単位は、選択科目の全領域分として算入できることとする。 

※注2 他領域のゼミナールⅠA，ⅠB，ⅡA，ⅡBでも指導教員の担当科目であれば所定の手続きを経て自領域科目として算入される。 

手続きの詳細は専攻事務室に問い合わせること。 

 

２．授業科目の編成・単位 

＜理工基本領域＞ 

単 位 数 

科 目 名 必
修 

選
必 

選
択 

大学院演習ⅠＡ   1  

大学院演習ⅠＢ   1  

大学院演習ⅡＡ   1  

大学院演習ⅡＢ   1  
 

単 位 数

科 目 名 必
修 

選
必 

選
択 

科学技術英語Ⅰ（1）  2

科学技術英語Ⅰ（2）  2

科学技術英語Ⅱ（1）  2

科学技術英語Ⅱ（2）  2
 

＜理工共通領域＞ 

単 位 数 

科 目 名 必
修 

選
必 

選
択 

生物科学基礎論   2

物理学序論   2

経済数学特論Ⅰ   2

経済数学特論Ⅱ   2

APPLIED MATHEMATICS 1（応用数学Ⅰ）   2
 

単 位 数

科 目 名 必
修 

選
必 

選
択 

APPLIED MATHEMATICS 2（応用数学Ⅱ）   2

（他）カーボンマネジメント論 ※注1   2

（他）環境マーケティング論  ※注1   2

（他）環境ビジネス論     ※注1   2

（他）エネルギーと環境    ※注1   2
 

※注 1 地球環境研究科開講科目だが，自研究科科目扱いとなる。詳細は p.251～を参照。 

理工学専攻  博士前期課程 12 年次生以降 
＜11 年次生以前は p.236～241 を参照すること＞
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＜機械工学領域＞ 

単 位 数 

科 目 名 必
修 

選
必 

選
択 

材料力学特論   2

構造力学特論   2

固体力学特論   2

機械力学特論   2

マルチボディ・ダイナミクス   2

振動と制振・防振   2

熱エネルギー変換工学特論   2

環境材料学   2

伝熱工学特論   2

流体工学特論Ａ   2

流体工学特論Ｂ   2

流体エネルギ変換工学特論   2

工作機械特論   2
 

単 位 数 

科 目 名 必
修 

選
必 

選
択 

精密加工学特論   2

計測工学特論   2

制御工学特論Ａ   2

制御工学特論Ｂ   2

アドバンスト制御   2

材料工学特論   2

材料強度学特論   2

機械設計法特論   2

燃焼工学特論   2

機械工学ゼミナールⅠＡ   2 

機械工学ゼミナールⅠＢ   2

機械工学ゼミナールⅡＡ   2

機械工学ゼミナールⅡＢ   2
 

 

＜電気・電子工学領域＞ 

単 位 数 

科 目 名 必
修 

選
必 

選
択 

通信用光回路工学   2

光導波工学   2

量子物性工学   2

電気エネルギー管理と制御     2

超伝導工学   2

電気エネルギー工学特論   2

集積回路工学   2

光デバイス工学   2

光伝送工学   2

先端電子デバイス工学   2

医用光工学   2

ワイヤレス通信工学   2

情報工学Ⅰ   2
 

単 位 数 

科 目 名 必
修 

選
必 

選
択 

情報工学Ⅱ   2

半導体デバイス工学   2

先端超伝導応用   2

電力ネットワーク工学     ※注1   2

センサネットワーク特論   2

情報通信特論         ※注2   2

情報ネットワーク特論     ※注2   2

情報理論特論         ※注2   2

電気・電子工学ゼミナールⅠＡ   2

電気・電子工学ゼミナールⅠＢ   2

電気・電子工学ゼミナールⅡＡ   2

電気・電子工学ゼミナールⅡＢ   2
 

※注 1 2013 年度以前開講の科目名変更(重複履修不可) 

2014年度以降開講科目名 ※（ ）内は単位数 2013年度以前開講科目名 ※（ ）内は単位数 

電力ネットワーク工学 (2) 送配電工学 (2) 
 

※注 2 情報学領域開講科目だが，電気・電子工学領域の自領域扱いとなる。ただし，13 年次生以降の学生のみ対象とする。 

詳細は p.229～を参照。 
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＜応用化学領域＞ 

単 位 数 

科 目 名 必
修 

選
必 

選
択 

有機合成化学特論（立体選択的合成）   2

高分子合成特論   2

応用化学特論   2

電離気体反応論   2

環境化学特論             2

高分子解析特論   2

無機製造工学特論   2

工業材料化学特論   2
 

単 位 数 

科 目 名 必
修 

選
必 

選
択 

有機合成化学特論（触媒的有機合成）   2

高分子物性特論   2

有機金属化学特論          2

電磁波化学特論   2

応用化学ゼミナールⅠＡ   2

応用化学ゼミナールⅠＢ   2

応用化学ゼミナールⅡＡ   2

応用化学ゼミナールⅡＢ   2
 

 

＜化学領域＞ 

単 位 数 

科 目 名 必
修 

選
必 

選
択 

物理化学特論（構造化学）   2

物理化学特論（理論化学）   2

物理化学特論（環境科学Ａ）  ※注1   2

物理化学特論（環境科学Ｂ）   2

分析化学特論（電気化学分析）   2

有機化学特論（医薬品設計・合成化学）   2

無機化学特論（地球化学）   2

有機化学特論（有機光機能化学）   2

分析化学特論（超分子化学）   2
 

単 位 数 

科 目 名 必
修 

選
必 

選
択 

分析化学特論（先端分析化学）   2

無機化学特論（同位体・放射化学）   2

無機化学特論（錯体化学）   2

有機化学特論（天然物化学）   2

化学ゼミナールⅠＡ   2

化学ゼミナールⅠＢ   2

化学ゼミナールⅡＡ   2

化学ゼミナールⅡＢ   2
 

※注 1 2013 年度以前開講の科目名変更(重複履修不可) 

2014年度以降開講科目名 ※（ ）内は単位数 2013年度以前開講科目名 ※（ ）内は単位数 

物理化学特論（環境科学Ａ） (2) 物理化学特論（環境科学） (2) 

 

＜数学領域＞ 

単 位 数 

科 目 名 必
修 

選
必 

選
択 

代数学特論Ⅰ   2

代数学特論Ⅱ   2

代数学特論Ⅲ   2

代数学特論Ⅳ   2

幾何学特論Ⅰ   2

幾何学特論Ⅱ   2

幾何学特論Ⅲ   2

幾何学特論Ⅳ   2

解析学特論Ⅰ   2
 

単 位 数 

科 目 名 必
修 

選
必 

選
択 

解析学特論Ⅱ   2

解析学特論Ⅲ   2

解析学特論Ⅳ   2

計算数学特論   2

数学ゼミナールⅠＡ   2

数学ゼミナールⅠＢ   2

数学ゼミナールⅡＡ   2

数学ゼミナールⅡＢ   2
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＜物理学領域＞ 

単 位 数 

科 目 名 必
修 

選
必 

選
択 

光物性   2

物性物理Ａ   2

物性物理Ｂ   2

量子多体問題   2

ナノスケールの物理   2

計算物理   2

低温物性   2

宇宙・原子核   2

理論物理特論Ａ   2

理論物理特論Ｂ   2

実験物理特論Ａ   2
 

単 位 数 

科 目 名 必
修 

選
必 

選
択 

実験物理特論Ｂ   2

原子・分子Ａ   2

原子・分子Ｂ   2

放射光科学   2

物理汎論Ａ   2

物理汎論Ｂ   2

物理汎論Ｃ   2

物理学ゼミナールⅠＡ   2

物理学ゼミナールⅠＢ   2

物理学ゼミナールⅡＡ   2

物理学ゼミナールⅡＢ   2
 

 

＜生物科学領域＞ 

単 位 数 

科 目 名 必
修 

選
必 

選
択 

分子進化学特論   2

生体運動特論   2

細胞神経科学特論   2

環境適応の生物学   2

細胞内情報伝達論   2

植物分子応答学特論   2

脳生理学特論   2

神経発生学特論   2

分子生物学特論   2

発生生物学特論   2

バイオインフォマティクス   2
 

単 位 数 

科 目 名 必
修 

選
必 

選
択 

ゲノム細胞生物学   2

創薬インフォマティクス   2

植物生態学特論   2

環境分子生物学特論   2

植物機能科学特論   2

生物物理特論   2

放射線生物学   2

生物科学ゼミナールⅠＡ   2 

生物科学ゼミナールⅠＢ   2

生物科学ゼミナールⅡＡ   2

生物科学ゼミナールⅡＢ   2
 

 

＜情報学領域＞ 

単 位 数 

科 目 名 必
修 

選
必 

選
択 

システム工学特論   2

シミュレーション工学特論   2

数理最適化特論   2

情報システム特論   2

ソフトウェア特論   2

教育情報工学特論   2

知識工学特論   2

音声・音響・聴覚情報処理   2

コンピュータグラフィックスとバーチャル・リアリティ   2

情報通信特論   2

医用画像工学   2

センシングシステム工学   2

脳ネットワーク特論         2
 

単 位 数 

科 目 名 必
修 

選
必 

選
択 

パターン認識特論   2

ニューロ・コンピューティング   2

情報数学特論   2

情報メディアコミュニケーション学   2

情報理論特論   2

情報科学特論   2

情報ネットワーク特論   2

ワイヤレス通信工学      ※注1   2

センサネットワーク特論    ※注1   2

情報学ゼミナールⅠＡ   2

情報学ゼミナールⅠＢ   2

情報学ゼミナールⅡＡ   2

情報学ゼミナールⅡＢ   2
 

※注 1 電気・電子工学領域開講科目だが，情報学領域の自領域扱いとなる。ただし，13 年次生以降の学生のみ対象とする。詳細は 

p.222～を参照。 

10

理
工
学
研
究
科

理
工
学
専
攻



 

─ 207 ─ 

３．履修上の注意 

１）30 単位以上を修得し，修士論文を提出し，その審査および最終試験に合格した者に修士の学位を授与する。単位の

内訳については，以下のとおりとする。 

・選択必修 2 単位 

・選択 28 単位 

ただし，選択 28 単位については，以下のとおりとする。 

①自領域の科目を 18 単位 

②他領域（自領域以外の領域）および理工共通領域から 4 単位（理工基本領域は除く） 

③自領域，他領域，理工基本領域，理工共通領域から 6 単位 

・「大学院演習（選択必修）」を、2 単位を超えて修得した場合は、③の 6 単位に含めることができる。 

 原則として履修すること。 

・指導教員が認める「他研究科の授業科目（上限 8 単位）」（p.7 参照）については，①の 18 単位に含めることがで

きる。 

・大学院演習および各領域のゼミナールは原則としてⅠA，ⅠB，ⅡA，ⅡB の順に履修すること。 

・指導教員の担当科目に限り，所定の手続きを経て他領域の各ゼミナールを自領域科目扱いとすることができる。 

 手続きの詳細は専攻事務室に問い合わせること。 

２）「研究指導（必修）」は，毎学期，履修すること。 

 

 

 

【12～13 年次生】 

 

1. 修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   

‣ 必修科目 4   

┗大学院演習ⅠＡ 1   

┗大学院演習ⅠＢ 1   

┗大学院演習ⅡＡ 1   

┗大学院演習ⅡＢ 1   

‣ 選択科目 26   

┗自領域科目 18  ※注1 

┗自研究科他領域科目 4  理工基本領域を除く，理工共通領域は含む 

┗全領域 4  理工基本領域と理工共通領域を含む全ての領域 

研究指導（必修）   単位なし，毎学期，履修すること 

修士論文   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論文

登録をすること） 

※注1 【13年次生以降対象】 

他領域のゼミナールⅠA，ⅠB，ⅡA，ⅡBでも指導教員の担当科目であれば所定の手続きを経て自領域科目として算入される。 

ただし，13年次生以降の学生のみを対象とし，12年次生以前の学生は対象とならない。手続きの詳細は専攻事務室に問い合わ

せること。 
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２．授業科目の編成・単位 

＜理工基本領域＞ 

単 位 数 
科 目 名 

必修 選択

大学院演習ⅠＡ  1  

大学院演習ⅠＢ  1  

大学院演習ⅡＡ  1  

大学院演習ⅡＢ  1  
 

単 位 数 
科 目 名 

必修 選択

科学技術英語Ⅰ（1）  2 

科学技術英語Ⅰ（2）  2 

科学技術英語Ⅱ（1）  2 

科学技術英語Ⅱ（2）  2 
 

 

＜理工共通領域＞ 

単 位 数 
科 目 名 

必修 選択

生物科学基礎論  2 

物理学序論  2 

経済数学特論Ⅰ  2 

経済数学特論Ⅱ  2 

APPLIED MATHEMATICS 1（応用数学Ⅰ）  2 
 

単 位 数 
科 目 名 

必修 選択

APPLIED MATHEMATICS 2（応用数学Ⅱ）  2 

（他）カーボンマネジメント論 ※注1  2 

（他）環境マーケティング論  ※注1  2 

（他）環境ビジネス論     ※注1  2 

（他）エネルギーと環境    ※注1  2 
 

※注 1 地球環境研究科開講科目だが，自研究科科目扱いとなる。詳細は p.251～を参照。 

 
＜機械工学領域＞ 

単 位 数 
科 目 名 

必修 選択

材料力学特論  2 

構造力学特論  2 

固体力学特論  2 

機械力学特論  2 

マルチボディ・ダイナミクス  2 

振動と制振・防振  2 

熱エネルギー変換工学特論  2 

環境材料学  2 

伝熱工学特論  2 

流体工学特論Ａ  2 

流体工学特論Ｂ  2 

流体エネルギ変換工学特論  2 

工作機械特論  2 
 

単 位 数 
科 目 名 

必修 選択

精密加工学特論  2 

計測工学特論  2 

制御工学特論Ａ  2 

制御工学特論Ｂ  2 

アドバンスト制御  2 

材料工学特論  2 

材料強度学特論  2 

機械設計法特論  2 

燃焼工学特論  2 

機械工学ゼミナールⅠＡ  2 

機械工学ゼミナールⅠＢ  2 

機械工学ゼミナールⅡＡ  2 

機械工学ゼミナールⅡＢ  2 
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＜電気・電子工学領域＞ 

単 位 数 
科 目 名 

必修 選択

通信用光回路工学  2 

光導波工学  2 

量子物性工学  2 

電気エネルギー管理と制御   ※注2  2 

超伝導工学  2 

電気エネルギー工学特論  2 

集積回路工学  2 

光デバイス工学  2 

光伝送工学  2 

先端電子デバイス工学  2 

医用光工学  2 

ワイヤレス通信工学  2 

情報工学Ⅰ  2 
 

 

単 位 数 
科 目 名 

必修 選択

情報工学Ⅱ  2 

半導体デバイス工学  2 

先端超伝導応用  2 

電力ネットワーク工学     ※注1  2 

センサネットワーク特論  2 

情報通信特論         ※注3  2 

情報ネットワーク特論     ※注3  2 

情報理論特論         ※注3  2 

電気・電子工学ゼミナールⅠＡ  2 

電気・電子工学ゼミナールⅠＢ  2 

電気・電子工学ゼミナールⅡＡ  2 

電気・電子工学ゼミナールⅡＢ  2 

※注 1 2013 年度以前開講の科目名変更(重複履修不可) 

2014年度以降開講科目名 ※（ ）内は単位数 2013年度以前開講科目名 ※（ ）内は単位数 

電力ネットワーク工学 (2) 送配電工学 (2) 
※注 2 2012 年度以前開講の科目名変更(重複履修不可) 

2013年度以降開講科目名 ※（ ）内は単位数 2012年度以前開講科目名 ※（ ）内は単位数 

電気エネルギー管理と制御 (2) 電気エネルギー変換応用工学 (2) 
※注 3 情報学領域開講科目だが，電気・電子工学領域の自領域扱いとなる。ただし，13 年次生以降の学生のみ対象とし，12 年次生 

以前の学生は対象とならない。詳細は p.229～を参照。 

 

＜応用化学領域＞ 

単 位 数 
科 目 名 

必修 選択

有機合成化学特論（立体選択的合成）

※注1 

 2 

高分子合成特論  2 

応用化学特論  2 

電離気体反応論  2 

環境化学特論          ※注1  2 

高分子解析特論  2 

無機製造工学特論  2 

工業材料化学特論  2 
 

単 位 数 
科 目 名 

必修 選択

有機合成化学特論（触媒的有機合成）  2 

高分子物性特論  2 

有機金属化学特論       ※注1  2 

電磁波化学特論  2 

応用化学ゼミナールⅠＡ  2 

応用化学ゼミナールⅠＢ  2 

応用化学ゼミナールⅡＡ  2 

応用化学ゼミナールⅡＢ  2 
 

※注 1 2012 年度以前開講の科目名変更（重複履修不可） 

2013年度以降開講科目名 ※（ ）内は単位数 2012年度以前開講科目名 ※（ ）内は単位数 

有機合成化学特論（立体選択的合成） (2) 有機合成化学特論 (2) 
環境化学特論 (2) 環境化学反応論 (2) 

有機金属化学特論 (2) 有機触媒化学特論 (2) 
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＜化学領域＞ 

単 位 数 
科 目 名 

必修 選択

物理化学特論（構造化学）  2 

物理化学特論（理論化学）  2 

物理化学特論（環境科学Ａ）  ※注1  2 

物理化学特論（環境科学Ｂ）  2 

分析化学特論（電気化学分析）  2 

有機化学特論（医薬品設計・合成化学）  2 

無機化学特論（地球化学）  2 

有機化学特論（有機光機能化学）  2 

分析化学特論（超分子化学）  2 
 

単 位 数 
科 目 名 

必修 選択

分析化学特論（先端分析化学）  2 

無機化学特論（同位体・放射化学）  2 

無機化学特論（錯体化学）  2 

有機化学特論（天然物化学）  2 

化学ゼミナールⅠＡ  2 

化学ゼミナールⅠＢ  2 

化学ゼミナールⅡＡ  2 

化学ゼミナールⅡＢ  2 
 

※注 1 2013 年度以前開講の科目名変更(重複履修不可) 

2014年度以降開講科目名 ※（ ）内は単位数 2013年度以前開講科目名 ※（ ）内は単位数 

物理化学特論（環境科学Ａ） (2) 物理化学特論（環境科学） (2) 

 

＜数学領域＞ 

単 位 数 
科 目 名 

必修 選択

代数学特論Ⅰ  2 

代数学特論Ⅱ  2 

代数学特論Ⅲ  2 

代数学特論Ⅳ  2 

幾何学特論Ⅰ  2 

幾何学特論Ⅱ  2 

幾何学特論Ⅲ  2 

幾何学特論Ⅳ  2 

解析学特論Ⅰ  2 
 

単 位 数 
科 目 名 

必修 選択

解析学特論Ⅱ  2 

解析学特論Ⅲ  2 

解析学特論Ⅳ  2 

計算数学特論  2 

数学ゼミナールⅠＡ  2 

数学ゼミナールⅠＢ  2 

数学ゼミナールⅡＡ  2 

数学ゼミナールⅡＢ  2 
 

 

＜物理学領域＞ 

単 位 数 
科 目 名 

必修 選択

光物性  2 

物性物理Ａ  2 

物性物理Ｂ  2 

量子多体問題  2 

ナノスケールの物理  2 

計算物理  2 

低温物性  2 

宇宙・原子核  2 

理論物理特論Ａ  2 

理論物理特論Ｂ  2 

実験物理特論Ａ  2 
 

単 位 数 
科 目 名 

必修 選択

実験物理特論Ｂ  2 

原子・分子Ａ  2 

原子・分子Ｂ  2 

放射光科学  2 

物理汎論Ａ  2 

物理汎論Ｂ  2 

物理汎論Ｃ  2 

物理学ゼミナールⅠＡ  2 

物理学ゼミナールⅠＢ  2 

物理学ゼミナールⅡＡ  2 

物理学ゼミナールⅡＢ  2 
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＜生物科学領域＞ 

単 位 数 
科 目 名 

必修 選択

分子進化学特論  2 

生体運動特論  2 

細胞神経科学特論  2 

環境適応の生物学  2 

細胞内情報伝達論  2 

植物分子応答学特論  2 

脳生理学特論  2 

神経発生学特論  2 

分子生物学特論  2 

発生生物学特論  2 

バイオインフォマティクス  2 
 

単 位 数 
科 目 名 

必修 選択

ゲノム細胞生物学  2 

創薬インフォマティクス  2 

植物生態学特論  2 

環境分子生物学特論  2 

植物機能科学特論  2 

生物物理特論  2 

放射線生物学  2 

生物科学ゼミナールⅠＡ  2 

生物科学ゼミナールⅠＢ  2 

生物科学ゼミナールⅡＡ  2 

生物科学ゼミナールⅡＢ  2 
 

 

＜情報学領域＞ 

単 位 数 
科 目 名 

必修 選択

システム工学特論  2 

シミュレーション工学特論  2 

数理最適化特論  2 

情報システム特論  2 

ソフトウェア特論  2 

教育情報工学特論  2 

知識工学特論  2 

音声・音響・聴覚情報処理  2 

コンピュータグラフィックスとバーチャル・リアリティ  2 

情報通信特論  2 

医用画像工学  2 

センシングシステム工学  2 

脳ネットワーク特論  2 
 

単 位 数 
科 目 名 

必修 選択

パターン認識特論  2 

ニューロ・コンピューティング  2 

情報数学特論  2 

情報メディアコミュニケーション学  2 

情報理論特論  2 

情報科学特論  2 

情報ネットワーク特論  2 

ワイヤレス通信工学      ※注1  2 

センサネットワーク特論    ※注1  2 

情報学ゼミナールⅠＡ  2 

情報学ゼミナールⅠＢ  2 

情報学ゼミナールⅡＡ  2 

情報学ゼミナールⅡＢ  2 
 

※注 1 電気・電子工学領域開講科目だが，情報学領域の自領域扱いとなる。ただし，13 年次生以降の学生のみ対象とし，12 年次生以 

前の学生は対象とならない。詳細は p.222～を参照。 

３．履修上の注意 

１）30 単位以上を修得し，修士論文を提出し，その審査および最終試験に合格した者に修士の学位を授与する。単位の

内訳については，以下のとおりとする。 

・必修 4 単位 

・選択 26 単位 

ただし，選択 26 単位については，以下のとおりとする。 

①自領域の科目を 18 単位 

②他領域（自領域以外の領域）および理工共通領域から 4 単位（理工基本領域は除く） 

③自領域，他領域，理工基本領域，理工共通領域から 4 単位 

なお，指導教員が認める「他研究科の授業科目（上限 8 単位）」（p.7 参照）については，①の 18 単位に含めることが

できる。 

・大学院演習および各領域のゼミナールは原則としてⅠA，ⅠB，ⅡA，ⅡB の順に履修すること。 

・指導教員の担当科目に限り，所定の手続きを経て他領域の各ゼミナールを自領域科目扱いとすることができる。た

だし，13 年次生以降の学生のみ対象とし，12 年次生以前の学生は対象とならない。手続きの詳細は専攻事務室に問

い合わせること。 

２）「研究指導（必修）」は，毎学期，履修すること。 
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【14 年次生／12～13 年次生 共通】 

４．開講科目一覧表 

＜理工基本領域＞ 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 領域 備考 

MSCT3851 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3852 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3853 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3854 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

渡 邉  摩 理 子 機械工学 

注1 

MSCT3031 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3032 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3033 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3034 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

武 藤 康 彦 機械工学 

注1 

MSCT3041 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3042 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3043 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3044 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

築 地 徹 浩 機械工学 

注1 

MSCT3051 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3052 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3053 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3054 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

曄 道 佳 明 機械工学 

注1 

MSCT3061 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3062 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3063 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3064 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

末 益 博 志 機械工学 

注1 

MSCT3071 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3072 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3073 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3074 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

鈴 木  隆 機械工学 

注1 

MSCT3081 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3082 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3083 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3084 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

申  鉄 龍 機械工学 

注1 

MSCT3091 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3092 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3093 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3094 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

長 嶋 利 夫 機械工学 

注1 

MSCT3101 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3102 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3103 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3104 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

坂 本 治 久 機械工学 

注1 

MSCT3111 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3112 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3113 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3114 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

高 井 健 一 機械工学 

注1 
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登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 領域 備考 

MSCT3121 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3122 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3123 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3124 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

久 森 紀 之 機械工学 

注1 

MSCT3131 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3132 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3133 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3134 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

鈴 木 啓 史 機械工学 

注1 

MSCT3951 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3952 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3953 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3954 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

一  柳  満  久 機械工学 

注1 

MSCT3971 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3972 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3973 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3974 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

竹  原  昭一郎 機械工学 

注1 

MSCT3141 春 大学院演習ⅠＡ 1  

MSCT3142 秋 大学院演習ⅠＢ 1  

MSCT3143 春 大学院演習ⅡＡ 1  

MSCT3144 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

和 保 孝 夫 電気・電子工学 

 

MSCT3151 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3152 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3153 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3154 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

岸 野 克 巳 電気・電子工学 

注1 

MSCT3861 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3862 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3863 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3864 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

菊 池 昭 彦 電気・電子工学 

注1 

MSCT3871 休講 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3872 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3873 休講 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3874 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

野 村 一 郎 電気・電子工学 

注1 

MSCT3161 春 大学院演習ⅠＡ 1  

MSCT3162 秋 大学院演習ⅠＢ 1  

MSCT3163 春 大学院演習ⅡＡ 1  

MSCT3164 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

下 村 和 彦 電気・電子工学 

 

MSCT3171 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3172 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3173 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3174 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

髙 尾 ・ 中 村 電気・電子工学 

注1 

MSCT3891 春 大学院演習ⅠＡ 1  

MSCT3892 秋 大学院演習ⅠＢ 1  

MSCT3893 休講 大学院演習ⅡＡ 1  

MSCT3894 休講 大学院演習ⅡＢ 1 

坂 本 織 江 電気・電子工学 

 

MSCT3181 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3182 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3183 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3184 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

宮 武 昌 史 電気・電子工学 

注1 

10

理
工
学
研
究
科

理
工
学
専
攻



 

─ 214 ─ 

 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 領域 備考 

MSCT3191 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3192 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3193 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3194 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

谷 貝  剛 電気・電子工学 

注1 

MSCT3201 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3202 秋 大学院演習ⅠＢ 1  

MSCT3203 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3204 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

中 岡 俊 裕 電気・電子工学 

 

MSCT3785 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3786 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3787 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3788 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

藤  井  麻美子 電気・電子工学 

注1 

MSCT3821 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3822 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3823 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3824 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

小 川 将 克 電気・電子工学 

注1 

MSCT3881 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3882 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3883 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3884 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

林  等 電気・電子工学 

注1 

MSCT3981 春 大学院演習ⅠＡ 1  

MSCT3982 秋 大学院演習ⅠＢ 1  

MSCT3983 休講 大学院演習ⅡＡ 1  

MSCT3984 休講 大学院演習ⅡＢ 1 

高 橋  浩 電気・電子工学 

 

MSCT3211 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3212 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3213 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3214 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

有機合成化学グループ

( 増 山 ・ 鈴 木 ( 教 ) )
応用化学 

注1 

MSCT3221 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3222 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3223 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3224 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

高 分 子 化 学 グ ル ー プ

( 陸川・ 竹岡・ 藤田 )
応用化学 

注1 

MSCT3231 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3232 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3233 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3234 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

無機工業化学グループ

( 板 谷 ・ 内 田 )
応用化学 

注1 

MSCT3241 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3242 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3243 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3244 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

工業物理化学グループ

( 髙 橋 ・ 田 中 ( 邦 ) )
応用化学 

注1 

MSCT3901 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3902 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3903 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3904 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

化 学 工 学 グ ル ー プ

( 堀 越 )
応用化学 

注1 

MSCT3251 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3252 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3253 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3254 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

無 機 化 学 グ ル ー プ

( 大 井 ・ 木 川 田 )
化学 

注1 
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MSCT3261 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3262 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3263 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3264 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

理 論 分 子 設 計 ・

物 理 化 学 グ ル ー プ

( 南 部 ・ 久 世 )

化学 

注1 

MSCT3271 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3272 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3273 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3274 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

錯 体 化 学 グ ル ー プ

( 長 尾 )
化学 

注1 

MSCT3281 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3282 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3283 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3284 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

分 析 化 学 グ ル ー プ

( 早下・ 遠藤・ 橋本 )
化学 

注1 

MSCT3301 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3302 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3303 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3304 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

有 機 化 学 グ ル ー プ

( 臼 杵 )
化学 

注1 

MSCT3911 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3912 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3913 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3914 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

有 機 化 学 グ ル ー プ

( 鈴 木 ( 由 ) )
化学 

注1 

MSCT3921 休講 大学院演習ⅠＡ 1  

MSCT3922 休講 大学院演習ⅠＢ 1  

MSCT3923 休講 大学院演習ⅡＡ 1  

MSCT3924 休講 大学院演習ⅡＢ 1 

大  城  佳奈子 数学 

 

MSCT3321 春 大学院演習ⅠＡ 1  

MSCT3322 秋 大学院演習ⅠＢ 1  

MSCT3323 休講 大学院演習ⅡＡ 1  

MSCT3324 休講 大学院演習ⅡＢ 1 

辻 元 数学 

 

MSCT3331 休講 大学院演習ⅠＡ 1  

MSCT3332 休講 大学院演習ⅠＢ 1  

MSCT3333 春 大学院演習ⅡＡ 1  

MSCT3334 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

中 島 俊 樹 数学 

 

MSCT3931 春 大学院演習ⅠＡ 1  

MSCT3932 秋 大学院演習ⅠＢ 1  

MSCT3933 休講 大学院演習ⅡＡ 1  

MSCT3934 休講 大学院演習ⅡＢ 1 

中 筋 麻 貴 数学 

 

MSCT3351 休講 大学院演習ⅠＡ 1  

MSCT3352 休講 大学院演習ⅠＢ 1  

MSCT3353 休講 大学院演習ⅡＡ 1  

MSCT3354 休講 大学院演習ⅡＢ 1 

田 原 秀 敏 数学 

 

MSCT3831 春 大学院演習ⅠＡ 1  

MSCT3832 秋 大学院演習ⅠＢ 1  

MSCT3833 休講 大学院演習ⅡＡ 1  

MSCT3834 休講 大学院演習ⅡＢ 1 

加 藤  剛 数学 

 

10

理
工
学
研
究
科

理
工
学
専
攻



 

─ 216 ─ 

 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 領域 備考 

MSCT3371 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3372 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3373 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3374 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

角 皆  宏 数学 

注1 

MSCT3381 春 大学院演習ⅠＡ 1  

MSCT3382 秋 大学院演習ⅠＢ 1  

MSCT3383 春 大学院演習ⅡＡ 1  

MSCT3384 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

都 築 正 男 数学 

 

MSCT3391 休講 大学院演習ⅠＡ 1  

MSCT3392 休講 大学院演習ⅠＢ 1  

MSCT3393 休講 大学院演習ⅡＡ 1  

MSCT3394 休講 大学院演習ⅡＢ 1 

平 田  均 数学 

 

MSCT3401 休講 大学院演習ⅠＡ 1  

MSCT3402 休講 大学院演習ⅠＢ 1  

MSCT3403 休講 大学院演習ⅡＡ 1  

MSCT3404 休講 大学院演習ⅡＢ 1 

五 味  靖 数学 

 

MSCT3411 休講 大学院演習ⅠＡ 1  

MSCT3412 休講 大学院演習ⅠＢ 1  

MSCT3413 休講 大学院演習ⅡＡ 1  

MSCT3414 休講 大学院演習ⅡＢ 1 

後 藤 聡 史 数学 

 

MSCT3431 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3432 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3433 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3434 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

化 学 物 理 グ ル ー プ

( 東 )
物理学 

注1 

MSCT3441 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3442 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3443 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3444 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

電 子 物 性 グ ル ー プ

( 星 野 )
物理学 

注1 

MSCT3451 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3452 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3453 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3454 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

固 体 物 理 グ ル ー プ

( 黒 江 )
物理学 

注1 

MSCT3461 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3462 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3463 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3464 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

凝 縮 系 物 理 グ ル ー プ

( 高 柳 ( 和 ) )
物理学 

注1 

MSCT3471 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3472 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3473 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3474 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

光物理グループ

( 江 馬 )
物理学 

注1 

MSCT3481 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3482 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3483 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3484 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

物 性 理 論 グ ル ー プ

( 大 槻 )
物理学 

注1 

MSCT3491 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3492 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3493 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3494 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

薄 膜 グ ル ー プ

( 坂 間 )
物理学 

注1 
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MSCT3501 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3502 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3503 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3504 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

低 温 物 理 グ ル ー プ

( 後 藤 ( 貴 ) )
物理学 

注1 

MSCT3511 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3512 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3513 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3514 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

物 質 科 学 グ ル ー プ

( 桑 原 )
物理学 

注1 

MSCT3521 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3522 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3523 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3524 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

原 子 物 理 グ ル ー プ

( 岡 田 ( 邦 ) )
物理学 

注1 

MSCT3531 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3532 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3533 休講 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3534 休講 大学院演習ⅡＢ 1 

ハ ド ロ ン 物 理 学 グ ル ー プ

( 平 野 )
物理学 

注1 

MSCT3841 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3842 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3843 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3844 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

原子分子分光グループ

（ 小 田 切 ）
物理学 

注1 

MSCT3941 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3942 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3943 休講 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3944 休講 大学院演習ⅡＢ 1 

低温・超伝導物性グループ

( 足 立 )
物理学 

注1 

MSCT3541 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3542 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3543 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3544 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

笹 川 展 幸 生物科学 

注1 

MSCT3551 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3552 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3553 休講 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3554 休講 大学院演習ⅡＢ 1 

林  謙 介 生物科学 

注1 

MSCT3561 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3562 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3563 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3564 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

安 増 茂 樹 生物科学 

注1 

MSCT3571 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3572 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3573 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3574 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

牧 野  修 生物科学 

注1 

MSCT3581 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3582 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3583 休講 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3584 休講 大学院演習ⅡＢ 1 

千 葉 篤 彦 生物科学 

注1 

MSCT3591 休講 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3592 休講 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3593 休講 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3594 休講 大学院演習ⅡＢ 1 

小  林  健一郎 生物科学 

注1 
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MSCT4001 休講 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT4002 休講 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT4003 休講 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT4004 休講 大学院演習ⅡＢ 1 

鈴 木 伸 洋 生物科学 

注1 

MSCT3611 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3612 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3613 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3614 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

神 澤 信 行 生物科学 

注1 

MSCT3621 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3622 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3623 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3624 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

齊 藤 玉 緒 生物科学 

注1 

MSCT3631 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3632 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3633 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3634 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

藤 原  誠 生物科学 

注1 

MSCT3811 休講 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3812 休講 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3813 休講 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3814 休講 大学院演習ⅡＢ 1 

新 倉 貴 子 生物科学 

注1 

MSCT3641 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3642 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3643 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3644 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

近 藤 次 郎 生物科学 

注1 

MSCT3801 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3802 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3803 休講 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3804 休講 大学院演習ⅡＢ 1 

川 口 眞 理 生物科学 

注1 

MSCT3651 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3652 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3653 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3654 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

荒 井 隆 行 情報学 

注1 

MSCT3661 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3662 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3663 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3664 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

伊 藤  潔

川 端  亮
情報学 

注1 

MSCT3711 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3712 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3713 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3714 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

伊呂原    隆 情報学 

注1 

MSCT3671 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3672 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3673 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3674 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

川 中  彰 情報学 

注1 

MSCT3681 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3682 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3683 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3684 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

田 中  昌 司 情報学 

注1 
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MSCT3761 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3762 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3763 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3764 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

澁 谷 智 治 情報学 

注1 

MSCT3721 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3722 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3723 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3724 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

炭  親 良 情報学 

注1 

MSCT3771 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3772 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3773 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3774 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

高 岡 詠 子 情報学 

注1 

MSCT3731 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3732 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3733 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3734 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

田 村 恭 久 情報学 

注1 

MSCT3961 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3962 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3963 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3964 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

ゴンサルベス タッド 情報学 

注1 

MSCT3781 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3782 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3783 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3784 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

萬 代 雅 希 情報学 

注1 

MSCT3791 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3792 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3793 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3794 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

宮  本  裕一郎 情報学 

注1 

MSCT3751 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3752 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3753 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3754 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

矢 入 郁 子 情報学 

注1 

MSCT3741 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT3742 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT3743 春 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT3744 秋 大学院演習ⅡＢ 1 

山 中 高 夫 情報学 

注1 

MSCT4005 春 大学院演習ⅠＡ 1 注1 

MSCT4006 秋 大学院演習ⅠＢ 1 注1 

MSCT4007 休講 大学院演習ⅡＡ 1 注1 

MSCT4008 休講 大学院演習ⅡＢ 1 

古 屋 晋 一 情報学 

注1 

MSCT7010 春 科学技術英語Ⅰ(1) 2 
DE LAS PENAS, 

Ma. Louise Antonette
海外招聘客員教員担当科目 

MSCT7020 休講 科学技術英語Ⅰ(2) 2   

MSCT7030 秋 科学技術英語Ⅱ(1) 2 DZIEMIŃSKA,Edyta  

MSCT7040 休講 科学技術英語Ⅱ(2) 2   

MSCT9000 秋 修士論文 0 理工学専攻各指導教員  

注 1）同教員の「大学院演習ⅠＡ」と「大学院演習ⅡＡ」は合併科目。 

同教員の「大学院演習ⅠＢ」と「大学院演習ⅡＢ」は合併科目。 
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＜理工共通領域＞ 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

＊：非常勤教員 
備考 

MSCT7110 休講 生物科学基礎論 2 生 物 科 学 領 域 教 員 輪講 

MSCT7130 春 経済数学特論Ⅰ 2 ＊ 坂 本  純 一  

MSCT7230 春 
APPLIED MATHEMATICS 1（応用数

学Ⅰ） 
2 

DE LAS PENAS,  

Ma. Louise Antonette 

海外招聘客員教員担当科目

英語による講義 

MSCT7140 秋 経済数学特論Ⅱ 2 ＊ 坂 本  純 一  

MSCT7100 秋 物理学序論 2 物 理 学 領 域 教 員 輪講 

MSCT7240 秋 
APPLIED MATHEMATICS 2（応用数

学Ⅱ） 
2 

DE LAS PENAS,  

Ma. Louise Antonette  

海外招聘客員教員担当科目

英語による講義 

 

 

 

＜機械工学領域＞ 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

※ ＊：非常勤教員
備考 

MSME1461 春 機械工学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSME1472 秋 機械工学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSME2463 春 機械工学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSME2474 秋 機械工学ゼミナールⅡＢ 2 

渡 邉 摩理子 

注1 

MSME1441 春 機械工学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSME1452 秋 機械工学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSME2443 春 機械工学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSME2454 秋 機械工学ゼミナールⅡＢ 2 

一 柳 満 久 

注1 

MSME1201 春 機械工学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSME1212 秋 機械工学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSME2203 春 機械工学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSME2214 秋 機械工学ゼミナールⅡＢ 2 

鈴 木 啓 史 

注1 

MSME1241 春 機械工学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSME1252 秋 機械工学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSME2243 春 機械工学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSME2254 秋 機械工学ゼミナールⅡＢ 2 

武 藤 康 彦 

注1 

MSME1261 春 機械工学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSME1272 秋 機械工学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSME2263 春 機械工学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSME2274 秋 機械工学ゼミナールⅡＢ 2 

築 地 徹 浩 

注1 

MSME1281 春 機械工学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSME1292 秋 機械工学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSME2283 春 機械工学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSME2294 秋 機械工学ゼミナールⅡＢ 2 

曄 道 佳 明 

注1 

MSME1301 春 機械工学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSME1312 秋 機械工学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSME2303 春 機械工学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSME2314 秋 機械工学ゼミナールⅡＢ 2 

末 益 博 志 

注1 

MSME1321 春 機械工学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSME1332 秋 機械工学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSME2323 春 機械工学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSME2334 秋 機械工学ゼミナールⅡＢ 2 

鈴 木  隆 

注1 
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登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

※ ＊：非常勤教員
備考 

MSME1341 春 機械工学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSME1352 秋 機械工学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSME2343 春 機械工学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSME2354 秋 機械工学ゼミナールⅡＢ 2 

申  鉄 龍 

注1 

MSME1361 春 機械工学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSME1372 秋 機械工学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSME2363 春 機械工学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSME2374 秋 機械工学ゼミナールⅡＢ 2 

長 嶋 利 夫 

注1 

MSME1381 春 機械工学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSME1392 秋 機械工学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSME2383 春 機械工学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSME2394 秋 機械工学ゼミナールⅡＢ 2 

坂 本 治 久 

注1 

MSME1401 春 機械工学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSME1412 秋 機械工学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSME2403 春 機械工学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSME2414 秋 機械工学ゼミナールⅡＢ 2 

高 井 健 一 

注1 

MSME1421 春 機械工学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSME1432 秋 機械工学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSME2423 春 機械工学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSME2434 秋 機械工学ゼミナールⅡＢ 2 

久 森 紀 之 

注1 

MSME1481 春 機械工学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSME1492 秋 機械工学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSME2483 春 機械工学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSME2494 秋 機械工学ゼミナールⅡＢ 2 

竹原 昭一郎 

注1 

MSME7020 春 構造力学特論 2 ＊ 青 木 隆 平  

MSME7040 春 機械力学特論 2 竹 原 昭一郎  

MSME7060 春 振動と制振・防振 2 ＊ 佐 藤 美 洋  

MSME7080 秋 伝熱工学特論 2 一 柳 満 久  

MSME7100 春 流体工学特論Ａ 2 築 地 徹 浩  

MSME7130 休講 工作機械特論 2   

MSME7170 春 制御工学特論Ｂ 2 申  鉄 龍  

MSME7190 春 材料工学特論 2 高 井 健 一  

MSME7200 春 材料強度学特論 2 鈴 木 啓 史  

MSME7210 春 機械設計法特論 2 ＊ 飯 野 謙 次  

MSME7010 秋 材料力学特論 2 末 益 博 志  

MSME7030 春 固体力学特論 2 長 嶋 利 夫  

MSME7050 秋 マルチボディ・ダイナミクス 2 曄 道 佳 明  

MSME7070 秋 熱エネルギー変換工学特論 2 鈴 木  隆  

MSME7140 秋 精密加工学特論 2 坂 本 治 久  

MSME7150 秋 計測工学特論 2 ＊ 初 澤   毅  

MSME7180 秋 アドバンスト制御 2 申  鉄 龍  

MSME7110 秋 流体工学特論Ｂ 2 築 地 徹 浩  

MSME7160 秋 制御工学特論Ａ 2 武 藤 康 彦  

MSME7220 秋 環境材料学 2 久 森 紀 之  

MSME7120 秋 流体エネルギ変換工学特論 2 渡 邉 摩理子  

MSME7090 春 燃焼工学特論 2 渡 邉 摩理子  

注 1） 同教員の「機械工学ゼミナールⅠＡ」・「機械工学ゼミナールⅡＡ」は合併。 

同教員の「機械工学ゼミナールⅠＢ」・「機械工学ゼミナールⅡＢ」は合併。 
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＜電気・電子工学領域＞ 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

※ ＊：非常勤教員
備考 

MSEE1031 春 電気・電子工学ゼミナールⅠＡ 2  

MSEE1042 秋 電気・電子工学ゼミナールⅠＢ 2  

MSEE2033 春 電気・電子工学ゼミナールⅡＡ 2  

MSEE2044 秋 電気・電子工学ゼミナールⅡＢ 2 

和 保 孝 夫

 

MSEE1051 春 電気・電子工学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSEE1062 秋 電気・電子工学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSEE2053 春 電気・電子工学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSEE2064 秋 電気・電子工学ゼミナールⅡＢ 2 

岸 野 克 巳

注1 

MSEE1211 春 電気・電子工学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSEE1222 秋 電気・電子工学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSEE2213 春 電気・電子工学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSEE2224 秋 電気・電子工学ゼミナールⅡＢ 2 

菊 池 昭 彦

注1 

MSEE1231 休講 電気・電子工学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSEE1242 秋 電気・電子工学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSEE2233 休講 電気・電子工学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSEE2244 秋 電気・電子工学ゼミナールⅡＢ 2 

野 村 一 郎

注1 

MSEE1071 春 電気・電子工学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSEE1082 秋 電気・電子工学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSEE2073 春 電気・電子工学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSEE2084 秋 電気・電子工学ゼミナールⅡＢ 2 

下 村 和 彦

注1 

MSEE1091 春 電気・電子工学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSEE1102 秋 電気・電子工学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSEE2093 春 電気・電子工学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSEE2104 秋 電気・電子工学ゼミナールⅡＢ 2 

髙 尾 ・ 中 村

注1 

MSEE1271 春 電気・電子工学ゼミナールⅠＡ 2  

MSEE1282 秋 電気・電子工学ゼミナールⅠＢ 2  

MSEE2273 休講 電気・電子工学ゼミナールⅡＡ 2  

MSEE2284 休講 電気・電子工学ゼミナールⅡＢ 2 

坂 本 織 江

 

MSEE1111 春 電気・電子工学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSEE1122 秋 電気・電子工学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSEE2113 春 電気・電子工学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSEE2124 秋 電気・電子工学ゼミナールⅡＢ 2 

宮 武 昌 史

注1 

MSEE1131 春 電気・電子工学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSEE1142 秋 電気・電子工学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSEE2133 春 電気・電子工学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSEE2144 秋 電気・電子工学ゼミナールⅡＢ 2 

谷 貝  剛

注1 

MSEE1151 春 電気・電子工学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSEE1162 秋 電気・電子工学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSEE2153 春 電気・電子工学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSEE2164 秋 電気・電子工学ゼミナールⅡＢ 2 

中 岡 俊 裕

注1 

MSEE1171 春 電気・電子工学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSEE1182 秋 電気・電子工学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSEE2173 春 電気・電子工学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSEE2184 秋 電気・電子工学ゼミナールⅡＢ 2 

藤  井  麻 美 子

注1 

MSEE1191 春 電気・電子工学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSEE1202 秋 電気・電子工学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSEE2193 春 電気・電子工学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSEE2204 秋 電気・電子工学ゼミナールⅡＢ 2 

小 川 将 克

注1 
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登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

※ ＊：非常勤教員
備考 

MSEE1251 春 電気・電子工学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSEE1262 秋 電気・電子工学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSEE2253 春 電気・電子工学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSEE2264 秋 電気・電子工学ゼミナールⅡＢ 2 

林  等

注1 

MSEE1291 春 電気・電子工学ゼミナールⅠＡ 2  

MSEE1302 秋 電気・電子工学ゼミナールⅠＢ 2  

MSEE2293 休講 電気・電子工学ゼミナールⅡＡ 2  

MSEE2304 休講 電気・電子工学ゼミナールⅡＢ 2 

高 橋  浩

 

MSEE7230 春 電気エネルギー管理と制御 2 宮 武 昌 史 注3 

MSEE7080 春 光デバイス工学 2 菊 池 昭 彦  

MSEE7090 秋 光伝送工学 2 岸 野 克 巳  

MSEE7100 春 医用光工学 2 藤  井  麻 美 子  

MSEE7200 春 ワイヤレス通信工学 2 小 川 将 克  

MSEE7211 秋 電力ネットワーク工学 2 坂 本 織 江 注2 

MSEE7120 春 情報工学Ⅰ 2 ＊ 中 山  泰 一  

MSEE7140 春 半導体デバイス工学 2 ＊ 伊 藤  敏 洋  

MSEE7150 春 先端電子デバイス工学 2 中 岡 俊 裕  

MSEE7170 春 超伝導工学 2 髙 尾 智 明  

MSEE7020 秋 光導波工学 2 下 村 和 彦  

MSEE7240 秋 通信用光回路工学 2 高 橋  浩  

MSEE7030 秋 量子物性工学 2 野 村 一 郎  

MSEE7060 秋 電気エネルギー工学特論 2 中 村 一 也  

MSEE7070 秋 集積回路工学 2 和 保 孝 夫  

MSEE7130 秋 情報工学Ⅱ 2 ＊ 松 浦  幹 太  

MSEE7180 秋 先端超伝導応用 2 谷 貝  剛  

MSEE7220 秋 センサネットワーク特論 2 林 等  

注 1）同教員の「電気・電子工学ゼミナールⅠＡ」・「電気・電子工学ゼミナールⅡＡ」は合併。 

 同教員の「電気・電子工学ゼミナールⅠＢ」・「電気・電子工学ゼミナールⅡＢ」は合併。 

注 2） 2013 年度以前開講の科目名変更(重複履修不可) 

2014年度以降開講科目名 ※（ ）内は単位数 2013年度以前開講科目名 ※（ ）内は単位数 

電力ネットワーク工学 (2) 送配電工学 (2) 
注 3） 2012 年度以前開講の科目名変更(重複履修不可) 

2013年度以降開講科目名 ※（ ）内は単位数 2012年度以前開講科目名 ※（ ）内は単位数 

電気エネルギー管理と制御 (2) 電気エネルギー変換応用工学 (2) 

 

 

 

＜応用化学領域＞ 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

※ ＊：非常勤教員 
備考 

MSAC1031 春 応用化学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSAC1042 秋 応用化学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSAC2033 春 応用化学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSAC2044 秋 応用化学ゼミナールⅡＢ 2 

有機合成化学グループ 

( 増 山 ・ 鈴 木 ( 教 ) ) 

注1 

MSAC1051 春 応用化学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSAC1062 秋 応用化学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSAC2053 春 応用化学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSAC2064 秋 応用化学ゼミナールⅡＢ 2 

高分子化学グループ 

(陸川・竹岡・藤田) 

注1 
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登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

※ ＊：非常勤教員 
備考 

MSAC1071 春 応用化学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSAC1082 秋 応用化学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSAC2073 春 応用化学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSAC2084 秋 応用化学ゼミナールⅡＢ 2 

無機工業化学グループ 

( 板 谷 ・ 内 田 ) 

注1 

MSAC1091 春 応用化学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSAC1102 秋 応用化学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSAC2093 春 応用化学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSAC2104 秋 応用化学ゼミナールⅡＢ 2 

工業物理化学グループ 

( 髙 橋 ・ 田 中 ( 邦 ) ) 

注1 

MSAC1111 春 応用化学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSAC1122 秋 応用化学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSAC2113 春 応用化学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSAC2124 秋 応用化学ゼミナールⅡＢ 2 

化 学 工 学 グ ル ー プ 

（ 堀 越 ） 

注1 

MSAC7130 春 有機合成化学特論（立体選択的合成） 2 増 山 芳 郎 注2 

MSAC7140 休講 環境化学特論 2 髙 橋 和 夫 注2 

MSAC7070 春 無機製造工学特論 2 板 谷 清 司  

MSAC7080 春 工業材料化学特論 2 内 田  寛  

MSAC7100 休講 高分子物性特論 2 陸 川 政 弘  

MSAC7160 春 有機金属化学特論 2 鈴 木 教 之 注2 

MSAC7020 秋 高分子合成特論 2 竹 岡 裕 子  

MSAC7030 春 応用化学特論 2 高 橋 和 夫  

MSAC7040 秋 電離気体反応論 2 田 中 邦 翁  

MSAC7060 秋 高分子解析特論 2 藤 田 正 博  

MSAC7150 休講 有機合成化学特論（触媒的有機合成） 2 増 山 ・ 陸 川  

MSAC7120 秋 電磁波化学特論 2 堀 越  智  

注 1）同教員の応用化学ゼミナールⅠＡ・応用化学ゼミナールⅡＡは合併。 

 同教員の応用化学ゼミナールⅠＢ・応用化学ゼミナールⅡＢは合併。 

注 2） 2012 年度以前開講の科目名変更（重複履修不可） 

2013年度以降開講科目名 ※（ ）内は単位数 2012年度以前開講科目名 ※（ ）内は単位数 

有機合成化学特論（立体選択的合成） (2) 有機合成化学特論 (2) 
環境化学特論 (2) 環境化学反応論 (2) 

有機金属化学特論 (2) 有機触媒化学特論 (2) 

 

 

 

＜化学領域＞ 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

※ ＊：非常勤教員
備考 

MSCH1031 春 化学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSCH1042 秋 化学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSCH2033 春 化学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSCH2044 秋 化学ゼミナールⅡＢ 2 

理 論 分 子 設 計 ・

物理化学グループ

(南部・久世) 
注1 

MSCH1051 春 化学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSCH1062 秋 化学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSCH2053 春 化学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSCH2064 秋 化学ゼミナールⅡＢ 2 

無機化学グループ

(大井・木川田) 

注1 
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─ 225 ─ 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

※ ＊：非常勤教員
備考 

MSCH1071 春 化学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSCH1082 秋 化学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSCH2073 春 化学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSCH2084 秋 化学ゼミナールⅡＢ 2 

錯体化学グループ

(長尾) 

注1 

MSCH1091 春 化学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSCH1102 秋 化学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSCH2093 春 化学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSCH2104 秋 化学ゼミナールⅡＢ 2 

分 析 化 学 グ ル ー プ

(早下・遠藤・橋本) 

注1 

MSCH1131 春 化学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSCH1142 秋 化学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSCH2133 春 化学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSCH2144 秋 化学ゼミナールⅡＢ 2 

有機化学グループ 

(臼杵) 

注1 

MSCH1151 春 化学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSCH1162 秋 化学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSCH2153 春 化学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSCH2164 秋 化学ゼミナールⅡＢ 2 

有機化学グループ

(鈴木(由)) 

注1 

MSCH7010 春 物理化学特論（構造化学） 2 久 世 信 彦  

MSCH7021 春 分析化学特論（電気化学分析） 2 遠 藤  明  

MSCH7031 春 有機化学特論（医薬品設計・合成化学） 2 鈴  木  由 美 子  

MSCH7040 春 無機化学特論（地球化学） 2 木 川 田  喜  一  

MSCH7050 休講 有機化学特論（有機光機能化学） 2 未 定  

MSCH7061 休講 分析化学特論（超分子化学） 2 早 下 隆 士  

MSCH7070 春 分析化学特論（先端分析化学） 2 橋 本  剛  

MSCH7080 秋 無機化学特論（同位体・放射化学） 2 大 井 隆 夫  

MSCH7090 秋 無機化学特論（錯体化学） 2 長 尾 宏 隆  

MSCH7101 秋 有機化学特論（天然物化学） 2 臼 杵 豊 展  

MSCH7110 秋 物理化学特論（理論化学） 2 南 部 伸 孝  

MSCH7121 休講 物理化学特論（環境科学Ａ） 2 DANIELACHE, Sebastian 注2，注4 隔年開講 

MSCH7122 秋 物理化学特論（環境科学Ｂ） 2 DANIELACHE, Sebastian 注3 隔年開講 

注 1）同教員の化学ゼミナールⅠＡ・化学ゼミナールⅡＡは合併。同教員の化学ゼミナールⅠＢ・化学ゼミナールⅡＢは合併。 

注 2）グリーンサイエンス・エンジニアリング領域科目「Green Science and Engineering 1」と合併。 

注 3）グリーンサイエンス・エンジニアリング領域科目「Green Science and Engineering 3」と合併。 

注 4）2013 年度以前開講の科目名変更(重複履修不可) 

2014年度以降開講科目名 ※（ ）内は単位数 2013年度以前開講科目名 ※（ ）内は単位数 

物理化学特論（環境科学Ａ） (2) 物理化学特論（環境科学） (2) 

 

 

 

＜数学領域＞ 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

※ ＊：非常勤教員
備考 

MSMT1291 休講 数学ゼミナールⅠＡ 2  

MSMT1302 休講 数学ゼミナールⅠＢ 2  

MSMT2293 休講 数学ゼミナールⅡＡ 2  

MSMT2304 休講 数学ゼミナールⅡＢ 2 

大  城  佳 奈 子

 

10

理
工
学
研
究
科

理
工
学
専
攻



 

─ 226 ─ 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

※ ＊：非常勤教員
備考 

MSMT1051 休講 数学ゼミナールⅠＡ 2  

MSMT1062 休講 数学ゼミナールⅠＢ 2  

MSMT2053 休講 数学ゼミナールⅡＡ 2  

MSMT2064 休講 数学ゼミナールⅡＢ 2 

田 原 秀 敏

 

MSMT1071 春 数学ゼミナールⅠＡ 2  

MSMT1082 秋 数学ゼミナールⅠＢ 2  

MSMT2073 休講 数学ゼミナールⅡＡ 2  

MSMT2084 休講 数学ゼミナールⅡＢ 2 

辻 元

 

MSMT1311 春 数学ゼミナールⅠＡ 2  

MSMT1322 秋 数学ゼミナールⅠＢ 2  

MSMT2313 休講 数学ゼミナールⅡＡ 2  

MSMT2324 休講 数学ゼミナールⅡＢ 2 

中 筋 麻 貴

 

MSMT1111 休講 数学ゼミナールⅠＡ 2  

MSMT1122 休講 数学ゼミナールⅠＢ 2  

MSMT2113 春 数学ゼミナールⅡＡ 2  

MSMT2124 秋 数学ゼミナールⅡＢ 2 

中 島 俊 樹

 

MSMT1131 春 数学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSMT1142 秋 数学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSMT2133 春 数学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSMT2144 秋 数学ゼミナールⅡＢ 2 

角 皆  宏

注1 

MSMT1151 春 数学ゼミナールⅠＡ 2  

MSMT1162 秋 数学ゼミナールⅠＢ 2  

MSMT2153 春 数学ゼミナールⅡＡ 2  

MSMT2164 秋 数学ゼミナールⅡＢ 2 

都 築 正 男

 

MSMT1191 休講 数学ゼミナールⅠＡ 2  

MSMT1202 休講 数学ゼミナールⅠＢ 2  

MSMT2193 休講 数学ゼミナールⅡＡ 2  

MSMT2204 休講 数学ゼミナールⅡＢ 2 

平 田  均

 

MSMT1211 休講 数学ゼミナールⅠＡ 2  

MSMT1222 休講 数学ゼミナールⅠＢ 2  

MSMT2213 休講 数学ゼミナールⅡＡ 2  

MSMT2224 休講 数学ゼミナールⅡＢ 2 

五 味  靖

 

MSMT1231 休講 数学ゼミナールⅠＡ 2  

MSMT1242 休講 数学ゼミナールⅠＢ 2  

MSMT2233 休講 数学ゼミナールⅡＡ 2  

MSMT2244 休講 数学ゼミナールⅡＢ 2 

後 藤 聡 史

 

MSMT1271 春 数学ゼミナールⅠＡ 2  

MSMT1282 秋 数学ゼミナールⅠＢ 2  

MSMT2273 休講 数学ゼミナールⅡＡ 2  

MSMT2284 休講 数学ゼミナールⅡＢ 2 

加 藤  剛

 

MSMT7010 春 代数学特論Ⅰ 2 角 皆  宏  

MSMT7030 春 代数学特論Ⅲ 2 都 築 正 男  

MSMT7050 秋 幾何学特論Ⅰ 2 大  城  佳 奈 子  

MSMT7070 休講 幾何学特論Ⅲ 2 大  城  佳 奈 子  

MSMT7110 春 解析学特論Ⅲ 2 中 筋 麻 貴  

MSMT7160 春 計算数学特論 2 ＊ 梅 垣  敦 紀 ※夏期集中 
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登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

※ ＊：非常勤教員
備考 

MSMT7090 休講 解析学特論Ⅰ 2 加 藤  剛  

MSMT7020 秋 代数学特論Ⅱ 2 中 島 俊 樹  

MSMT7040 秋 代数学特論Ⅳ 2 
DE LAS PENAS,  

Ma.Louise Antonette
 

MSMT7060 休講 幾何学特論Ⅱ 2 辻 元  

MSMT7080 秋 幾何学特論Ⅳ 2 TRIHAN, Fabien  

MSMT7100 秋 解析学特論Ⅱ 2 田 原 秀 敏  

MSMT7120 秋 解析学特論Ⅳ 2 後 藤 聡 史  

注 1）同教員の数学ゼミナールⅠＡ・化学ゼミナールⅡＡは合併。 

 同教員の数学ゼミナールⅠＢ・化学ゼミナールⅡＢは合併。 

※ 集中講義については，別途掲示で日時および教室を必ず確認すること。 

 

 

 

＜物理学領域＞ 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

※ ＊：非常勤教員 
備考 

MSPY1031 春 物理学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSPY1042 秋 物理学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSPY2033 春 物理学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSPY2044 秋 物理学ゼミナールⅡＢ 2 

化 学 物 理 グ ル ー プ 

( 東 ) 

注1 

MSPY1051 春 物理学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSPY1062 秋 物理学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSPY2053 春 物理学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSPY2064 秋 物理学ゼミナールⅡＢ 2 

電 子 物 性 グ ル ー プ 

( 星 野 ) 

注1 

MSPY1071 春 物理学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSPY1082 秋 物理学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSPY2073 春 物理学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSPY2084 秋 物理学ゼミナールⅡＢ 2 

原 子 物 理 グ ル ー プ 

( 岡 田 ( 邦 ) ) 

注1 

MSPY1091 春 物理学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSPY1102 秋 物理学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSPY2093 春 物理学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSPY2104 秋 物理学ゼミナールⅡＢ 2 

固 体 物 理 グ ル ー プ 

( 黒 江 ) 

注1 

MSPY1111 春 物理学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSPY1122 秋 物理学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSPY2113 春 物理学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSPY2124 秋 物理学ゼミナールⅡＢ 2 

凝縮系物理グループ 

( 高 柳 ( 和 ) ) 

注1 

MSPY1131 春 物理学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSPY1142 秋 物理学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSPY2133 春 物理学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSPY2144 秋 物理学ゼミナールⅡＢ 2 

光 物 理 グ ル ー プ 

( 江 馬 ・ 欅 田 ) 

注1 

MSPY1151 春 物理学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSPY1162 秋 物理学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSPY2153 春 物理学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSPY2164 秋 物理学ゼミナールⅡＢ 2 

物 性 理 論 グ ル ー プ 

( 大 槻 ) 

注1 
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登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

※ ＊：非常勤教員 
備考 

MSPY1171 春 物理学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSPY1182 秋 物理学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSPY2173 春 物理学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSPY2184 秋 物理学ゼミナールⅡＢ 2 

薄 膜 グ ル ー プ 

( 坂 間 ) 

注1 

MSPY1191 春 物理学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSPY1202 秋 物理学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSPY2193 春 物理学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSPY2204 秋 物理学ゼミナールⅡＢ 2 

低 温 物 理 グ ル ー プ 

( 後 藤 ( 貴 ) ) 

注1 

MSPY1211 春 物理学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSPY1222 秋 物理学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSPY2213 春 物理学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSPY2224 秋 物理学ゼミナールⅡＢ 2 

物 質 科 学 グ ル ー プ 

( 桑 原 ) 

注1 

MSPY1231 春 物理学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSPY1242 秋 物理学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSPY2233 休講 物理学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSPY2244 休講 物理学ゼミナールⅡＢ 2 

ハドロン物理学グループ 

( 平 野 ) 

注1 

MSPY1251 春 物理学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSPY1262 秋 物理学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSPY2253 春 物理学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSPY2264 秋 物理学ゼミナールⅡＢ 2 

原子分子分光グループ 

（ 小 田 切 ） 

注1 

MSPY1271 春 物理学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSPY1282 秋 物理学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSPY2273 休講 物理学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSPY2284 休講 物理学ゼミナールⅡＢ 2 

低 温 ・ 超 伝導 物 性 グ ル ー プ 

（ 足 立 ） 

注1 

MSPY7010 春 光物性 2 江 馬 一 弘  

MSPY7050 休講 ナノスケールの物理 2 坂 間  弘  

MSPY7060 春 低温物性 2 後 藤 貴 行  

MSPY7070 春 宇宙・原子核 2 * 和 南 城 伸 也  

MSPY7110 春 実験物理特論Ｂ 2 欅田英之・水谷由宏  

MSPY7130 春 原子・分子Ｂ 2 星 野 正 光  

MSPY7160 秋 計算物理 2 大 槻 東 巳  

MSPY7170 休講 放射光科学 2 東  善 郎  

MSPY7180 休講 物理汎論Ｃ 2 - ※夏期集中,隔年開講 

MSPY7020 秋 物性物理Ａ 2 * 関 根  智 幸  

MSPY7030 春 物性物理Ｂ 2 桑 原 英 樹  

MSPY7040 春 量子多体問題 2 高 柳 和 雄  

MSPY7080 秋 理論物理特論Ａ 2 平 野 哲 文  

MSPY7090 春 理論物理特論Ｂ 2 * 田 中  大  

MSPY7100 秋 実験物理特論Ａ 2 岡 田 邦 宏  

MSPY7120 秋 原子・分子Ａ 2 小 田 切    丈  

MSPY7140 春 物理汎論Ａ 2 * 井 村 健 一 郎 ※夏期集中,隔年開講 

MSPY7150 春 物理汎論Ｂ 2 * 小 野  義 正 ※夏期集中 

注 1）同教員の物理学ゼミナールⅠＡ・物理学ゼミナールⅡＡは合併。 

 同教員の物理学ゼミナールⅠＢ・物理学ゼミナールⅡＢは合併。 

※ 集中講義については，別途掲示で日時および教室を必ず確認すること。 
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＜生物科学領域＞ 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

※ ＊：非常勤教員
備考 

MSBS1031 春 生物科学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSBS1042 秋 生物科学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSBS2033 春 生物科学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSBS2044 秋 生物科学ゼミナールⅡＢ 2 

生命科学グループ

( 安 増 )

注1 

MSBS1071 春 生物科学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSBS1082 秋 生物科学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSBS2073 春 生物科学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSBS2084 秋 生物科学ゼミナールⅡＢ 2 

神 澤 信 行

注1 

MSBS1091 春 生物科学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSBS1102 秋 生物科学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSBS2093 春 生物科学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSBS2104 秋 生物科学ゼミナールⅡＢ 2 

齊 藤 玉 緒

注1 

MSBS7190 春 分子進化学特論 2 川 口 眞 理  

MSBS7200 秋 細胞神経科学特論 2 新 倉 貴 子  

MSBS7040 春 環境適応の生物学 2 小  林  健 一 郎  

MSBS7050 春 細胞内情報伝達論 2 笹 川 展 幸  

MSBS7240 春 植物分子応答学特論 2 鈴 木 伸 洋  

MSBS7070 春 脳生理学特論 2 千 葉 篤 彦  

MSBS7100 春 分子生物学特論 2 牧 野  修  

MSBS7120 春 バイオインフォマティクス 2 ＊ 池 尾  一 穂 ※春学期集中 

MSBS7210 春 創薬インフォマティクス 2 ＊ 広 川  貴 次 ※春学期集中 

MSBS7170 春 植物機能科学特論 2 藤 原  誠  

MSBS7180 春 生物物理特論 2 近 藤 次 郎  

MSBS7020 秋 生体運動特論 2 神 澤 信 行  

MSBS7090 秋 神経発生学特論 2 林  謙 介  

MSBS7110 秋 発生生物学特論 2 安 増 茂 樹  

MSBS7130 春 ゲノム細胞生物学 2 ＊ 田 中  寛 ※春学期集中 隔年開講 

MSBS7220 休講 植物生態学特論 2 ＊ 大 原  雅 ※春学期集中 隔年開講 

MSBS7160 秋 環境分子生物学特論 2 齊 藤 玉 緒  

MSBS7230 秋 放射線生物学 2 ＊ 石 川  裕 二  

注 1）同教員の生物科学ゼミナールⅠＡ・生物科学ゼミナールⅡＡは合併。 

 同教員の生物科学ゼミナールⅠＢ・生物科学ゼミナールⅡＢは合併。 

※ 集中講義については，別途掲示で日時および教室を必ず確認すること。 

 

 

 

＜情報学領域＞ 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

※ ＊：非常勤教員
備考 

MSIS1031 春 情報学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSIS1042 秋 情報学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSIS2033 春 情報学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSIS2044 秋 情報学ゼミナールⅡＢ 2 

荒 井 隆 行

注1 
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登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

※ ＊：非常勤教員
備考 

MSIS1051 春 情報学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSIS1062 秋 情報学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSIS2053 春 情報学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSIS2064 秋 情報学ゼミナールⅡＢ 2 

伊 藤  潔

川 端  亮

注1 

MSIS1151 春 情報学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSIS1162 秋 情報学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSIS2153 春 情報学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSIS2164 秋 情報学ゼミナールⅡＢ 2 

伊 呂 原    隆

注1 

MSIS1071 春 情報学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSIS1082 秋 情報学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSIS2073 春 情報学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSIS2084 秋 情報学ゼミナールⅡＢ 2 

川 中  彰

注1 

MSIS1091 春 情報学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSIS1102 秋 情報学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSIS2093 春 情報学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSIS2104 秋 情報学ゼミナールⅡＢ 2 

田 中  昌 司

注1 

MSIS1251 春 情報学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSIS1262 秋 情報学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSIS2253 春 情報学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSIS2264 秋 情報学ゼミナールⅡＢ 2 

澁 谷 智 治

注1 

MSIS1171 春 情報学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSIS1182 秋 情報学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSIS2173 春 情報学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSIS2184 秋 情報学ゼミナールⅡＢ 2 

炭  親 良

注1 

MSIS1271 春 情報学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSIS1282 秋 情報学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSIS2273 春 情報学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSIS2284 秋 情報学ゼミナールⅡＢ 2 

高 岡 詠 子

注1 

MSIS1191 春 情報学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSIS1202 秋 情報学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSIS2193 春 情報学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSIS2204 秋 情報学ゼミナールⅡＢ 2 

田 村 恭 久

注1 

MSIS1331 春 情報学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSIS1342 秋 情報学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSIS2333 春 情報学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSIS2344 秋 情報学ゼミナールⅡＢ 2 

ゴンサルベス タッド

注1 

MSIS1311 春 情報学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSIS1322 秋 情報学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSIS2313 春 情報学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSIS2324 秋 情報学ゼミナールⅡＢ 2 

萬 代 雅 希

注1 
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登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

※ ＊：非常勤教員
備考 

MSIS1291 春 情報学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSIS1302 秋 情報学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSIS2293 春 情報学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSIS2304 秋 情報学ゼミナールⅡＢ 2 

宮  本  裕 一 郎

注1 

MSIS1231 春 情報学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSIS1242 秋 情報学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSIS2233 春 情報学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSIS2244 秋 情報学ゼミナールⅡＢ 2 

矢 入 郁 子

注1 

MSIS1211 春 情報学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSIS1222 秋 情報学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSIS2213 春 情報学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSIS2224 秋 情報学ゼミナールⅡＢ 2 

山 中 高 夫

注1 

MSIS1351 春 情報学ゼミナールⅠＡ 2 注1 

MSIS1362 秋 情報学ゼミナールⅠＢ 2 注1 

MSIS2353 休講 情報学ゼミナールⅡＡ 2 注1 

MSIS2364 休講 情報学ゼミナールⅡＢ 2 

古 屋 晋 一

注1 

MSIS7010 春 システム工学特論 2 伊 呂 原    隆  

MSIS7020 秋 シミュレーション工学特論 2 ゴンサルベス タッド  

MSIS7040 春 情報システム特論 2 伊 藤  潔  

MSIS7050 春 ソフトウェア特論 2 川 端  亮  

MSIS7080 春 音声・音響・聴覚情報処理 2 荒 井 隆 行  

MSIS7100 春 情報通信特論 2 ＊ 服 部  武  

MSIS7140 春 パターン認識特論 2 川 中  彰  

MSIS7160 休講 情報数学特論 2 未 定  

MSIS7250 春 脳ネットワーク特論 2 田 中 昌 司  

MSIS7190 春 情報メディアコミュニケーション学 2 矢 入 郁 子 ※夏期集中 

MSIS7060 秋 教育情報工学特論 2 田 村 恭 久  

MSIS7070 休講 知識工学特論 2 ゴンサルベス タッド  

MSIS7230 春 コンピュータグラフィックスとバーチャルリアリティ 2 ＊ 牧 野  光 則  

MSIS7110 秋 医用画像工学 2 炭  親 良  

MSIS7120 秋 センシングシステム工学 2 山 中 高 夫  

MSIS7150 休講 ニューロ・コンピューティング 2 古 屋 晋 一  

MSIS7170 秋 情報科学特論 2 高 岡 詠 子  

MSIS7200 秋 情報理論特論 2 澁 谷 智 治  

MSIS7210 秋 数理最適化特論 2 宮  本  裕 一 郎  

MSIS7220 秋 情報ネットワーク特論 2 萬 代 雅 希  

注 1）同教員の情報学ゼミナールⅠＡ・情報学ゼミナールⅡＡは合併。 

 同教員の情報学ゼミナールⅠＢ・情報学ゼミナールⅡＢは合併。  
※ 集中講義については，別途掲示で日時および教室を必ず確認すること。 
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５．研究指導一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 担当教員名 領域 備考 

MSCT1M81 春 研究指導 指導科目 

MSCT1M82 秋 研究指導 
渡 邉  摩 理 子 機械工学 

指導科目 

MSCT1C41 春 研究指導 指導科目 

MSCT1C42 秋 研究指導 
武 藤 康 彦 機械工学 

指導科目 

MSCT1C51 春 研究指導 指導科目 

MSCT1C52 秋 研究指導 
築 地 徹 浩 機械工学 

指導科目 

MSCT1C61 春 研究指導 指導科目 

MSCT1C62 秋 研究指導 
曄 道 佳 明 機械工学 

指導科目 

MSCT1C71 春 研究指導 指導科目 

MSCT1C72 秋 研究指導 
末 益 博 志 機械工学 

指導科目 

MSCT1C81 春 研究指導 指導科目 

MSCT1C82 秋 研究指導 
鈴木(隆)･一柳 機械工学 

指導科目 

MSCT1C91 春 研究指導 指導科目 

MSCT1C92 秋 研究指導 
申  鉄 龍 機械工学 

指導科目 

MSCT1D11 春 研究指導 指導科目 

MSCT1D12 秋 研究指導 
長 嶋 利 夫 機械工学 

指導科目 

MSCT1D21 春 研究指導 指導科目 

MSCT1D22 秋 研究指導 
坂 本 治 久 機械工学 

指導科目 

MSCT1D31 春 研究指導 指導科目 

MSCT1D32 秋 研究指導 
高 井 健 一 機械工学 

指導科目 

MSCT1D41 春 研究指導 指導科目 

MSCT1D42 秋 研究指導 
久 森 紀 之 機械工学 

指導科目 

MSCT1D51 春 研究指導 指導科目 

MSCT1D52 秋 研究指導 
鈴 木 啓 史 機械工学 

指導科目 

MSCTIN51 春 研究指導 指導科目 

MSCTIN52 秋 研究指導 
竹 原  昭 一 郎 機械工学 

指導科目 

MSCT1D61 春 研究指導 指導科目 

MSCT1D62 秋 研究指導 
和 保 孝 夫 電気・電子工学

指導科目 

MSCT1D71 春 研究指導 指導科目 

MSCT1D72 秋 研究指導 
岸 野 克 巳 電気・電子工学

指導科目 

MSCT1M91 春 研究指導 指導科目 

MSCT1M92 秋 研究指導 
菊 池 昭 彦 電気・電子工学

指導科目 

MSCT1N11 休講 研究指導 指導科目 

MSCT1N12 秋 研究指導 
野 村 一 郎 電気・電子工学

指導科目 

MSCT1D81 春 研究指導 指導科目 

MSCT1D82 秋 研究指導 
下 村 和 彦 電気・電子工学

指導科目 

MSCT1D91 春 研究指導 指導科目 

MSCT1D92 秋 研究指導 
髙尾・中村・坂本(織) 電気・電子工学

指導科目 

MSCT1E11 春 研究指導 指導科目 

MSCT1E12 秋 研究指導 
宮 武 昌 史 電気・電子工学

指導科目 

MSCT1E21 春 研究指導 指導科目 

MSCT1E22 秋 研究指導 
谷 貝  剛 電気・電子工学

指導科目 

MSCT1E31 春 研究指導 指導科目 

MSCT1E32 秋 研究指導 
中 岡 俊 裕 電気・電子工学

指導科目 

MSCT1L91 春 研究指導 指導科目 

MSCT1L92 秋 研究指導 
藤 井 麻 美 子 電気・電子工学

指導科目 

MSCT1M31 春 研究指導 指導科目 

MSCT1M32 秋 研究指導 
小 川 将 克 電気・電子工学

指導科目 

10

理
工
学
研
究
科

理
工
学
専
攻



 

─ 233 ─ 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 担当教員名 領域 備考 

MSCT1N21 春 研究指導 指導科目 

MSCT1N22 秋 研究指導 
林  等 電気・電子工学

指導科目 

MSCTIN81 春 研究指導 指導科目 

MSCTIN82 秋 研究指導 
高 橋  浩 電気・電子工学

指導科目 

MSCT1E41 春 研究指導 指導科目 

MSCT1E42 秋 研究指導 

有機合成化学グループ

( 増 山 ・ 鈴 木 ( 教 ) )
応用化学 

指導科目 

MSCT1E51 春 研究指導 指導科目 

MSCT1E52 秋 研究指導 

高分子化学グループ

(陸川・竹岡・藤田)
応用化学 

指導科目 

MSCT1E61 春 研究指導 指導科目 

MSCT1E62 秋 研究指導 

無機工業化学グループ

( 板 谷 ・ 内 田 )
応用化学 

指導科目 

MSCT1E71 春 研究指導 指導科目 

MSCT1E72 秋 研究指導 

工業物理化学グループ

( 髙 橋 ・ 田 中 ( 邦 ) )
応用化学 

指導科目 

MSCT1N31 春 研究指導 指導科目 

MSCT1N32 秋 研究指導 

化学工学グループ

( 堀 越 )
応用化学 

指導科目 

MSCT1E81 春 研究指導 指導科目 

MSCT1E82 秋 研究指導 

無機化学グループ

(大井・木川田)
化学 

指導科目 

MSCT1E91 春 研究指導 指導科目 

MSCT1E92 秋 研究指導 

理論分子設計・
物理化学グループ
( 南 部 ・ 久 世 )

化学 
指導科目 

MSCT1F11 春 研究指導 指導科目 

MSCT1F12 秋 研究指導 

錯体化学グループ

( 長 尾 )
化学 

指導科目 

MSCT1F21 春 研究指導 指導科目 

MSCT1F22 秋 研究指導 

分析化学グループ

(早下・遠藤・橋本)
化学 

指導科目 

MSCT1F41 春 研究指導 指導科目 

MSCT1F42 秋 研究指導 

有機化学グループ

( 臼 杵 )
化学 

指導科目 

MSCT1N41 春 研究指導 指導科目 

MSCT1N42 秋 研究指導 

有機化学グループ

( 鈴 木 ( 由 ) )
化学 

指導科目 

MSCT1F61 春 研究指導 指導科目 

MSCT1F62 秋 研究指導 
辻 元 数学 

指導科目 

MSCT1F71 春 研究指導 指導科目 

MSCT1F72 秋 研究指導 
中 島 俊 樹 数学 

指導科目 

MSCT1N61 春 研究指導 指導科目 

MSCT1N62 秋 研究指導 
中 筋 麻 貴 数学 

指導科目 

MSCT1F91 休講 研究指導 指導科目 

MSCT1F92 休講 研究指導 
田 原 秀 敏 数学 

指導科目 

MSCT1M41 春 研究指導 指導科目 

MSCT1M42 秋 研究指導 
加 藤  剛 数学 

指導科目 

MSCT1G21 春 研究指導 指導科目 

MSCT1G22 秋 研究指導 
角 皆  宏 数学 

指導科目 

MSCT1G31 春 研究指導 指導科目 

MSCT1G32 秋 研究指導 
都 築 正 男 数学 

指導科目 

MSCT1G51 休講 研究指導 指導科目 

MSCT1G52 休講 研究指導 
五 味  靖 数学 

指導科目 

MSCT1G81 春 研究指導 指導科目 

MSCT1G82 秋 研究指導 

化学物理グループ

( 東 )
物理学 

指導科目 

MSCT1G91 春 研究指導 指導科目 

MSCT1G92 秋 研究指導 

電子物性グループ

( 星 野 )
物理学 

指導科目 

MSCT1H11 春 研究指導 指導科目 

MSCT1H12 秋 研究指導 

固体物理グループ

( 黒 江 )
物理学 

指導科目 
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登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 担当教員名 領域 備考 

MSCT1H21 春 研究指導 指導科目 

MSCT1H22 秋 研究指導 

凝縮系物理グループ

( 高 柳 ( 和 ) )
物理学 

指導科目 

MSCT1H31 春 研究指導 指導科目 

MSCT1H32 秋 研究指導 

光物理グループ

( 江 馬 )
物理学 

指導科目 

MSCT1H41 春 研究指導 指導科目 

MSCT1H42 秋 研究指導 

物性理論グループ

( 大 槻 )
物理学 

指導科目 

MSCT1H51 春 研究指導 指導科目 

MSCT1H52 秋 研究指導 

薄 膜 グ ル ー プ

( 坂 間 )
物理学 

指導科目 

MSCT1H61 春 研究指導 指導科目 

MSCT1H62 秋 研究指導 

低温物理グループ

( 後 藤 ( 貴 ) )
物理学 

指導科目 

MSCT1H71 春 研究指導 指導科目 

MSCT1H72 秋 研究指導 

物質科学グループ

( 桑 原 )
物理学 

指導科目 

MSCT1H81 春 研究指導 指導科目 

MSCT1H82 秋 研究指導 

原子物理グループ

( 岡 田 ( 邦 ) )
物理学 

指導科目 

MSCT1H91 春 研究指導 指導科目 

MSCT1H92 秋 研究指導 

ハドロン物理学グループ

( 平 野 )
物理学 

指導科目 

MSCT1M71 春 研究指導 指導科目 

MSCT1M72 秋 研究指導 

原子分子分光グループ

( 小 田 切 )
物理学 

指導科目 

MSCT1N71 春 研究指導 指導科目 

MSCT1N72 秋 研究指導 

低 温 ・ 超 伝 導 物 性 グ ル ー プ

( 足 立 )
物理学 

指導科目 

MSCT1J11 春 研究指導 指導科目 

MSCT1J12 秋 研究指導 
笹 川 ・ 近 藤 生物科学 

指導科目 

MSCT1J21 春 研究指導 指導科目 

MSCT1J22 秋 研究指導 
林  謙 介 生物科学 

指導科目 

MSCT1J31 春 研究指導 指導科目 

MSCT1J32 秋 研究指導 
安 増 ･ 川 口 生物科学 

指導科目 

MSCT1J41 春 研究指導 指導科目 

MSCT1J42 秋 研究指導 
牧 野  修 生物科学 

指導科目 

MSCT1J51 春 研究指導 指導科目 

MSCT1J52 秋 研究指導 
千 葉 篤 彦 生物科学 

指導科目 

MSCT1J61 休講 研究指導 指導科目 

MSCT1J62 休講 研究指導 
小 林 健一郎 生物科学 

指導科目 

MSCT1J81 春 研究指導 指導科目 

MSCT1J82 秋 研究指導 
神 澤 信 行 生物科学 

指導科目 

MSCT1J91 春 研究指導 指導科目 

MSCT1J92 秋 研究指導 
齊 藤 玉 緒 生物科学 

指導科目 

MSCT1K11 春 研究指導 指導科目 

MSCT1K12 秋 研究指導 
藤 原  誠 生物科学 

指導科目 

MSCT1M21 休講 研究指導 指導科目 

MSCT1M22 休講 研究指導 
新 倉 貴 子 生物科学 

指導科目 

MSCT1O11 休講 研究指導 指導科目 

MSCT1O12 休講 研究指導 
鈴 木 伸 洋 生物科学 

指導科目 

MSCT1K31 春 研究指導 指導科目 

MSCT1K32 秋 研究指導 
荒 井 隆 行 情報学 

指導科目 

MSCT1K41 春 研究指導 指導科目 

MSCT1K42 秋 研究指導 
伊 藤  潔 情報学 

指導科目 

MSCT1K91 春 研究指導 指導科目 

MSCT1K92 秋 研究指導 
伊呂原   隆 情報学 

指導科目 
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登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 担当教員名 領域 備考 

MSCT1K51 春 研究指導 指導科目 

MSCT1K52 秋 研究指導 
川 中  彰 情報学 

指導科目 

MSCT1K61 春 研究指導 指導科目 

MSCT1K62 秋 研究指導 
田 中 昌 司 情報学 

指導科目 

MSCT1L51 春 研究指導 指導科目 

MSCT1L52 秋 研究指導 
澁 谷 智 治 情報学 

指導科目 

MSCT1L11 春 研究指導 指導科目 

MSCT1L12 秋 研究指導 
炭  親 良 情報学 

指導科目 

MSCT1L61 春 研究指導 指導科目 

MSCT1L62 秋 研究指導 
高 岡 詠 子 情報学 

指導科目 

MSCT1L21 春 研究指導 指導科目 

MSCT1L22 秋 研究指導 
田 村 恭 久 情報学 

指導科目 

MSCT1L71 春 研究指導 指導科目 

MSCT1L72 秋 研究指導 
萬 代 雅 希 情報学 

指導科目 

MSCT1K81 春 研究指導 指導科目 

MSCT1K82 秋 研究指導 
宮 本 裕一郎 情報学 

指導科目 

MSCT1L41 春 研究指導 指導科目 

MSCT1L42 秋 研究指導 
矢 入 郁 子 情報学 

指導科目 

MSCT1L31 春 研究指導 指導科目 

MSCT1L32 秋 研究指導 
山 中 高 夫 情報学 

指導科目 

MSCT1M51 春 研究指導 指導科目 

MSCT1M52 秋 研究指導 
川 端  亮 情報学 

指導科目 

MSCT1M61 春 研究指導 指導科目 

MSCT1M62 秋 研究指導 
ゴンサルベス タッド 情報学 

指導科目 

MSCT1021 春 研究指導 指導科目 

MSCT1022 秋 研究指導 
古  屋  晋 一 情報学 

指導科目 
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１． 修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 
 

【11年次生】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   

‣ 必修科目 4   

┗大学院演習ⅠＡ 1   

┗大学院演習ⅠＢ 1   

┗大学院演習ⅡＡ 1   

┗大学院演習ⅡＢ 1   

‣ 選択科目 26   

┗自領域科目 16   

┗自研究科他領域科目 6  理工基本領域を除く，理工共通領域は含む 

┗全領域 4  理工基本領域と理工共通領域を含む全ての領域 

研究指導（必修）   単位なし，毎学期，履修すること 

修士論文   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論文

登録をすること） 

 

【10年次生以前】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 30   

‣ 必修科目 4   

┗研究指導演習Ⅰ 1  ※2011年度から「大学院演習ⅠＡ」へ科目名変更 

┗研究指導演習Ⅱ 1  ※2011年度から「大学院演習ⅠＢ」へ科目名変更 

┗研究指導演習Ⅲ 1  ※2011年度から「大学院演習ⅡＡ」へ科目名変更 

┗研究指導演習Ⅳ 1  ※2011年度から「大学院演習ⅡＢ」へ科目名変更 

‣ 選択科目 26   

┗自領域科目 16   

┗自研究科他領域科目 6  理工基本領域を除く，理工共通領域は含む 

┗全領域 4  理工基本領域と理工共通領域を含む 

修士論文   必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査および試験に

合格すること 

（修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず修士論文

登録をすること） 

２．授業科目の編成・単位 

＜理工基本領域＞ 

単 位 数 
科 目 名 

必 修 選 択

大学院演習ⅠＡ ※1 1  

大学院演習ⅠＢ ※1 1  

大学院演習ⅡＡ ※1 1  

大学院演習ⅡＢ ※1 1  
 

単 位 数 
科 目 名 

必 修 選 択

科学技術英語Ⅰ（1）  2 

科学技術英語Ⅰ（2）  2 

科学技術英語Ⅱ（1）  2 

科学技術英語Ⅱ（2）  2 
 

 

理工学専攻  博士前期課程 11 年次生以前 
＜12 年次生以降は p.203～235 を参照すること＞
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※1 2010 年度以前開講「研究指導演習Ⅰ～Ⅳ」の科目名変更。 

2011年度以降開講科目名 ※（ ）内は単位数 2010年度以前開講科目名 ※（ ）内は単位数 

大学院演習ⅠＡ (1) 研究指導演習Ⅰ (1) 
大学院演習ⅠＢ (1) 研究指導演習Ⅱ (1) 
大学院演習ⅡＡ (1) 研究指導演習Ⅲ (1) 
大学院演習ⅡＢ (1) 研究指導演習Ⅳ (1) 

 

＜理工共通領域＞ 

単 位 数 
科 目 名 

必 修 選 択

生物科学基礎論  2 

物理学序論  2 

経済数学特論Ⅰ  2 

経済数学特論Ⅱ  2 

APPLIED MATHEMATICS 1（応用数学Ⅰ）  2 
 

単 位 数 
科 目 名 

必 修 選 択

APPLIED MATHEMATICS 2（応用数学Ⅱ）  2 

（他）カーボンマネジメント論 ※注1  2 

（他）環境マーケティング論  ※注1  2 

（他）環境ビジネス論     ※注1  2 

（他）エネルギーと環境    ※注1  2 
 

※注 1 地球環境研究科開講科目だが，自研究科科目扱いとなる。詳細は p.251～を参照。 

 

＜機械工学領域＞ 

単 位 数 
科 目 名 

必 修 選 択

材料力学特論  2 

構造力学特論  2 

固体力学特論  2 

機械力学特論  2 

マルチボディ・ダイナミクス  2 

振動と制振・防振  2 

熱エネルギー変換工学特論  2 

環境材料学  2 

伝熱工学特論  2 

流体工学特論Ａ  2 

流体工学特論Ｂ  2 

流体エネルギ変換工学特論  2 

工作機械特論  2 
 

単 位 数 
科 目 名 

必 修 選 択

精密加工学特論  2 

計測工学特論  2 

制御工学特論Ａ  2 

制御工学特論Ｂ  2 

アドバンスト制御  2 

材料工学特論  2 

材料強度学特論  2 

機械設計法特論  2 

燃焼工学特論  2 

機械工学ゼミナールⅠＡ  1 

機械工学ゼミナールⅠＢ  1 

機械工学ゼミナールⅡＡ  1 

機械工学ゼミナールⅡＢ  1 
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＜電気・電子工学領域＞ 

単 位 数 
科 目 名 

必 修 選 択

通信用光回路工学  2 

光導波工学  2 

量子物性工学  2 

電気エネルギー管理と制御   ※注2  2 

超伝導工学  2 

電気エネルギー工学特論  2 

集積回路工学  2 

光デバイス工学  2 

光伝送工学  2 

先端電子デバイス工学  2 

医用光工学  2 
 

単 位 数 
科 目 名 

必 修 選 択

ワイヤレス通信工学  2 

情報工学Ⅰ  2 

情報工学Ⅱ  2 

半導体デバイス工学  2 

先端超伝導応用  2 

電力ネットワーク工学     ※注1  2 

センサネットワーク特論  2 

電気・電子工学ゼミナールⅠＡ  1 

電気・電子工学ゼミナールⅠＢ  1 

電気・電子工学ゼミナールⅡＡ  1 

電気・電子工学ゼミナールⅡＢ  1 
 

※注 1 2013 年度以前開講の科目名変更(重複履修不可) 

2014年度以降開講科目名 ※（ ）内は単位数 2013年度以前開講科目名 ※（ ）内は単位数 

電力ネットワーク工学 (2) 送配電工学 (2) 
※注 2 2012 年度以前開講の科目名変更(重複履修不可) 

2013年度以降開講科目名 ※（ ）内は単位数 2012年度以前開講科目名 ※（ ）内は単位数 

電気エネルギー管理と制御 (2) 電気エネルギー変換応用工学 (2) 

 

＜応用化学領域＞ 

単 位 数 
科 目 名 

必 修 選 択

有機合成化学特論（立体選択的合成）

※注2 

 2 

高分子合成特論  2 

応用化学特論        ※注1  2 

電離気体反応論  2 

環境化学特論        ※注2  2 

高分子解析特論  2 

無機製造工学特論  2 

工業材料化学特論  2 
 

単 位 数 
科 目 名 

必 修 選 択

有機合成化学特論（触媒的有機合成）  2 

高分子物性特論  2 

有機金属化学特論       ※注2  2 

電磁波化学特論  2 

応用化学ゼミナールⅠＡ  1 

応用化学ゼミナールⅠＢ  1 

応用化学ゼミナールⅡＡ  1 

応用化学ゼミナールⅡＢ  1 
 

※注 1 2013 年度以前開講の科目名変更 

2014年度以降開講科目名 ※（ ）内は単位数 2013年度以前開講科目名 ※（ ）内は単位数 

応用化学特論 (2) 無機工業化学特論 (2) 
※注 2 2012 年度以前開講の科目名変更（重複履修不可） 

2013年度以降開講科目名 ※（ ）内は単位数 2012年度以前開講科目名 ※（ ）内は単位数 

有機合成化学特論（立体選択的合成） (2) 有機合成化学特論 (2) 
環境化学特論 (2) 環境化学反応論 (2) 

有機金属化学特論 (2) 有機触媒化学特論 (2) 
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＜化学領域＞ 

単 位 数 
科 目 名 

必 修 選 択

物理化学特論（構造化学）  2 

物理化学特論（理論化学）  2 

物理化学特論（環境科学Ａ）  ※注1  2 

物理化学特論（環境科学Ｂ）  2 

分析化学特論（電気化学分析）  2 

有機化学特論（医薬品設計・合成化学）  2 

無機化学特論（地球化学）  2 

有機化学特論（有機光機能化学）  2 

分析化学特論（超分子化学）  2 
 

単 位 数 
科 目 名 

必 修 選 択

分析化学特論（先端分析化学）  2 

無機化学特論（同位体・放射化学）  2 

無機化学特論（錯体化学）  2 

有機化学特論（天然物化学）  2 

化学ゼミナールⅠＡ  1 

化学ゼミナールⅠＢ  1 

化学ゼミナールⅡＡ  1 

化学ゼミナールⅡＢ  1 
 

※注 1 2013 年度以前開講の科目名変更（重複履修不可） 

2014年度以降開講科目名 ※（ ）内は単位数 2013年度以前開講科目名 ※（ ）内は単位数 

物理化学特論（環境科学Ａ） (2) 物理化学特論（環境科学） (2) 

 

＜数学領域＞ 

単 位 数 
科 目 名 

必 修 選 択

代数学特論Ⅰ  2 

代数学特論Ⅱ  2 

代数学特論Ⅲ  2 

代数学特論Ⅳ  2 

幾何学特論Ⅰ  2 

幾何学特論Ⅱ  2 

幾何学特論Ⅲ  2 

幾何学特論Ⅳ  2 

解析学特論Ⅰ  2 
 

単 位 数 
科 目 名 

必 修 選 択

解析学特論Ⅱ  2 

解析学特論Ⅲ  2 

解析学特論Ⅳ  2 

計算数学特論  2 

数学ゼミナールⅠＡ  1 

数学ゼミナールⅠＢ  1 

数学ゼミナールⅡＡ  1 

数学ゼミナールⅡＢ  1 
 

 

＜物理学領域＞ 

単 位 数 
科 目 名 

必 修 選 択

光物性  2 

物性物理Ａ  2 

物性物理Ｂ  2 

量子多体問題  2 

ナノスケールの物理  2 

計算物理  2 

低温物性  2 

宇宙・原子核  2 

理論物理特論Ａ  2 

理論物理特論Ｂ  2 

実験物理特論Ａ  2 
 

単 位 数 
科 目 名 

必 修 選 択

実験物理特論Ｂ  2 

原子・分子Ａ  2 

原子・分子Ｂ  2 

放射光科学  2 

物理汎論Ａ  2 

物理汎論Ｂ  2 

物理汎論Ｃ  2 

物理学ゼミナールⅠＡ  1 

物理学ゼミナールⅠＢ  1 

物理学ゼミナールⅡＡ  1 

物理学ゼミナールⅡＢ  1 
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＜生物科学領域＞ 

単 位 数 
科 目 名 

必 修 選 択

分子進化学特論  2 

生体運動特論  2 

細胞神経科学特論  2 

環境適応の生物学  2 

細胞内情報伝達論  2 

植物分子応答学特論  2 

脳生理学特論  2 

神経発生学特論  2 

分子生物学特論  2 

発生生物学特論  2 

バイオインフォマティクス  2 
 

単 位 数 
科 目 名 

必 修 選 択

ゲノム細胞生物学  2 

創薬インフォマティクス  2 

植物生態学特論  2 

環境分子生物学特論  2 

植物機能科学特論  2 

生物物理特論  2 

放射線生物学  2 

生物科学ゼミナールⅠＡ  1 

生物科学ゼミナールⅠＢ  1 

生物科学ゼミナールⅡＡ  1 

生物科学ゼミナールⅡＢ  1 
 

 

＜情報学領域＞ 

単 位 数 
科 目 名 

必 修 選 択

システム工学特論  2 

シミュレーション工学特論  2 

数理最適化特論  2 

情報システム特論  2 

ソフトウェア特論  2 

教育情報工学特論  2 

知識工学特論  2 

音声・音響・聴覚情報処理  2 

コンピュータグラフィックスとバーチャルリアリティ  2 

情報通信特論  2 

医用画像工学  2 

センシングシステム工学  2 
 

単 位 数 
科 目 名 

必 修 選 択

脳ネットワーク特論  2 

パターン認識特論  2 

ニューロ・コンピューティング  2 

情報数学特論  2 

情報メディアコミュニケーション学  2 

情報理論特論  2 

情報科学特論  2 

情報ネットワーク特論  2 

情報学ゼミナールⅠＡ  1 

情報学ゼミナールⅠＢ  1 

情報学ゼミナールⅡＡ  1 

情報学ゼミナールⅡＢ  1 
 

 

2010 年度以前開講「各領域ゼミナールⅠ～Ⅳ」の科目名変更。 

2011年度以降開講科目名 ※（ ）内は単位数 2010年度以前開講科目名 ※（ ）内は単位数 

（各領域）ゼミナールⅠＡ (1) （各領域）ゼミナールⅠ (1) 

（各領域）ゼミナールⅠＢ (1) （各領域）ゼミナールⅡ (1) 

（各領域）ゼミナールⅡＡ (1) （各領域）ゼミナールⅢ (1) 

（各領域）ゼミナールⅡＢ (1) （各領域）ゼミナールⅣ (1) 

 

３．履修上の注意 

１）30 単位以上を修得し，修士論文を提出し，その審査および最終試験に合格した者に修士の学位を授与する。単位の

内訳については，以下のとおりとする。 

・必修 4 単位 

・選択 26 単位 

ただし，選択 26 単位については，以下のとおりとする。 

①自領域の科目を 16 単位 

②他領域（自領域以外の領域）および理工共通領域から 6 単位（理工基本領域は除く） 

③自領域，他領域，理工基本領域，理工共通領域から 4 単位 
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なお，指導教員が認める「他研究科の授業科目（上限 8 単位）」（p.7 参照）については，①の 16 単位に含めること

ができる。 

・大学院演習及び各領域のゼミナールは原則としてⅠA，ⅠB，ⅡA，ⅡB の順に履修すること。 

２）11 年次生については「研究指導（必修）」は，毎学期，履修すること。 

 

４．開講科目一覧表（各領域ゼミナール） 

 休講となっている各領域のゼミナールについて，履修する必要がある学生は担当教員に相談する

こと。 

 ※その他の科目についてはp.203～235 の2012年次生以降のページを参照すること。 
 

＜機械工学領域＞  

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

※ ＊：非常勤教員
備考 

MSME1320 休講 機械工学ゼミナールⅠＡ １ 注1，注2 

MSME1330 休講 機械工学ゼミナールⅠＢ １ 注1，注2 

MSME2320 休講 機械工学ゼミナールⅡＡ １ 注1，注2 

MSME2330 休講 機械工学ゼミナールⅡＢ １

鈴 木  隆

注1，注2 

MSME1380 休講 機械工学ゼミナールⅠＡ １ 注1，注2 

MSME1390 休講 機械工学ゼミナールⅠＢ １ 注1，注2 

MSME2380 春 機械工学ゼミナールⅡＡ １ 注1，注2 

MSME2390 秋 機械工学ゼミナールⅡＢ １

坂 本 治 久

注1，注2 

注 1）同教員の「機械工学ゼミナールⅠＡ」・「機械工学ゼミナールⅡＡ」は合併。 

同教員の「機械工学ゼミナールⅠＢ」・「機械工学ゼミナールⅡＢ」は合併。 

注 2）2010 年度以前開講「機械工学ゼミナールⅠ～Ⅳ」の科目名変更。 

2011年度以降開講科目名 ※（ ）内は単位数 2010年度以前開講科目名 ※（ ）内は単位数 

機械工学ゼミナールⅠＡ (1) 機械工学ゼミナールⅠ (1) 

機械工学ゼミナールⅠＢ (1) 機械工学ゼミナールⅡ (1) 

機械工学ゼミナールⅡＡ (1) 機械工学ゼミナールⅢ (1) 

機械工学ゼミナールⅡＢ (1) 機械工学ゼミナールⅣ (1) 

 

＜化学領域＞ 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 

※ ＊：非常勤教員
備考 

MSCH2050 春 化学ゼミナールⅡＡ 1 注1，注2 

MSCH2060 秋 化学ゼミナールⅡＢ 1 

無機化学グループ

( 大 井 ・ 木 川 田 ) 注1，注2 

注 1）同教員の化学ゼミナールⅠＡ・化学ゼミナールⅡＡは合併。 

同教員の化学ゼミナールⅠＢ・化学ゼミナールⅡＢは合併。 

注 2）2010 年度以前開講「化学ゼミナールⅠ～Ⅳ」の科目名変更。 

2011年度以降開講科目名 ※（ ）内は単位数 2010年度以前開講科目名 ※（ ）内は単位数 

化学ゼミナールⅡＡ (1) 化学ゼミナールⅢ (1) 

化学ゼミナールⅡＢ (1) 化学ゼミナールⅣ (1) 
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１． 修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

【14年次生】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 2   

‣ 選択必修科目 2   

┗大学院演習ⅢＡ 1   

┗大学院演習ⅢＢ 1   

┗大学院演習ⅣＡ 1   

┗大学院演習ⅣＢ 1   

┗大学院演習ⅤＡ 1   

┗大学院演習ⅤＢ 1   

研究指導（必修）   単位なし，毎学期，履修すること 

博士論文   必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること 

 

【11年次生～13年次生】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数 6   

‣ 必修科目 6   

┗大学院演習ⅢＡ 1   

┗大学院演習ⅢＢ 1   

┗大学院演習ⅣＡ 1   

┗大学院演習ⅣＢ 1   

┗大学院演習ⅤＡ 1   

┗大学院演習ⅤＢ 1   

研究指導（必修）   単位なし，毎学期，履修すること 

博士論文   必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること 

 

【10年次生以前】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数    

‣ 必修科目    

┗研究指導  3 単位なし，3年間（3回）履修すること 

博士論文   必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること 

 

 

 

 

 

 

 

理工学専攻  博士後期課程 
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２．授業科目の編成・単位 

単位数 
科 目 名 必

修 

選
必 

選
択 

大学院演習ⅢＡ ※1 (1) 1  

大学院演習ⅢＢ ※1 (1) 1  

大学院演習ⅣＡ ※1 (1) 1  

大学院演習ⅣＢ ※1 (1) 1  

大学院演習ⅤＡ ※1  (1) 1  

大学院演習ⅤＢ ※1 (1) 1  
 

単 位 数 

科 目 名 必
修 

選
必 

選
択 

研究指導 0   
 

※13 年次生以前の履修度については（）内を参照のこと。 

※1 11 年次生以降対象科目 

 

３．履修上の注意 

【14 年次生】 

2 単位を修得し，指導教員の研究指導を受け，博士論文を提出し，その審査および最終試験に合格した者に博士の学位 

を授与する。在学期間中は指導教員担当の「研究指導（必修）」は，毎学期，履修すること。 

 

【11 年次生～13 年次生】 

 6 単位を修得し，指導教員の研究指導を受け，博士論文を提出し，その審査および最終試験に合格した者に博士の学位

を授与する。在学期間中は指導教員担当の「研究指導（必修）」は，毎学期，履修すること。 

 

【10 年次生以前】 

 指導教員の研究指導を受け，博士論文を提出し，その審査および最終試験に合格した者に博士の学位を授与する。在

学期間中は指導教員担当の「研究指導（必修）」は，３年間（３回）履修すること。 

 

 

４．開講科目一覧表 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 備考 

DSCT1370 休講 大学院演習ⅢＡ 1 注1 

DSCT1380 休講 大学院演習ⅢＢ 1 注1 

DSCT1390 休講 大学院演習ⅣＡ 1 注1 

DSCT1400 休講 大学院演習ⅣＢ 1 注1 

DSCT1410 春 大学院演習ⅤＡ 1 注1 

DSCT1420 秋 大学院演習ⅤＢ 1 

曄 道 佳 明 

注1 

DSCT1430 休講 大学院演習ⅢＡ 1 注1 

DSCT1440 休講 大学院演習ⅢＢ 1 注1 

DSCT1450 休講 大学院演習ⅣＡ 1 注1 

DSCT1460 休講 大学院演習ⅣＢ 1 注1 

DSCT1470 春 大学院演習ⅤＡ 1 注1 

DSCT1480 秋 大学院演習ⅤＢ 1 

末 益 博 志 

注1 

10

理
工
学
研
究
科

理
工
学
専
攻



─ 244 ─ 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 備考 

DSCT1490 休講 大学院演習ⅢＡ 1 注1 

DSCT1500 休講 大学院演習ⅢＢ 1 注1 

DSCT1510 休講 大学院演習ⅣＡ 1 注1 

DSCT1520 休講 大学院演習ⅣＢ 1 注1 

DSCT1530 春 大学院演習ⅤＡ 1 注1 

DSCT1540 秋 大学院演習ⅤＢ 1 

申  鉄 龍 

注1 

DSCT1730 休講 大学院演習ⅢＡ 1 注1 

DSCT1740 休講 大学院演習ⅢＢ 1 注1 

DSCT1750 休講 大学院演習ⅣＡ 1 注1 

DSCT1760 休講 大学院演習ⅣＢ 1 注1 

DSCT1770 休講 大学院演習ⅤＡ 1 注1 

DSCT1780 休講 大学院演習ⅤＢ 1 

長 嶋 利 夫 

注1 

DSCT1011 春 大学院演習ⅢＡ 1 注1 

DSCT1012 秋 大学院演習ⅢＢ 1 注1 

DSCT1013 休講 大学院演習ⅣＡ 1 注1 

DSCT1014 休講 大学院演習ⅣＢ 1 注1 

DSCT1015 休講 大学院演習ⅤＡ 1 注1 

DSCT1016 休講 大学院演習ⅤＢ 1 

和 保 孝 夫 

林  等 

注1 

DSCT1670 休講 大学院演習ⅢＡ 1 注1 

DSCT1680 休講 大学院演習ⅢＢ 1 注1 

DSCT1690 春 大学院演習ⅣＡ 1 注1 

DSCT1700 秋 大学院演習ⅣＢ 1 注1 

DSCT1710 休講 大学院演習ⅤＡ 1 注1 

DSCT1720 休講 大学院演習ⅤＢ 1 

岸 野 克 巳 

注1 

DSCT2810 休講 大学院演習ⅢＡ 1 注1 

DSCT2820 休講 大学院演習ⅢＢ 1 注1 

DSCT2830 春 大学院演習ⅣＡ 1 注1 

DSCT2840 秋 大学院演習ⅣＢ 1 注1 

DSCT2850 休講 大学院演習ⅤＡ 1 注1 

DSCT2860 休講 大学院演習ⅤＢ 1 

下 村 和 彦 

注1 

DSCT1550 休講 大学院演習ⅢＡ 1 注1 

DSCT1560 休講 大学院演習ⅢＢ 1 注1 

DSCT1570 休講 大学院演習ⅣＡ 1 注1 

DSCT1580 休講 大学院演習ⅣＢ 1 注1 

DSCT1590 休講 大学院演習ⅤＡ 1 注1 

DSCT1600 休講 大学院演習ⅤＢ 1 

髙 尾 智 明 

注1 

DSCT1610 休講 大学院演習ⅢＡ 1 注1 

DSCT1620 休講 大学院演習ⅢＢ 1 注1 

DSCT1630 春 大学院演習ⅣＡ 1 注1 

DSCT1640 秋 大学院演習ⅣＢ 1 注1 

DSCT1650 春 大学院演習ⅤＡ 1 注1 

DSCT1660 秋 大学院演習ⅤＢ 1 

陸 川 政 弘 

注1 

DSCT2990 休講 大学院演習ⅢＡ 1  

DSCT3000 休講 大学院演習ⅢＢ 1  

DSCT3010 春 大学院演習ⅣＡ 1  

DSCT3020 秋 大学院演習ⅣＢ 1  

DSCT3030 休講 大学院演習ⅤＡ 1  

DSCT3040 休講 大学院演習ⅤＢ 1 

板 谷 清 司 
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登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 備考 

DSCT2690 休講 大学院演習ⅢＡ 1  

DSCT2700 休講 大学院演習ⅢＢ 1  

DSCT2710 休講 大学院演習ⅣＡ 1  

DSCT2720 秋 大学院演習ⅣＢ 1 注1 

DSCT2730 春 大学院演習ⅤＡ 1 注1 

DSCT2740 秋 大学院演習ⅤＢ 1 

大 井 隆 夫 

注1 

DSCT2750 春 大学院演習ⅢＡ 1 注1 

DSCT2760 秋 大学院演習ⅢＢ 1 注1 

DSCT2770 春 大学院演習ⅣＡ 1 注1 

DSCT2780 秋 大学院演習ⅣＢ 1 注1 

DSCT2790 春 大学院演習ⅤＡ 1 注1 

DSCT2800 秋 大学院演習ⅤＢ 1 

南 部 伸 孝 

注1 

DSCT1021 春 大学院演習ⅢＡ 1 注1 

DSCT1022 秋 大学院演習ⅢＢ 1 注1 

DSCT1023 休講 大学院演習ⅣＡ 1 注1 

DSCT1024 休講 大学院演習ⅣＢ 1 注1 

DSCT1025 休講 大学院演習ⅤＡ 1 注1 

DSCT1026 休講 大学院演習ⅤＢ 1 

長 尾 宏 隆 

注1 

DSCT2870 春 大学院演習ⅢＡ 1 注1 

DSCT2880 秋 大学院演習ⅢＢ 1 注1 

DSCT2890 休講 大学院演習ⅣＡ 1 注1 

DSCT2900 休講 大学院演習ⅣＢ 1 注1 

DSCT2910 休講 大学院演習ⅤＡ 1 注1 

DSCT2920 休講 大学院演習ⅤＢ 1 

中 島 俊 樹 

注1 

DSCT1910 休講 大学院演習ⅢＡ 1 注1 

DSCT1920 休講 大学院演習ⅢＢ 1 注1 

DSCT1930 休講 大学院演習ⅣＡ 1 注1 

DSCT1940 休講 大学院演習ⅣＢ 1 注1 

DSCT1950 休講 大学院演習ⅤＡ 1 注1 

DSCT1960 休講 大学院演習ⅤＢ 1 

辻 元 

注1 

DSCT1970 休講 大学院演習ⅢＡ 1 注1 

DSCT1980 休講 大学院演習ⅢＢ 1 注1 

DSCT1990 春 大学院演習ⅣＡ 1 注1 

DSCT2000 秋 大学院演習ⅣＢ 1 注1 

DSCT2010 春 大学院演習ⅤＡ 1 注1 

DSCT2020 秋 大学院演習ⅤＢ 1 

東  善 郎 

注1 

DSCT2030 休講 大学院演習ⅢＡ 1 注1 

DSCT2040 休講 大学院演習ⅢＢ 1 注1 

DSCT2050 休講 大学院演習ⅣＡ 1 注1 

DSCT2060 休講 大学院演習ⅣＢ 1 注1 

DSCT2070 休講 大学院演習ⅤＡ 1 注1 

DSCT2080 休講 大学院演習ⅤＢ 1 

桑 原 英 樹 

注1 

DSCT2090 休講 大学院演習ⅢＡ 1 注1 

DSCT2100 休講 大学院演習ⅢＢ 1 注1 

DSCT2110 休講 大学院演習ⅣＡ 1 注1 

DSCT2120 休講 大学院演習ⅣＢ 1 注1 

DSCT2130 休講 大学院演習ⅤＡ 1 注1 

DSCT2140 休講 大学院演習ⅤＢ 1 

大 槻 東 巳 

注1 
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登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 備考 

DSCT2150 春 大学院演習ⅢＡ 1 注1 

DSCT2160 秋 大学院演習ⅢＢ 1 注1 

DSCT2170 休講 大学院演習ⅣＡ 1 注1 

DSCT2180 休講 大学院演習ⅣＢ 1 注1 

DSCT2190 休講 大学院演習ⅤＡ 1 注1 

DSCT2200 休講 大学院演習ⅤＢ 1 

江 馬 一 弘 

注1 

DSCT2930 春 大学院演習ⅢＡ 1  

DSCT2940 休講 大学院演習ⅢＢ 1  

DSCT2950 休講 大学院演習ⅣＡ 1  

DSCT2960 休講 大学院演習ⅣＢ 1  

DSCT2970 休講 大学院演習ⅤＡ 1  

DSCT2980 休講 大学院演習ⅤＢ 1 

高 柳 和 雄 

 

DSCT2210 休講 大学院演習ⅢＡ 1  

DSCT2220 休講 大学院演習ⅢＢ 1  

DSCT2230 春 大学院演習ⅣＡ 1  

DSCT2240 秋 大学院演習ⅣＢ 1  

DSCT2250 休講 大学院演習ⅤＡ 1  

DSCT2260 休講 大学院演習ⅤＢ 1 

安 増 茂 樹 

 

DSCT2270 休講 大学院演習ⅢＡ 1 注1 

DSCT2280 休講 大学院演習ⅢＢ 1 注1 

DSCT2290 休講 大学院演習ⅣＡ 1 注1 

DSCT2300 休講 大学院演習ⅣＢ 1 注1 

DSCT2310 休講 大学院演習ⅤＡ 1 注1 

DSCT2320 秋 大学院演習ⅤＢ 1 

神 澤 信 行 

注1 

DSCT2570 休講 大学院演習ⅢＡ 1 注1 

DSCT2580 休講 大学院演習ⅢＢ 1 注1 

DSCT2590 春 大学院演習ⅣＡ 1 注1 

DSCT2600 秋 大学院演習ⅣＢ 1 注1 

DSCT2610 春 大学院演習ⅤＡ 1 注1 

DSCT2620 秋 大学院演習ⅤＢ 1 

齊 藤 玉 緒 

注1 

DSCT1031 春 大学院演習ⅢＡ 1  

DSCT1032 秋 大学院演習ⅢＢ 1  

DSCT1033 休講 大学院演習ⅣＡ 1  

DSCT1034 休講 大学院演習ⅣＢ 1  

DSCT1035 休講 大学院演習ⅤＡ 1  

DSCT1036 休講 大学院演習ⅤＢ 1 

千 葉 篤 彦 

 

DSCT2330 春 大学院演習ⅢＡ 1 注1 

DSCT2340 秋 大学院演習ⅢＢ 1 注1 

DSCT2350 春 大学院演習ⅣＡ 1 注1 

DSCT2360 秋 大学院演習ⅣＢ 1 注1 

DSCT2370 春 大学院演習ⅤＡ 1 注1 

DSCT2380 秋 大学院演習ⅤＢ 1 

荒 井 隆 行 

注1 

DSCT2510 休講 大学院演習ⅢＡ 1 注1 

DSCT2520 休講 大学院演習ⅢＢ 1 注1 

DSCT2530 休講 大学院演習ⅣＡ 1 注1 

DSCT2540 休講 大学院演習ⅣＢ 1 注1 

DSCT2550 春 大学院演習ⅤＡ 1 注1 

DSCT2560 秋 大学院演習ⅤＢ 1 

伊 呂 原  隆 

注1 
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登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 備考 

DSCT2630 休講 大学院演習ⅢＡ 1 注1 

DSCT2640 休講 大学院演習ⅢＢ 1 注1 

DSCT2650 休講 大学院演習ⅣＡ 1 注1 

DSCT2660 休講 大学院演習ⅣＢ 1 注1 

DSCT2670 春 大学院演習ⅤＡ 1 注1 

DSCT2680 秋 大学院演習ⅤＢ 1 

坂 間  弘 

注1 

DSCT2450 休講 大学院演習ⅢＡ 1  

DSCT2460 休講 大学院演習ⅢＢ 1  

DSCT2470 春 大学院演習ⅣＡ 1  

DSCT2480 秋 大学院演習ⅣＢ 1  

DSCT2490 休講 大学院演習ⅤＡ 1  

DSCT2500 休講 大学院演習ⅤＢ 1 

川 中  彰 

 

注 1) 同教員の「大学院演習ⅢＡ」「大学院演習ⅣＡ」「大学院演習ⅤＡ」は合併科目。 

同教員の「大学院演習ⅢＢ」「大学院演習ⅣＢ」「大学院演習ⅤＢ」は合併科目。 

 

 

５．研究指導一覧表 

【11年次生以降】 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 担当教員名 備考 

DSCT3120 春 研究指導 指導科目 

DSCT3130 秋 研究指導 
曄 道 佳 明

指導科目 

DSCT3140 春 研究指導 指導科目 

DSCT3150 秋 研究指導 
末 益 博 志

指導科目 

DSCT3160 春 研究指導 指導科目 

DSCT3170 秋 研究指導 
申  鉄 龍

指導科目 

DSCT3240 休講 研究指導 指導科目 

DSCT3250 休講 研究指導 
長 嶋 利 夫

指導科目 

DSCT3220 春 研究指導 指導科目 

DSCT3230 秋 研究指導 
岸 野 克 巳

指導科目 

DSCT3600 春 研究指導 指導科目 

DSCT3610 秋 研究指導 
下 村 和 彦

指導科目 

DSCT3680 春 研究指導 指導科目 

DSCT3690 秋 研究指導 
和 保 ・ 林 （ 等 ）

指導科目 

DSCT3180 休講 研究指導 指導科目 

DSCT3190 休講 研究指導 
髙 尾 智 明

指導科目 

DSCT3200 春 研究指導 指導科目 

DSCT3210 秋 研究指導 
陸 川 政 弘

指導科目 

DSCT3660 春 研究指導 指導科目 

DSCT3670 秋 研究指導 
板 谷 清 司

指導科目 

DSCT3560 春 研究指導 指導科目 

DSCT3570 秋 研究指導 
大 井 隆 夫

指導科目 

DSCT3580 春 研究指導 指導科目 

DSCT3590 秋 研究指導 
南 部 伸 孝

指導科目 

DSCT3700 春 研究指導 指導科目 

DSCT3710 秋 研究指導 
長 尾 宏 隆

指導科目 

DSCT3620 春 研究指導 指導科目 

DSCT3630 秋 研究指導 
中 島 俊 樹

指導科目 
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登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 担当教員名 備考 

DSCT3300 休講 研究指導 指導科目 

DSCT3310 休講 研究指導 
辻 元

指導科目 

DSCT3320 春 研究指導 指導科目 

DSCT3330 秋 研究指導 
東  善 郎

指導科目 

DSCT3340 休講 研究指導 指導科目 

DSCT3350 休講 研究指導 
桑 原 英 樹

指導科目 

DSCT3360 休講 研究指導 指導科目 

DSCT3370 休講 研究指導 
大 槻 東 巳

指導科目 

DSCT3380 春 研究指導 指導科目 

DSCT3390 秋 研究指導 
江 馬 一 弘

指導科目 

DSCT3640 春 研究指導 指導科目 

DSCT3650 休講 研究指導 
高 柳 和 雄

指導科目 

DCST3400 春 研究指導 指導科目 

DSCT3410 秋 研究指導 
安 増 茂 樹

指導科目 

DSCT3720 春 研究指導 指導科目 

DSCT3730 秋 研究指導 
千 葉 篤 彦

指導科目 

DSCT3420 春 研究指導 指導科目 

DSCT3430 秋 研究指導 
神 澤 信 行

指導科目 

DSCT3440 春 研究指導 指導科目 

DSCT3450 秋 研究指導 
荒 井 隆 行

指導科目 

DSCT3500 春 研究指導 指導科目 

DSCT3510 秋 研究指導 
伊 呂 原  隆

指導科目 

DSCT3520 春 研究指導 指導科目 

DSCT3530 秋 研究指導 
齊 藤 玉 緒

指導科目 

DSCT3540 春 研究指導 指導科目 

DSCT3550 秋 研究指導 
坂 間  弘

指導科目 

DSCT3480 春 研究指導 指導科目 

DSCT3490 秋 研究指導 
川 中  彰

指導科目 
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

【2014 年次生以降】 
＜修士プロジェクトトラック＞ 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数
備考（上限，その他） 

総単位数 34   
‣必修科目 4   
┗演習A，B 2  
┗演習C，D 2  

8単位までは修了単位として修了要件に算入可能 

‣選択科目 30   
┗自専攻科目    

研究指導（必修）   単位なし，2学期目以降に毎学期履修すること 

修士プロジェクト   最終学期の履修登録期間に「修士プロジェクト」を必ず履修

登録すること。必要な研究指導を受けた上，最終学期にリサ

ーチペーパーを提出し合格すること。 
 

＜修士論文トラック＞ 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数
備考（上限，その他） 

総単位数 30   
‣必修科目 8   
┗演習A，B 4  
┗演習C，D 4  

12単位まで修了単位として修了要件に算入可能 

‣選択科目 22   
┗自専攻科目    

研究指導（必修）   単位なし，2学期目以降に毎学期履修すること 

修士論文   修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず「修士論

文」を履修登録すること。必要な研究指導を受けた上，修

士論文の審査および試験に合格すること。 
 

 

【2013年次生以前】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数
備考（上限，その他） 

総単位数 30   
‣必修科目 8   
┗演習Ⅰ 4   
┗演習Ⅱ 4   

‣選択科目 22   
┗自専攻科目    

研究指導（必修）   単位なし，2学期以降毎学期履修すること 

修士論文   修士論文を提出する学期の履修登録期間に必ず「修士論

文」を履修登録すること。必要な研究指導を受けた上，修

士論文の審査および試験に合格すること。 
 

 

地球環境学専攻  博士前期課程 
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２．授業科目の編成・単位 【各入学年次共通】 

単位数 単位数 
科目名 必 

修 
選
必

選
択

科目名 必 
修 

選
必

選
択

演習A 2   アジア環境研修   4

演習B 2   環境社会学   2

演習C 2   途上国の環境と開発   2

演習D 2   エネルギーと環境   2

環境法Ⅰ   2 環境政策論   2

環境法Ⅱ   2 環境と消費   2

環境経済学Ⅰ   2 カーボンマネジメント論   2

環境経済学Ⅱ   2 環境倫理   2

森林環境政策論   2 環境教育   2

環境政策と参加   2 環境史   2

環境工学   2 環境研究のフロンティア   2

化学物質と環境   2 環境･エネルギー技術論   2

環境金融論   2 環境マーケティング論   2

サステナビリティと金融   2 環境ビジネス論   2

国際環境法Ⅰ   2 環境計画・リスクマネジメント論   2

国際環境法Ⅱ   2 環境ビジネスと政策   2

循環型社会政策論   2 インターンシップⅠ   2

環境経営学   2 インターンシップⅡ   2

環境と経済制度   2 （他）環境法政策 ※注1   2

環境行政論   2 （他）比較環境法 ※注1   2

地球環境政策論   2 （他）環境訴訟 ※注1   2

地球温暖化対策論   2 （他）環境会計論特講 ※注2   2

地球環境論   2

CSR経営論   2

環境ジャーナリズム論   2

産業廃棄物処理   2

地球環境工学論   2

移動現象と環境   2

環境研究のための統計学   2

ジェンダーと環境   2

 

※注1：法科大学院開講科目 

※注2：経営学専攻開講科目 
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  単位数 
 

 必
修 

選
択
必
修 

選
択 

Thesis Seminar *1 論文演習 (4)  
Environmental Economics 環境経済学  2
Strategic Environmental Management 戦略的環境マネジメント  2
Environment and Development in Developing Countries 環境と開発  2
International Comparative Studies for Environmental 
Policies 環境政策の国際比較研究  2

Sustainable Communities/Projects and Policies 持続可能な地域作りと政策  2
Global Environmental Policy 地球環境政策論  2
Integrative Environmental Policy 総合環境政策論  2
Environmental History 環境歴史学  2
Environmental Law 環境法  2
International Environmental Treaties 国際環境条約論  2
Environment and Sustainable Lifestyles 環境と持続のためのライフスタイル  2
Environmental Science and Technology 環境工学論  2
Environmental Assessment 環境アセスメント論  2
Environmental Planning 環境計画論  2
Global Environment Outlook 地球環境概論  2
Japanese Experiences in Environmental Management 日本の環境管理  2
Ocean and Environment 海洋と環境  2
Marine Environmental Policy 海洋環境政策  2
Business Strategies for Sustainability サステイナビリティーのビジネス戦略   2
Environmental Resource Management Policy 環境資源管理政策  2
Global Forest Conservation Policy 世界の森林保全政策  2
Introduction to Environmental Accounting 環境会計入門  2
Seminar Ⅰ 演習Ⅰ (2)  
Seminar Ⅱ 演習Ⅱ (2)  
Seminar Ⅲ 演習Ⅲ (2)  
Seminar Ⅳ 演習Ⅳ (2)  
Corporate Finance *2 （他）金融論特講  4
English for Science / Engineering Ⅰ(1)*3 （他）科学技術英語Ⅰ（１）  2
English for Science / Engineering Ⅱ(1)*3 （他）科学技術英語Ⅱ（１）  2
Environmental Chemistry *3 （他）環境科学   2
Environmental Basic Biology *3 （他）環境基礎生物学  2
Green Science and Engineering 2 *3 （他）グリーンサイエンス・エンジニアリング 2   2
Green Science and Engineering 3 *3 （他）グリーンサイエンス・エンジニアリング 3   2
*1：国際環境コースの学生のみ履修可 

*2：経済学専攻開講科目 

*3：理工学専攻開講科目 

科目名（日本語） 科目名 
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３．履修上の注意 

 【２０１４年次生以降】 

１）修了要件 

入学当初は修士プロジェクトトラックに登録されている。修士論文トラックへの変更を希望する場合は所定の期

間に所定の書式で希望する指導教員に申し出ること。 

 

Ａ.修士プロジェクトトラック 

① 「演習」もしくは Seminar を計４単位履修すること（必修）。履修の順番は問わない。担当者が異なる同一科目

を複数履修してもよい。8 単位までは修了単位として認定し、4 単位までを選択科目の単位に充当する。 

② 選択科目 30 単位を修得すること。 

③ 研究指導（必修）は 2 学期目より毎学期登録し，履修すること。 

④ 最終学期に修士プロジェクトを履修登録し，リサーチペーパーを提出すること。 

 

Ｂ.修士論文トラック 

① 「演習」もしくは Seminar を計 8 単位修得すること（必修）。履修の順番は問わない。担当者が異なる同一科目

を複数履修してもよい。最低 4 単位は指導教員の演習もしくは Seminar を履修すること。12 単位までは修了単

位として認定し、4 単位までを選択科目の単位に充当する。 

② 選択科目 22 単位を修得すること。  

③ 研究指導（必修）は 2 学期目より毎学期登録し，履修すること。 

④ 最終学期に「修士論文」を履修登録し，必要な研究指導を受けた上で，修士論文の審査および試験に合格すること。 

 

 【２０１３年次生以前】 

下記に従って合計 30 単位以上を修得し，指導教員の指導のもとで修士論文を作成し，審査に合格することが必要で

ある。 

① １年次に必修科目の「演習Ⅰ」および「演習Ⅱ」を計 8 単位修得すること。 

履修の順番は問わない。ただし，特別な事情が認められた場合，担当者が異なる同一科目の重複履修による 8

単位でもよい。その場合は，履修登録前に専攻主任に相談すること。 

② 選択科目 22 単位を修得すること。 

③ 研究指導（必修）は毎学期登録し，履修すること。（12 年次生に適用する。） 

2013 年次生は入学後，2 学期目より毎学期登録し，履修すること。 

 

２）履修にあたっての注意 

① 2013 年次生以前の入学者は，「演習Ｉ」、「演習 II」を未履修の場合、「演習Ⅰ」の代わりに「演習Ａ」、「演習

Ｂ」，「演習Ⅱ」の代わりに「演習Ｃ」、「演習Ｄ」を履修すること。 

② 同じ名称の科目は担当者が異なる場合でも，再度履修することはできない。 

③ 下記の科目は名称変更を行ったが，内容は同じであるので，再度履修することはできない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2013 年度科目名 2012 年度科目名 

環境ビジネスと政策 日本経済と環境 

Business and Environmental Management Japanese Business and Environment 

Natural Resource and Ecological Management Ecological Economics 

2014 年度科目名 2013 年度科目名 

アジア環境研修Ⅰ アジア環境研修 

アジア環境研修Ⅱ 
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④ 「アジア環境研修」は，研修受け入れ先が決定した場合に限り，履修可能となる。従って，履修登録期間中に登

録することはできない。研修実施が可能になった旨，専攻より通知するので，その時に学事センターにて履修

登録の手続きを行うこと。尚、評価はＰ又はＸとする。 

⑤ 「インターンシップⅠ」及び「同Ⅱ」を履修する場合，必ず履修登録期間中に登録を行う。但し、専攻が別途指

定する期日までに実習を修了し、報告書を提出できないことが明らかになった場合，速やかに学事センターに

て登録削除の手続きを行うこと。尚、評価は P 又はＸとする。 
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４．開講科目一覧表 【各入学年次共通】 

登 録  

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 
※（他）：他専攻教員 
  ＊ ：非常勤教員 

備考 

MGGE1010 春 演習A 2 磯 崎 博 司  

MGGE1011 春 演習B 2 磯 崎 博 司  

MGGE1020 春 演習A 2 鷲 田 豊 明  

MGGE1021 春 演習B 2 鷲 田 豊 明  

MGGE1030 春 演習A 2 大 坪 國 順  

MGGE1031 春 演習B 2 大 坪 國 順  

MGGE1040 春 演習A 2 藤 井 良 広  

MGGE1041 春 演習B 2 藤 井 良 広  

MGGE1050 春 演習A 2 柴 田 晋 吾  

MGGE1051 春 演習B 2 柴 田 晋 吾  

MGGE1060 春 演習A 2 平 尾 桂 子  

MGGE1061 春 演習B 2 平 尾 桂 子  

MGGE1070 春 演習A 2 中 島 恵 理  

MGGE1071 春 演習B 2 中 島 恵 理  

MGGE1080 春 演習A 2 
プテンカラム 

ジョンジョセフ 
 

MGGE1081 春 演習B 2 
プテンカラム 

ジョンジョセフ 
 

MGGE6030 春 環境経済学Ⅰ 2 鷲 田 豊 明  

MGGE6040 春 環境経済学Ⅱ 2 鷲 田 豊 明 隔週開講 

MGGE6060 休講 環境工学 2 大 坪 國 順 隔年開講 

MGGE6080 春 環境経営学 2 鈴 木 政 史  

MGGE6130 春 環境政策と参加 2 柴 田 晋 吾 隔週開講 

MGGE7020 春 環境政策論 2 中 島 恵 理  

MGGE7070 休講 環境と経済制度 2 鷲 田 豊 明 隔年開講 

MGGE7140 春 ＣＳＲ経営論 2 藤 井 良 広  

MGGE7170 春 産業廃棄物処理 2 大 坪 國 順  

MGGE7180 春 環境社会学 2 平 尾 桂 子  

MGGE7270 春 環境倫理 2 * 鬼 頭 秀 一 隔年開講 

MGGE7290 春 環境教育 2 (他)吉川 まみ  

MGGE7370 春 地球環境工学論 2 大 坪 國 順  

MGGE7390 休講 環境研究のための統計学 2 平 尾 桂 子 隔年開講 

MGGE7410 休講 ジェンダーと環境 2 平 尾 桂 子  

MGGE7420 春 環境史 2 まくどなるど・あん  

MGGE7440 春 カーボンマネジメント論 2 * 山 本 秀 治  

MGGE7460 春 国際環境法Ⅰ 2 磯 崎 博 司  

MGGE7510 春 環境マーケティング論 2 * 木 暮 啓，他 輪講 

MGGE7530 春 環境ビジネス論 2 * 丸 尾   聰  

MGGE7550 春 環境金融論 2 藤 井 良 広  

MGGE7430 春 アジア環境研修 4 黄   光 偉 春学期集中 ※ 

MGGE7600 休講 地球環境論 2 未     定  

MGGE7610 春 インターンシップⅠ 2 平 尾 桂 子 春学期集中 ※ 

MGGE7630 春 環境計画・ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論 2 黄   光 偉  

MGGE9010 春 修士論文 0 
地球環境学専攻 

各 指 導 教 員 
 

MGGE9550 春 修士プロジェクト 0 
地球環境学専攻 

各 指 導 教 員 
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登 録  

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 
※（他）：他専攻教員 
  ＊ ：非常勤教員 

備考 

LWS54100 春 環境法政策 2 北 村 喜 宜 （他）法科大学院 

LWS54200 春 環境訴訟 2 越 智 敏 裕 （他）法科大学院 

MGGE1200 秋 演習C 2 磯 崎 博 司  

MGGE1201 秋 演習D 2 磯 崎 博 司  

MGGE1210 秋 演習C 2 鷲 田 豊 明  

MGGE1211 秋 演習D 2 鷲 田 豊 明  

MGGE1220 秋 演習C 2 大 坪 國 順  

MGGE1221 秋 演習D 2 大 坪 國 順  

MGGE1230 秋 演習C 2 藤 井 良 広  

MGGE1231 秋 演習D 2 藤 井 良 広  

MGGE1240 秋 演習C 2 柴 田 晋 吾  

MGGE1241 秋 演習D 2 柴 田 晋 吾  

MGGE1250 秋 演習C 2 
プテンカラム 

ジョンジョセフ 
 

MGGE1251 秋 演習D 2 
プテンカラム 

ジョンジョセフ 
 

MGGE1260 秋 演習C 2 平 尾 桂 子  

MGGE1261 秋 演習D 2 平 尾 桂 子  

MGGE1270 秋 演習C 2 中 島 恵 理  

MGGE1271 秋 演習D 2 中 島 恵 理  

MGGE6010 休講 環境法Ⅰ 2 磯 崎 博 司  

MGGE6020 秋 環境法Ⅱ 2 磯 崎 博 司  

MGGE6050 休講 環境ビジネスと政策 2 未     定  

MGGE6070 秋 森林環境政策 2 柴 田 晋 吾  

MGGE6090 秋 環境・エネルギー技術論 2 鈴 木 政 史  

MGGE7010 秋 サステナビリティと金融 2 藤 井 良 広  

MGGE7090 休講 環境行政論 2 未     定  

MGGE7100 休講 地球環境政策論 2 未     定  

MGGE7110 秋 循環型社会政策論 2 *柳 下 正 治 隔週開講 

MGGE7120 秋 地球温暖化対策論 2 中 島 恵 理 隔週開講 

MGGE7200 休講 途上国の環境と開発 2 
プテンカラム 

ジョンジョセフ 
隔年開講 

MGGE7210 秋 エネルギーと環境 2 * 田 中   大  

MGGE7240 秋 環境と消費 2 * 中 原 秀 樹  

MGGE7300 秋 環境研究のフロンティア 2 
コーディネータ 

大 坪 國 順 
輪講・秋学期集中 ※ 

MGGE7380 秋 移動現象と環境 2 大 坪 國 順 隔年開講 

MGGE7450 秋 化学物質と環境 2 * 植 弘 崇 嗣 秋学期集中 ※ 

MGGE7470 秋 国際環境法Ⅱ 2 磯 崎 博 司  

MGGE7560 秋 環境ジャーナリズム論 2 藤 井 良 広  

MGGE7620 秋 インターンシップⅡ 2 平 尾 桂 子 秋学期集中 ※ 

MGGE9020 秋 修士論文 0 
地球環境学専攻 

各 指 導 教 員 
 

MGGE9560 秋 修士プロジェクト 0 
地球環境学専攻 

各 指 導 教 員 
 

LWS54600 秋 比較環境法 2 * 及 川 敬 貴 （他）法科大学院 

MEMG7060 秋 環境会計論特講 2 上 妻 義 直 （他）経営学専攻科目 

 

※集中講義については，別途掲示で日時・教室を必ず確認すること。 
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登 録  

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 
※（他）：他専攻教員 
  ＊ ：非常勤教員 

Co) : coordinator 
備考 

MGGE2110 SPR Thesis Seminar 4 McDONALD Anne 
国際環境コースの学生の

み履修可 

MGGE2130 SPR Thesis Seminar 4 WASHIDA Toyoaki 
国際環境コースの学生の

み履修可 

MGGE2140 SPR Thesis Seminar 4 OTSUBO Kuninori 
国際環境コースの学生の

み履修可 

MGGE2200 SPR Thesis Seminar 4 HIRAO Keiko 
国際環境コースの学生の

み履修可 
MGGE7640 SPR International Comparative Studies for  Environmental Policies 2 NAKAJIMA Eri  

MGGE7710 SPR Japanese Experiences in Environmental Management 2 Co) SHIBATA Shingo 
Team-taught course， 
Intensive Course* 

MGGE7740 SPR International Environmental Treaties 2 Co) SUZUKI Masachika Team-taught course 
MGGE7760 SPR Environmental Law 2 ISOZAKI Hiroji  
MGGE7770 SPR Environmental Assessment 2 HUANG Guangwei   
MGGE7780 SPR Integrative Environmental Policy 2 McDONALD Anne  

MGGE7790 SPR Ocean and Environment 2 *BEHERA Swadhin 
Spring Semester Intensive 
Course* 

MGGE7795 SPR Marine Environmental Policy 2 McDONALD Anne Intensive Course* 
MGGE7840 SPR Seminar I 2 McDONALD Anne  
MGGE7841 SPR Seminar II 2 McDONALD Anne  

MGGE7850 SPR Seminar I 2
PUTHENKALAM  
John Joseph 

 

MGGE7860 SPR Seminar I 2 HUANG Guangwei  
MGGE7861 SPR Seminar II 2 HUANG Guangwei  
MGGE7870 SPR Seminar I 2 SUZUKI Masachika  
MGGE7871 SPR Seminar II 2 SUZUKI Masachika  
MGGE7980 SPR Business Strategies for Sustainability 2 SUZUKI Masachika  
MGGE7990 SPR Environmental Resource Management Policy 2 SHIBATA Shingo  

MGGE9510 SPR Master's Thesis 0
GENV Academic 
supervisors 

国際環境コースの学生の

み履修可 

MGGE9530 SPR Graduation Project 0
GENV Academic 
supervisors 

国際環境コースの学生の

み履修可 

MSCT7010 SPR English for Science / Engineering I (1) 2
（他）DE LAS PENAS 
MA. Louise Antonette 

(other) Grad. Program  of 
Science and Technology 

MSGR7170 SPR Environmental Basic Biology 2 （他）Co) YASUMASU Shigeki
(other) Grad. Program  of 
Science and Technology 
Team-taught course 

MSGR7020 SPR Green Science and Engineering 2 2 （他）DANIELACHE Sebastian
(other) Grad. Program of 
Science and Technology 

MGGE2150 AUT Thesis Seminar 4 HUANG Guangwei 
国際環境コースの学生の

み履修可 

MGGE2160 AUT Thesis Seminar 4 McDONALD Anne 
国際環境コースの学生の

み履修可 
MGGE7650 Not offered Global Environment Outlook 2 HUANG Guangwei  
MGGE7670 AUT Global Environmental Policy 2 McDONALD Anne  
MGGE7680 AUT Environment and Sustainable Lifestyles 2 HIRAO Keiko  
MGGE7690 AUT Introduction to Environmental Accounting 2 *MURAI Hideki  
MGGE7700 AUT Environmental Science and Technology 2 OTSUBO Kuninori  
MGGE7720 AUT Environmental Economics 2 WASHIDA Toyoaki  
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登 録  

コード 

開 
講 
期 

科目名 
単
位
数

担当教員名 
※（他）：他専攻教員 
  ＊ ：非常勤教員 

Co) : coordinator 
備考 

MGGE7730 AUT Environment and Development in Developing Countries 2
PUTHENKALAM  
John Joseph 

 

MGGE7750 AUT Environmental Planning 2 HUANG Guangwei  
MGGE7800 AUT Global Forest Conservation Policy 2 SHIBATA Shingo  
MGGE7810 AUT Environmental History 2 McDONALD Anne  
MGGE7900 AUT Seminar III 2 McDONALD Anne  
MGGE7901 AUT Seminar IV 2 McDONALD Anne  
MGGE7910 AUT Seminar III 2 HUANG Guangwei  
MGGE7911 AUT Seminar IV 2 HUANG Guangwei  
MGGE7920 AUT Seminar III 2 SUZUKI Masachika  
MGGE7921 AUT Seminar IV 2 SUZUKI Masachika  

MGGE7930 AUT Seminar III 2
PUTHENKALAM  
John Joseph 

 

MGGE7960 AUT Strategic Environmental Management 2 SUZUKI Masachika  
MGGE7970 AUT Sustainable Communities/Projects and Policies 2 NAKAJIMA Eri  

MGGE9520 AUT Master's Thesis 0
GENV Academic 
supervisors 

国際環境コースの学生の

み履修可 

MGGE9540 AUT Graduation Project 0
GENV Academic 
supervisors 

国際環境コースの学生の

み履修可 

MEEC7190 AUT Corporate Finance 4 （他）KAWANISHI Satoshi
(other) Grad. Program of 
Economics 

MSGR7090 Not offered Environmental Chemistry 2 （他）HORIKOSHI Satoshi
(other) Grad. Program of 
Science and Technology 

MSCT7030 AUT English for Science / Engineering II (1) 2 （他）DZIEMIŃSKA Edyta 
(other) Grad. Program  of 
Science and Technology 

MSGR7030 AUT Green Science and Engineering 3 2 （他）DANIELACHE Sebastian
(other) Grad. Program of 
Science and Technology 

 
*For Intensive Courses, you must check the schedule and classroom on Loyala Bulletin Board (Academic Service). 
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５．研究指導一覧表 【各入学年次共通】 

登 録 

コード 

開 
講 
期 

科目名 担当教員名 備考 

MGGE1901 春 研究指導 指導科目 

MGGE1902 秋 研究指導 
磯 崎 博 司 

指導科目 

MGGE1903 春 研究指導 指導科目 
MGGE1904 秋 研究指導 

鷲 田 豊 明 
指導科目 

MGGE1905 春 研究指導 指導科目 
MGGE1906 秋 研究指導 

大 坪 國 順 
指導科目 

MGGE1907 春 研究指導 指導科目 
MGGE1908 秋 研究指導 

藤 井 良 広 
指導科目 

MGGE1909 春 研究指導 指導科目 
MGGE1910 秋 研究指導 

柴 田 晋 吾 
指導科目 

MGGE1911 春 研究指導 指導科目 
MGGE1912 秋 研究指導 

平 尾 桂 子 
指導科目 

MGGE1913 春 研究指導 指導科目 

MGGE1914 秋 研究指導 
まくどなるど・あん

指導科目 

MGGE1915 春 研究指導 指導科目 

MGGE1916 秋 研究指導 
黄   光 偉 

指導科目 

MGGE1917 春 研究指導 指導科目 
MGGE1918 秋 研究指導 

プテンカラム 

ジョンジョセフ 指導科目 

MGGE1919 春 研究指導 指導科目 

MGGE1920 秋 研究指導 
鈴 木 政 史 

指導科目 

MGGE1921 春 研究指導 指導科目 

MGGE1922 秋 研究指導 
中 島 恵 理 

指導科目 

 

５．早期修了制度 

 1）早期修了制度は修士論文トラックにのみ適用される。 

2）早期修了希望時期の遅くとも 1年前に研究科委員長に申し出て，早期修了希望者として登録すること。 

3）修了に必要な単位をすべて修得することとし，かつＧＰＡが 3.8 以上あること。 

4）修士論文の評価がＡであること。 
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件 

【2011年次生以降】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数    
‣必修科目    
‣選択科目    

研究指導（必修）   単位なし，毎学期，履修すること 
博士論文   必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること 

 
【2010年次生以前】 

要件項目名 
必要 

単位数 

必要 

科目数 
備考（上限，その他） 

総単位数    
‣必修科目    
┗研究指導1   単位なし，毎学期，履修すること 

※2011年度より「研究指導」へ科目名変更 

┗研究指導2   単位なし，毎学期，履修すること 

※2011年度より「研究指導」へ科目名変更 
‣選択科目    

博士論文   必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査および試験に

合格すること 

 

２．授業科目の編成・単位 

単  位  数
科 目 名 必 

修 
選 
必

選 
択

研究指導 ※ 0   
 

 

３．履修上の注意 

①在学期間中は指導教員担当の「研究指導（必修）」は，毎学期，履修すること。 

②博士論文提出資格論文の審査に合格した上で，定められた手続きにより博士論文を提出し，審査および試験に合格

しなければならない。 

 

地球環境学専攻  博士後期課程 
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４．研究指導一覧表 【各入学年次共通】 

登 録  

コード 

開 
講 
期 

科目名 担当教員名 備考 

DGGE3300 春 研究指導  指導科目 

DGGE3310 秋 研究指導 
磯 崎 博 司

指導科目 

DGGE3320 春 研究指導  指導科目 

DGGE3330 秋 研究指導 
鷲 田 豊 明

指導科目 

DGGE3340 春 研究指導  指導科目 

DGGE3350 秋 研究指導 
大 坪 國 順

指導科目 

DGGE3360 春 研究指導  指導科目 

DGGE3370 秋 研究指導 
藤 井 良 広

指導科目 

DGGE3380 春 研究指導  指導科目 

DGGE3390 秋 研究指導 
柴 田 晋 吾

指導科目 

DGGE3400 春 研究指導  指導科目 

DGGE3410 秋 研究指導 
平 尾 桂 子

指導科目 

DGGE3420 春 研究指導  指導科目 

DGGE3430 秋 研究指導 
中 島 恵 理

指導科目 

DGGE3440 春 研究指導  指導科目 

DGGE3450 秋 研究指導 
まくどなるど・あん

指導科目 

DGGE3460 春 研究指導  指導科目 

DGGE3470 秋 研究指導 

プテンカラム 

ジョンジョセフ 指導科目 

DGGE3480 春 研究指導  指導科目 

DGGE3490 秋 研究指導 
黄   光 偉

指導科目 

DGGE3500 春 研究指導  指導科目 

DGGE3510 秋 研究指導 
鈴 木 政 史

指導科目 
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上智大学大学院学則（抄） 

上智大学大学院国外留学に 

関する細則（抄） 

上智大学大学院研究指導に 

関する細則 

上智大学学位規程（抄） 

課程博士の学位申請に関する

特例（内規） 

上智大学学則（抜粋） 
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（平成26年4月1日改正施行予定） 

※上智大学大学院学則全文は，公式ホームページに公開しています。 

 

   第 1章 総則 

 

（設  置） 

第 1 条 上智大学学則第 5 条に基づき，上智大学に大学院を置き，これを「上智大学大学院」（以下「本大学院」とい

う。）と称する。 

（課  程） 

第 2 条 本大学院の課程は，修士課程，博士課程及び専門職学位課程とする。 

（標準修業年限） 

第 3 条 博士課程の標準修業年限を 5 年，修士課程の標準修業年限を 2 年とする。 

2 博士課程は，これを前期 2 年及び後期 3 年の課程に区分し，前期 2 年の課程を博士前期課程，後期 3 年の課程を博士

後期課程（以下それぞれ「前期課程」「後期課程」という。）という。 

3 第 2 項の規定にかかわらず，総合人間科学研究科社会福祉学専攻については，職業を有していることにより，標準修

業年限を超えて一定の期間にわたり計画的に本大学院の教育課程を履修し修了することを希望する旨を申し出た者に対

しては，当該研究科委員会の議に基づき，その履修を博士前期課程では「長期履修学生」として 3 年まで認めることが

できる。 

4 第 3 項の長期履修学生に関する事項は，別に定める。 

5 前期課程は，これを修士課程として取り扱う。 

6 法学研究科法曹養成専攻（法科大学院）の標準修業年限は 3 年とする。ただし，法学研究科法曹養成専攻（法科大学

院）において，必要とされる法律学の基礎的な学識を有すると認められる者（法学既修者）については，30 単位を超

えない範囲の単位を修得したものとみなし，1 年を超えない範囲で当該単位の数に相当する期間，在学期間を短縮でき

ることとする。 

（在学期間の上限） 

第 3 条の 2 本大学院の在学期間は，休学期間を除き 9 年を限度とし，前期課程及び修士課程においては 4 年，後期課

程においては 5 年の期間を，それぞれ超えることができない。 

2 専門職学位課程については，別に定める。 

（課程の目的） 

第 4 条 博士課程は，キリスト教精神を基盤とし，専攻分野についての研究者として，自立して研究活動を行い，又は

その他の高度に専門的な業務に従事するに必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を養うことを目的とす

る。 

2 前期課程及び修士課程は，キリスト教精神を基盤とし，広い視野に立って精深な学識を授け，専攻分野における研究

能力又は高度の専門性を要する職業等に必要な，高度の能力を養うことを目的とする。 

3 専門職学位課程は，キリスト教精神を基盤とし，高度の専門性が求められる職業を担うための深い学識及び卓越した

能力を培うことを目的とする。 

（自己評価等） 

第 4 条の 2 本大学院は，教育研究水準の向上を図り，その目的及び社会的使命を達成するため，教育研究活動の状況

について自己点検及び評価を実施するものとする。 

2 自己点検及び評価の実施体制並びに方法については，別に定める。 

3 前 2 項に基づき，第三者評価機関による評価を受けるものとする。 

（ファカルティ・ディベロップメント） 

第 4 条の 3 本大学院は，課程の目的，教育内容・方法についての組織的な研究・研修に努めるとともに，教員の教

育・研究指導能力の向上を期し，個々の教育研究活動の評価を行うものとする。 

12．上智大学大学院学則（抄） 
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2 ファカルティ・ディベロップメント活動の実施及び個々の教育研究活動の評価方法については，別に定める。 

（研究科及び専攻） 

第 5 条 本大学院に次の表の左欄に掲げる研究科を置き，それぞれの研究科に同表の中欄に掲げる専攻を置く。 

 

研究科名 専攻名 課程の区分 

神学研究科 神学専攻 前期課程 

 組織神学専攻 後期課程 

哲学研究科 哲学専攻  

文学研究科 教育学専攻 後期課程 

 心理学専攻 後期課程 

 史学専攻  

 国文学専攻  

 英米文学専攻  

 ドイツ文学専攻  

 フランス文学専攻  

 新聞学専攻  

 文化交渉学専攻  

総合人間科学研究科 教育学専攻  

 心理学専攻  

 社会学専攻  

 社会福祉学専攻  

 看護学専攻 修士課程 

法学研究科 法律学専攻  

 法曹養成専攻（法科大学院） 専門職学位課程 

経済学研究科 経済学専攻  

 経営学専攻  

 経済制度・組織専攻 後期課程 

外国語学研究科 言語学専攻  

 地域研究専攻 後期課程 

グローバル・スタディーズ 国際関係論専攻  

研究科 地域研究専攻  

 グローバル社会専攻  

理工学研究科 理工学専攻  

地球環境学研究科 地球環境学専攻  

 

  ただし，文学研究科教育学専攻及び心理学専攻，経済学研究科経済制度・組織専攻，外国語学研究科地域研究専攻に

ついては，第 26 条に定める入学者の募集を停止する。 

2 前項により置かれる研究科ごとの教育研究上の目的及び人材の養成に関する目的については，第 4 条に定める各研究

科共通の目的のほか，各研究科の設置趣旨に基づき，別表第 1 において個別に定める。 

3 前項に規定する以外の事項については，各研究科の定める細則及び内規によるものとする。 

（収容定員） 

第 6 条 各研究科の収容定員は，次の表（略）のとおりとする。 
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   第 2 章 大学院委員会及び研究科委員会 

（大学院委員会） 

第 7 条 本大学院に，大学院委員会を置く。 

2 本学則に別段の定めがあるものを除き，大学院委員会の開催に必要な事項については，別に定める。 

（大学院委員会の組織及び任期） 

第 8 条 大学院委員会は，学長，副学長，学事センター長，入学センター長，国際連携室長，各研究科委員長をもって

組織する。 

2 委員の任期は，2 年とする。ただし，再任を妨げない。 

（大学院委員長） 

第 9 条 大学院委員会の委員長は，学長がこれにあたる。 

2 委員長は大学院委員会を招集し，その議長となる。 

3 委員長は，あらかじめ代行者を指名し，その職務を代行させることができる。 

（大学院委員会の審議事項） 

第 10 条 大学院委員会は，次の事項について審議する。 

（1）学位の授与に関する事項 

（2）研究科，専攻及び課程の設置，廃止に関する事項 

（3）各研究科に共通する事項 

（4）各研究科相互の連絡調整に関する事項 

（5）大学院学則及び諸規則の変更に関する事項 

（6）その他，大学院に関する重要事項 

（研究科委員会） 

第 11 条 各研究科に研究科委員会を置き，別に定める「大学院担当教員選考基準及び審査手続」により任用された教

員をもって組織する。 

2 研究科委員会の委員長は，当該研究科委員会において互選する。 

3 委員長の任期は，2 年とする。ただし，再任を妨げない。 

4 研究科委員会は，次の事項について審議する。 

（1）人事に関する事項 

（2）授業及び研究指導に関する事項 

（3）試験に関する事項 

（4）学位論文の審査に関する事項 

（5）学生の身分に関する事項 

（6）学生の賞罰に関する事項 

（7）その他，研究科に関する事項 

5 各研究科委員会に関する事項は，当該研究科が別に定める。 

（専  攻） 

第 12 条 研究科は，それぞれの専攻分野の教育研究を行うために専攻を置き，各専攻に，専攻主任を置く。 

2 各専攻に関する事項は，当該専攻が別に定める。 

（事務組織） 

第 13 条 本大学院に，大学院の事務を処理するため，必要な事務組織を置く。 

 

   第 3 章 教育方法等 

 

（教育方法等） 

第 14 条 本大学院の教育は，授業科目の授業及び学位論文の作成等に対する指導（以下「研究指導」という。）によっ

て行う。ただし，法学研究科法曹養成専攻（法科大学院）については，学位論文の作成に対する指導を除く。 
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2 研究科において教育上の必要があると認められる場合には，夜間その他の特定の時間又は時期において授業又は研究

指導を行う等の適当な方法により教育を行うことができる。 

3 授業科目の編成は，別表第 2（略）に定める。 

4 研究指導に関する細目は，別に定める。 

（単位の計算基準） 

第 15 条 各研究科の授業科目の単位の計算基準については，上智大学学則の規定を準用する。 

（指導教員） 

第 16 条 各専攻は，所属する学生に対し，各々専任教員 1 名を指導教員として定める。ただし，法学研究科法曹養成

専攻（法科大学院）については，この限りではない。 

（授業科目の履修） 

第 17 条 各研究科において，指導教員が教育研究上有益と認めたときは，他の研究科又は学部の授業科目を履修させ

ることができる。 

2 前項の規定により修得した単位は，学部の授業科目を除き，8 単位を超えない範囲で，当該研究科において修得した

ものとみなすことができる。 

（単位認定） 

第 18 条 各研究科において教育研究上有益と認めたときは，他の大学の大学院等（国外の大学の大学院等を含む。）の

授業科目を履修させ，10 単位を超えない範囲で，本大学院において修得したものとみなすことができる。 

2 各研究科において教育研究上有益と認めたときは，本大学院入学以前に本大学院を含む大学院において修得した単位

（科目等履修生として修得した単位を含む。）を 10 単位を超えない範囲で本大学院において修得したものとみなすこと

ができる。 

3 前 2 項の規定により修得した単位は，合計 10 単位を超えない範囲で当該研究科において修得したものとみなすことが

できる。 

4 前項にかかわらず，法学研究科法曹養成専攻（法科大学院）については，30 単位を超えない範囲で当該研究科におい

て履修したものとみなすことができる。 

（研究指導） 

第 19 条 研究指導は，別に定める「大学院担当教員選考基準及び審査手続」に定める教員が行うものとする。 

2 各研究科において教育研究上有益と認めたときは，他の大学院又は研究所等（国外の大学の大学院又は国外の研究所

等を含む。）とあらかじめ協議の上，当該他大学院又は研究所等において，必要な研究指導を受けさせることができる。

ただし，前期課程の学生については，研究指導をうける期間は，1 年を超えないものとする。 

3 前条第 1 項及び第 2 項に定める国外の大学の大学院又は国外の研究所等への留学に関する事項は，別に定める。 

（教育職員免許） 

第 20 条 教員の資格を得ようとする者は，教育職員免許法（昭和 24 年法律第 147 号）及び教育職員免許法施行規則

（昭和 29 年文部省令第 26 号）にのっとり所定の科目及び単位を修得しなければならない。 

2 本大学院の専攻において取得できる教育職員免許状の種類及び教科は別表第 3（略）に定めるところによる。 

 

   第 4 章 課程の修了要件 

 

（修士課程及び前期課程の修了要件） 

第 21 条 修士課程及び前期課程の修了の要件は，本大学院に 2 年以上在学し，30 単位以上を修得し，かつ，必要な研

究指導を受けた上，本大学院の行う修士論文の審査及び試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，優

れた業績を上げた者については，大学院に 1 年以上在学すれば足りるものとする。 

2 前項の場合において，当該課程の目的に応じ適当と認められるときは，特定の課題についての研究の成果の審査をも

って修士論文の審査に代えることができる。 

（博士課程の修了要件） 

第 21 条の 2 本大学院の博士課程の修了の要件は，大学院に 5 年（修士課程，前期課程又は専門職学位課程に 2 年以

上在学し，当該課程を修了した者にあっては，当該課程における標準修業年限期間を含む。）以上在学し，30 単位以上
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（修士課程，前期課程又は専門職学位課程において修得した単位を含む。）を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，

本大学院の行う博士論文の審査及び試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，優れた研究業績を上げ

た者については，本大学院に 3 年（修士課程，前期課程又は専門職学位課程に 2 年以上在学し，当該課程を修了した者

にあっては，当該課程における 2 年の在学期間を含む。）以上在学すれば足りるものとする。 

2 前条第 1 項ただし書きの規定による在学期間をもって修士課程又は前期課程を修了した者の本大学院の博士課程の修

了の要件は，大学院に修士課程又は前期課程における在学期間に 3 年を加えた期間以上在学し，30 単位以上（修士課

程又は前期課程において修得した単位を含む。）を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，本大学院の行う博士論

文の審査及び試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては優れた研究業績を上げた者については，大学院

に 3 年（修士課程又は前期課程における在学期間を含む。）以上在学すれば足りるものとする。 

3 第 1 項及び前項の規定にかかわらず，学校教育法施行規則（昭和 22 年文部省令第 11 号）第 70 条の 2 の規定により，

大学院への入学資格に関し，修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認められた者が，後期課程に入学した場

合の本大学院の後期課程の修了の要件は，大学院に 3 年以上在学し，必要な研究指導を受けた上，本大学院の行う博士

論文の審査及び試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，優れた研究業績を上げた者については，大

学院に 1 年以上在学すれば足りるものとする。 

（専門職学位課程の修了要件） 

第 21 条の 3 法学研究科法曹養成専攻（法科大学院）の修了の要件は，3 年以上在学し，各年次で所定の成績を修め，

93 単位以上を修得することとする。ただし，必要とされる法律学の基礎的な学識を有すると認められた者（法学既修

者）については，2 年以上在学し，各年次で所定の成績を修め，65 単位以上を修得することとする。 

2 各年次で修得すべき単位及び所定の成績については，別に定める。 

第 22 条 学位論文の審査方法等については，別に定める。 

第 23 条 学位に関する試験の方法等については，別に定める。 

 

   第 5 章 学位 

 

（学位に関する細目） 

第 24 条 学位に関する細目は，上智大学学位規程の定めるところによる。 

（授与学位の種類） 

第 25 条 本大学院を修了した者には，上智大学学位規程の定めるところにより，博士及び修士の学位を授与する。 

 学位には研究科専攻別に次の専攻分野の名称を付記する。 

 

研究科名 専攻名 修士専攻分野 博士専攻分野 

神学研究科 神学専攻 神学   

  組織神学専攻   神学 

哲学研究科 哲学専攻 哲学 哲学 

文学研究科 教育学専攻  教育学 

  心理学専攻  心理学 

  史学専攻 史学 史学 

  国文学専攻 文学 文学 

  英米文学専攻 文学 文学 

  ドイツ文学専攻 文学 文学 

  フランス文学専攻 文学 文学 

  新聞学専攻 新聞学 新聞学 

  文化交渉学専攻 文学 文学 
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研究科名 専攻名 修士専攻分野 博士専攻分野 

総合人間科学研究科 教育学専攻 教育学 教育学 

  心理学専攻 心理学 心理学 

 社会学専攻 社会学 社会学 

  社会福祉学専攻 社会福祉学 社会福祉学 

  看護学専攻 看護学  

法学研究科 法律学専攻 法学 法学 

  法曹養成専攻（法科大学院） 法務博士（専門職）  

経済学研究科 経済学専攻 経済学 経済学 

   経営学  

 経営学専攻 経営学 経営学 

  経済制度・組織専攻   経済学 

     経営学 

外国語学研究科 言語学専攻 言語学 言語学 

  地域研究専攻  地域研究 

グローバル・スタディーズ 国際関係論専攻 国際関係論 国際関係論 

研究科 地域研究専攻 地域研究 地域研究 

 グローバル社会専攻 比較日本研究 比較日本研究 

  国際経営開発学 グローバル社会研究 

  グローバル社会研究  

理工学研究科 理工学専攻 理学 理学 

  工学 工学 

地球環境学研究科 地球環境学専攻 環境学 環境学 

 

2 前項の規定にかかわらず研究科において必要と認めた場合は，前項に規定された博士専攻分野の名称に代えて「学

術」の名称を付記することができる。 

 

   第 6章 入学，進学，編入学，休学，退学及び再入学 

 

（入学資格） 

第 26 条 本大学院の前期課程，修士課程及び専門職学位課程に入学することのできる者は，次の各号の一に該当する

者とする。 

（1）大学を卒業した者 

（2）学士の学位を授与された者 

（3）外国において学校教育における 16 年の課程を修了した者 

（4）文部科学大臣が指定した者 

（5）大学に 3 年以上在学し，本大学院において，所定の単位を優れた成績をもって修得したものと認めた者 

（6）大学教育修了までの学校教育の課程が 15 年である国において修了した者で，本大学院において，所定の単位を優

れた成績をもって修得したものと認めた者 

（7）本大学院において，個別の入学資格審査により，大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で，22 歳

に達した者 

（8）その他本大学院において，大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者 

2 後期課程に進学又は編入学することのできる者は，修士の学位，専門職学位を有する者又は修士の学位を有する者と

同等以上の学力を有する者と認められる者とする。 

3 前項の場合において，修士の学位を有する者と同等以上の学力を有すると認められる者は，次の各号の一に該当する
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者とする。 

（1）外国において修士の学位に相当する学位を授与された者 

（2）文部科学大臣の指定した者 

（3）本大学院において，個別の入学資格審査により，修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者で，24

歳に達した者 

（4）その他本大学院において，修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者 

（選抜試験） 

第 27 条 前期課程，修士課程及び専門職学位課程への入学，後期課程への進学又は編入学を志願する者に対しては，

それぞれ各研究科の定めるところに従って選抜試験を行う。 

2 外国人留学生に対しては，特別に選考の上，入学を許可することができる。 

（休学，復学及び退学の願い出） 

第 28 条 休学又は退学しようとする者は，それぞれ所定の願い書を提出し，許可を受けなければならない。 

2 休学の期間は，1 学期または 1 学年を区分とし博士課程通算 5 年を超えることができない。ただし，修士課程及び専

門職学位課程においては，2 年を限度とする。 

3 許可された休学期間が満了した場合は，復学となる。ただし，病気によって休学の許可を受けた者は，医師の診断書

を添えた所定の復学届を提出しなければならない。 

4 休学期間中に休学の事由がやみ，復学しようとする者は，所定の復学届を提出しなければならない。 

（留  年） 

第 28 条の 2 法学研究科法曹養成専攻（法科大学院）において，各年次の所定の単位を修得できない場合又は各年次

で所定の成績を修めることができない場合には，当該年次に留まる。この場合における各年次の所定の単位及び所定の

成績については，別に定める。 

（退  学） 

第 29 条 次の各号の一に該当する者は，退学させる。 

（1）授業料その他，学費を納入しない者 

（2）第 3 条の 2 に定める在学期間の上限を超えた者 

（3）成業の見込みがないと認められる者。ただし，認定事由は，各研究科において，別に定める。 

（再 入 学） 

第 30 条 本大学院を退学し，再入学をしようとする者は，所定の願い書を提出し，許可を受けなければならない。 

2 再入学の願いが出た場合は，当該研究科委員会の議を経てこれを許可することができる。 

（入学時期） 

第 31 条 本大学院の入学時期は，学期の初めとする。 

 

   第 7章 学年，学期及び休業日 

 

（学年，学期及び休業日） 

第 33 条 学年は，4 月 1 日に始まり翌年 3 月 31 日に終わる。 

第 33 条の 2 学年を分けて次の 2 学期とする。 

  春学期 4 月 1 日から 9 月 20 日まで 

  秋学期 9 月 21 日から翌年 3 月 31 日まで 

第 33 条の 3 授業休業日は，次のとおりとする。 

ただし，第 5 号から第 7 号の授業休業期間の始期及び終期は，年度により別に定める。 

（1）日曜日 

（2）国民の祝日に関する法律（昭和 23 年法律第 178 号）に規定する休日 

（3）創立記念日（11 月 1 日） 

（4）聖ザビエルの祝日（12 月 3 日） 

（5）春期休業 
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（6）夏期休業 

（7）冬期休業 

2 学長は必要に応じ，前項各号以外の日を臨時に授業休業日とすることができる。 

3 学長は必要に応じ，第 1 項各号に定める授業休業日を，授業日(補講日及び集中講義期間を含む)とすることができる。 

 

   第 8章 交換留学生，特別聴講生，聴講生及び研究生 

 

（交換留学生） 

第 34 条 本大学院は国外大学大学院との交換留学協定に基づき，交換留学生の受け入れを許可することができる。 

（特別聴講生） 

第 35 条 本大学院は国内大学院との単位互換協定に基づき，特別聴講生の受け入れを許可することができる。 

（聴講生） 

第 36 条 本大学院の特定の授業科目について聴講を願い出る者に対しては，選考の上，聴講生として聴講を許可する

ことができる。 

2 聴講生に関する事項は，別に定める。 

（科目等履修生） 

第 36 条の 2 本大学院は学位取得を目的としないで一又は複数の授業科目を履修する者（以下「科目等履修生」とい

う。）に対し単位を与えることができる。 

2 科目等履修生に関する事項は，別に定める。 

（研究生） 

第 37 条 本大学院において特定事項の研究を願い出る者に対しては，選考の上，研究生としてこれを許可することが

できる。 

2 研究生に関する事項は，別に定める。 

 

   第 9 章 入学納付金及び授業料等納付金 

 

（入学手続） 

第 38 条 本大学院に入学，進学又は編入学を許可された者は，所定の期限内に，所定の書類を提出し，別表第 4（略）

で定める入学に必要な納付金を納付しなければならない。 

（授業料等納付金） 

第 39 条 本大学院在学生は，別表第 4（略）の授業料等納付金を所定の期限内に全納しなければならない。ただし，所

定の手続きにより各学期の初めに分納することができる。 

2 休学，留学等の授業料等納付金については，別表第 4（略）のとおりとする。 

 

   第 10 章 その他 

 

（規定の準用） 

第 40 条 本学則に規定していない事項については，上智大学学則の規定を準用する。 

 

附 則 

1 この学則は，2014 年（平成 26 年）4 月 1 日から改正，施行する。 

〔文学研究科社会学専攻後期課程の廃止〕 

〔収容定員の変更〕 

〔グローバル・スタディーズ研究科グローバル社会専攻後期課程における授与学位の変更〕 
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別表第 1 研究科ごとの教育研究上の目的及び人材養成の目的 

 

研究科名 専攻名 研究科の目的 

神学研究科 神学専攻 

組織神学専攻 

前期課程には，修士に加えてカトリック教会の教授資格（STL）を

与える組織神学コース，聖書研究の方法論を身につける聖書神学

コース（M.Bib を授与）及び宣教や司牧の実践について学ぶ実践神

学コース（M.Div を授与）を設けるが，いずれも神学全般について

の知識と理解を重視する。また研究者養成を主目的とする後期課

程（条件を満たせばカトリック教会の学位 STD を授与）において

は，研究のみでなく教育訓練を課程に組み込む。カトリック司

祭・修道者とカトリック学校での宗教科教員の養成，及び自己の

キリスト教信仰を客観的・批判的に省察することにより教会に貢

献できる人材養成を主目的とする。 

哲学研究科 哲学専攻 古代から中世を経て現代へ至る西洋哲学の伝統を研究する。また

芸術・文化・宗教のあり方を根本から考え，現代社会が直面する

多様な倫理的問題に対して，原理的な仕方で掘り下げる。前期課

程では，原典テクストの読解を中心に思想史研究の基本を学ぶ。

後期課程は主として専門研究者の育成を目標とする。 

文学研究科 史学専攻 

国文学専攻 

英米文学専攻 

ドイツ文学専攻 

フランス文学専攻 

新聞学専攻 

文化交渉学専攻 

幅広い教養と柔軟な思考力を持ち，世界と未来に開かれた新しい

知を創造する力を伸ばすために，文化の総体の探究，現代社会と

の連結，語学能力の重視に重点を置いた実践教育を行い，社会，

文化の発展に貢献しうる人材を養成する。前期課程では，研究者

の養成を目指すとともに，高度な専門知識によって職業的能力を

向上させる。後期課程では，国際的な水準で広く活躍し，将来，

各々の分野で研究・教育に携わる人材の育成を期する。 

総合人間科学研究科 教育学専攻 

心理学専攻 

社会学専攻 

社会福祉学専攻 

看護学専攻 

人間の尊厳を基盤とし，科学の知，臨床の知，政策・運営の知に

かかわる学際的教育・研究を行い，理論と実践・臨床を両輪とし

て社会に貢献しうる人材を育成する。前期課程では，実践・臨床

の場で活躍できる高度専門職業人及びこれらの場を視野にいれた

研究者の養成を目指し，後期課程では，実践・臨床的知見を踏ま

え学問的に貢献しうる人材育成を目指す。 

法学研究科 法律学専攻 本専攻は法学・政治学の研究者の養成，並びに，この素養を身に

つけた社会人を送り出すことを目的とする。現代社会では，研究

者は自分の専門領域に特化しているだけで足りるものでなく，社

会で生起するさまざまな問題を論理的に再構成し，より高度な問

題を処理できる実務能力を身につけていなければならない。社会

人を積極的に受け入れ，研究者養成とともに，法学・政治学の素

養を身につけた人材の養成を目指す。 

 法曹養成専攻 将来法曹（裁判官・検察官・弁護士）の専門家として活躍する人

材を養成する。キリスト教的ヒューマニズム基づく人間教育を，

法曹倫理，隣接科学，基礎法学科目にも充実させることで，広い

視野で社会に貢献する法律家を養成することを主眼とするが，国

際問題や環境法政策に対して多角的なアプローチをすることによ

り，21 世紀に必要とされる法曹を養成することも本専攻の特長と

する。 

12

上
智
大
学
大
学

院
学
則
（
抄
）



─ 273 ─ 

研究科名 専攻名 研究科の目的 

経済学研究科 経済学専攻 

経営学専攻 

経済学・経営学に関する深い学識を基礎に，実際的な応用能力を

有する 職業専門家，深い洞察力を備えた高い水準の研究者を育成

する。前期課程修了者には，専門知識を活かして，研究やコンサ

ルティングに従事したり，企業実務の第一線で活躍する高度専門

職業人となることが期待される。後期課程修了者には，学術・研

究機関において教育・研究に従事することが期待される。 

外国語学研究科 言語学専攻 一般言語学及び個別言語学に関して国際的視野で独創的研究を行

える研究者を養成する。基礎理論と応用分野からなる。また言語

聴覚障害学の研究者を育成し，希望者には言語聴覚士の国家試験

受験資格を取得させる。また日本において外国語として英語を教

える教師を，英語による授業によって育成する。 

グローバル・スタディー

ズ研究科 

国際関係論専攻 

地域研究専攻 

グローバル社会専攻

国際関係の諸側面とそれらをめぐる諸問題を多角的に研究する国

際関係論，アジア・中東・ラテンアメリカ地域等の内在的な理解

を重視する地域研究，グローバル・イッシューに多面的にアプロ

ーチするグローバル社会専攻のそれぞれの方法論を活かし，相互

に連関してグローバル化する現代世界を総合的に理解することの

できる専門研究者及び高度専門職業人を育成する。 

理工学研究科 理工学専攻 現代科学・技術の各学問領域でその進歩に寄与する専門性と，人

間社会や地球環境に与える影響を総合的に捉える学際性とを併せ

持つ，特色ある研究科を目指す。前期課程では学部教育との一貫

性に配慮しながら，複合知と専門性を兼ね備えた知的能力を持

ち，人間社会に貢献できる知的人材を育成する。後期課程では各

専門分野で自立して研究を遂行できる研究者の養成を目的とす

る。 

地球環境学研究科 地球環境学専攻 地球環境問題の解決にむけ，高い使命感をもち，社会科学と自然

科学の知識を総合し，理論と実践を結び付ける優れた知力・学力

を有する人材の育成を目指す。前期課程においては，高度専門的

な職業を担う人材と知的素養に優れた人材を，後期課程において

は，国際的な水準の地球環境学の教育・研究を目指す人材を養成

する。 
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（趣旨） 

第 1 条 この細則は，上智大学大学院学則第 19 条第 3 項に基づき，上智大学（以下「本学」という。）大学院学生の国

外への留学に関し，必要な事項を定める。 

（留学の定義） 

第 2 条 この細則の留学とは，次の各号のいずれかに該当するものをいう。 

（1）研究又は学修の必要から学長の許可を得て，外国の大学又はこれに相当する高等教育研究機関で，研究に従事し，

又は正規の授業を受けるとき。 

（2）外国の大学等との協定に基づき，学長の許可を得て留学するとき。 

２ 前項第 1 号による留学を一般留学といい，第 2 号による留学を交換留学という。 

（大学等との協定） 

第 3 条 前条の大学等との協定には，次の各号に定める事項を記載しなければならない。 

（1）協定期間 

（2）交換についての条件 

（3）履修可能な授業科目の範囲 

（4）交換学生数 

（5）学費及び納付方法 

（6）奨学制度の有無 

（7）その他協定の実施に必要な事項 

（留学の資格者） 

第 4 条 留学の資格者は，次の基準に該当する者とする。 

（1）本学の大学院に 1 か年以上在学していること 

（2）前期課程の場合には，本学において修得すべき授業科目10単位以上を修得していること 

２ 前項にかかわらず，専攻主任及び指導教員は，学生の研究指導上，留学することにより，研究又は学修の効果があが

るものと判断した場合は，当該学生について，本学大学院に1学期在学していること及び授業科目を10単位以上履修登

録することを条件に留学の資格者とすることができる。 

（出願の手続） 

第 5 条 出願者は，必要な文書を添付した所定の留学願を提出しなければならない。 

２ 前項の留学願には，留学先大学名，滞在予定地，留学期間及び留学の目的等を明記し，かつ留学願を提出する前に所

属の専攻主任（以下「所属専攻主任」という。）又は指導教員の指導により，留学先大学等で履修する科目・単位数又

は研究内容等をあらかじめ検討し，これを文書として留学願に添付しなければならない。 

（留学の許可） 

第 6 条 前条の留学願は，所属する研究科の研究科委員会の議を経て，学長が決裁する。 

２ 留学を許可された者は，出国までに留学先大学等の受入の許可書（写し）又は聴講の許可書（写し）を提出しなけれ

ばならない。 

（留学期間） 

第7条  留学期間は，1学期又は1学年とする。ただし，研究及び教育上特に必要と認められた場合には，最長2年を限

度とする。 

２ 留学期間の延長を希望する者は，許可された留学期間終了の 1か月前までに，継続留学願を提出し，学長の許可を受

けなればならない。 

３ 留学期間の始期および終期は，大学院学則第33条の2に定める春学期，秋学期の始期又は終期とし，これらの日付の

前後に出国又は帰国した場合，学籍上は状況に応じていずれかの日付に読み替えるものとする。 

４ 留学期間は在学期間に算入し，修業年限に算入することのできる期間は，1 か年を限度とする。 

５ 留学期間中も学生は本学指導教員と連絡を密に取り，勉学の進捗状況及び生活状況等を随時，報告しなければならない。 

13．上智大学大学院国外留学に関する細則（抄） 
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(留学終了の手続） 

第8条  留学期間の満了した者は，帰国の日から1か月以内に，所定の帰国届に履修期間及び単位取得証明等（写し）

又は受けた研究指導の報告書等を添付し，提出しなければならない。 

（修得単位の換算） 

第 9 条 留学期間中に留学先大学等で修得した授業科目の単位を，本学において修得したものとして換算することを希

望する者は，所属専攻主任又は指導教員の指導を経て単位換算願を提出しなければならない。 

２ 単位換算及び認定手続きについては別に定める。 

（留学許可の取消し） 

第 10 条 学長は，次の各号のいずれかに該当する留学生について，留学先大学等の長と協議し，所属する研究科委員

会の議を経て，留学の許可を取消すことができる。 

（1）研究又は学修の実があがらないと認められる者 

（2）学生査証が認められない者 

（3）その他学生としての本分に反した者 

（学費の扱い） 

第 11 条 留学期間中に本学に納める学費については，別にこれを定める。 

（事務の所管） 

第 12 条 学生の国外留学に関する事務は，学事局学事センターおよび国際連携室が所管する。 

（規程の改廃） 

第 13 条 この細則の改廃は，学生留学委員会の議を経て学長がこれを行う。 

 

附 則 

 この細則は，2011年（平成23年）7月1日から改正，施行する。 

 

 

13

上
智
大
学
大
学
院
国
外
留

学
に
関
す
る
細
則
（
抄
）



─ 276 ─ 

 
平成 23 年 4 月 1 日制定 

 

（目  的） 

第 1 条 この細則は，上智大学大学院学則（以下，「大学院学則」という。）第 14 条第 3 項の規定に基づき，上智大学

大学院における研究指導に関し，必要な事項を定める。 

（定  義） 

第 2 条 この細則における研究指導とは，大学院学則第 14 条第 1 項に規定する研究指導（学位論文の作成等に対する指

導）のことをいい，次に掲げるものを内容とする。 

(1）学位論文の構想，準備，執筆等の学位論文作成に関する指導 

(2）専攻ごとの学位論文提出資格要件を満たすための指導 

(3）学会報告や学会誌投稿に関する指導 

(4）その他，学位論文などの作成に関連する指導 

（研究指導の履修） 

第 3 条 学生は，在籍中毎学期，研究指導の履修登録を行わなければならない。ただし，交換留学又は一般留学をする

場合には，当該履修登録を免除するものとする。 

２ 研究指導にかかる修得単位数は，0 単位とする。 

３ 研究指導の曜日及び時限等については，研究指導を行う教員とこれを受ける学生が個別に相談のうえ，決定するもの

とする。 

（研究科及び専攻における取扱い） 

第 4 条 研究科及び専攻は，この細則に定めるほか，研究指導に関連する事項について，必要に応じて個別に規定する

ことができる。 

（事務の所管） 

第 5 条 研究指導に関する事務は，学事局学事センターが所管する。 

（細則の改廃） 

第 6 条 この細則の改廃は，大学院委員会の議を経て，学院の定める手続による。 

 

附 則 

１ この細則は，2011年（平成23年）4月1日から施行する。 

２ この細則は，2011年（平成23年）4月1日以降の入学者から適用する。 
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（目  的） 

第1条  この規程は，学位規則（昭和28年文部省令第9号），上智大学大学院学則及び上智大学学則に基づき，上智大

学（以下「本学」という。）が授与する学位について必要な事項を定めることを目的とする。 

（学位の種類） 

第 2 条 本学において授与する学位は，博士，修士，専門職学位及び学士とする。 

（博  士） 

第 3 条 博士の学位は，専攻分野について，研究者として自立して研究活動を行い，又はその他の高度に専門的な業務

に従事するに必要な高度の研究能力及びその基礎となる学識を有する者に授与する。 

（修  士） 

第 4 条 修士の学位は，広い視野に立って精深な学識を修め，専攻分野における研究能力又は高度の専門性を要する職

業等に必要な高度の能力を有する者に授与する。 

（専門職学位） 

第 4 条の 2 専門職学位は，高度の専門性が求められる職業を担うための深い学識及び卓越した能力を有する者に授与

する。 

（博士の学位授与の要件） 

第 5 条 博士の学位は，本学大学院学則第21条の 2 により，博士課程を修了した者に授与する。 

第 6 条 前条に定める者のほか，博士の学位は，本学大学院の行う博士論文の審査に合格し，かつ，本学大学院を修了

した者と同等以上の学力を有することを試問により確認された者に授与する。 

（修士の学位授与の要件） 

第 7 条 修士の学位は，本学大学院学則第21条により，博士前期課程を修了した者に授与する。 

（学士の学位授与の要件） 

第 7 条の 2 学士の学位は，本学学則第57条により，本学を卒業した者に授与する。 

（専門職学位の授与要件） 

第 7 条の 3 法務博士（専門職）の学位は，本学大学院学則第21条の 3 により，専門職学位課程を修了した者に授与す

る。 

（学位論文の提出） 

第 8 条 第5条の規定により博士論文の審査を申請し得る者は，研究科委員会が本学大学院学則で定める修了の期日に

修了し得ると認めた者で，かつ修了の期日まで在籍し得る者。 

第 9 条 第7条の規定により修士論文の審査を申請し得る者は，研究科委員会が本学大学院学則で定める修了の期日に

修了し得ると認めた者で，かつ修了の期日まで在籍し得る者。 

２ 修士論文提出については，あらかじめ指導教員の承認を受けるものとする。 

（申請方法及び申請書類） 

第 10 条 博士後期課程（以下「後期課程」という。）に在学する者が博士の学位を受けようとするときは，論文審査

願に論文目録，論文，論文要旨及び履歴書各3部を添え，学長に提出するものとする。 

２ 第 6 条の規定により博士の学位を申請しようとする者は，学位申請書に論文目録，論文，論文要旨，履歴書各 3 部を

添え，その申請する学位の専攻分野の名称を指定して，学長に提出するものとする。 

３ 修士の学位を受けようとする者は，所定の学位論文提出票に論文を添え，学長に提出するものとする。この場合，論

文の部数及び提出期限は，各研究科の定めるところによる。 

４ 前 3 項の規定により提出する論文は，主論文 1 篇に限る。ただし，参考として他の論文を添付することができる。 

（申請の受理） 

第 11 条 学位論文の申請に関する事務は，学事局学事センターがこれを取り扱う。 

２ 第 6 条の規定による学位申請の受理は，研究科委員会の議を経て，学長が決定する。 

３ 前項により学位論文の受理を決定したとき，学位申請者は，別に定める審査料を納付しなければならない。 

15．上智大学学位規程（抄） 
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４ 前項の定めにかかわらず，学位申請者が次の各号の一つに該当する場合は，審査料を免除する。 

（1）本学専任教職員 

（2）本学大学院の後期課程に3年以上在学し，所定の単位を修得し，かつ，必要な研究指導を受けて退学したときから

1年以内に学位申請のあった者 

５ 受理の決定した学位論文及び納付された審査料は返還しない。 

（論文審査委員会） 

第 12 条 学位論文が受理された場合，研究科委員会は論文審査委員会を設ける。 

２ 論文審査委員会は，主査1名および2名以上の副査により構成する。 

３ 主査は，当該研究科に所属する大学院担当教員のうち指導教員の資格要件を備えるものと認められる者から選出し，

論文審査委員会の委員長となる。 

４ 副査は，当該研究科に所属する大学院担当教員から選出する。 

５ 前項の規程にかかわらず，当該研究科委員会が論文審査のために必要があると認めたときは，当該研究科委員会の議

により，本学の他研究科又は学部の教員もしくは他の大学院又は研究所等の教員等を副査として招聘することができる。 

（論文の審査） 

第 12 条の 2 論文審査委員会は，本学大学院学則第21条及び第21条の2に規定する論文の審査及び試験並びに第 6 条に

規定する論文の審査及び学力の確認（以下，「試問」という）を行う。 

２ 論文審査委員会は，論文審査のために必要があると認めたときは，模型又は標本その他を提出させることができる。 

（試  験） 

第 13 条 本学大学院学則第21条及び第21条の 2 に規定する試験は，専攻学術と外国語について行う。 

２ 前項に定める試験は，博士の場合，公開により行い，学位申請者，申請学位名，論文題目，日時，場所及び論文審査

委員名を大学掲示板に公示する。 

３ 専攻学術についての試験は，学位論文を中心として広く関連した科目につき口述により行う。 

４ 外国語についての試験は，修士の場合は 1 か国語，博士の場合は 2 か国語を課する。 

５ 前項の規定にかかわらず，博士の場合，研究科委員会が認めた場合は，1 か国語にすることができる。 

６ 第 4 項の規程にかかわらず，学位申請書の学位の種類や学位論文の性格に応じ，外国語試験を行う必要がないと研究

科委員会が認めた場合は，これを免除することができる。 

（試  問） 

第 14 条 第 6 条に規定する学力の確認（試問）は，専攻学術と外国語について行う。 

２ 前項に定める試問は，博士の場合，公開により行い，学位申請者，申請学位名，論文題目，日時，場所及び論文審査

委員名を大学掲示板に公示する。 

３ 専攻学術についての試問は，本学大学院の後期課程を修了して博士の学位を授与される者と同等以上の学力を有する

か否かについて行う。 

４ 外国語についての試問は，2 か国語を課する。 

５ 前項の規定にかかわらず，研究科委員会が認めた場合は，1 か国語にすることができる。 

６ 第 6 条の規定により博士の学位を申請した者が，本学大学院の後期課程に 3 年以上在学し，所定の単位を修得し，か

つ，必要な研究指導を受けて退学した者であるときは，研究科委員会の議により学力の確認を免除することができる。 

（審査期間） 

第 15 条 博士論文の審査及び試験又は学力の確認は，学位申請を受理したときから 1年以内に終了しなければならない。

ただし，特別の理由があるときは，研究科委員会の議を経て，その期間を延長することができる。 

２ 第 5 条の規定により博士の学位を申請した者は，審査期間中休学又は留学することはできない。 

３ 第 7 条の規定による修士の学位についても，第 1 項及び第 2 項の規定を準用する。 

（研究科委員会の審議及び報告） 

第 16 条 研究科委員会は，論文審査及び試験又は学力の確認の終了後，論文審査委員会からの文書による報告に基づ

いて，学位授与の可否を審議し，可決のものについては，学位授与議決願をもってその結果を大学院委員会に報告す

る。 

２ 前項の学位授与の議決は，研究科委員の 3 分の 2 以上が出席し，出席者の 3 分の 2 以上の賛成を要する。ただし，公
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務又は出張のため研究科委員会に出席することができない委員については，委員の数に算入しない。 

（大学院委員会の決定） 

第 17 条 大学院委員会は，研究科委員会の報告に基づいて，学位授与につき議決する。 

２ 前項の議決は，委員の 3 分の 2 以上の出席を必要とし，出席者の 3 分の 2 以上の賛成を必要とする。 

３ 第 5 条，第 7 条で定める学位授与の議決は，本学大学院学則で定める修了の期日以前の大学院委員会で行う。 

（学位の授与） 

第 18 条 学長は，大学院委員会の議決に基づいて，学位を授与し，学位記を交付する。 

２ 第 5 条，第 7 条で定める学位の授与日は，本学大学院学則で定める修了の期日とする。 

（論文要旨等の公表） 

第 19 条 本学は，博士の学位を授与したときは，博士の学位を授与した日から 3か月以内に，その論文の内容の要旨及

び論文審査の結果の要旨をインターネットの利用により公表する。 

（学位論文の公表） 

第 20 条 博士の学位を授与された者は，博士の学位を授与された日から 1年以内に，当該博士の学位に係る論文の全文

を印刷公表しなければならない。ただし，当該博士の学位を授与される前にすでに印刷公表したときは，この限りで

ない。 

２ 前項の規定にかかわらず，やむを得ない事由がある場合は，本学の承認を得て，当該博士の学位に係る論文の全文に

代えてその内容を要約したものを公表することができる。この場合において，本学は当該論文の全文を求めに応じて閲

覧に供する。 

３ 第 2 項の規定により論文を公表する場合には，上智大学審査学位論文である旨を明記しなければならない。 

（学位の名称） 

第 21 条 学位を授与された者が学位の名称を用いるときは，「上智大学」と付記しなければならない。 

２ 学位の名称は，上智大学学則第58条 2 項に基づき別表 1（略）のとおりとする。 

３ 学位の名称は，上智大学大学院学則第25条に基づき別表 2（略）のとおりとする。 

４ ただし，前項にかかわらず上智大学大学院学則第25条第 2 項にもとづき，「学術」の名称を付記することができる。 

（学位授与の取消し） 

第 22 条 学長は，次の各号に該当する場合，大学院委員会の議を経て，学位の授与を取り消し，学位記を返還させ，

かつ，その旨を公表する。 

（1）学位を授与された者が不正の方法により学位の授与を受けた事実が判明したとき。 

（2）学位を授与された者が，その名誉を汚辱する行為をしたとき。 

２ 大学院委員会において前項の議決をするには，委員の 3 分の 2 以上が出席し，出席者の 3 分の 2 以上の賛成を必要と

する。この場合，第 16 条第 2 項ただし書きの規定を準用する。 

（学位授与の報告） 

第 23 条 博士の学位を授与したときは，学長は，学位規則第 12 条の定めるところにより，文部科学大臣に報告する。 

（学位記及び書類の様式） 

第 24 条 学位記及び学位申請関係書類の様式は，別記様式のとおりとする。 

 

附 則 

 この規程は，2013年（平成25年）9月21日から改正，施行する。 
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別記様式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

五 （課程博士）                             六 （論文博士） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

甲第    号

学位記 
 

氏名○○○○ 

○○○○年○○月○○日生 

 

本学大学院○○研究科○○専攻の博士課程を修了

したので博士（専攻名）の学位を授与する 

 

○○○○年○○月○○日

上智大学長 ○○ ○○ ○印

 
SOPHIA   UNIVERSITY 

Tokyo,   Japan 
Confers   the   academic   degree   of 

DOCTOR OF ○○○○○ 
Upon 

JOCHI   TARO 
Who   has   satisfied   all   the 
University’s   requirements 

GIVEN   UNDER   THE   SEAL   OF   THE   UNIVERSITY 
this  ○○ th  day  of  ○○20○○ 

signature 
President ○○ ○○

甲第    号 

学位記 
 

氏名○○○○ 

○○○○年○○月○○日生 

 

本学大学院○○研究科○○専攻の博士後期課程を

修了したので博士（専攻名）の学位を授与する 

 

○○○○年○○月○○日 

上智大学長 ○○ ○○ ○印 

 
SOPHIA   UNIVERSITY 

Tokyo,   Japan 
Confers   the   academic   degree   of 

DOCTOR OF ○○○○○ 
Upon 

JOCHI   TARO 
Who   has   satisfied   all   the 
University’s   requirements 

GIVEN   UNDER   THE   SEAL   OF   THE   UNIVERSITY 
this  ○○ th  day  of  ○○20○○ 

signature 
President ○○ ○○ 

乙第    号

学位記 
 

氏名○○○○ 

○○○○年○○月○○日生 

 

本学に学位論文を提出しその審査に合格し、かつ、

所定の学力を有するものと認められるので、博士

（専攻名）の学位を授与する 

 

○○○○年○○月○○日

上智大学長 ○○ ○○ ○印

 
SOPHIA   UNIVERSITY 

Tokyo,   Japan 
Confers   the   academic   degree   of 

DOCTOR  OF  ○○○○○ 
Upon 

JOCHI   TARO 
Who   has   submitted   a   dissertation   and   passed 

The   required   examinations 
GIVEN   UNDER   THE   SEAL   OF   THE   UNIVERSITY 

this  ○○ th  day  of  ○○20○○ 
signature 

President  ○○  ○○

第    号 

学位記 
 

氏名○○○○ 

○○○○年○○月○○日生 

 

本学○○学部○○学科所定の課程を修め本学を卒

業したので学士（専攻名）の学位を授与する 

 

○○○○年○○月○○日 

上智大学長 ○○ ○○ ○印 

 
SOPHIA   UNIVERSITY 

Tokyo,   Japan 
Confers   the   academic   degree   of 

BACHELOR  OF  ○○○○○ 
Upon 

JOCHI   TARO 
Who   has   satisfied   all    the 

University’s   requirements 
GIVEN   UNDER   THE   SEAL   OF   THE   UNIVERSITY 

this  ○○ th  day  of  ○○20○○ 
signature 

President   ○○   ○○ 

年  月  日

上智大学長 

氏 名殿 

 

氏 名○印 

論文審査願 

 学位規程第 10 条の規定により、

博士（○○）論文の審査をお願い

いたします。 

年  月  日 

上智大学長 

氏 名殿 

 

氏 名○印  

学位申請書 

 学位規程第 10 条の規定により、

博士（○○）の学位授与を申請い 

たします。 

一 

（第
五
条
に
よ
る
場
合
一
・進
学
者
）

 

二 
（第
五
条
に
よ
る
場
合
二
・編
入
者
）

 

三 

（第
六
条
に
よ
る
場
合
）

 

四 

（第
七
条
の
二
に
よ
る
場
合
）
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七                         八 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

論 文 目 録 

 

学位申請者 氏 名○印 

 

 

論  文 

 １ 題  目 

 ２ 公表の方法および時期 

 ３ 部  数 

 

（参考論文） 

 １ 題  目 

 ２ 公表の方法および時期 

 ３ 部  数 

 

 

        年  月  日 

履 歴 書 

 

氏 名○印 

年  月  日生

 

本 籍 

現住所 

 

 

学   歴 

   年  月  日 

 

職   歴 

   年  月  日 

 

 研究歴および研究業績 

年  月  日

第    号

学位記 
氏名○○○○ 
○○○○年○○月○○日生 

本学大学院○○研究科○○専攻の博士前

期課程を修了したので修士（専攻名）の

学位を授与する 

 

○○○○年○○月○○日

上智大学長 ○○ ○○ ○印

 
SOPHIA UNIVERSITY 

Tokyo, Japan 
Confers the academic degree of 

MASTER OF ○○○○○ 
Upon 

JOCHI TARO 
Who has satisfied all the 

University’s requirements 
GIVEN UNDER THE SEAL OF  

THE  UNIVERSITY 
this ○○th day of ○○20○○ 

signature 
President ○○ ○○

九 

（第
七
条
の
三
に
よ
る
場
合
） 
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第 1条 この内規は上智大学学位規程第５条に規定する博士の学位授与に関する特例について定める。 

第 2条 次の各号のいずれにも該当する者が退学後３年以内に学位論文を提出した場合には，課程博士の学位論文審査

及び最終試験を受けることができるものとする。 

（1）本学大学院の博士後期課程に在籍し，休学期間を除き３年以上在学し，学位を授与されずに退学した者 

（2）専攻の定める修了要件により所定の単位を修得し，かつ必要な研究指導を受けた者，又は専攻の定める修了要件に

より必要な研究指導を受けた者 

第 3条 この特例の適用を受けようとする者は，所定の「満期退学願」を，原則として，退学日の１か月前までに専攻

主任に提出し，学長の決裁を受けなければならない。 

第 4条 第２条の取扱いを受けようとする者は，所定の期日までに「課程博士学位論文提出申請書」を提出し，専攻主

任，研究科委員長の審査を経て学長の決裁を受けなければならない。 

第 5条 この特例の適用を受ける者に係る学位論文審査手数料等，学位請求に必要な費用については別に定める。 

 

本内規に規定していない事項については，上智大学学位規程の定めるとおりとする。 

また，本内規は，平成 13 年度（2001 年度）から平成 25 年度（2013 年度）の入学者に適用する。 

 

附 則 

１ この内規は，平成 16 年 4月 1日から施行する。ただし，平成 13 年度以降の入学者に適用する。 

２ 前項にかかわらず，この内規の運用に際しては施行日より 3年間（平成 19 年 3月 31 日まで），次の者を適用対象者

に加える経過措置をとるものとする。ただし，この措置をとる場合には当該専攻教授会の議を経なければならない。 

［本内規第２条の各号のいずれにも該当する者であって，平成 12 年 4 月 1日以後に退学した者］ 

 
 
附 則 

１ この内規は，平成 26 年（2014 年）4 月 1日から，改正，施行する。 

 
 

16．課程博士の学位申請に関する特例（内規） 
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（平成26年4月1日改正施行予定） 

※上智大学学則全文は，公式ホームページに公開しています。 

 
第 1 章 設立目的及び使命 

 

第 1 条 上智大学（以下「本学」という。）は，イエズス会の設立にかかり，その法的設置者は学校法人上智学院である。 

第 2 条 本学は，カトリシズムの精神にのっとり，学術の中心として，真理を探求し，広い知識と深い専門の学芸を教

授し，知的，道徳的及び応用的能力の展開による人間形成につとめ，有能な社会の先導者を育成するとともに，文化の

発展と人類の福祉に寄与することを目的とする。 

第 3 条 本学は，教育研究水準の向上を図り，その目的及び社会的使命を達成するため，教育研究活動の状況について

自己点検及び評価を実施するものとする。 

2 自己点検及び評価の実施体制並びに方法については，別に定める。 

3 本学は，教授法や授業運営などの改善や教育活動にかかる知識・技能・能力の獲得又は向上を組織的に支援するため

にファカルティ・ディベロップメント活動を実施するものとする。 

4 ファカルティ・ディベロップメント活動の実施体制並びに方法については，別に定める。 

 

第 2 章 大学の組織 

 

第 4 条 教育研究上の基本組織として，本学に次の学部学科を置く。 

神 学 部 神学科 

文 学 部 哲学科，史学科，国文学科，英文学科，ドイツ文学科，フランス文学科，新聞学科 

総 合 人 間 科 学 部 教育学科，心理学科，社会学科，社会福祉学科，看護学科 

法 学 部 法律学科，国際関係法学科，地球環境法学科 

経 済 学 部 経済学科，経営学科 

外 国 語 学 部 英語学科，ドイツ語学科，フランス語学科，イスパニア語学科，ロシア語学科， 

 ポルトガル語学科 

総合グローバル学部 総合グローバル学科 

国 際 教 養 学 部 国際教養学科 

理 工 学 部 物質生命理工学科，機能創造理工学科，情報理工学科，電気・電子工学科，数学科 

 ただし，理工学部電気・電子工学科，及び数学科については，第 24 条に定める入学者の募集を停止する。 

2 学生の履修上の区分に応じて，副専攻及び研究室等を置くことができる。これに関する事項については，別に定める。 

3 各学部に共通する言語教育を行うために，言語教育研究センターを置く。言語教育研究センターに関する事項につい

ては，別に定める。 

4 第 1 項に定める学部及び学科ごとの教育研究上の目的及び人材の養成に関する目的については，第 2 条に定める各学

部共通の目的のほか，各学部の設置趣旨に基づき，別に定める。 

第 5 条 本学に大学院を置く。 

2 大学院の学則は，別に定める。 

第 6 条 本学に図書館，研究機構，センターその他の附属教育研究機関を置く。これに関する事項については，別に定

める。 

 

第 6 章 修業年限，学年，学期及び休業日 

 

第 13 条 本学の修業年限は，本規程に特別の定めのある場合を除いては 4 年とする。 

第 14 条 学年は，4 月 1 日に始まり翌年 3 月 31 日に終わる。 

17．上智大学学則（抜粋） 
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第 15条 学期は，学年を分けて，春学期および秋学期とし，それぞれ次の期間とする。 

  春学期  4 月 1 日から 9 月 20 日まで 

  秋学期  9 月 21 日から翌年 3 月 31 日まで 

第 17条 授業休業日は，次のとおりとする。 

ただし，第 6 号から第 8 号の授業休業期間の始期及び終期は，年度により別に定める。 

（1）土曜日 

（2）日曜日 

（3）国民の祝日に関する法律（昭和 23 年法律第 178 号）に規定する休日 

（4）創立記念日（11 月 1 日） 

（5）聖ザビエルの祝日（12 月 3 日） 

（6）春期休業 

（7）夏期休業 

（8）冬期休業 

2 学長は必要に応じ，前項各号以外の日を臨時に授業休業日とすることができる。 

3 学長は必要に応じ，第 1 項各号に定める授業休業日を，授業日（補講日及び集中講義期間を含む）とすることができ

る。 

 

第 7 章 授業科目及び単位 

 

第 19条 授業科目の種類は，全学共通科目，語学科目及び学科科目とし，各々を必修科目，選択科目及び自由科目に区

分する。 

2 授業科目の編成は，別表第 2（略）に定める。 

3 前項で定めるもののほか，教授会の議を経て，臨時に授業科目を開設することができる。 

第 20条 授業科目を履修する場合，その授業に出席し，かつ，試験に合格した者には，その授業科目所定の単位を与え

る。 

2 授業科目の単位は，前条別表第 2（略）に定めるところによる。 

第 22条 授業科目の単位数は，1 単位履修に 45 時間の学修を要することを標準とし，次の基準によって授業時間に対

応した単位数を計算する。 

（1）講義及び演習については，15 時間から 30 時間の授業をもって 1 単位とする。 

（2）実験，実習及び実技については，30 時間から 45 時間の授業をもって 1 単位とする。 

2 前項の規定にかかわらず，卒業論文，卒業研究等については，これらの学修の成果を評価し，単位を付与することが

適切と認められた場合にはこれらに必要な学修等を考慮して，単位数を定めることができる。 

3 1 単位の計算基礎となる授業時間については，教授会の議を経て，学長がこれを決定する。 

 

第 8 章 入学，編入学，転部科，休学，留学，退学及び再入学 

 

第 23条 入学時期は，学期の初めとする。 

第 24条 本学は，次の各号の一に該当する者につき選考の上，入学を許可する。 

（1）高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者 

（2）通常の課程による 12 年の学校教育を修了した者 

（3）外国において学校教育における 12 年の課程を修了した者，又はこれに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの 

（4）文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程を修了した者 

（5）文部科学大臣の指定した者 

（6）高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者 

（7）その他相当の年齢に達し，高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると本学が認めた者 

2 入学の許可は，教授会の議を経て学長がこれを決定する。 
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第 25条 本学への入学を志願する者は，所定の入学検定料を納入し，入学願書に次の書類を添えて，指定の期日までに

願い出なければならない。 

（1）出身高等学校長から提出される調査書又は成績証明書，認定試験合格者はその合格証明書及び合格成績証明書，国

際バカロレア資格を有する者は，ＩＢディプロマ及び成績評価証明書 

（2）その他必要書類 

2 既納の入学検定料は，返還しない。 

第 26条 前条の入学志願者については，別に定めるところにより，選考を行う。 

第 27条 前条に基づき入学を許可された者は，次の書類に入学納付金を添えて，指定の期日までに提出しなければなら

ない。 

（1）保証人連署の誓約書 

（2）地方自治体の発行する「住民票の写し」（日本国籍以外の国籍を有する者は，「住民票の写し」及び在留カードの写

し） 

（3）出身高等学校等の卒業（修了）証明書 

（4）その他必要書類 

第 28条 保証人は，日本国内に居住し，一家計を立てる成年者で，入学者の学費と一身上に関する一切の責任を負うこ

とができる者で，原則として父母とする。ただし，日本国籍を有さない者については，国外に居住する者でも許可する。 

第 29条 本学を卒業又は中途退学し，再び入学しようとする者については，別に定める。 

第 30条 他の大学等（外国の大学，短期大学等を含む。）から本学に編入学を希望する者については，選考によって入

学を許可することができる。 

2 編入学者に関する事項については，別に定める。 

第 31条 他学部，他学科への転部科を希望する者については，選考によって許可することができる。 

2 転部科に関する事項は別に定める。 

第 32条 病気その他のやむを得ない理由で休学しようとする者は，その理由を詳記した休学願を提出し，学長の許可を

受けなければならない。この場合において，病気のために休学する者は，医師の診断書を添えなければならない。 

2 休学の期間は，1 学期又は 1 学年を区分とし，連続 2 年，通算 4 年を超えることができない。 

3 許可された休学期間が満了した場合は，復学となる。ただし，病気によって休学の許可を受けた者は，医師の診断書

を添えた所定の復学届を提出しなければならない。 

4 休学期間中に休学の事由がやみ，復学しようとする者は，所定の復学届を提出しなければならない。 

第 33条 本学との間に協定がある国外大学か，又は学長が許可した学位授与権をもつ国外大学に留学を希望する者があ

る場合，審査の上，本人の教育上有益であると認められたときは，これを許可することができる。 

2 留学に関する事項は別に定める。 

3 留学期間中に修得した単位の換算及び認定については別に定める。 

第 34条 本学が教育上有益と認めるときは，在学中に他の大学若しくは短期大学において履修した授業科目について修

得した単位（留学中に修得した単位を含む。）及び文部科学大臣が別に定める学修のうち，本学の授業科目に相当する

と認められる単位を，40 単位を超えない範囲で本学において修得したものとみなすことができる。 

2 本学が教育上有益と認めるときは，本学へ入学前に大学若しくは短期大学等において履修した授業科目について修得

した単位及び文部科学大臣が別に定める学修のうち，本学の授業科目に相当すると認められる単位を，編入学の場合を

除き，30 単位を超えない範囲で本学において修得したものとみなすことができる。 

3 前 2 項により，本学において修得したものとみなすことができる単位は，60 単位を超えないものとする。 

4 第 1 項及び第 2 項において，上智社会福祉専門学校において修得した単位を本学において修得したものとみなすこと

ができる。 

5 他の大学及び短期大学等並びに上智社会福祉専門学校での履修及び修得した単位の認定については別に定める。 

第 38条 本学に在学する年数は，8 年を超えることができない。 

2 前項の在学年数には，休学期間を含まないものとする。 

第 39条 退学しようとする者は，所定の様式による退学願を学生証とともに提出し，学長の許可を受けなければならな

い。 
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2 退学を願い出る者は，その時期までの授業料等を完納しなければならない。 

第 40条 連続する 2 か年において，学部学科が指定する授業科目を含む 32 単位以上を修得できない者については，教

授会の議を経て学長が退学を決定する。 

 

第 9 章 履修及び登録 

 

第 41条 全学共通科目は，体育 2 単位を必修とし，合計 26 単位を修得しなければならない。 

2 第 1 項にかかわらず，総合人間科学部看護学科にあっては，外国語 8 単位，及び体育 2 単位を必修とし，合計 30 単位

を修得しなければならない。 

3  第 1 項にかかわらず，文学部英文学科，外国語学部英語学科及び国際教養学部にあっては，体育 2 単位を必修とし，

合計 22 単位を修得しなければならない。 

4 全学共通科目は，必修単位を除き，学科により教育上必要があるときは，教授会の議を経て学科科目の単位に充当す

ることができる。ただし，国際教養学部を除く学部にあっては，充当できる単位の上限を 12 単位とする。 

5 学科科目のうち，所定の学科科目については，全学共通科目（必修を除く）の単位に充当することができる。ただし，

国際教養学部を除く学部にあっては，充当できる単位の上限を 4 単位とする。 

第 41 条の 2 語学科目は，外国語（英語）4 単位を必修とする。ただし，文学部英文学科，外国語学部英語学科及び国

際教養学部にあっては，外国語 8 単位を必修とする。 

2 語学科目は，必修単位を除き，全学共通科目（必修を除く）の単位に充当することができる。ただし，国際教養学部

を除く学部にあっては，充当できる単位の上限を 8 単位とする。 

3 語学科目は，必修単位を除き，学科により教育上必要があるときは，教授会の議を経て学科科目の単位に充当するこ

とができる。 

4 第 1 項から第 3 項については，総合人間科学部看護学科には適用しない。 

第 41 条の 3 学科により教育上必要があるときは，大学院研究科が指定した科目の範囲内で，別に定めるところにより

大学院開設科目の履修を認めることがある。この場合において，当該科目の修得単位は卒業に必要な単位としては算入

できないものとする。 

第 42条 学科科目については，各学科所定の最低基準以上の単位を修得しなければならない。 

2 前項の最低基準は，必修科目及び選択科目をあわせて 94 単位以上でなければならない。 

3 前項の科目のうち，各学科所定の範囲内における単位を，他学科で開講される学科科目の単位で代えることができる。 

第 45条 教員の資格を得ようとする者は，教育職員免許法（昭和 24 年法律第 147 号）及び教育職員免許法施行規則

（昭和 29 年文部省令第 26 号）にのっとり，第 19 条別表第 2（略）に定める教職課程所定の科目を履修し，その単位を

修得しなければならない。 

2 本学の学部，学科において取得できる教育職員免許状の種類は，別表第 3（略）の定めるところによる。 

第 46条 教職に関する科目の単位（ただし，教育実習を除く。）は，あらかじめ各学部学科の定めるところに従い，学

科科目における選択科目の単位として計算することができる。 

第 47条 学芸員の資格を得ようとする者は，第 19 条別表第 2（略）に定める学芸員課程所定の科目を履修し，その単

位を修得しなければならない。 

2 学芸員に関する科目の単位（ただし，博物館実習を除く。）は，あらかじめ各学部学科の定めるところに従い，学科科

目における選択科目の単位として計算することができる。 

第 49条 卒業論文については，あらかじめ各学部学科の定めるところに従い，期日までに提出しなければならない。 

第 50条 履修しようとする授業科目は，所定の期間に登録しなければならない。 

 

第 10 章 試験及び卒業 

 

第 52条 定期試験は大学が定める期間に行う。 

第 54条 病気その他やむをえない事情で定期試験を受けることができなかったと認められる者は，別に定める追試験料

を納付の上，追試験を受けることができる。 
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第 55条 授業科目の成績評価は，上位よりＡ（100～90 点），Ｂ（89～80 点），Ｃ（79～70 点），Ｄ（69～60 点），Ｆ

（59 点以下），Ｐ，Ｘ，Ｉの評語をもって表示し，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｐを合格，Ｆ及びＸを不合格，Ｉを評価保留とす

る。 

2 前項にかかわらず，履修中止科目をＷ，認定科目をＮと表示する。 

3 第 1 項の成績評価による学業結果を総合的に判断する指標として，総合平均点（いわゆる Grade Point Average に相当

するもの。以下「ＧＰＡ」という。）を用いる。 

4 前項に定めるＧＰＡは，成績評価のうち，Ａにつき 4.0，Ｂにつき 3.0，Ｃにつき 2.0，Ｄにつき 1.0，Ｆにつき 0 をそ

れぞれ評価点として与え，各授業科目の評価点にその単位数を乗じて得た積の合計を，登録科目（Ｗ，Ｎ，Ｐ，Ｘ，Ｉ

として表示された科目を除く）の総単位数で除して算出する。 

第 57条 第 13 条に定める修業年限を満たし，卒業に必要な所定の授業科目の単位を修得した者については，教授会の

議を経て学長が卒業を認定する。 

2 卒業の期日は，毎年 3 月 31 日又は 9 月 20 日とする。 

3 卒業に必要な単位は，124 単位を下限として，学部学科別に次のとおりとする。（略） 

第 57 条の 2 本学に 3 年以上在学し，前条第 1 項に定める単位を修得し，かつ当該単位を優秀な成績をもって修得した

者が第 13 条に定める修業年限に満たない卒業（以下，「早期卒業」という）を希望する場合は，当該学部の教授会の議

を経て学長が卒業を認定することができる。 

2 早期卒業の有無及び早期卒業に関し必要な事項は，学部ないし学科ごとに別に定める。 

3 前条第 2 項は，早期卒業についてもこれを準用する。 

第 58条 卒業者には，学士の学位を与える。 

2 学位には学部学科別に次の専攻分野（略）の名称を付記する。 

 

第 11 章 賞罰 

 

第 59条 人物及び学術優秀な学生は，選考によって授賞する。 

第 60条 本学学生にしてその本分に反した行為があったと認められたときは，その軽重に従い，退学，停学又は訓告処

分とする。 

第 61条 次の各号のいずれかに該当する者は，退学させる。 

（1）著しく性行不良で改善の見込みがないと認められた者 

（2）学内の秩序を乱した者 

（3）大学の名誉を著しく毀損した者 

（4）その他本学に在学させることが不適当と認められた者 

 

第 12 章 納付金及び授業料等 

 

第 62条 第 27 条に定める入学に必要な納付金は，別表第 4（略）のとおりとする。 

第 63条 学生は，別表第 4（略）の授業料等納付金を所定の期限内に全納しなければならない。ただし，所定の手続き

によって分納することができる。 

第 64条 前条の授業料等納付金を所定の期日までに納付しない者は，退学させる。 

第 65条 休学，留学等の授業料等納付金については，別表第 4（略）のとおりとする。 

第 66条 既納の授業料等諸納付金は，返還しない。 

 

第 13 章 奨学 

 

第 67条 本学は，学資金を給与又は貸与し，若しくは授業料の全額又は一部を免除することがある。 

2 奨学制度に関する事項は，別に定める。 

第 68条 在学生及び卒業生から選抜した者を奨学生として海外に留学させること  がある。 
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第 14 章 交換留学生，特別聴講生，科目等履修生及び聴講生 

 

第 69 条 本学は，国外大学との学生交流協定に基づき，交換留学生の受入を許可することができる。 

第 70 条 本学は，国内大学との単位互換協定に基づき，特別聴講生の受入を許可することができる。 

第 71 条 本学は，本学に在学する者以外で一又は複数の授業科目を履修する者（以下「科目等履修生」という。）の受

入を許可し，単位を与えることができる。 

2 科目等履修生の受入許可及び単位の付与については，別に定める。 

第 72 条 本学所定の授業科目中一又は複数の授業科目の聴講を願い出る者があるときは，一般の授業に支障のない場合

に限り選考の上，聴講生として聴講を許可することができる。 

2 聴講に関する事項は，別に定める。 

 

第 16 章 学生の生活指導と課程外教育及び健康管理 

 

第 77 条 本学は，学生の個人及び集団の生活指導と課程外の教育とのための諸機関を設ける。 

第 78 条 本学は，学生及び教職員の健康を管理するため保健センターを置く。 

2 保健センターに関する事項は，別に定める。 

第 79 条 学生は，学年ごとに保健センターにおいて健康診断を受けなければならない。 

第 80 条 学生は，傷病の際，保健センターを利用することができる。 

 

第 17 章 学生寮 

 

第 81 条 本学は，本学の教育理念にのっとり，共同生活を通じ学生を訓育するため，附属学生寮を置く。 

2 学生寮に関する事項は，別に定める。 

 

第 18 章 公開講座及び各種講習会等 

 

第 82 条 本学は，文化向上，成人教育その他の諸研究教育活動のために，公開講座，講習会等を開設することができる。 

2 前項に関する事項は，別に定める。 

 

第 19 章 雑則 

 

第 83 条 本学則に掲げる諸条項を実施するに当たり，必要ある場合は，細則を別に定めることができる。 

 

 

附 則 

1 本学則は，2014（平成 26 年）4 月 1 日から改正，施行する。 

2 この改正前の学生に係わる第 41 条及び第 57 条の適用については，なお従前の例による。 

〔総合グローバル学部総合グローバル学科の設置〕 

〔収容定員の変更〕 

〔授業科目の種類変更に伴う条文改正〕 

〔全学共通カリキュラム変更に伴う条文改正〕 

〔語学カリキュラム変更に伴う条文改正〕 

〔条文整理〕 

〔試験に関する条文改正〕 

〔学部学科別卒業所要単位表改正〕 

〔学費改定〕 
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1911 年（明治 44 年） 財団法人上智学院設立。 

1913 年（大正 2 年） 専門学校令による上智大学開設。 

1928 年（昭和 3 年） 大学令による上智大学開設。 

1951 年（昭和 26 年） 新制大学院神学研究科（神学専攻），哲学研究科（哲学専攻），西洋文化研究科（西洋文化専

攻），経済学研究科（経済学専攻）の修士課程を開設。 

1955 年（昭和 30 年） 神学研究科（組織神学専攻），哲学研究科（哲学専攻），西洋文化研究科（英米文学専攻及びドイ

ツ文学各専攻），経済学研究科（経済制度・組織専攻）の博士課程を開設。 

1966 年（昭和 41 年） 文学研究科（教育学専攻），法学研究科（法律学専攻），理工学研究科（機械工学専攻，電気・電

子工学専攻，応用化学専攻，化学専攻及び物理学専攻）の修士課程を開設。 

西洋文化研究科（西洋文化専攻）の修士課程を文学研究科（史学専攻，英米文学専攻及びドイツ

文学専攻）の修士課程に改組。 

西洋文化研究科（英米文学専攻及びドイツ文学専攻）の博士課程を文学研究科（英米文学専攻及

びドイツ文学専攻）の博士課程に改組 

1968 年（昭和 43 年） 文学研究科に教育学専攻及び日本史学専攻の博士課程を増設。 

文学研究科に国文学専攻及びフランス文学専攻の修士課程を増設。 

法学研究科（法律学専攻）及び理工学研究科（機械工学専攻，電気・電子工学専攻，応用化学専

攻，化学専攻及び物理学専攻）の博士課程を開設。 

1969 年（昭和 44 年） 理工学研究科に数学専攻の修士課程を増設。 

1970 年（昭和 45 年） 文学研究科に国文学専攻の博士課程を増設。 

外国語学研究科（言語学専攻）の修士課程を開設。 

1971 年（昭和 46 年） 文学研究科にフランス文学専攻及び史学専攻（日本史学専攻を改組）の博士課程を増設。 

文学研究科に新聞学専攻の修士課程を，外国語学研究科に国際関係論専攻の修士課程を増設。 

1972 年（昭和 47 年） 文学研究科に社会学専攻の修士課程を，理工学研究科に数学専攻の博士課程を増設。 

1973 年（昭和 48 年） 外国語学研究科に言語学専攻及び国際関係論専攻の博士課程を開設。 

1974 年（昭和 49 年） 文学研究科に新聞学専攻及び社会学専攻の博士課程を増設。 

1976 年（昭和 51 年） 大学院学則を改正し，博士前期，後期課程に変更。 

1978 年（昭和 53 年） 理工学研究科に生物科学専攻の博士前期課程を増設。 

1979 年（昭和 54 年） 外国語学研究科に比較文化専攻の博士前期課程を増設。 

1981 年（昭和 56 年） 理工学研究科に生物科学専攻の博士後期課程を増設。 

1992 年（平成 4 年） 文学研究科に心理学専攻の博士前期課程を増設。 

1994 年（平成 6 年） 文学研究科に心理学専攻の博士後期課程を増設。 

1997 年（平成 9 年） 外国語学研究科に地域研究専攻の博士課程（前期・後期）を増設。 

2001 年（平成 13 年） 文学研究科心理学専攻博士前期課程に臨床心理学コースを設置。 

2004 年（平成 16 年） 法学研究科に法曹養成専攻（法科大学院）専門職学位課程を増設。 

2005 年（平成 17 年） 文学研究科（教育学専攻，心理学専攻及び社会学専攻）の博士課程（前期・後期）を総合人間科

学研究科（教育学専攻，心理学専攻，社会学専攻及び社会福祉学専攻）の博士課程（前期・後

期）に改組。 

地球環境学研究科（地球環境学専攻）の博士課程（前期・後期）を開設。 

2006 年（平成 18 年） 外国語学研究科（国際関係論専攻及び地域研究専攻）の博士課程（前期・後期）をグローバル・

スタディーズ研究科（国際関係論専攻及び地域研究専攻）の博士課程（前期・後期）に改組。 

外国語学研究科比較文化専攻博士前期課程をグローバル･スタディーズ研究科グローバル社会専

攻の博士前期課程に改組。 

グローバル・スタディーズ研究科にグローバル社会専攻の博士後期課程を増設。 

18．年     譜  

18
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2007 年（平成 19 年） 経済学研究科に経済学専攻の博士後期課程及び経営学専攻の博士課程（前期・後期）を増設。 

文学研究科教育学専攻及び社会学専攻の博士前期課程を廃止。 

2008 年（平成 20 年） 理工学研究科（機械工学専攻，電気・電子工学専攻，応用化学専攻，化学専攻，数学専攻，物理

学専攻及び生物科学専攻）の博士課程（前期・後期）を理工学研究科（理工学専攻）の博士課程

（前期・後期）に改組。 

文学研究科心理学専攻の博士前期課程を廃止。 

外国語学研究科国際関係論専攻の博士前期課程を廃止。 

外国語学研究科比較文化専攻を廃止。 

外国語学研究科地域研究専攻博士前期課程を廃止。 

2009 年（平成 21 年） 理工学研究科機械工学専攻，電気・電子工学専攻，物理学専攻，応用化学専攻及び化学専攻の博

士前期課程を廃止。 

2010 年（平成 22 年） 理工学研究科数学専攻博士前期課程を廃止。 

2011 年（平成 23 年） 総合人間科学研究科に看護学専攻の修士課程を増設。 

文学研究科に文化交渉学専攻の博士課程（前期・後期）を増設。 

理工学研究科生物科学専攻の博士前期課程，応用化学専攻，化学専攻，物理学専攻の博士後期課

程を廃止。 

地球環境学研究科地球環境学専攻の博士課程（前期・後期）に国際環境コースを設置。 

2012 年（平成 24 年） 理工学研究科数学専攻の博士後期課程を廃止。 

2013 年（平成 25 年） 外国語学研究科国際関係論専攻の博士後期課程を廃止。理工学研究科電気・電子工学専攻，生物

科学専攻，機械工学専攻の博士後期課程を廃止。 
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研究所・センター等および事務所関係一覧 

 
電話番号は内線番号です。外線からかける場合は 03-3238-××××（内線番号）としてください。 

 

 

キリスト教文化研究所 Ｌ号館－８Ｆ 内線 3540 

中世思想研究所 Ｌ号館－８Ｆ 3822 

イベロアメリカ研究所 Ｌ号館－６Ｆ 3530 

国際言語情報研究所 Ｌ号館－５Ｆ 3493 

グローバル・コンサーン研究所 Ｌ号館－７Ｆ 3023 

比較文化研究所 １０号館－３Ｆ 4082 

ヨーロッパ研究所 Ｌ号館－７Ｆ 3902 

アジア文化研究所 ２号館－８Ｆ 3697 

アメリカ・カナダ研究所 Ｌ号館－７Ｆ 3908 

地球環境研究所 Ｌ号館－４Ｆ 4415 

キリシタン文庫 Ｌ号館－８Ｆ 3538 

モニュメンタ・ニポニカ Ｌ号館－２Ｆ 3543 

アジア人材養成研究センター ２号館－１６Ｆ 4136 

半導体研究所 
パワーステーション 

１－Ｂ１Ｆ 
3024 

生命倫理研究所 
市谷キャンパス 

研究棟４Ｆ 
4050 

グリーフケア研究所 ２号館－１６Ｆ 3776 
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事務関係 ※電話番号は内線番号です。外線からかける場合は「03-3238-××××（内線番号）」としてください。 

教務（履修登録，時間割，試験，成績管理，

(教務システム)「Loyola」についての問い合

わせ等），修士論文，委託聴講 

２号館－１Ｆ 内線 3515

学籍・証明書（各種証明書，学生証再発行，

住所変更，氏名変更，保証人変更，休学，退

学，復学，博士論文等） 

２号館－１Ｆ 3519

学事センター 

学費 ２号館－１Ｆ 3195

課程センター 教職課程，学芸員課程等 ２号館－１Ｆ 3520

学部入試（一般入試，推薦入試，編入学試験

等） 
3167

入学センター 

大学院入試 

２号館－１Ｆ 

3517

国際連携室 交換留学の派遣・受入，海外短期語学講座・

研修，国費留学生等 
２号館－１Ｆ 3521

奨学金 3523学生センター 

課外活動，学生教育研究災害障害保険，振込

口座届，寮・アパート，アルバイト，ボラン

ティア・ビューロー，実習定期，託児室等 

２号館－１Ｆ 
3525

保健センター 健康診断・健康診断証明書・健康についての

相談・応急処置 
ホフマン・ホール２Ｆ 3394

カウンセリングセンター 学生生活に関する相談・リーフレットの配布 10 号館－３Ｆ 3559

キャリアセンター 就職・インターンに関する情報提供，相談 ２号館－１Ｆ 3581

閲覧・貸出 3510図書館 

レファレンス 
Ｌ号館－１Ｆ 

3507

総合メディアセンター コンピュータ利用，e-Learning，メール，ネ

ットワーク等の利用相談，各種申請 
２号館－３Ｆ 3101

管財グループ（旧インフォ

メーションサービスオフィ

ス） 

物品貸出，遺失物，会議室の申込，セミナー

ハウス，ヒュッテの申込等 ２号館－１Ｆ 3112

資金グループ 出納 ２号館－４Ｆ 3186

管財グループ 施設管理，防犯防災，清掃，廃棄物処理等 ２号館－４Ｆ 3143

カトリックセンター ミサ，聖書講座，講演会などキリスト教に関

するさまざまな活動及び相談 
２号館－１Ｆ 4161

石神井キャンパス 石神井分館（神学部図書館）業務，その他  03 (5991) 0343

 

そ の 他 

正門守衛所 正門前 3000

Maruzen Sophia Shop 書籍等の販売 ２号館－Ｂ１Ｆ 3013

パティネ・スポーツ スポーツ・ウエア等の販売 ２号館－Ｂ１Ｆ 4103
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 四谷キャンパス 
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１・３・４・８・９号館 
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２号館 
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中央図書館・総合研究棟（Ｌ号館） 
 

 

 

 

１０号館 
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１１号館・上智紀尾井坂ビル 
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１１号館 
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１２号館 
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中央図書館・総合研究棟 

９Ｆ 上智大学史資料室，会議室 

中央書庫（専門・研究図書，大型本，ピーター・ミルワードコレクション，研究所所蔵

図書），閲覧席，会議室，研究個室 

８Ｆ 

中世思想研究所，キリスト教文化研究所，キリシタン文庫 

中央書庫（専門・研究図書，和装本，EU情報センター資料，研究所所蔵図書），閲覧

席，研究個室 

７Ｆ 

フランス文学研究室，フランス語研究室，アメリカ・カナダ研究所，グローバル・コン

サーン研究所，哲学研究室，英米文学研究室，英語研究室，ヨーロッパ研究所，EU情

報センター，神学研究科研究室 

中央書庫（専門・研究図書，研究所所蔵図書），閲覧席，会議室 ６Ｆ 

イベロアメリカ研究所，国文学研究室，教育学研究室，グローバル社会専攻研究室，ド

イツ文学研究室，アジア文化研究所図書室 

中央書庫（専門・研究図書），閲覧席，複写サービス室，会議室，研究個室 ５Ｆ 

社会学研究室，社会福祉研究室，言語学研究室，国際言語情報研究所，史学研究室，経

済学研究室 

中央書庫（専門・研究図書）， 閲覧席，会議室，研究個室 ４Ｆ 

法学研究室，国際関係論研究室, ロシア語研究室，新聞学研究室，文化交渉学研究室，

看護学研究室，地球環境研究所，地域研究専攻研究室 

雑誌書庫（人文・社会系雑誌バックナンバー），新聞書庫（新聞バックナンバー），大

学紀要，閲覧席，タイプ室，共同研究室 

３Ｆ 

地球環境学研究科研究室，職員ラウンジ 

専門・研究図書（理工系），雑誌書庫（理工系雑誌バックナンバー），理工系新着雑

誌，レファレンス資料（理工系），閲覧席，コンピュータールーム L1・L2 

２Ｆ 

図書館事務室（館長室），モニュメンタ・ニポニカ，研究支援センター 

OPACコーナー，カード目録，レファレンス資料（人文・社会系），新着図書展示書

架，人文・社会系新着雑誌，新聞コーナー，閲覧席，貸出カウンター，レファレンスカ

ウンター，AVコーナー，展示コーナー 

１Ｆ 

図書館事務室（総務・雑誌・選書・図書・レファレンス・閲覧） 

Ｂ１ 学部学生用図書，閲覧席，ラーニング・コモンズ，グループ学習室，学生ラウンジ，

OPACコーナー 

学部学生用図書，閲覧席 Ｂ２ 

図書館事務室（システム室），集密書庫 
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 目白聖母キャンパス教室 

 

１号館 
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２号館 
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 市谷キャンパス教室 

 

本館 
          <1 階> 

 
 

 

          <2 階> 

 

 

 

研究棟 
          <1 階> 
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紀 ：上智紀尾井坂ビル 

Ｌ ：Ｌ号館（中央図書館・総合研究棟）  

ＫＨ：クルップホール 

Ｍ ：マシンホール 

市本：市谷キャンパス本館 

市研：市谷キャンパス研究棟 

 1： 1 号館 

 2： 2 号館 

 3： 3 号館 

 4： 4 号館 

 7： 7 号館 

10：10 号館 

11：11 号館 
＊外線から電話をかける場合は 03 - 3238 -××××（内線番号） 

 としてください。 

 

神学研究科 

神学専攻 
専攻事務室 7 － 1220（内線 3207） 

氏     名 職名 研究室 

AUGUSTINE Sali 准教授 7 － 1215 
FIRMANSYAH Antonius 講 師 7 － 417 

HAIDAR Juan 教 授 7 － 1213 
片 山 はるひ 教 授 7 － 1218 
川 中   仁 教 授 7 － 1214 
小 林   稔 教 授 7 － 1318A 
具   正 謨 教 授 7 － 1311A 
小 山 英 之 准教授 7 － 1212 
増 田 祐 志 教 授 7 － 1311B 
光 延 一 郎 教 授 7 － 1312 
宮 本 久 雄 教 授 7 － 1316B 
森   裕 子 准教授 7 － 1316A 

佐久間   勤 教 授 7 － 1317 
瀬 本 正 之 教 授 7 － 1223 
髙 山 貞 美 教 授 7 － 1211 
武 田 なほみ 准教授 7 － 1217 
竹 内 修 一 教 授 7 － 1318B 
月 本 昭 男 特任教授 7 － 1315B 

山 岡 三 治 教 授 7 － 1316C 
 

文学研究科 
研究科事務室 7 －1023（内線 3928） 

史学専攻 
専攻事務室 7 － 922 （内線 3590） 

氏     名 職名 研究室 

北 條 勝 貴 准教授 7 － 919B 

井 上 茂 子 教 授 7 － 917 

川 村 信 三 教 授 7 － 915 

児 嶋 由 枝 准教授 7 － 919A 

長 井 伸 仁 教 授 7 － 916 

長 田 彰 文 教 授 7 － 912 

中 澤 克 昭 准教授 7 － 918 

大 澤 正 昭 教 授 7 － 914 

笹 川 裕 史 教 授 7 － 911 

豊 田 浩 志 教 授 7 － 913 

山 内 弘 一 教 授 7 － 923 

哲学研究科 

哲学専攻 
専攻事務室 7 － 324（内線 3801） 

氏     名 職名 研究室 

長 町 裕 司 教 授 7 － 320 

荻 野 弘 之 教 授 7 － 325 

大 橋 容一郎 教 授 7 － 326 

佐 藤 直 子 教 授 7 － 316 

田 中   裕 教 授 7 － 313 

寺 田 俊 郎 教 授 7 － 317 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
国文学専攻 
専攻事務室 7 － 824 （内線 3637） 

氏     名 職名 研究室 

福 井 辰 彦 准教授 7 － 813 

服 部   隆 教 授 7 － 815 

木 越   治 教 授 7 － 816 

小 林 幸 夫 教 授 7 － 822 

長 尾 直 茂 教 授 7 － 818 

西 澤 美 仁 教 授 7 － 814 

瀬 間 正 之 教 授 7 － 821 

豊 島 正 之 教 授 7 － 823 

 

 

教員研究室・専攻事務室一覧 

研究室等略号 
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英米文学専攻 
専攻事務室 7 － 519 （内線 3601） 

氏     名 職名 研究室 

舟 川 一 彦 教 授 7 － 1016 

飯 野 友 幸 教 授 7 － 1017 

池 田   真 准教授 7 － 518 

増 井 志津代 教 授 7 － 1015 

松 本   朗 准教授 7 － 524 

永 富 友 海 准教授 7 － 515 

O’LEARY Joseph 教 授 7 － 520 

大 塚 寿 郎 教 授 7 － 514 

LEYDA Julia 准教授 7 － 522 

 

 

 

 

フランス文学専攻 
専攻事務室 7 － 717 （内線 3621） 

氏     名 職名 研究室 

赤 羽 研 三 教 授 7 － 722 

DESPREZ Michaël 准教授 7 － 720 

永 井 敦 子 教 授 7 － 713 

小 倉 博 孝 教 授 7 － 721 

PEYRON Bruno 准教授 7 － 716 

澤 田   肇 教 授 7 － 714 

SCHWARTZ-ARENALES Laure 准教授 7 － 715 

吉 村 和 明 教 授 7 － 718 

 

 

 

 

文化交渉学専攻 
専攻事務室 7 － 1023 （内線 3928） 

氏     名 職名 研究室 

小 林 章 夫 教 授 7 － 512 

山 内 弘 一 教 授 7 － 923 

三田村 雅 子 教 授 7 － 817 

CHEETHAM Dominic 准教授 7 － 523 

SCHWARTZ-ARENALES Laure 准教授 7 － 715 

 

 

 

 

 

ドイツ文学専攻 
専攻事務室 7 － 619 （内線 3680） 

氏     名 職名 研究室 

北 島 玲 子 教 授 7 － 614B 

中 村 朝 子 教 授 7 － 613 

佐 藤 朋 之 教 授 7 － 611 

髙 橋 明 彦 教 授 7 － 614A 

三 輪 玲 子 教 授 7 － 615 

DUPPEL 高山 Mechthild 准教授 7 － 614C 

 

 

 

 

 

 

 

新聞学専攻 
専攻事務室 7 － 1123 （内線 3631） 

氏     名 職名 研究室 

阿 部 る り 准教授 7 － 1117 

小此木   絜 教 授 7 － 1118 

音   好 宏 教 授 7 － 1115 

柴 野 京 子 助 教 7 － 1124 

鈴 木 雄 雅 教 授 7 － 1119 

田 島 泰 彦 教 授 7 － 1114 

碓 井 広 義 教 授 7 － 1120 

渡 辺 久 哲 教 授 7 － 1116 
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総合人間科学研究科 
研究科事務室 2 － 1430a （内線 4434） 

教育学専攻 
専攻事務室 2 － 1430a （内線 3650） 

氏     名 職名 研究室 

髙 祖 敏 明 教 授 2 － 1417 

加 藤 守 通 教 授 2 － 1416 

奈 須 正 裕 教 授 2 － 1422 

杉 村 美 紀 教 授 2 － 1420 

小 松 太 郎 教 授 2 － 1421 

湯 川 嘉津美 教 授 2 － 1419 

田 中 治 彦 教 授 2 － 1418 

 

 

 

 

社会学専攻 
専攻事務室 2 － 1430a （内線 3549） 

氏     名 職名 研究室 

藤 村 正 之 教 授 2－ 1424 

芳 賀   学 教 授 2 － 1401 

園 部 雅 久 教 授 2 － 1425 

渡 辺   深 教 授 2 － 1404 

吉 野 耕 作 教 授 2 － 1403 

田 渕 六 郎 教 授 2 － 1402 

竹ノ下 弘 久 教 授 2 － 1427 

猿 谷 弘 江 助 教 2 － 1426 

 

 

 

 

看護学専攻 
専攻事務室 目白聖母キャンパス事務センター 

 （内線 0171） 

氏     名 職名 研究室 

石 川 ふみよ 教 授 2 － 1623 

石 川 りみ子 教 授 2 － 1622 

西 山 悦 子  教 授 2 － 1627 

島 田 真理恵 教 授 2 － 1624 

徳 永 瑞 子 教 授 2 － 1628 

津波古 澄 子 教 授 2 － 1603 

塚 本 尚 子 教 授 2 － 1602 

小 高 恵 実 准教授 2 － 1626 

武 井 弥 生 准教授 2 － 1629 

山 崎 あけみ 准教授 2 － 1625 

渡 邊 知 映 准教授 2 － 1621 

井 口 あ や 助 教 (目白) 1 － 412 

土江田 奈留美 助 教 (目白) 2 － 303 

吉 野 純 子 助 教 (目白) 1 － 412 

 

 

 

心理学専攻 
専攻事務室 3 － 551B （内線 3811） 

氏     名 職名 研究室 

クスマノ ジェリー 教 授 3 － 538B 

藤 山 直 樹 教 授 3 － 542A 

廣 瀬 英 子 教 授 3 － 540A 

久 田   満 教 授 3 － 539 

黒 川 由紀子 教 授 3 － 541A 

道 又   爾 教 授 3 － 538A 

荻 野 美佐子 教 授 3 － 544 

岡 田   隆 教 授 3 － 542B 

横 山 恭 子 教 授 3 － 543 

吉 村   聡 准教授 3 － 540B 

樋 口 匡 貴 准教授 3 － 541B 

 

 

 

 

社会福祉学専攻 
専攻事務室 2 － 1430a （内線 3849） 

氏     名 職名 研究室 

藤 井 達 也 教 授 2 － 1513 

伊 藤 冨士江 教 授 2 － 1508 

藤 井 賢一郎 准教授 2 － 1510 

岡   知 史 教 授 2 － 1504 

大 塚   晃 教 授 2 － 1512 

髙 山 惠理子 准教授 2 － 1503 

栃 木 一三郎 教 授 2 － 1509 

鏑 木 奈 津 子 助 教 2 － 1507 
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法学研究科 

法律学専攻 
専攻事務室 2 － 1230a （内線 3231） 

氏     名 職名 研究室 

甘 利 公 人 教 授 2 － 1216 

安 西 明 子 教 授 2 － 1208 

筑 紫 圭 一 准教授 2 － 1303 

出 口 耕 自 教 授 2 － 1413 

江 藤 淳 一 教 授 2 － 1328 

福 田 誠 治 教 授 2 － 1213 

羽 生 香 織 准教授 2 － 1307 

原     強 教 授 2 － 1318 

林   幹 人 教 授 2 － 1327 

堀 口 健 夫 教 授 2 － 1324 

伊 藤 栄 寿 准教授 2 － 1314 

伊 藤   渉 教 授 2 － 1310 

伊 藤 雄 司 教 授 2 － 1212 

岩 田   太 教 授 2 － 1414 

岩 瀬   徹 教 授 2 － 1301 

兼 原 敦 子 教 授 2 － 1219 

加 藤 浩 三 教 授 2 － 1302 

川 瀬 剛 志 教 授 2 － 1326 

北 村 喜 宣 教 授 2 － 1214 

小 島 慎 司 准教授 2 － 1209 

古 城   誠 教 授 2 － 1224 

駒 田 泰 土 教 授 2 － 1409 

小 山 泰 史 教 授 2 － 1316 

楠   茂 樹 教 授 2 － 1207 

桑 原 勇 進 教 授 2 － 1223 

松 井 智 予 准教授 2 － 1323 

松 本 尚 子 教 授 2 － 1410 

 

 

 

 

氏     名 職名 研究室 

三 浦 ま り 教 授 2 － 1308 

森 下 哲 朗 教 授 2 － 1202 

長 沼 範 良 教 授 2 － 1317 

永 野 仁 美 准教授 2 － 1407 

野 田 耕 志 教 授 2 － 1311 

小 幡 純 子 教 授 2 － 1210 

越 智 敏 裕 教 授 2 － 1325 

岡 部 みどり 准教授 2 － 1217 

奥 田 純一郎 教 授 2 － 1412 

奥 冨   晃 教 授 2 － 1329 

大和田 滝 惠 教 授 2 － 1319 

佐 藤 岩 昭 教 授 2 － 1220 

田 頭 章 一 教 授 2 － 1320 

高 見 勝 利 教 授 2 － 1411 

滝 澤   正 教 授 2 － 1201 

照 沼 亮 介 教 授 2 － 1312 

富 永 晃 一 准教授 2 － 1304 

辻   伸 行 教 授 2 － 1322 

矢 島 基 美 教 授 2 － 1222 
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経済学研究科 

経済学専攻 
専攻事務室 2 － 1115a （内線 3203） 

氏     名 職名 研究室 

青 木   研 教 授 2 － 1121 

出 島 敬 久 教 授 2 － 1007 

濵 田 壽 一 教 授 2 － 1107 

濵 野 正 樹 助 教 2 － 1123 

日 引   聡 教 授 2 － 1103 

釜 賀 浩 平 助 教 2 － 1021 

川 西   諭 教 授 2 － 1128 

近 藤 広 紀 教 授 2 － 1119 

來 島 愛 子 准教授 2 － 1009 

中 里   透 准教授 2 － 1120 

竹 田 陽 介 教 授 2 － 1118 

竹 内 明 香 准教授 2 － 1024 

蓬 田 守 弘 准教授 2 － 1102 

 

 

 

 

 

経営学専攻 
専攻事務室 2 － 1115a （内線 3203） 

氏     名 職名 研究室 

網 倉 久 永 教 授 2 － 1109 

新 井 範 子 教 授 2 － 1117 

荒 木   勉 教 授 2 － 1124 

細 萱 伸 子 准教授 2 － 1022 

石 井 昌 宏 准教授 2 － 1025 

菊 井 髙 昭 教 授 2 － 1104 

小 林 順 治 教 授 2 － 1125 

小 阪 玄次郎 准教授 2 － 1023 

上 妻 義 直 教 授 2 － 1008 

西 澤   茂 教 授 2 － 1126 

杉 本 徹 雄 教 授 2 － 1110 

杉 谷 陽 子 准教授 2 － 1108 

竹之内 秀 行 教 授 2 － 1116 

山 田 幸 三 教 授 2 － 1101 

 

 

 

外国語学研究科 

言語学専攻 
専攻事務室 L － 514 （内線 4160） 

氏     名 職名 研究室 

秋 山 真 一 助 教 2 － 713 

AMAT Edelmira 教 授 2 － 820 

BRITTO Francis 教 授 2 － 920 

COUCHOT Hervé 教 授 2 － 728 

FAIRBROTHER Lisa 准教授 2 － 914 

福 井 直 樹 教 授 2 － 709 

福 崎 裕 子 教 授 2 － 727 

原   惠 子 准教授 2 － 724 

原   求 作 教 授 2 － 718 

原 田 早 苗 教 授 2 － 726 

市之瀬   敦 教 授 2 － 1029 

井 上 幸 義 教 授 2 － 717 

石 川   彰 教 授 2 － 917 

和 泉 伸 一 教 授 2 － 916 

笠 島 準 一 教 授 2 － 902 

加 藤 孝 臣 准教授 2 － 710 

小 柳 かおる 教 授 10 － 611 

LIPSKY Angela 教 授 2 － 913 

MILWARD Michael 教 授 2 － 903 

 

 

 

 

氏     名 職名 研究室 

水 林   章 教 授 2 － 701 

本 橋 辰 至 准教授 10－ 613 

村 田 真 一 教 授 2 － 711 

NEVES Mauro 教 授 2 － 1003 

新 倉 真矢子 教 授 2 － 620 

西 村 君 代 准教授 2 － 816 

RUIZ TINOCO Antomio 教 授 2 － 811 

坂 本 光 代 教 授 2 － 922 

清 水 崇 文 教 授 10 － 623 

篠 原 茂 子 教 授 2 － 904 

高 橋 亮 介 准教授 2 － 613 

髙 橋 由美子 教 授 2 － 622 

TOIDA Helena 教 授 2 － 1028 

TUCHAIS Simon 准教授 2 － 702 

渡 部 良 典 教 授 2 － 723 

吉 田 研 作 教 授 2 － 927 

吉 畑 博 代 教 授 2 － 722 
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グローバル・スタディーズ研究科 
研究科事務室 10 － 435 （内線 4075） 

国際関係論専攻 
専攻事務室 2 － 823 （内線 3562） 

氏     名 職名 研究室 

野 宮 大志郎 教 授 2 － 1010 

下 川 雅 嗣 教 授 2 － 1011 

蘭   信 三 教 授 2 － 1012 

樋 渡 由 美 教 授 2 － 1014 

WESSELS David 教 授 2 － 1017 

納 家 政 嗣 教 授 2 － 1018 

岸 川   毅 教 授 2 － 1020 

都 留 康 子 教 授 未定 

廣 里 恭 史 教 授 未定 

前 嶋 安 弘 教 授 未定 

木村護郎ｸﾘｽﾄﾌ 教 授 2 － 617 

河 﨑   健 教 授 2 － 621 

上 野 俊 彦 教 授 2 － 712 

宮 城 大 蔵 准教授 2 － 1013 

高 島   亮 准教授 2 － 1019 

安 達 祐 子 准教授 2 － 719 

田 中 雅 子 准教授 未定 

渡 辺 紫 乃 准教授 未定 

 

 

 

 

 

 

地域研究専攻 
専攻事務室 2 － 830 （内線 4431） 

氏     名 職名 研究室 

赤 堀 雅 幸 教 授 2 － 628 

私 市 正 年 教 授 2 － 629 

小 牧 昌 平 教 授 2 － 623 

岩 崎 えり奈 教 授 2 － 703 

福 武 慎太郎 准教授 2 － 616 

川 島   緑 教 授 2 － 624 

丸 井 雅 子 准教授 2 － 626 

根 本   敬 教 授 2 － 625 

寺 田 勇 文 教 授 2 － 627 

ヴェリヤト  シリル 教 授 2 － 609 

長谷川 ニ ナ 教 授 2 － 814 

幡 谷 則 子 教 授 2 － 818 

谷   洋 之 教 授 2 － 812 

子 安 昭 子 教 授 2 － 1004 

田 村 梨 花 准教授 2 － 1001 

矢 澤 達 宏 准教授 2 － 1002 

伊 達 聖 伸 准教授 2 － 729 

松 原 典 子 准教授 2 － 821 

 

 

 

 

グローバル社会専攻 
専攻事務室 10 － 441 （内線 4004） 

氏     名 職名 研究室 

安 野 正 士 准教授 10 － 525 

浅 野 哲 人 准教授 10 － 555 

BURRETT Tina 助 教 10 － 522 

FAHY Sandra 助 教 10 － 505 

FARRER James 教 授 10 － 503 

GARDNER Richard 教 授 10 － 649 

GRAMLICH-OKA Bettina 准教授 10 － 520 

HAGHIRIAN Parissa 准教授 10 － 535 

林   道 郎 教 授 10 － 628 

HESS Christian 准教授 10 － 518 

平 澤 ｷｬﾛﾗｲﾝ 准教授 10 － 630 

井 坂 直 人 准教授 10 － 543 

伊 藤   毅 准教授 10 － 530 

KHOJASTEH Yacob 准教授 10 － 549 

小 西 祥 文 准教授 10 － 547 

河 野 至 恩 准教授 10 － 637 

 

 

 

 

氏     名 職名 研究室 

小 阪 みちる 助 教 10 － 541 

森 本 真理子 准教授 10 － 533 

村 上 辰 雄 助 教 10 － 655 

村 井 則 子 准教授 10 － 634 

中 野 晃 一 教 授 10 － 528 

ROBOUAM Thierry 准教授 10 － 657 

SAALER Sven 准教授 10 － 516 

SLATER David 准教授 10 － 509 

THOMPSON Mathew 准教授 10 － 644 

上 西 順 子 准教授 10 － 557 

WANK David 教 授 10 － 512 

渡 辺 剛 弘 助 教 10 － 514 

YIU Angela 教 授 10 － 647 
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理工学研究科  
研究科事務室 4 － 590 （内線 3300） 

理工学専攻 

機械工学領域 
事務室 3 － 131 （内線 3310） 

氏     名 職名 研究室 

久 森 紀 之 准教授 KH － 426 

武 藤 康 彦 教 授 3 － 137A 

長 嶋 利 夫 教 授 3 － 145A 

坂 本 治 久 教 授 KH － 329 

申   鉄 龍 教 授 3 － 137B 

末 益 博 志 教 授 3 － 143B 

鈴 木 啓 史 准教授 KH － 115E 

鈴 木   隆 教 授 3 － 135B 

高 井 健 一 教 授 KH － 428 

曄 道 佳 明 教 授 3 － 143A 

築 地 徹 浩 教 授 3 － 135A 

渡 邉 摩理子 准教授 3 － 133B 

竹 原 昭一郎 准教授 KH － 326 

一 柳 満 久 准教授 3 － 138 

DZIEMINSKA Edyta 助 教 3 － 231 

 

 

 

応用化学領域 
事務室 3 － 431 （内線 3360） 

氏     名 職名 研究室 

藤 田 正 博 准教授 4 － 474B 

堀 越   智 准教授 4 － 191 

板 谷 清 司 教 授 3 － 445B 

増 山 芳 郎 教 授 4 － 491A 

陸 川 政 弘 教 授 4 － 481 

鈴 木 教 之 教 授 4 － 489 

髙 橋 和 夫 准教授 4 － 495B 

竹 岡 裕 子 准教授 4 － 485 

田 中 邦 翁 准教授 4 － 493 

内 田   寛 准教授 3 － 446 

 

 

 

電気・電子工学領域 
事務室 3 － 131 （内線 3310） 

氏     名 職名 研究室 

藤 井 麻美子 准教授 市本 － 120A 

林     等 准教授 市本 － 118B 

菊 池 昭 彦 准教授 4 － 292 

岸 野 克 巳 教 授 3 － 237A 

宮 武 昌 史 教 授 3 － 243B 

中 村 一 也 准教授 4 － 296 

中 岡 俊 裕 准教授 3 － 022B 

野 村 一 郎 准教授 8 － 210 

小 川 将 克 准教授 市本 － 307B 

坂 本 織 江 助 教 10 － 618 

下 村 和 彦 教 授 3 － 239A 

高 橋   浩 准教授 市本 － 110 

高 尾 智 明 教 授 3 － 241A 

谷 貝   剛 准教授 3 － 022B 

和 保 孝 夫 教 授 4 － 284A 

 

化学領域 
事務室 3 － 431 （内線 3360） 

氏     名 職名 研究室 

DANIELACHE Sebastian Oscar 助 教 3 － 532 

遠 藤   明 准教授 3 － 441A 

橋 本   剛 助 教 3 － 439 

早 下 隆 士 教 授 3 － 441B 

木川田 喜 一 准教授 4 － 482 

久 世 信 彦 准教授 4 － 497 

長 尾 宏 隆 教 授 4 － 491B 

南 部 伸 孝 教 授 9 － 452A 

大 井 隆 夫 教 授 9 － 452B 

鈴 木 由美子 准教授 3 － 435B 

臼 杵 豊 展 准教授 4 － 474A 

 

 

数学領域 
事務室 市本 － 107A （内線 3320） 

氏     名 職名 研究室 

五 味   靖 准教授 市本 － 407 

後 藤 聡 史 助 教 市本 － 401B 

平 田   均 助 教 市本 － 403 

加 藤   剛 准教授 市本 － 412 

中 島 俊 樹 教 授 市本 － 410 

中 筋 麻 貴 准教授 市本 － 414 

大 城 佳奈子 助 教 市本 － 416 

田 原 秀 敏 教 授 市本 － 408 

TRIHAN, Fabien 准教授 市本 － 418 

辻     元 教 授 市本 － 409 

角 皆   宏 教 授 市本 － 406 

都 築 正 男 准教授 市本 － 411 
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物理学領域 
事務室 3 － 131 （内線 3310） 

氏     名 職名 研究室 

東   善 郎 教 授 4 － 391B 

江 馬 一 弘 教 授 3 － 345A 

後 藤 貴 行 教 授 3 － 335B 

星 野 正 光 准教授 4 － 385A 

欅 田 英 之 助 教 3 － 342 

黒 江 晴 彦 准教授 3 － 341A 

桑 原 英 樹 教 授 4 － 381 

水 谷 由 宏 助 教 3 － 340 

大 槻 東 巳 教 授 4 － 389A 

岡 田 邦 宏 准教授 4 － 387B 

坂 間   弘 教 授 3 － 341B 

高 柳 和 雄 教 授 4 － 383A 

平 野 哲 文 教 授 4 － 385B 

小田切   丈 准教授 10 － 609 

足 立   匡 准教授 4 － 291B 

 

 

 

 

情報学領域 
事務室 市本 － 107A （内線 3320） 

氏     名 職名 研究室 

荒 井 隆 行 教 授 4 － 290 

伊 藤   潔 教 授 市本 － 207B 

伊呂原   隆 教 授 KH － 528 

川 中   彰 教 授 市本 － 310 

田 中 昌 司 教 授 市本 － 303 

田 村 恭 久 教 授 市本 － 309B 

川 端   亮 准教授 市本 － 208B 

ゴンサルベス タッド 准教授 市本 － 209B 

澁 谷 智 治 准教授 市本 － 405 

炭   親 良 准教授 市本 － 017C 

高 岡 詠 子 准教授 市研 － 303 

萬 代 雅 希 准教授 市本 － 301B 

古 屋 晋 一 准教授 市本 － 208A 

宮 本 裕一郎 准教授 市本 － 308B 

矢 入 郁 子 准教授 市本 － 401C 

山 中 高 夫 准教授 市本 － 202 

 

生物科学領域 
事務室 3 － 131 （内線 3310） 

氏     名 職名 研究室 

千 葉 篤 彦 准教授 9 － 752A 

林   謙 介 教 授 9 － 758A 

神 澤 信 行 教 授 3 － 435A 

小 林 健一郎 准教授 9 － 554A 

牧 野   修 准教授 9 － 754A 

笹 川 展 幸 教 授 9 － 756B 

齋 藤 玉 緒 教 授 3 － 531 

安 増 茂 樹 教 授 3 － 525 

藤 原   誠 准教授 9 － 554B 

新 倉 貴 子 准教授 9 － 756A 

近 藤 次 郎 助 教 4 － 383B 

川 口 眞 理 助 教 4 － 581 

鈴 木 伸 洋 助 教 4 － 582 

 

 

 

 

地球環境学研究科 

地球環境学専攻 
事務室 2 － 1522 （内線 4176, 3550） 

氏     名 職名 研究室 

磯 崎 博 司 教 授 2 － 1518 

大 坪 國 順 教 授 2 － 1516 

柴 田 晋 吾 教 授 2 － 1517 

鈴 木 政 史 准教授 2 － 1526 

中 島 恵 理 教 授 2 － 1620 

平 尾 桂 子 教 授 2 － 1527 

黄   光 偉 教 授 2 － 1619 

藤 井 良 弘 教 授 2 － 1520 

プテンカラム ジョン ジョセフ 教 授 2 － 1129 

まくどなるど あん 教 授 2 － 1618 

鷲 田 豊 明 教 授 2 － 1519 
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△上智大学キャンパス所在地△ 

 

○四谷キャンパス 

学事センター 

〒102-8554 東京都千代田区紀尾井町 7 番 1 号 

    ☎ 03-3238-3515（教務担当） 

    ☎ 03-3238-3519（学籍・証明書担当） 

    ☎ 03-3238-3195（学費担当） 

 

○市谷キャンパス 

〒102-0081 東京都千代田区四番町 4 

    ☎ 03-3238-4019 

 

○石神井キャンパス 

〒177-0044 東京都練馬区上石神井 4 丁目 32 番 11 号 

    ☎ 03-5991-0343 

 

○秦野キャンパス 上智大学短期大学部 

〒257-0005 神奈川県秦野市上大槻山王台 999 

    ☎ 0463-83-9331 

 

○目白聖母キャンパス 

〒161-8550 東京都新宿区下落合 4 丁目 16 番 11 号 

    ☎ 03-3950-0171 
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